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日程第 ７ 一般質問 

────────────────────────────────────────── 
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書 記 星   千 尋   
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────────────────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（大須賀渓仁） おはようございます。 

  本日は、公私ともにご多忙のところ、令和７年３月天栄村議会定例会にご参集をいただき、

誠にありがとうございます。 

  ただいまの出席議員は９名であります。 

  よって、定足数に達しておりますので、令和７年３月天栄村議会定例会は成立いたしまし

た。 

  ８番、熊田議員より、入院加療中のため欠席の届出がありました。 

  ただいまから、令和７年３月天栄村議会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（大須賀渓仁） 本日の議事は、お手元に配付いたしました議事日程第１号をもって進

めます。 

  日程に入るに先立ち、ご報告を申し上げます。 

  本定例会に説明のため、地方自治法第121条の規定により、別添写しのとおり出席を要求

いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（大須賀渓仁） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第120条の規定により、 

     ３番 吉 成 邦 市 議員 

     ４番 馬 場 吉 信 議員 

 を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（大須賀渓仁） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

  議会運営委員会委員長からの発言を求めます。 

  議会運営委員長、服部議員。 

〔議会運営委員会委員長 服部 晃 登壇〕 

○議会運営委員会委員長（服部 晃） おはようございます。 
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  本定例会についての会期の報告を申し上げます。 

  去る２月25日午後１時30分より議会運営委員会を開催いたし、令和７年３月天栄村議会定

例会の会期について審議いたしました結果、本定例会の会期は３月４日より11日までの８日

間と決定を見ましたので、議長よりお諮り願います。 

  議会運営委員会委員長、服部晃。 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、ただいま議会運営委員会委員長、服部議員からの報告がありましたと

おり、本日より３月11日までの８日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から３月11日までの８日間と決定することに決定いたし

ました。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大須賀渓仁） 日程第３、諸般の報告について。 

  閉会中の議会庶務報告については、皆さんのお手元に配付しておきました報告書のとおり

ですので、ご了承願います。 

────────────────────────────────────────── 

◎例月出納検査の結果 

○議長（大須賀渓仁） 日程第４、例月出納検査の結果について。 

  これらについても、皆さんのお手元に配付しておきました報告書のとおりですので、ご了

承願います。 

────────────────────────────────────────── 

◎陳情の付託 

○議長（大須賀渓仁） 日程第５、陳情の付託について。 

  本日までに受理した陳情は４件で、皆さんのお手元に配付の陳情文書表のとおりでござい

ます。 

  なお、これらにつきましては、所管の総務常任委員会並びに産業建設常任委員会に付託し

ましたので、ご報告します。 

────────────────────────────────────────── 

◎村長施政方針並びに行政報告 

○議長（大須賀渓仁） 日程第６、村長施政方針並びに行政報告。 
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  村長より令和７年３月定例会における施政方針並びに行政報告の申出がありました。これ

を許します。 

  村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） おはようございます。 

  本日ここに、令和７年３月天栄村議会定例会が招集となりましたところ、議員の皆様方に

は、公私ともにお忙しい中、ご出席を賜り厚くお礼申し上げます。 

  さて、本定例会におきましては、議案40件を提案し、ご審議いただくわけでありますが、

議案の説明に先立ち、令和７年度の村政運営の基本方針をご説明申し上げます。 

  本村は、本年３月31日をもって村政施行70周年を迎えます。これまで令和８年度を終期と

する第５次天栄村総合計画において「未来につなぐ村づくり」を基本方向とし、「将来を担

う“人づくり”」、「ふるさとを活かす“地域づくり”」、「みんなで創る“村づくり”」

に取り組んでまいりました。 

  本年５月には、これまでの本村の歩みを振り返り、改めて郷土に対する愛着や誇りを育む

機会とするため、70周年記念式典の開催を予定しております。令和７年度におきましても

様々な事業を実施し、20年、30年先を見据え、村民が主役となり、誰一人取り残さない、未

来に続く元気で豊かな村づくりに全力で取り組んでまいります。 

  次に、令和７年度当初予算編成の対応について申し上げます。 

  令和７年度の予算編成に当たっては、将来の財政負担を十分に検討し、国・県補助金や過

疎債等の地方交付税措置の高い地方債の活用、既存事業の廃止や整理統合などにより財源の

確保に努めながら、少子高齢化、人口減少、エネルギー・食品等の価格高騰、激甚化する自

然災害に備えた防災対応機能の充実と、直面する諸課題への対応、さらには第５次天栄村総

合計画に掲げる５つの基本目標の実現に向けた諸施策、天栄村デジタル田園都市構想総合戦

略及び天栄村過疎地域持続的発展計画を基本とする地方創生・地域振興対策、カーボンニュ

ートラルやＤＸの推進などにより、将来にわたり持続可能な村づくりに取り組んでいくため、

人口減少・移住定住、子育て支援、にぎわいと地域活力の創出、地域防災・防犯力の強化、

カーボンニュートラルの実現、ＤＸの推進を重点事業として位置づけ、一般会計の当初予算

は前年度に比べ１億7,500万円、3.6％の減の46億3,500万円として編成いたしました。 

  次に、重点事業の概要について申し上げます。 

  まず、人口減少・移住定住であります。 

  若者定住住まい確保応援助成金給付事業を引き続き実施し、村内の若い世代の流出を防ぐ

とともに、奨学金返還支援補助金の補助対象を独立行政法人日本学生支援機構の第２種奨学

金にも拡充し、将来を担う若者の定住を促進してまいります。 
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  また、保育料、学校給食費の無償化を継続し、安心して子供を産み育てることができる環

境づくりを推進してまいります。 

  次に、子育て支援についてであります。 

  天栄保育所の移転整備事業につきましては、外構や遊具整備等の屋外整備工事、児童の入

退所管理システムや、うつ伏せ寝感知システムの導入など、令和８年４月の開所に向け事業

を進めてまいります。 

  また、小・中学生ふるさと夢未来応援事業など、子供たちの将来の夢や希望の実現に向か

う力を育むための教育活動を実施してまいります。 

  次に、にぎわいと地域活力の創出であります。 

  農業分野では、現在整備を進めているてんえいふるさと公園の整備を完了させ、さらなる

にぎわいの創出を図ってまいります。 

  また、令和８年度に開催されるふくしまＤＣの開催に向け、本村の特産品や観光など天栄

ならではの魅力を情報発信し、村の認知度向上と誘客促進を図ってまいります。 

  観光分野では、昨年度に引き続きインフルエンサーによる動画配信、台湾エージェント招

致などにより、インバウンド誘客を推進してまいります。 

  次に、地域防災・防犯力の強化であります。 

  消防車両の運転に必要な準中型運転免許等を新たに取得しようとする団員に対し、取得費

用の一部を補助し、消防力の充実を図ります。 

  また、村内における犯罪の発生を未然に防ぐため、住宅用防犯カメラの設置に係る費用の

一部補助を引き続き実施してまいります。 

  次に、カーボンニュートラルの実現であります。 

  電動生ごみ処理機等の購入費の一部を補助し、ごみの減量化を推進することでカーボンニ

ュートラルの実現を推進してまいります。 

  また、環境に配慮し、既存住宅の断熱性、遮光性を高めるため、窓ガラスの取替えや屋根

のふき替え等を行うゼロカーボン推進工事や、災害に強い住まいづくりを目指し躯体の補強

等を行う防災・減災推進工事の費用の一部を補助し、ゼロカーボンシティの実現を推進して

まいります。 

  次に、ＤＸの推進であります。 

  福島県ＩＣＴアドバイザーの支援を受け、村が重点的に取り組むべき事項を定めるＤＸ推

進計画を策定し、デジタル化による役場内の業務効率化、さらなる住民の利便性の向上を目

指してまいります。 

  以上、令和７年度当初予算編成の対応及び重点事業の概要など、村政運営の基本方針につ

いてご説明申し上げました。村議会をはじめ村民の皆様、関係者の皆様には、より一層のご
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支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  次に、12月定例会以降の行政運営の状況につきましてご報告申し上げます。 

  まず、消防・防災関係につきましては、１月７日に、令和７年行政区駐在員委嘱状交付式

及び駐在員会議を開催いたしました。新駐在員の皆様へ委嘱状を交付し、住民と行政の協働

による村づくりを進めるため、ご協力をお願いいたしました。 

  １月９日には、村議会及び村商工会との共催による令和７年天栄村賀詞交歓会を開催し、

各団体の代表など75名が、村のさらなる飛躍と発展を祈念しました。 

  １月12日には、村消防団出初め式が屋内スポーツ運動場において開催されました。団長以

下90名が参集して１年の防火・防災意識を新たにし、多発する自然災害や火災に対応する消

防団員の士気高揚が図られました。 

  また、２月４日から降り続いた大雪により、本村湯本地区が２月９日に災害救助法の適用

を受けたことに伴い、自ら除雪を行うことが困難な高齢者のみの世帯等14世帯を対象に、倒

壊のおそれのある住宅の除雪を２月14日から17日までの間、実施いたしました。 

  次に、こども未来応援事業につきましては、12月22日に円谷幸吉メモリアルアリーナで行

われた福島ファイヤーボンズの公式戦において、地元産品やグッズの販売、お出迎えなどイ

ベント会場での職業体験と、選手と一緒に入場するエスコートキッズ体験を24名の参加者に

より行いました。参加した子供たちは、スタッフの一員として一生懸命仕事に取り組み、エ

スコートキッズは緊張しながらも演出や歓声に大変感激した様子でした。 

  次に、交流人口の拡大を目的とした村のＰＲ事業につきましては、３月１日に道の駅季の

里天栄において、天栄村ＰＲ大使である福島ファイヤーボンズ、林翔太郎選手の直筆サイン

入りポスタープレゼントキャンペーンを実施いたしました。早朝よりポスターを求める多く

のファンが集まり、大変なにぎわいを見せました。 

  次に、情報化事業につきましては、急速に進展するデジタル社会に対応したネットワーク

基盤を構築するため、役場庁舎等のＬＧＷＡＮ回線無線化整備工事を行いました。今回の整

備によって、場所に制約されない執務や会議の開催が可能となることから、業務や会議等に

おけるペーパーレスを推進し、コスト削減や業務効率の向上に取り組んでまいります。 

  次に、国の統計調査であり、全国の農林業を営む方や農山村の実態を明らかにする農林業

センサスにつきましては、各地区の駐在員から推薦を受けた調査員のご協力により、２月28

日に調査が完了いたしました。 

  次に、物価高騰対策としまして、今回で７回目となるてんえい村民応援商品券を発行いた

しました。今回はできるだけ早く村民にお届けするため、２月15日、16日の２日間、直接商

品券をお渡しする日を設け、1,313世帯にお渡ししました。そのほかの世帯につきましては

郵送で商品券を発送しており、物価高騰によって影響がある家計への支援と地域経済の下支
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えの一助になるものと考えております。 

  また、低所得世帯に対して３万円、対象児童１人当たり２万円を加算して給付する物価高

騰重点支援給付金につきましては現在申請を受け付けており、明日３月５日に第１回目の給

付を行うこととしております。 

  次に、子育て支援につきましては、天栄保育所の移転整備に係る建築工事の安全祈願祭が

２月20日に行われ、工事の安全と早期完成を祈願いたしました。12月25日に、こども計画の

策定に向けた第１回子供・子育て会議を開催しました。令和５年４月に施行されたこども基

本法に基づき、若者や子育て世代のライフステージに応じた切れ目のない支援、貧困対策、

そして社会全体で子育てを支えるための意識の醸成などを図るため、本村においても、こど

もまんなか社会の実現に向け、子供や若者、子育ての当事者の方々、策定委員の皆様からの

ご意見を反映しながら年度内に計画を策定し、子ども施策を総合的に推進してまいります。 

  次に、高齢者支援につきましては、２月４日に本年度３回目となる独り暮らし高齢者世帯

等に対する配食サービスを実施いたしました。26世帯にお弁当を配付しながら、独り暮らし

高齢者などの健康状態の確認を行いました。 

  次に、障害者福祉につきましては、２月２日に、書家、金澤翔子さんのドキュメンタリー

映画を村生涯学習センターで上映しました。当日は多くの方が鑑賞され、感動と障害への理

解が深まる機会となりました。 

  次に、健康増進につきましては、総合的な村民の心と体の健康づくり施策の充実を図るた

め、２月３日に、こころ・からだ・食の計画の策定委員に委嘱状を交付し、第１回策定委員

会を開催いたしました。今後は委員の方々から意見をいただきながら、年度内の計画策定に

向け進めてまいります。 

  また、日々歩くことや健診を受けることでポイントがつき、村商品券や電子ポイントを交

換できるだけでなく、健康寿命の延伸や生活習慣の改善を目的とした健康チャレンジポイン

ト事業では、スマートフォンのアプリを活用することで、今までの参加者に加え、20代から

40代の参加もあり、若い世代への健康意識の向上につながっております。 

  また、特定健診や各種がん検診等を医療機関で受診する施設検診につきましては、１月末

で終了し、施設受診の受診者の総数は延べ458名で、集団検診と合わせた受診者数は延べ

2,707名となり、コロナ禍以前の受診者数を上回ったことで、生活習慣病の予防、がんの早

期発見、早期治療の一定の効果を得られるものと考えております。今後も未受診者対策を強

化し、より多くの方々に検診を受けていただくよう努めてまいります。 

  また、２月14日に自殺予防対策として、職員や民生児童委員の方々などを対象としたゲー

トキーパー養成講座を開催し、ゲートキーパーとしての役割、話の聞き方、セルフケア等に

ついて学んでいただきました。 
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  次に、住民窓口関係につきましては、２月２日現在におけるマイナンバーカードの交付率

は90.8％となっております。昨年12月２日より、国民健康保険や後期高齢者医療制度など、

マイナ保険証を基本とする仕組みに移行し、新たな被保険者証が発行されなくなりました。

これに伴い、マイナンバーカードの交付を受けていない方につきましては、医療機関等の窓

口で提示することで、従来どおり受診することが可能となるよう資格確認書が交付されてお

ります。村といたしましては、今後もマイナンバーカード交付申請のサポートを窓口におい

て実施し、普及啓発に努めてまいります。 

  衛生関係につきましては、地球温暖化防止の一環として取り組んでおります、ごみ減量事

業について村の現状について広く知っていただくため、チラシを各戸へ配付し、１人１日

100グラムの減量を目標にすることを周知したほか、各小学校及び各団体への周知活動も実

施してまいります。 

  また、４月からプラスチック製品について資源回収を実施するため、分別方法や収集方法

につきましても、ごみカレンダーや啓発チラシで周知してまいります。 

  次に、税務関係につきましては、２月６日より令和６年分の所得に係る所得税の確定申告

及び住民税、国民健康保険税の申告を３月17日まで行っております。また、村税等の徴収強

化を図るため、村税等特別滞納整理対策本部を設置し、昨年10月から年末にかけて、全職員

体制による滞納者宅への臨戸訪問や電話催告等を実施するとともに、２月14日には関東地方

における金融機関の調査及び預貯金の差押えの滞納処分を実施し、収納率向上と税の公平性

の確保を図っております。 

  次に、国土調査につきましては、大里第30地区は、調査結果の閲覧及び取りまとめ作業を、

湯本第31地区は、測量の基礎となる図根三角点等の設置作業を進めております。 

  次に、農業関係につきましては、12月６日、７日に山梨県北杜市で開催された第26回米食

味分析鑑定コンクール国際大会において4,736点が出品された中、国際総合部門で塚目剛さ

ん、都道府県・国際地域代表お米選手権で芳賀育実さん、栽培別部門（環境王国）で吉成邦

市さんが、それぞれゆうだい21で金賞を受賞されました。心よりお祝いを申し上げるととも

に、今後もさらなる良食味米が生産されるようご期待申し上げます。 

  令和７年産主食用米の生産数量の目安につきましては、県より前年比83ヘクタール増の

741ヘクタールが示されました。現在も、なお米価が高止まりしておりますが、食生活の多

様化や人口減少などから、主食用米の需要は減少しているため、村地域農業再生協議会では、

これまで同様、この目安を基に生産者ごとに生産数量の目安を示し、引き続き農業経営所得

安定対策を推進し、水田農業経営の安定化を図ってまいります。 

  １月25日から27日までの３日間、ＪＲ大宮駅において、昨年の11月に引き続き、天栄米、

赤ネギ、地酒などの村特産品や観光のＰＲを行う天栄村特産品フェスタを開催し、今回も天
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栄中学校の生徒５名や生産農家と共に天栄村の魅力をアピールいたしました。 

  また、２月１日から２月28日までの１か月間、ＪＲ上野駅の旬米むすびほんのり屋エキュ

ート上野店において、天栄米ゆうだい21を全てのおむすびに使用した天栄米おむすびフェア

が開催され、初日から行列ができるほどのにぎわいを見せ、お店をご利用される皆さんへ天

栄米と村観光のＰＲを行いました。 

  １月21日に、福島市杉妻会館で行われた令和６年度豊かな村づくり顕彰事業表彰式におい

て、天栄長ネギ生産組合が、これまでの活動実績が地域活性化に大きく貢献していることを

評価され、農業生産部門で表彰されました。お祝い申し上げるとともに、今後も地域活性化

の牽引役として、ますますご活躍をご期待申し上げます。 

  次に、林業関係につきましては、牧之内字大徳坊地内の約12ヘクタールにおいて、ふくし

ま森林再生事業による森林整備を実施し、令和７年２月に完了いたしました。 

  次に、商工観光につきましては、１月17日にインバウンド拡大に向け、福島空港において

開催された台湾・福島便就航１周年記念の歓迎イベントでＰＲを行ったほか、同日から19日

にかけて台湾人インフルエンサーによる動画撮影が行われ、ＳＮＳやユーチューブで配信さ

れました。 

  また、２月19日、20日には台湾の旅行会社を招聘し、村の観光施設等を見ていただき、旅

行商品造成に向けたＰＲを行いました。 

  ２月15日、16日に東京都文京区の湯島天満宮において開催された湯島天神梅まつりに参加

し、村の観光及び特産品のＰＲや販売を行いました。 

  ２月20日には、温泉宿やペンション等と連携しながら、天栄村の特産品を使用した天栄な

らではの食の魅力の発信と誘客を図るため、ホテルメトロポリタンエドモントの岩崎総料理

長によるＴＲＡＩＮ ＳＵＩＴＥ 四季島、初代総料理長岩崎シェフレシピプレゼン試食会

を開催いたしました。 

  次に、社会資本整備総合交付金事業につきましては、道路拡幅を行い、安全かつ円滑な交

通を確保することを目的とし進めている村道南１号線道路改良工事が年度内に完了する見込

みとなっております。緊急自然災害防止対策事業の児渡安養寺線落石対策（１工区）工事並

びに緊急しゅんせつ推進事業の上松本地区ため池しゅんせつ工事につきましては、ともに繰

越事業として早期完了を目指してまいります。 

  次に、学校教育関係につきましては、英語の村てんえい推進の一環として、英検や小学生

対象の英検ジュニアを受験することで、英語に対する興味、関心を高め、英語教育の充実を

図ることを目的に、小学生を対象とした英検チャレンジを１月18日及び２月１日に開催いた

しました。 

  また、中学生を対象に生徒の学力のさらなる底上げを図るため、民間塾講師を活用した学
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習支援事業として、従来の中学３年生から対象学年を中学２、３年生と拡充し、高校受験を

早い段階から意識させるとともに、進路実現に向けて個々の学力に応じた講義を受けること

ができるよう実施いたしました。 

  また、天栄中学校におきましては、総合的な学習の時間、ふるさと・夢プロジェクトの実

践を中心とした研究が認められ、昨年度に引き続き、福島県教職員研究論文にて入選を受賞

いたしました。この取組は天栄ならではの教育として、村の豊かな人・もの・ことについて

探究的に学び、ふるさと天栄に対して何ができるかを見つめ、将来の夢の実現に向かってい

く資質や能力を育成していくことを目的に、現在も通年で事業展開を継続中です。 

  また、福島県の教育・文化関係表彰の特別功労者として、このふるさと・夢プロジェクト

にも多大に貢献していただいていた天栄中教諭が優秀教職員の部で受賞しております。 

  次に、子供たちの活躍につきましては、第74回「社会を明るくする運動」作文コンテスト

において、中央推進委員会主催の全国保護司連盟理事長賞を牧本小児童が、福島県推進委員

会主催の優秀賞を広戸小児童がそれぞれ受賞し、また、全国中学生人権作文コンテスト福島

県大会では、天栄中学校の１年生が郡山人権擁護委員協議会奨励賞を受賞するなど、その他

のコンクール等とあわせ、本村小・中学生が多数の入賞を果たしました。 

  また、天栄幼稚園の幼年消防クラブが、地域における防火・防災活動に寄与している模範

的なクラブとして、自治体消防75周年記念表彰を受賞いたしました。 

  12月23日に天栄幼稚園にて執り行われた消防本部による伝達式では、園児たちによる誓い

の言葉や火災予防呼びかけが披露され、全園児で受賞を喜び合いました。 

  次に、生涯学習につきましては、12月17日に生涯学習センターにおいて立志式を開催いた

しました。本年度14歳を迎える中学２年生37名の一人一人が立志の誓いを表明するとともに、

代表者へ立志証書が手渡され、大人の第一歩となる節目を実感することができました。 

  12月25日には、生涯学習センターにおいて高齢者学級寿大学の閉校式が行われました。今

年度は８回の講座に延べ109名が受講され、11名が皆勤となりました。閉校式終了後は、ピ

アノの伴奏に合わせ受講者全員で懐かしのメロディーを合唱し、楽しかった活動を締めくく

りました。 

  １月19日には、生涯学習センターにおいて新春初笑い天栄寄席を開催いたしました。当日

は須賀川出身の落語家桂幸丸さんをはじめ、タレントのねづっちさんなどが落語や漫談、紙

切り、大喜利などを披露し、満員となった会場は終始大きな笑いに包まれていました。 

  次に、社会体育につきましては、村内小・中学生を対象としたウインタースポーツ教室と

して、12月21日に磐梯熱海アイスアリーナでスケート教室を開催し、19名が参加いたしまし

た。また、２月１日には、猪苗代スキー場でスキー・スノーボード教室を開催し、17名が参

加いたしました。それぞれ当日はインストラクターの指導の下、参加者は競技の基礎から応
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用までを学び、いずれの参加者も楽しみながら技術の向上を図ることができました。 

  次に、湯本公民館事業につきましては、湯本いきいき学び大学において、南相馬市小高区

の高齢者の方と、ｅスポーツを通しての交流や、ピアノ教室の講師によるピアノ演奏を鑑賞

し、楽しみながら有意義な時間を過ごしていました。 

  また、福島の伝統工芸品学び講座では、赤べこの絵付け体験や漆塗り工房の見学など、県

内の伝統文化を学びました。 

  続きまして、本定例会に提案いたしました、議案40件の大要についてご説明申し上げます。 

  議案第１号 専決処分の報告及び承認につきましては、令和７年２月４日からの大雪によ

り、本村湯本地区において災害救助法が適用されたことに伴い、同法による除雪事業に要す

る経費を計上した令和６年度天栄村一般会計補正予算を２月10日に専決処分したため、報告

し、承認を求めるものであります。 

  議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の

制定につきましては、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関係条例において所要の

改正を行うものであります。 

  議案第３号 天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまし

ては、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の

簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、所要の改正をするものであります。 

  議案第４号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例の制定につきましては、一般職の給与に関する法律等の一部を改正する法律の

施行に伴い、所要の改正をするものであります。 

  議案第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定及び議

案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、育

児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援

対策推進法の一部を改正する法律等の施行に伴い、所要の改正をするものであります。 

  議案第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例の制定につきましては、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行う

ものであります。 

  議案第８号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定につきましては、福

島県人事委員会勧告に準拠し、給与制度の改定等のため、所要の改正を行うものであります。 

  議案第９号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を

改正する条例の制定につきましては、一般職の給与に関する法律等の一部を改正する法律の

施行に伴い、所要の改正をするものであります。 
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  議案第10号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の

制定につきましては、福島県人事委員会勧告に準拠し、職員の給与に関する条例の改正に伴

い、所要の改正を行うものであります。 

  議案第11号 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制定につきましては、障害を理由

とする差別の解消の推進に関する法律第７条第１項に規定する不当な差別的取扱いに該当す

る可能性のある規定について削除するものであります。 

  議案第12号 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定につきましては、特定教育保育施設及び特定地域型保

育事業並びに特定子供・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の改

正をするものであります。 

  議案第13号 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例の制定につきましては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的

保育事業の設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、所要の改正をするものでありま

す。 

  議案第14号 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する条例の制定につきま

しては、近年のエネルギー価格、物価高騰の影響を踏まえ、使用料を改定するものです。 

  議案第15号 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定につきましては、体育施設

の維持管理に係る電気料等の高騰に伴い、使用料を改定するものです。 

  議案第16号 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例

の制定につきましては、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に

伴い、所要の改正をするものです。 

  議案第17号 大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につきましては、現在の計

画期間が３月をもって満了となるため、令和７年度から５年間の新たな整備計画について、

議会の議決を求めるものであります。 

  議案第18号 村道の路線の廃止につきましては、路線の終点変更に伴う村道１路線の廃止

について、議案第19号 村道の路線の認定につきましては、大里地内に新設した村道３路線

の認定について、それぞれ道路法の規定により議会の議決を求めるものであります。 

  議案第20号 令和６年度天栄村一般会計補正予算につきましては、各種事業費の確定によ

り、歳入歳出それぞれ１億2,927万円を減額し、予算総額を62億3,979万5,000円とするもの

であります。 

  議案第21号 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算につきましては、事業勘定

において、歳入歳出それぞれ3,510万2,000円を減額し、予算総額を６億2,782万4,000円とし、

診療施設勘定において、歳入歳出それぞれ638万6,000円を減額し、予算総額を5,802万5,000
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円とするものであります。 

  議案第22号 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算につきましては、歳入歳出それぞれ

134万5,000円を追加し、予算総額を198万2,000円とするものであります。 

  議案第23号 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算につきましては、歳入差歳出それぞ

れ21万円を追加し、予算総額を46万円とするものであります。 

  議案第24号 令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算につきましては、

予算総額3,362万円のうちで歳出予算を組み替えるものであります。 

  議案第25号 令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算につきましては、歳入歳出

それぞれ10万4,000円を減額し、予算総額を300万円とするものであります。 

  議案第26号 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算につきましては、歳入歳出それ

ぞれ2,647万5,000円を減額し、予算総額を６億9,930万7,000円とするものであります。 

  議案第27号 令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算につきましては、歳入歳

出それぞれ138万4,000円を追加し、予算総額を6,860万4,000円とするものであります。 

  議案第28号 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算につきましては、収益的収入及び支

出において、収入支出それぞれ27万5,000円を追加するものであります。また、資本的収入

において456万円を、資本的支出において999万2,000円を減額するものであります。 

  議案第29号 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算につきましては、収益的収入及び

支出において、収入支出それぞれ95万9,000円を追加するものであります。また、資本的収

入において20万円を減額し、資本的支出において130万円を追加するものであります。 

  議案第30号 令和７年度天栄村一般会計予算につきましては、対前年度比3.6％減の46億

3,500万円であります。 

  議案第31号 令和７年度天栄村国民健康保険特別会計予算につきましては、事業勘定にお

いて、対前年度比4.5％減の６億3,751万2,000円、診療施設勘定において、対前年度比1.0％

減の5,170万9,000円であります。 

  議案第32号 令和７年度牧本財産区特別会計予算につきましては、対前年度比0.8％減の

63万2,000円であります。 

  議案第33号 令和７年度大里財産区特別会計予算につきましては、対前年度比7.8％増の

29万1,000円であります。 

  議案第34号 令和７年度湯本財産区特別会計予算につきましては、前年度と同額の25万円

であります。 

  議案第35号 令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算につきましては、前年

度と同額の3,301万7,000円であります。 

  議案第36号 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算につきましては、対前年度比
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7.2％減の270万8,000円であります。 

  議案第37号 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算につきましては、対前年度比3.2％

増の６億8,676万6,000円であります。 

  議案第38号 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算につきましては、対前年度比

8.6％増の6,833万5,000円であります。 

  議案第39号 令和７年度天栄村水道事業会計予算につきましては、収益的収入及び支出は、

対前年度比10.4％減の１億5,697万6,000円であります。資本的収入は対前年度比24.4％減の

6,820万円、資本的支出は対前年度比3.9％減の１億5,510万2,000円であります。なお、資本

的収入が資本的支出に対し不足する額は、過年度損益勘定留保資金及び消費税資本的収支調

整額で補塡することとしております。 

  議案第40号 令和７年度天栄村下水道事業会計予算につきましては、収益的収入及び支出

は、対前年度比1.2％減の３億2,955万1,000円であります。資本的収入は対前年度比99.9％

減の2,000円、資本的支出は対前年度比17.2％減の8,896万8,000円であります。なお、資本

的収入が資本的支出に対し不足する額は、過年度損益勘定留保資金で補塡することとしてお

ります。 

  以上、施政方針及び行政報告並びに提出議案の大要についてご説明申し上げましたが、よ

ろしくご審議のうえ、議決を賜りますようお願い申し上げ、挨拶といたします。 

  令和７年３月４日、天栄村長、添田勝幸。 

○議長（大須賀渓仁） これで村長の施政方針並びに行政報告を終わります。 

  ここで暫時休議いたします。 

  11時まで休議いたします。 

（午前１０時４７分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１１時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（大須賀渓仁） 日程第７、一般質問を行います。 

  天栄村議会会議規則第61条第２項の規定に基づき、一般質問の通告がありますので、発言

を許します。 

  今定例会における一般質問者は５名であります。初めに、１番、齋藤議員、次に３番、吉

成議員、次に４番、馬場議員、次に２番、石塚議員、最後に６番、服部議員の順序によって

行います。 
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  質問者の質問の持ち時間は１人40分で行います。執行者の方は、事前に一般質問の通告が

出されておりますので、答弁については的確にお答え願います。 

────────────────────────────────────────── 

◇ 齋 藤 寿 昭 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員の一般質問の発言を許します。 

  １番、齋藤議員。 

〔１番 齋藤寿昭 質問席登壇〕 

○１番（齋藤寿昭） おはようございます。 

  天栄村議会会議規則によりまして、一般質問を行います。 

  災害時の廃棄物処理計画について質問いたします。 

  昨年の８月５日の民報記事に記載されていた県内の災害時に発生する廃棄物の処理計画の

策定が、残念ながら本村は未策定でしたが、現在の状況を伺いたい。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  近年多発する自然災害、全国各地で起こる大規模地震や集中豪雨などによって、膨大な災

害廃棄物が発生している状況にあります。災害で発生する災害廃棄物は様々な廃棄物が混合

し、処理が難しい性質を持つものが大量に発生すること、人への健康や生活環境に重大な被

害を生じるおそれがあること、仮置場における火災発生のおそれや、感染症発生等の２次被

害が起こる可能性があることなどから、適正かつ円滑、迅速な処理が求められており、こう

した状況を踏まえ、災害からの復旧復興の妨げとなる災害廃棄物を適正かつ円滑、迅速に処

理することを目的とした市町村災害廃棄物処理計画を策定することとなっております。 

  本村の状況につきましては、環境省の災害廃棄物対策指針に基づき、福島県災害廃棄物処

理計画及び天栄村地域防災計画等の関連計画との整合性を図りつつ、現在、策定を進めてお

り、本年３月末には完了する予定であります。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  民報の記事のほうにも載っていました県内の状況というのが、令和６年３月末時点で策定

済みが県内では34市町村、全体の57.6％、未策定25町村というのが42.4％。こちらはその記

事のほうによりますと県南、会津地区、こちらがちょっと目立つというような状況が載って

いました。その中でも、その策定業務というのが、今、村長の答弁のほうでも難しいという

ことをお伺いしたんですけれども、こちらに加えて人手不足とか、こちら、国のほうの支援

もあると思うんですけれども、国の支援のハードルが高いとか、そういったことはあるのか
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お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  国の支援のほうのハードルが高いのかという質問でありますが、そちらのほうはそういっ

たことはございません。 

  以上です。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  そういった支援がハードルが高いということはないということは理解しました。こちら、

令和２年天栄村の国土強靱化地域計画の中に、リスクとして起きてはならない最悪の事態と

して、大量に発生する災害廃棄物の処理の停滞により、復旧復興が大幅に遅れる事態という

ように計画の中にあります。そして、その中に脆弱性評価として、関係機関との連携の下、

災害廃棄物の適正処理に向けた体制強化を図ることが必要と記載されておりますが、その中

で対策とか方策に記載されているのは、速やかな災害廃棄物の処理に向け、災害廃棄物処理

計画の策定に努める。関係機関との連携の下、災害発生時における体制構築に努める。こち

ら、その中に事業として、災害廃棄物の受入れ処理等に関し民間事業者との協定とあります

が、こちら、どこか協定を結んだりとかしていることはあるのかを聞きたいです。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 災害協定について協定を結んでいるかというご質問にお答えいたし

ます。 

  今現在、協定を結んでいる相手先なんですが、まずは天栄村内郵便局、須賀川郵便局、天

栄村建設事業者会、あと株式会社ダイユーエイト、東北電力株式会社、神田産業株式会社等

と協定を結んでおります。 

  以上であります。 

  大変失礼いたしました。今現在結んだのは、あくまでも災害時の支援協定であります。災

害廃棄物の協定のほうは、そちらのほうはまだございません。失礼いたしました。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） そうですね、その廃棄物のほうの協定はまだ結んでいないということな

んですけれども、それに伴って須賀川地方保健環境組合との連携充実を強化ということが、

その強靭化地域計画の中にありますけれども、そちらとのほうの連携というのは具体的にど

んなことを進めているのか、お聞きしたいです。 
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○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  須賀川保健環境組合と進めておりますのは、災害物が発生した場合の処理方法とか、そう

いったものをこちらの計画に記載しております。 

  以上であります。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） こちらは東日本大震災のときに仮置場というのが天栄村でも設置されて

いましたけれども、そちらは置き切れずに須賀川のほうの仮置場に運んだという住民の方も

いらっしゃるということをお聞きしております。また、昨年７月下旬に、山形、秋田、両県

を襲った豪雨、こちらでは両県の全市町村廃棄物処理計画を策定して、その計画があったこ

とで迅速な初動につながったという記事が記載されておりました。ぜひ、この天栄村でも３

月ということなので、そちらの計画をぜひ進めていただければと思います。 

  １つ目の質問のほうは以上になります。 

  次に、２つ目の質問として、防災士資格取得奨励金について質問いたします。 

  村では、平常時から災害に備え、地域の防災リーダーとなる人材を育成するため、令和５

年５月から防災士資格取得に要する費用を助成する制度がありますが、現在この制度を活用

した状況を伺いたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  村では、令和５年度より地域における防災力の向上を目的に、天栄村防災士資格取得奨励

金交付要綱を定め、防災士の確保・育成に努めております。この奨励金を活用し、令和５年

度に１名、令和６年度に２名の計３名が資格を取得しております。村といたしましては引き

続き回覧文書や駐在員会議等で制度の周知を図り、各行政区単位での防災の担い手となる人

材確保に努めてまいります。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  こちらの防災士というのは、阪神・淡路大震災、このときの教訓から生まれた民間の資格

であります。資格取得者が30万人を今超えて、本県での取得者数が4,915人。これは日本防

災士機構による2024年度12月末の数になっておりますが、全国最多の愛媛県、こちらは2011

年から県が無料で講座を開催し、市町村が教本費を負担し、対象者を学校や企業に広げ、現

在、住民の50人に１人が資格を持って、2018年の西日本豪雨、24年の震度６弱の地震で防災
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士が避難を先導して被害の低減にも貢献しているというのが、今年の１月14日の民報のほう

に載っておりました。 

  今、助成を受けた人の人数はお聞きしましたけれども、こちらの助成金額対象となる人は、

どういった方が対象になるのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この防災士に関しましての奨励金のまず助成金額でございますが、上限といたしまして９

万4,800円でございます。 

  続きまして、対象となる方でございますが、村内の自主防災組織や行政区に所属している

世帯の方で、その自主防災組織、または行政区からの推薦を受けた方、また資格取得後に地

域の防災活動にご協力できる方等々、こういった者が助成の対象となる方となっております。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） その３名、受けた方、どういった職業の方か、把握していれば教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  ３名の方でございますが、農業でよろしかったですか。農業がお２人、あと会社員がお１

人というところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。すみません、ちょっとお答えづらかったかもし

れませんけれども、この助成制度というのを村では活用していますけれども、この助成制度

を受けないで、その防災士の資格を持っている方というのは村のほうでは把握していますで

しょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この資格を認証するＮＰＯ法人日本防災士機構に調べてみましたが、その際には資格のほ

うで、この助成制度を受けないで資格を取っていらっしゃる方は村内には３名いらっしゃる

ということで伺っております。 

  失礼しました。３名でございません。８名でございました。大変失礼いたしました。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 
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○１番（齋藤寿昭） さっきの質問になりますけれども、農業、会社員ということと、あとこ

ちら、昨年なんかは役場の方が何名か受けていると思うんですけれども、役場の職員の方で

はどのぐらい受講し、その資格のほうを取得したのか、教えていただきと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  役場の職員が取得しておりますのは、合わせまして９名の職員が取得をしております。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ９名ということで、こちらの３名、当然、役場の方はこういった資格取

得というのは存じていると思うんですけれども、住民のほうにはどのような方法で周知され

ているかというのを、こちら教えていただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  住民の方々に対する周知方法でございますが、例年５月頃に駐在員さんにお願いをいたし

まして、回覧で各行政区に周知をしているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） 回覧という方法もありますけれども、私がちょっと見たところでは、ホ

ームページ、村のホームページですね、こちらに助成制度ということで出ていますけれども、

ほぼほぼ知らない方が多いと思いますので、ぜひその辺は周知していただくように。 

  この資格というのが、昨年、各行政区のほうに地区防災計画の策定を推進し、集落におけ

る地域防災力の向上に取り組んでいると、こちらの資格を取得して奨励金を受けた人は、今

後、自主防災組織及び行政区でどのような役割を果たしていくのを期待しているのか、お伺

いしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今ほど議員おっしゃるように、この奨励金の目的は、地域における防災力の向上を目的と

しまして実施しているものでございまして、この奨学金制度を利用していただきました方々

には、それぞれの地域での防災に関するリーダーまたはアドバイザーとしてご活躍いただき

たいというふうに考えているところでございます。 

  村といたしましては、今後、先ほど議員おっしゃったような自主防災組織の中で防災士の

方に役割を担っていただけるよう、また地区においての防災活動にご尽力をいただけるよう
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な組織づくりを進めてまいりたいというふうに考えております。 

  また、別にでございますが、救急救命講習会などにもご参加をいただいて、防災士の資質

向上に寄与していきたいというふうに村は考えているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  今質問したのはなぜかというと、この資格を取って、課題としているアンケートも、その

民報の記事に載っていたんですけれども、取りっ放しになって終わるというようなことがあ

って、アンケートの回答をした369人の43％、防災活動をしていない。半数近く、活動の場

や時間がないことというのを理由に挙げていますので、ぜひ資格を取得した方に積極的に声

をかけて、自主防災組織のほうに役立てていただきたいなと思います。 

  また、村では今後どのような人たちを対象に、いろんな職業があると思いますけれども、

望んでいるのかというのもお聞きしたいと思います。行政区、消防、学校関係、昨年の郡山

の会場では、専門学校生、こちらが学校単位で受講したり、また小学生の女の子、こちらの

女の子がお父さんと一緒に受講していたという経緯もありますので、学校単位とか、そうい

ったことも含めて考えているのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この防災士の奨励金に関しましては、先ほど申しましたように地域の防災力の向上を目的

としているところであり、要件にもございましたように駐在員の方々のご推薦をいただけれ

ばということでございます。また、その地域の方々でこの防災に関しましての幅広い意識の

向上も目的として入っておりますので、職種を問わずに地域の方々で、この制度を利用して

いただければと考えているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  近年、激甚化傾向にある自然災害から人的被害を軽減するため、行政ではなく、村だけで

はなく住民一人一人の行動が必要となるこの資格取得奨励金は大変よい制度だと思います。

行政区の駐在員、住民への周知を徹底していくことをお願いしたいと思います。 

  私の質問は以上になります。ありがとうございました。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員の一般質問は以上で終了いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◇ 吉 成 邦 市 

○議長（大須賀渓仁） 次に、３番、吉成議員の一般質問の発言を許します。 
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  ３番、吉成議員。 

〔３番 吉成邦市 質問席登壇〕 

○３番（吉成邦市） 天栄村会議規則に基づきまして、一般質問のほうをさせていただきます。 

  村地域計画と農用地の利用実態、今後の利用集積はということで、先般、各地域の代表者

への説明会を開催し、取りまとめを行っているところだと思いますが、現在の進捗状況と今

後のスケジュールはどうなっているのか、また現在の農地の集積状況と、村としての集積に

関する考え方をお聞きしたい。よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  本地域計画の進捗につきましては、本年１月14日及び15日に各地域の生産組合長、中山間

地域直接支払及び多面的機能支払に取り組んでいる組織の代表者、行政区長等への説明会を

開催し、担い手名簿の取りまとめを行い、その結果を反映した地域計画案に対する関係機関

への意見聴取を現在行っております。 

  今後のスケジュールにつきましては、関係機関の意見聴取後、縦覧公告を経て３月下旬に

計画を策定し、公表することとしております。 

  次に、現在の農地の集積状況につきましては約50％となっており、村といたしましては、

地域計画を基に中核となる担い手への土地集積及び農地集約による効率的な土地利用が図ら

れるよう、今後も地域での農地利用についての話合いを推進してまいります。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） ３月下旬ということでございますが、地域計画につきましては、各県内

でも今現在多くやられておりまして、その中で地域での話合いがやっぱり一番重要だという

ことが言われているわけですね。今回、代表者への説明というふうなことだったんですが、

今後、３月下旬までというと時間はありませんが、これ毎年計画の見直し等があると思いま

すので、アンケートは１回やっているというようなことですんで、個別訪問というか、その

地域の中に入って取りまとめをする、そういう話合いの場を設ける考えがあるのかどうか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  議員おっしゃいますように、地域計画につきましては地域での話合いをもって、その土地

の地域の農用地の有効利用、集積・集約を図るということが一番の目標になってございます

ので、計画策定に関しましてはアンケートで代表者を集めてということで策定をしましたが、
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目標地図が出来上がった段階で具体的な話合いが進められるように、村といたしましては取

り組むとともに、地域でのそういった話合いをできるよう推進をしてまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 元になるものがないと、なかなか地域の話合いに行けないというふうな

ことだと思います。その利用図の作成は、この間も代表者の集まりの中で、各集落から持ち

帰って一応聞き取りをしてくださいというふうなことで言われておりましたので、その利用

図が３月下旬には完成するというようなことの理解でよろしいかと思いますが、それで、先

ほど村長が50％の集積だというふうなことを答えていただきましたが、実際にその50％の集

積、今どのぐらいの面積、村の、私の記憶ですと大体田畑合わせて1,200ヘクタールという

のが昔から言われている数字だとは思いますが、大体田んぼでどのぐらい、畑でどのぐらい

と、あと、どのような形でその面積の集約がなされている、例えば５町歩以下とか５町歩以

上の人たちがどのぐらい集積しているかというふうな、大体、村の平均の経営耕作面積は

1.2ヘクタールぐらいというふうに記憶しております。1.2ヘクタールが平均だとすれば、そ

れにどのぐらい、この50％だとすると1,000町歩だとしたって500町歩ぐらいは集積されてい

るというふうな形になるんですが、その辺の数字がきちっと分かっているのであれば、その

辺お聞きしたいのと、それが多分ずっと積み上げてやってきているんだと思いますから、そ

れを見直しをしているのかどうかも、併せてお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  農地の集積につきましては、議員おっしゃるように、農地の面積が1,200ヘクタールとい

うことで認識しておりますが、そのうち600ヘクタールほどが集積になっているということ

で積み上げの数字になってございます。 

  しかしながら、水田で幾ら、畑で幾らという統計までは現在収集というか、データをつく

ってございませんでしたので、今後そういった統計が取れるようにするとともに、その担い

手、規模別にどのような形で集積しているかという状況については把握できるように努めて

まいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 今、50％で約600というふうな数字であると思います。その600ヘクター

ルがどういうふうな形で集まっているかというのが分かっていかないと、この地域計画って

ほとんどできないんじゃないかと思っているんですよ。今、それが分からないとすれば、大

体規模別面積というのはどのぐらいで、何人ぐらいの農家の方が何ヘクタールずつやってい

るかというのは、ある程度出ていると思うんですね。これ農林業センサスでも入っています
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ので、その数字が分かっているんであれば、規模別、何ヘクタールずつでもいいですけれど

も教えていただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  主要な作物といたしまして水稲が主要な作物と認識しておりますので、水稲に関しまして

は把握してございます。水稲に関しましては１ヘクタール未満が125経営体、１ヘクタール

から３ヘクタールが165経営体、３ヘクタール以上５ヘクタール未満が47経営体、５ヘクタ

ール以上10ヘクタール未満が27経営体、10ヘクタール以上が９経営体という状況になってご

ざいます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 今のこの数字を見ますと、やっぱり１ヘクタールが125ということで、

全部合わせると200。全部合わせても、でも経営体の数としては大分少ないような気がする

んですが、大体私がちょっと把握しているのだと、大体、村の中、600経営体ぐらいあるん

じゃないかな。兼業農家とかそれも含めてですけれども、そのぐらいあるんじゃないかなと

思うんですけれども、この経営体の数だと360ぐらいしかないというふうになるんですが、

この経営体数で間違いないんでしょうかね。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  先ほど申し上げました規模別の経営体数でございますが、合計しますと373経営体となっ

ております。こちらの数字につきましては、令和６年産の水稲作付の細目書ベースで積み上

げた数になっておりますので、令和６年産の水稲作付の経営体としては373経営体に現在な

っているという状況でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 水稲細目書の数字だというふうなことですので、ほぼ当たっているんだ

ろうなというふうに思いますが、373経営体というのは、農家戸数は何戸数かというのは、

そちらでは農林業センサスですけれども把握しているのか、把握しているんであれば数字を

教えていただきたい。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  統計のデータに基づきますと、2020年の統計のデータになりますが、農業経営体数は401
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経営体、総農家数が537戸で、そのうち販売農家数が396戸という統計データになってござい

ます。 

〔「もう一回」の声あり〕 

○産業課長（芳賀信弘） 販売農家数が396戸。 

〔「394」の声あり〕 

○産業課長（芳賀信弘） 396戸となってございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 2012年と今回の新しい農林業センサスで、また新しい数字が出たという

ようなことでしょうけれども、販売経営体数が396ということですんで、そんなにずれてい

る数字ではないなと。思ったよりも農家の数が減っているというふうに私も感じていますが、

こうなると、やっぱりその集積をどのようにしていくのか、村として大体１農場、どのぐら

いの経営規模でまとめていくというふうな考えがあったら、それも教えていただきたいと思

います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  明確な規模としては定めてございませんが、今後、地域計画を策定した中で担い手という

方が選定をされますので、そういった方に土地を集積し、なおかつ効率のいい農地利用が図

れるような集約という形で進めていきたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） ここで地域計画、そのためにつくるというようなことですけれども、そ

れは分かるんですが、一応、村としてどのぐらいの規模の農家を育てていくというふうなこ

とは、こういう地域計画を行うときには、事前に自分たちでやっぱりその中身を検証すると

か、国の動向を見るとか、今、国は１農場30町歩という大きな目標を掲げて、今、集積に向

けてやっているわけですね。30町歩ですと天栄村は20件の経営体で終わってしまうというよ

うなことになります。この30町歩に、もう近くなっている方々もいる。最大で多分20町歩ぐ

らいですかね、集積している方、間もなく30町歩にいくんだろうなと、そういうふうなこと

がやっぱり目の前にあるので、その辺の明確な目標を、それを今後やっぱりつくっていただ

ければなと思いますが。 

  そして、地域計画というふうな形ですが、国土利用計画というのがあって、それに伴って、

やっぱり市町村の土地の利用というのはつくられているんですが、国土利用計画の策定はい

つ行ったままなのかをお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 
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〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  国土利用計画につきましては、令和３年から13年までの10年間の期間で策定しております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） そうですね、令和３年から13年ということであれば、今、国が行ってい

る国土利用計画の最新のところでつくられていると。10年計画ですので、あと６年ぐらいあ

るというような形だと思います。それに伴って、この後、計画が続くのは農業振興計画です

が、農業振興計画の最終年度を教えていただきたい。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  農業振興地域整備計画のことだと解しますが、本村におきましては、天栄村農業振興地域

整備計画につきましては、地域指定が昭和45年になっておりまして、そこから見直しが３度

ほどされております。最後に総合的な見直しが行われたのが平成５年の特別管理というとこ

ろで、平成８年11月が最終となってございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 国土利用計画が令和３年にやっているということになりますと、やっぱ

りそれに伴って各見直しというのはやらなきゃならないんじゃないかなというふうに考えて

いる。そして、農業振興計画、45年に策定されて３回やられているということで、最後、平

成８年ということですんで、これは特別管理でやったんですかね、その辺を教えてください。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  特別管理という総合的な見直しになりますが、昭和50年度、それから昭和59年度、平成５

年度の３回、実施されております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 平成５年が最終ということですんで、先ほども土地利用計画にもありま

したが、約10年という目安があるわけです。そうすると平成５年ですと30年たっているとい

うことですね。35年、令和７年になりましたんで。30年以上、土地利用の計画を見直してい

ないというふうなことは、本当にこれでいいのかどうかということです。 

  私の記憶によると、平成の終わり頃に見直し委託をかけたんですが、２年間でやったと思

うんです。その見直しの委託やったのはいつですか。委託というか、農業振興地域整備計画

の内容の変更委託をかけたんですが、２年間やったと思うんですが、それは何年だったかと
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いうのと、金額が分かったら教えていただきたいと。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  見直しに係るデータをちょっと確認はしておりましたが、平成27年度にそういった見直し

の計画があったということは認識してございますが、その委託の金額ですとか、何年度に幾

ら支出したというものは、ちょっと現在把握できておりませんでしたので、後ほどお調べさ

せていただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） それじゃ、一応調べていただいてというようなことにしてもらってもよ

ろしいでしょうか。その調べた数字を出していただきたい。 

○議長（大須賀渓仁） ただいま一般質問の途中でございますが、昼食のため１時30分まで休

議いたします。 

（午前１１時４８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 １時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  お時間を頂戴いたしましてありがとうございました。 

  農業振興地域整備計画に関しましてお調べさせていただきましたが、総合管理、特別管理

を行うためのものを見据えまして、平成24年度に137万5,500円、平成25年度に246万7,500円、

２か年合わせまして384万3,000円で整備計画の基となる農地の台帳を管理するシステムを構

築しております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 多分、24、25、私も産業課に在籍していた時期ですので、金額はちょっ

と覚えていなかったんですが、この後、本来であれば、一回農振の受付なりを全部一回終了

して、その後特別管理というふうな形になると思うんですが、様々な条件があって、なかな

か農振の受付自体は一旦全部閉じられないというのもありますし、あと、農振、１年間は多

分農振の受付がなくなりますので、１年間の受付がなくなる前に事前申出というものを村民

の方々に周知して、１年間以内にどうしても事業があるというものについては、この特別管
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理と一緒に除外していくというふうな形になると思うんですよ。 

  私がいるときにも、やっぱりそのような形でやろうというようなことでやっていたんです

が、その後、ずっと引継ぎには特別管理をやらなきゃならないよというようなことで置いて

あったはずなんですが、10年間、このような形で全然進んでいないというような形になるん

で、10年間全然進まなかったのはなぜだといっても、なかなか今さら理由を見つけるのはな

かなか難しいと思いますけれども、10年間もそのままでいるということ自体が、やっぱり

384万3,000円をかけてシステムを構築した意味がないというような形になりますので、この

システムを使って、特別管理も30年やっていないということですので、やらなければならな

いと思いますが、その辺はどのように考えているか、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  議員おっしゃるように、10年を見据えた計画ということで、見直しが30年近くされていな

いという状況が良好かと言われれば、やはり見直しも必要かとは考えられますので、見直し

を踏まえて検討を前向きに進めてまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 前向きにというようなことでありますが、多分、これ、私、引継ぎには

特別管理をやらなければならないよという引継ぎをしておいたと思うんですが…… 

〔発言する声あり〕 

○３番（吉成邦市） 書いていない。そういうふうな形でいますが、10年間やっていないとい

うようなことと、やっぱり30年新しいやつになっていないということですので、今後、やっ

ぱり農振自体が１年間全然申請ができなくなるというようなことですので、その辺を踏まえ

て、やっぱり住民に周知と、あと、今後の土地利用の在り方をしっかり計画をしてやってい

ただきたいなというふうに思っております。 

  今年度は、もう予算も、当初予算というような形になりますから、来年度以降というよう

なことになると思いますが、ぜひやっぱり１回はやらなきゃならない、10年間という、農振

法には10年というような形が書いてありますので、その辺は理解してやっていただきたいな

と思います。 

  じゃ、以上で終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員の一般質問は、以上で終了いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◇ 馬 場 吉 信 

○議長（大須賀渓仁） 次に、４番、馬場議員の一般質問の発言を許します。 
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  ４番、馬場議員。 

〔４番 馬場吉信 質問席登壇〕 

○４番（馬場吉信） それでは、通告どおり一般質問を始めます。よろしくお願いします。 

  １、公共施設等総合管理計画の現状と将来の見通しについて。 

  公共施設等総合管理計画とは、地方公共団体が所有する全ての公共施設等を対象に、取り

巻く現況や将来にわたる課題を客観的に整理し、長期的な視点を持って総合的かつ計画的に

管理していくことを目的としたものです。村でも、第５次総合計画の基本施策（平成29年３

月）に基づく公共施設等総合管理計画を策定と、令和３年11月に改訂を施行してございます。

管理計画も既に３年が経過し、修繕、改修、保全など維持管理を実施しておりますが、建物、

インフラ施設、それぞれの進捗状況、達成率、更新費用、資料、更新費用の資料、過去３年

を提示の上、次期計画を見据えた適正管理の指針をお聞きします。よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  公共施設の維持管理につきましては、平成29年度に策定した平成30年度から10年間の公共

施設に係る基本的な考え方や管理に関する基本方針などを定めた天栄村公共施設等総合管理

計画及び令和３年度に策定した令和４年度から６年間の施設ごとの管理の考え方を定めた天

栄村公共施設個別施設計画に基づき行っております。令和３年度から令和５年度までの過去

３年間における公共施設の維持管理状況につきましては、お手元の資料のとおりで、令和３

年度につきましては、天栄村役場庁舎に係る空調設備改修等６施設８件、１億995万5,000円、

令和４年度につきましては、天栄村役場庁舎に係る空調設備改修等８施設９件、１億3,096

万9,000円、令和５年度につきましては、旧羽鳥小学校校舎に係る解体工事等８施設８件、

9,772万円、３年間で延べ20施設、25件、３億3,866万3,000円となっております。 

  達成率につきましては、令和４年度及び令和５年度の計画件数15件中５件を実施したため、

33.3％となっております。総合管理計画及び個別施設計画につきましては、いずれも令和９

年度が計画期間の最終年度となっていることから、次期計画につきましては、現在の計画の

基本方針等を踏まえつつ、今後の社会情勢等を勘案しながら策定し、公共施設の適切な維持

管理に努めてまいります。 

○議長（大須賀渓仁） ４番、馬場議員。 

○４番（馬場吉信） 資料等の作成、ありがとうございました。各年度ベース、３、４、５、

やはり大分金額はかかっておるというふうに認識を改めたところであります。 

  改めまして、公共施設等総合管理計画を推進するということになった背景を再確認させて

いただきます。 
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  過去に建設された公共施設等がこれから大量に更新の時期を迎えるなど、地方公共団体の

財源は厳しい状況が続き、また、人口減少、少子化等により今後の施設等の利用需要が変化

していくことが見込まれることであると、このような状況を推測すれば、公共施設等の全体

を把握し、長期的な視点を持って更新、統廃合、長寿命化などを計画的に行うことにより財

源負担を軽減し平準化するとともに、その適切な配置を実現し、時代に即した地域づくりを

行っていく必要があることからと、公共施設等の総合的な管理による老朽化対策を推進する

ことになったものというふうに、これは総務省のＱ＆Ａからちょっと拾った文面ですけれど

も、昔、箱物を一生懸命造った時代がございまして、なかなかこれが今ちょうど更新、改修

あるいは保全の時期に入ってきているということであります。これらを受けて、村でも管理

計画、公共施設等総合管理計画を策定し、施設の個別計画も取りまとめておるところであり

ますが、アセットマネジメントの関係、これからアセットマネジメントの視点、それから過

去３年間のインフラ施設、それぞれの進捗、あと更新、これの費用のあらましをお聞かせい

ただければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  過去３年間のインフラ、道路と橋梁における維持管理費だと思いますので、そちらのほう

を申し上げたいと思います。 

  令和３年度、道路については、主要の舗装打替えとなりますが、２路線で1,384万円、橋

梁補修につきましては１橋で149万6,000円、合計しますと1,533万6,000円。令和４年度、道

路舗装打替えにつきましては２路線で2,491万3,000円、橋梁補修につきましては２橋で

2,710万8,000円。合計しますと5,202万1,000円。令和５年度は、道路舗装打替えのみでござ

いまして、９路線で8,888万2,000円でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ４番、馬場議員。 

○４番（馬場吉信） ありがとうございました。舗装それと橋梁、インフラというくくりで扱

いになっているものですから、ここを分けて質問をさせていただきました。内容については

承知をしました。 

  全体についてなんですけれども、先ほど、村長から建物関係についてはお話をいただきま

した。建設課長からは、その他インフラ、橋梁あるいは道路舗装打替え等の予算のほうの確

認をさせていただきました。つきましては、これに関しまして、過去３年間、総務課所管に

なるかと思いますけれども、令和３年から５年の３年間、決算額ベースで結構ですので、全

体の予算に対してこの長寿命化にかかった決算額の経費、何％ということをもし把握してい

るのであれば説明をお願いしたいのと、計画の見直し、この時期、また主に取り組む内容等、
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これについてもお話しいただければありがたいんですが、よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今のご質問で、令和３年度から令和５年度までの決算ベースでのどのくらいのパーセント

かというお質しでございますが、まず、令和３年度に関しましては、一般会計歳出の決算額

が約51億6,569万6,000円でございました。そのうち決算更新費用、先ほど村長から答弁をい

たしました金額と今ほどの建設課長からの答弁した額の合計が合わせて１億2,529万1,000円

でございましたので、それを割り返しました割合でございますが、そちらが約2.4％でござ

います。 

  続きまして、令和４年度でございますが、同じような形でご説明申し上げますと、一般会

計の決算額が53億877万4,000円でございました。先ほど申しました決算更新費用額、合わせ

た額でございますが、これが１億8,299万円でございます。割り返しますと、割合が3.4％で

ございます。 

  続きまして、令和５年度でございますが、同じような算出でいきますと、更新費用額が合

わせて１億8,660万2,000円で、決算額が48億4,876万1,000円でございましたので、割合は

3.8％でございました。 

  なお、これらの事業の実施に関しましては、その都度適正な補助やなるべく有利な地方債

等を活用しまして事業を進めておりますことを申し添えさせていただきます。 

  以上でございます。 

  失礼しました、２つございました。 

  見直し時期の件でございますが、見直し時期は、先ほどお話しありましたように、天栄村

公共施設等総合管理計画及び天栄村公共施設個別施設計画は令和９年度が最終年度と定めて

おりますので、令和９年度に次の計画を策定してまいりたいと考えております。 

  また、今後の改修予定でございますが、喫緊の令和７年度予算に関しましては、令和４年、

５年度に実施予定であった除却事業等を実施する予定でございまして、今回、当初予算に計

上してご審議をいただく予定でございます。また、そのほかの施設に関しましては、長寿命

化等に必要なための事業の場合でしたらば、財政状況を勘案しながら進めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ４番、馬場議員。 

○４番（馬場吉信） 各年度の一般会計決算額に対する更新額、答弁をいただいたわけですが、

今後の維持管理、これに関しましては、更新等の経費も増加していくのであろうというふう

なことが予想されるわけですが、これらを考えたときに、やはり村全体での体制、長寿命化
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あるいは更新、改修または修繕、必要になってくるわけでありまして、お互いに情報管理と

共有を図っていただいて計画推進に努めていただきたいと思います。 

  平成29年３月策定の長寿命化計画、これ、冒頭申し上げるべきだったんですが、村管理で

建物、これに関しては124、そこから６施設がもう既になくなったというか、村の財産から

除外されたというふうに記憶しておりますが、これから幾らかでもそのようになるべく手持

ちを削れるものは削りつつ、修繕計画を改めて改訂しつつ、年度前ベースで次の計画をつく

り上げていければ何よりかと思います。 

  さて、今後の建物修繕に関する内容にもなりますけれども、天栄村でもゼロカーボンシテ

ィ宣言をしており、環境に配慮した建物、ＺＥＢといいます、ゼロ・エネルギー・ビルディ

ング、これの略ですけれども、これの改修、これが思いのほか、長寿命化関係も含めまして

改修に関しては必須になってくる様相があります。なるべく早くそれの情報を入手して、修

繕に関して計画を立てつつ、戦略的に進めていくべきだと思いますが、この点についてどの

ような考えといいますか、方針をお持ちなのか、伺えればと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今、議員お質しの環境に配慮した改修、ＺＥＢ化というところでございますが、ＺＥＢは、

ちょっと私も不勉強でございますが、これから環境に配慮した内容を勉強いたしまして、改

修の内容につきましては、それぞれの施設の今後の計画、先ほど申しましたように、令和９

年度に新たな計画をつくる予定でございますが、その計画、それぞれの施設との整合性、ま

た費用対効果を十分に検討させていただきまして、先ほど申しましたような次の計画のほう

に、その環境に配慮した改修等の計画を盛り込めるように努めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ４番、馬場議員。 

○４番（馬場吉信） ありがとうございました。 

  ＺＥＢ化推進改修計画の必須項目、これは間違いなくなるということ、経産省、環境省、

これについてもはっきりした明言をしておりますので、何分、計画的な推進をぜひともお願

いしたいと思います。 

  今回、公共施設等総合管理計画についてるる質問させていただきましたけれども、高度経

済成長期以降、人口増加あるいは経済成長による行政需要に対応するため、急速に公共施設

等を整備した結果、多くの財産を抱えることになったわけです。これらの公共施設は、経年

による劣化の状況や機能の低下が今、想定されておりまして、修繕、改修あるいは更新の経

費も増加していくと、間違いなくそういうふうな形になるということになっております。今
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後は、利用状況についても検討し、施設の数量、これの適正化を図ることも重要と考えられ

ます。また、価値ある行政サービスを提供していくためにも、公共施設の在り方、これをア

ップデートしていくことをお願いして、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（大須賀渓仁） ４番、馬場議員の一般質問は、以上で終了いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◇ 石 塚 喜  

○議長（大須賀渓仁） 次に、２番、石塚議員の一般質問の発言を許します。 

  ２番、石塚議員。 

〔２番 石塚喜  質問席登壇〕 

○２番（石塚喜 ） これから、天栄村議会会議規則によりまして、一般質問を行わせていた

だきます。 

  １つ目が、村内の有害鳥獣対策実施隊の現状について質問いたします。 

  現在、有害鳥獣対策実施隊の総員は13名いると聞いておりますが、このうち猟銃の所持者

は11名おり、70歳以上の方が８名、それ以外の比較的若い方は65歳、45歳、44歳の３名のみ

の方しかいないと聞きました。村としては、この状況に今後どのように対応していくのか、

また、現在の実施隊の人数は適正と言えるのか、今後実施隊の後継者が急務と考えますが、

村としてはどのように考えているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  天栄村鳥獣被害対策実施隊につきましては、議員のおっしゃるとおり、現在13名で65歳以

下が３名といった状況であります。村では、平成24年度よりわな免許取得に要する費用を村

が全額負担するとともに、令和２年度からは猟銃免許の新規取得に要する費用について20万

円を上限に２分の１の補助を行うなど、実施隊に加入していただく方を増やす取組を行って

おり、実施隊と協力し、わな免許取得者への入隊勧奨も図っております。 

  過去５年間の隊員の状況を見ますと、令和３年度に60代１名、令和４年度に70代１名、令

和５年度に40代１名が入隊しておりますが、４名が除隊したため、隊員の増加には至ってい

ない状況であります。村といたしましては、今後、制度の見直しを検討するほか、他地域の

優良事例なども参考にし、実施隊の人数増加に向け、取り組んでまいります。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ありがとうございました。 

  一昨年は、県内で過去最多となる15件の人的被害が確認されるなど、捕獲が可能な狩猟者

の育成が必要となっていると報道がなされております。また、村内においても、人的被害は
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ありませんが、当村にも冬眠しない熊が民家のすぐ近くまで来ていると思われます。現在の

村の有害鳥獣対策実施隊では、緊急時の対応は非常に難しいと思われますが、村としての考

えはどうなのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  村の有害鳥獣対策実施隊におきましては、13名という少ない人数ではございますが、村と

連絡体制を密にしておりまして、緊急時には連絡を取り合って出動できるということで、少

なからず、現在は対応できているというふうに認識をしております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 今の緊急時の対応は大丈夫だということですが、今後、やり取りをする

中で、村が中継に入ってやり取りをしているのか、実施隊の人たち同士でやっているのか、

どういった方法で問題ないということなのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  有害鳥獣に関しましては、被害があったですとか、目撃があったということで村に報告が

入る場合と実施隊に直接連絡が入る場合がございます。どちらに連絡が入りましても、村に

入れば実施隊の隊長さんをはじめ、その地域の方々に連絡を行うほか、実施隊に連絡が入れ

ば、必ず村のほうに報告をいただいて、近隣の実施隊の方と連絡を取り合って出動するとい

う体制を構築しております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 分かりました。 

  絶対あってはならない人命に関わる緊急事態が起きてからでは遅いと思います。そのため

には、若い後継者の育成が必要不可欠と思われますが、過去には地域おこし協力隊によって

有害駆除も行われていたというように聞いています。現在では、令和５年10月よりは不在の

ようですので、今後、万が一の被害に備え、村役場産業課内に専従者または専門職等の配置

を考えてはどうなのでしょうか。お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  村では、これまで地域おこし協力隊２名を受け入れまして、有害鳥獣対策ということで行

ってまいりました。地域おこし協力隊につきましては、最大３年間という任期がございまし
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て、その中で活動していただいたところで、一定の成果があったものと認識をしております。 

  地域おこし協力隊につきましては、都市圏からの転入、それから３年間という任期、それ

から有害鳥獣対策においては専門的な知識や技術、資格を持つことが求められまして、人材

確保としてはなかなか難しい部分もあるんですが、実施隊の後継者育成につながるようなよ

りよい専門人材の確保について引き続き検討してまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 分かりました。 

  次に、あと、狩猟者１人が猟銃を所持していく上で多額の経費、また維持管理することに

おいても大変大きな責任がついて回ると聞いております。若者及び新規に狩猟を始める人へ

の全額補助等を行い、有害鳥獣実施隊の新規会員の増員に努めなくてはならないのではない

でしょうか。また、猟銃免許取得に当たり、経費はどのくらいの金額を要するのか、分かれ

ばお示ししていただきたい。早い段階で若手の隊員を増員、育成していかないと、ベテラン

の隊員が引退して欠員となってしまってからでは遅いと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  先ほどの村長の答弁にもございましたように、新規狩猟者育成の補助事業ということで村

のほうでは進めてございます。補助を行うに当たりまして、猟銃の免許取得、猟銃の所持の

許可、それから猟銃の購入、保管庫の購入などの経費を算出いたしましたところ、約、合計

しまして43万円ほどの費用がかかるのではないかと想定がされております。それを踏まえま

して、村のほうでは２分の１の補助で上限20万円という補助を行っております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 今、猟銃を取る免許を取得するに当たり43万円かかるということですが、

村内では上限20万の補助ということで、20万では23万が負担になると思うんですけれども、

今の若い人たちはこの43万かかるところを20万ぐらいの補助では新しく免許を取るという人

はいないのではないかと思われます。その辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  今、お質しのとおり、43万あるうちの20万というところでございますが、今後、他市町村

の状況ですとか、そういったものを踏まえまして、見直しは検討してまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 
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○２番（石塚喜 ） 検討をよろしくお願いします。 

  次に、県内の他市町村の有害鳥獣対策による助成金の実施状況はどうなのか、助成金等の

実施の市町村はあるのか、助成があるのであれば、どのような助成があり、どの程度の助成

金額が支払われているのか、お聞きしたいと思います。分かればでお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  他市町村の補助の状況でございますが、県のほうで集約をしておりませんので、全部を把

握はしてございませんが、把握している県中地区の５市町村で見ますと、本村が行っている

ようなわな免許の取得、更新費用の補助はないと思われます。そのほか、猟銃免許の取得及

び猟銃の購入費、それから射撃訓練費、相談費、ハンター保険料などの補助がほかの市町村

では行っておりますが、いずれの市町村と比較しましても、相対的には天栄村のほうが補助

額が上回っている状況であると認識をしております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ありがとうございました。 

  村内においてわな猟の免許試験の助成を行っていると聞いておりますが、現時点までに延

べ何名くらいの方が取得しているのか、また、今後引き続き何名まで助成を続けるのか、お

聞きしたいと思います。 

  また、免許取得者がわな猟によって有害駆除できるまでには時間がかかると思いますが、

現状、わな免許取得者の方がどれくらいの捕獲をできているのか検証を行うことはできるの

でしょうか。また、検証しているのでしょうか。お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  これまで村の補助を利用しましてわな免許の取得をされた方の人数につきましては、延べ

79名となっております。補助を行う人数の制限につきましては、現在、行っておりませんの

で、要望等に応じ、対応をしてまいりたいと考えております。 

  また、わな免許取得者の捕獲状況でございますが、これまでは把握してございませんでし

たので、今後、実施隊と連携しまして、協力員、わな免許取得をした協力員の捕獲状況など

の把握に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 免許取得をしたからといって、すぐにわなの設置から捕獲とはいかない

と思いますので、一昨年行ったような講習会等の免許取得者への教育を今後も進めていただ
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きたいと思います。 

  また、有害鳥獣駆除の協力をしていただく働きかけをお願いしたいと思います。そして、

有害鳥獣による農林業への被害や人的被害の防止のために有害鳥獣対策実施を即応できる体

制づくりが村民の安心・安全を守ることに結びつき、若者の定住促進へとも結びつくのでは

ないでしょうか。併せて検討していただきたいと思います。 

  １件目の質問は終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ここで、暫時休議いたします。２時半まで休みます。 

（午後 ２時１３分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ２時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） それでは、２件目の質問を始めたいと思います。 

  災害発生時の避難場所における受入体制や備品の備えは、ということで、現在、災害時の

避難場所として、村体育館・小学校体育館及び各方部集会所がメインの避難場所となってい

ますが、村民約、総勢おおよそ何名の方が避難できるのか、避難可能人数の把握はしている

のか、また、防災備品の保管状況は村民全人数分の備品の確保はされているのか、防災備品

のうち、寝具等の保管数量、食料品の保管数量は何人分で何人分のストックがあるのか、お

聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  初めに、天栄村地域防災計画における避難所での収容可能人数は約1,700名であります。 

  次に、防災備品のうち寝具等の保管数量は、毛布等が1,140枚、パーテーションが295枚、

マットが460枚、簡易ベッドが63台であります。食料品は、備蓄用食料米１万5,000食、パン

缶詰1,800食、ビスケット8,400缶を備蓄しており、約5,000人の食料２日分を備えておりま

す。そのほかに、乳児用として粉ミルク約1,600食を備蓄しており、100人、約５日分を備え

ております。飲料水は、役場庁舎前の耐震性貯水槽に、全村民の約４日分の約６万リットル

を確保しております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ありがとうございました。 

  備品等は確認できましたが、集会所等の避難場所の鍵の開閉は各方部の区長さんが行うと
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思うんですが、村体育館及び各小学校の体育館の開閉は誰が行うのか、また、寝具はどこに

保管がされていて、災害時には避難場所には誰が搬送を行い、どのくらいの時間で準備がで

きるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  まず最初のご質問で、各体育館や小学校の体育館の鍵は誰が開けるかというお質しでござ

いますが、村体育館におかれましては、日中は総務課が鍵をお預かりしております。また、

夜間は警備会社が鍵を持っておりますので、そういった場合に関しましては、連携をして体

育館の鍵を開けてまいります。また、各学校におきましては、夜間は先生と連携をいたしま

して、各担当部署が、各小学校に担当部署を決めておりますが、その部署と連携をして開錠

をしていきたいという予定でございます。 

  続きまして、寝具の保管先でございますが、現在は村体育館と、湯本地区は湯本高齢者コ

ミュニティセンターと湯本支所に保管をしておるところでございます。避難場所に誰が何分

くらいというお話でございましたが、避難場所には各担当課が割り振りをしております。そ

の担当課がそちらに向かいまして、避難場所をつくっていくという形でございます。また、

何分くらいというお話でございましたが、時間帯にもよりますが、職員が通常業務でそうい

った際にといった場合でしたらば、約１時間ほどは完了はできるかというふうに推測します。

ただ、地震等に関しましては、また、地震等とか夜間に関しましては、招集の時間等も含め

ますと、全体的に考えれば、その時間帯はちょっとなかなか読めないというところでござい

ます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 村体育館は総務課と警備員がやってくれるということですが、小学校の

体育館は先生と連携してやるということみたいなんですが、小学校の校長先生が行う、教頭

先生が行う、そういった把握はしているんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  教育課のほうでも学校の体育館の鍵は所持しておりますので、教育課が担当の部局に貸出

しをして開錠してもらうというような手はずになっております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 分かりました。 

  次に、避難場所の仮設トイレの準備はすぐに準備可能となっているのか。災害時は、通常、
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水道、電気がストップしてしまいますので、避難場所への仮設トイレが早急に必要かと思わ

れます。また、避難場所にはどのくらいの割合分の準備ができるのか、仮設トイレが可能な

のか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  仮設トイレでございますが、村のほうとしましては、そういった緊急の場合に、段ボール

式の仮設トイレを備えております。個数につきましては50個でございます。それでございま

すので、万が一トイレが使えないといった場合には、避難所のほうに必要な分をお配りでき

るかというふうに考えているところでございます。 

  ただ、このトイレに関しましては、先ほど申しましたように段ボール式で、水洗とかとい

う形ではなくて、そこに袋をかぶせてお使いになる形のトイレでございますので、その簡易

式のトイレのほかにビニール袋を約、枚数で言いますと5,000枚ほど常備しておりますので、

先ほどの割り返しでいきますと、１か所に100枚ほどお渡しすることが可能かというふうに

思います。ただ、これは先ほど申しましたように必要なところに、ということでございます

ので、必要なところに枚数はその都度分けられるというふうに承知しているところでござい

ます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ということは、仮設トイレというのは準備はしていないということです

か。簡易式のダンボールの50個と5,000枚のビニールしかないということですか。そういっ

た場合、女性とかも一緒ということですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  仮設トイレというのは、村としましては、大きい、通常の工事等で行うあの仮設トイレは

持っておりません。ただ、先ほど申しましたように、簡易トイレでテントのこういった仕切

るやつはあるんですが、ただ、場所等々をちょっと離すというような、そういった配慮もし

なければならないというふうには考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ありがとうございました。 

  災害用の発電機等の点検は、どのように、どのくらいの頻度で点検を行っているのか、ま

た、蓄電池、バッテリー等の準備はされているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 
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〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  作業用の発電機でございますが、村にも所有しておりまして、そちらのほうの管理といた

しまして、年に１回ほど点検、点検と申しますか、エンジンをかけてみて、大丈夫かどうか

をチェックしているところでございます。 

  また、お質しの蓄電池の発電機というお話でございますが、今、村で所有しておりますの

は、カセットコンロを使う発電機とガソリンでの発電機を用意しておりますので、今、キャ

ンプ等で使うああいった蓄電池式の発電機は装備はしておらないところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 今後も、発電式のバッテリー等も必要になるのではないかと思いますの

で、準備の検討をお願いしたいと思います。 

  また、災害が発生した場合は、被災現場等で現場調査が必要になってくると思いますが、

調査等の確認時において、ドローンにて調査を行うのは有効と考えますが、想定はしている

のか。また、職員においてドローンの資格を持っている方はいるのか、お聞きしたいと思い

ます。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  村では、２機のドローンを保有しておりまして、今でも施設の点検や、前には行方不明者

の捜索等にも使用させていただいている実績がございます。実際、災害時にはまだ使っては

おりませんが、そういったところから災害時にも利用できるのではないかというふうに考え

ておるところでございます。 

  また、所有しているドローンでございますが、すみません、細かくは分からないのですが、

資格がなくても動かせる、操縦できるものでというふうなものでございますので、職員とし

て資格を取得している者はいないというふうに認識しております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ドローンというのは、物を運搬するのにも必要になるし、便利かと思わ

れますので、今後、そういったドローンの購入等を考えていただきたいと思います。 

  村職員の災害時のマニュアル化はされているのか、また、村職員の災害訓練等の実施はさ

れているのか、行っている場合はどの程度でどのような内容、どのような頻度で行っている

のか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 
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○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  まず、職員の災害時のマニュアルの件でございますが、村としましては、職員に災害時行

動マニュアルというものを配布いたしまして、それに基づきまして招集等を進めているとこ

ろでございます。また、職員の訓練でございますが、訓練のほうは、非常招集訓練、これは、

朝、職員を一斉メールで集めて、それから会議等を行う、そういった訓練、また、消火訓練、

そういったものを年に１回以上実施をしておるところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 災害はいつ来るか、誰にも予測はできません。日頃からある程度の訓練

をしていなければ、非常時の対応もスムーズな対応ができないのではないかと思います。一

昨年行ったように、行政区単位での訓練も大事かと思いますので、引き続き行っていただく

よう要望いたします。 

  私の質問は、以上になります。ありがとうございました。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員の一般質問は、以上で終了いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◇ 服 部   晃 

○議長（大須賀渓仁） 次に、６番、服部議員の一般質問の発言を許します。 

  ６番、服部議員。 

〔６番 服部 晃 質問席登壇〕 

○６番（服部 晃） 通告をしておりますので、一般質問を３点ほど行います。 

  まず１点目、防災・減災への対策について。 

  村長は、挨拶で、防災・減災に力を入れ、災害を未然に防ぐという話をしていますが、今

年度のそれらに関する予算においてどのような災害対策を執行してきたのか、また、新年度

における防災・減災関係の予算にはどのような対策をするのか、今年度の関連予算に係る執

行状況の資料を提出の上、村長の考えを伺いたい。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  本年度実施している主な防災・減災関係事業は、お手元の資料のとおりであります。主な

事業は、洪水対策事業として用排水路改修、避難施設対策事業として山村開発センター空調

改修、災害時の物資輸送の要となる緊急輸送道路整備事業として村道舗装整備及び橋梁補修、

水利施設整備事業として耐震性防火水槽等更新、防災通信設備事業としてＪアラート専用ア

ンテナ等の整備であります。このほか、消防団の運営をはじめ、地区防災計画策定に向けた

研修会の開催や全行政区の役員を対象とした避難訓練などソフト事業を実施いたしました。



－42－ 

来年度におきましては、道路及び農業用施設の緊急自然災害防止対策事業や消防力の充実を

図る小型動力ポンプつき積載車の更新、準中型自動車運転免許証等取得補助金など、防災・

減災対策の推進に努めてまいります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） では、消防団の中型免許のやつは全部出すようになったんですね。あり

がとうございます。あと、丸山の自動車ポンプ、あれも更新するようになったんですね。 

  また、中部のやつは、あれはどういうふうになったんですか。可搬でもいいという話もあ

ったんですけれども、自動車ポンプにするのか、可搬にするのか、まだそれは決定していな

いということですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今ほどお質しの３分団第２班の消防自動車の更新でございますが、まだ結論は出ておりま

せんので、もう少し検討させていただいてから、その後の更新のほうを進めてまいりたいと

いうように考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ３の２のポンプ車のことによって、班長かなんかとお話はしたんですか。

私は、外から聞いただけだから、自動車ポンプは大きいから要らなくて可搬でもいいよとい

う話は聞いたんですけれども、それは班長とかと相談をしたんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  天栄村消防団の本部役員会の中で、分団長とそういったお話がございましたので、分団長

とはお話をさせていただいたというところでございます。 

〔「結果は」の声あり〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 結果でございますが、分団長としましては、人数、中部の

方々の今の団員数、そういったところから含めると、いろいろな検討は必要だと。ただ、地

域の方々との、まだ中部との地域の方々とのお話が、きちんとコンセンサスが取れてはいな

いというところで、そこまで、というところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ３の２の自動車ポンプだけですから、更新して、あとはみんな更新しま

したから、なるだけ早くいろんな、小型ポンプがいいんだか、自動車ポンプがいいんだか、

いろいろ相談しながら、大里だけは自動車ポンプなくなるものですから、それをよく、団員
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数も減っているというものですから、そういう話は聞いたんですけれども、それをよく検討

しながら早めに更新してください。 

  では、次に、事業は減災・防災の関連予算にはなっているんですけれども、優先順位、優

先順位ってどうやって決めているんですか。結局、こういうものをやってくださいとか、各

行政区から要望出ます。それで、優先順位って、もう金額が大体、トータルで金額は決まっ

ていると思うんですけれども、まだ事業によってお金がかかるものとかからないものがある

から、大体の予算は決まっているんですよね。防災・減災のための予算というのは幾らぐら

いの予算になっているんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  予算に関しましては、枠ということで決まっているわけではございません。そのときの当

該年度、または次年度におきまして必要な事業、緊急性がある事業、また経常経費という通

常かかる部分もございますので、それと臨時的経費、必要なものはやるというところで予算

をつくっているところでございますので、毎年、枠というところでの部分はございませんの

で、ご承知おきいただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） よく、本当に優先順位と聞くんですけれども、優先順位ってどういう順

序に決めているんですか。例えば、命に関わる問題とか、住宅災害があるからとか、そうい

う、命が一番大切なんでしょうけれども、こういう優先順位ってどうやって決めているんで

すか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  限られた財源の中で、より効果的な事業に取り組むために公共性、緊急性、危険性、議員

おっしゃる命や人家に関わるものを踏まえながら選定をしております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ということは、これは命に関わる問題だと、命とか住宅に災害のおそれ

があれば、その補助金というのは種類によって違うのでしょうけれども、大体、補助金がな

いと執行できないということですか。全部自主財源でできるということではないのでしょう。

緊急のときはどうするんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 
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○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今、議員おっしゃるように、緊急性があった場合に関しましては、その状況にもよります

が、補助等も含まないでやる場合もあるというふうには認識をしております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私も、自分の行政区の行政区長にもなったから言うわけじゃないんです

けれども、去年の９月、大雨が降って、あのときは飯豊、小川、高林、沖内しか大雨降らな

かったんですよ。あのとき、もう完全に郵便局から先が洪水になっちゃって、冠水しちゃっ

たんですよ。そして、もう宮ノ下20世帯ぐらいが、床下浸水になったら大変だからって大騒

ぎになって、私も今、どんどん言われているんですけれども、そういう緊急にやってもらえ

ないかという話はしているんですけれども、また私も要望書出したんですけれども、それは

今年中に何とか、秋までに、台風来る前にやってほしいんですけれども、床下浸水になると、

地震のときもひどいというんですよ。泥が中に入っちゃって、それを払って、今度消毒しな

くちゃいけないから、畳をはがして、床を掃除しなくちゃいけないから、大変だというんで

すよ。だから、もう、小針久治さん宅は分からないでしょうけれども、小野時計店さんの向

かいの畑がもう冠水しちゃって大変なことになっていたんですよ。だから、もうその前の小

野さんというところが、床下浸水になるからって大騒ぎしていたんですけれども、それで止

まっちゃっているんですけれども、線状降水帯なんか来て、１時間に30ミリも50ミリも降っ

たら完全にもう冠水しちゃうんですよ、あそこは。 

  ただ、この前、土木事務所が来て、ここはクランクになっているからそれを直線にします

という話なんですけれども、それでは全然駄目だと思うんですよ。私が思うのには、広戸食

堂の前に調整池、あそこにつくってもらって、３メーターぐらい掘ってもらって、あそこ低

いから、そして、やっぱり桝をつくって、雨がやんだとき、消防自動車で排水してもらうよ

うに、そういうのをつくってもらう。そんなに大きくなくてもいいです、３メーターあれば

結構ありますから、だから、給水管入れるよりは桝だけつくってもらえれば水ははけると思

うんですよ。 

  その上にあるんですよ、特養の調整池。調整池の水って、全然入っていなかったんですけ

れども、そのときは。調整池の特養の前にあるの、特養だけの水しか入っていかないんです

か、あれ。そういう意味。そして、私、昨日用水路見に行ったんですよ。考えてみれば、増

床したから調整池つくったんでしょうけれども、排水を見ると、この脇から特養に流してく

る、こっちからのほうが多いんですよ。もう副村長の隣からずっとみんな排水つくっちゃっ

て、排水溝つくったから、特養のために、特養ができるからって排水溝をつくったと思うん

ですよ。私は。その水がすごいんですよ。今までそんなことはなかったんですけれども、水

がすごいし、あと、うちの東側から西側から水がどんどん来ちゃってどうしようもないんで
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すよ。あと、小針一郎さん家が、もう冠水するからって、あそこはいつも雨降るたびにドキ

ドキしているんですよ。 

  だから、緊急性があるから、なるだけ早くやってほしい。補助金待っているしかないので

すか。補助金待たないと駄目ですか、あれは。どのぐらいかかるんだか分からないんですけ

れども、あれよりはもっと大きくしてもらわないと、水が下のほうで冠水しちゃうと思うん

ですよ。後で一回調整してもらって、それから自動車ポンプかなんかで排水してもらえば問

題はないんですけれども、あれだけでは、土木事務所に私も立ち会ったんですけれども、あ

れだけではどうにも水を、冠水を防ぐというのはできないと思うんですけれども、その辺、

村長、答えてもらえますか、ちょっと。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  今ほど建設課長も答弁したように、緊急性を要するものを優先順位、特に人命、あとは住

宅、宅地にやっぱり被害を受けるというようなことで、これまでも中郷地区の大型水路を入

れたりというようなことで整備もしてきました。あと、村内にも床下浸水等々なる箇所がま

だまだ何か所もありまして、そういうところを優先的に進めてはきております。ただ、私ら

も、これについては流域治水という考え方の基に県のほうとも協議をして、特に今、議員が

おっしゃったように、飯豊地区、私も何度か見に行ってきて、今も降る降水量も違ってきて

いるし、場所も最近何だか広戸地区が多くなっているような、私もそれは感じておりますの

で、ここをいかに優先的に進めるかというようなことで、県の専門、特に今ほど言いました

ように、須賀川土木事務所、県中建設事務所の方々とも村と一緒にここを共有していきまし

ょうというようなことで、今回、県のほうではここをやります。 

  あと、今言ったように、調整池につきましても、どこの面積をどう受けるのかというよう

なことで大きさも変わってきますし、これを設置するに当たっては、今、阿武隈川の流域治

水というようなお話をいただいて、そこで上流域もどんなことができるのかと。まずは、た

め池の土砂吐きをしながら、下流域に流す量を少しずつ少なくするというようなことで、そ

ういったところの対応もしてきています。今、議員がおっしゃったように、飯豊地区につい

ても、今、検討、協議もしています。 

  確かに、今、議員がおっしゃったような調整池というのは効果があります。ありますが、

どこにどういうふうな形で、消防ポンプでくみ上げるんじゃなくて、たまった水を少しずつ

下流域に流すというのが調整池の役目なものですから、大山の工業団地につくった調整池、

大山団地もつくった、ああいったものが少しずつ水を流して下流域に被害が出ないようにと

いうようなことなものですから、今後また県のほうと協議して、専門的な知識を持った中で
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指導いただいて、村には技術者がいないものですから、これまでも県の指導をいただいた中

で進めてきて、できれば緊急性を要する、今すぐというようなことであればもう単独でも実

施しますが、ただ、いつ、こういうふうな状況になるか分からない状況なものですから、な

るべく県の補助をうまく活用しながら整備をしていくという考えの下に今、進めていますの

で、今ほど伺ったことについても、県のほうにもしっかり伝えながら、そして村でもコンサ

ル等の意見も聞きながら判断をしてまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 今、村長、話聞きましたけれども、上から水流すって、こんな浅いもの

ではどうにも流れないでしょう。あれは深く掘らないと、調整池にならないと思うんですよ。 

  特養の前にできた調整池、ありますね。あれ、全然水たまっていないんですよ。大雨で。

昨日見たんですけれども。そして、排水溝つくってずっと釈迦堂川に流れるようにつくった

んでしょうけれども、あれはちょうどうまく高いから流れるようになっているんですけれど

も、あそこは低いから、ちょうど低いところにあの浅い調整池をつけたって意味ないと思う

んですよ、これ。30センチぐらいで上に流れるから、よくよくたまらないんですよ。だから、

３メーターぐらい奥に掘って、あと、やっぱりポンプで排水してもらうしかないと思うんで

す。 

  すごい水ですよ。うちの工業団地から来るのもだし、学校から来るのも、すごい滝みたい

な水流れてくるんですから、去年、生まれて初めて経験しましたけれども、ただ、うちのも

う工場もなにも被害はなかったんですけれども、すごい川のように水が流れていたから。だ

から、あれは本当に宮ノ下の人らは、本当に雨降るたびにドキドキしていると思いますよ。

完全に、本当にすごい雨だなと、あのときちょうど飯豊と小川と高林とあれしか降っていな

いんですから、役場で降ったんですか、いや、全然降っていないですよという話だったんだ

から、あの辺で集中的に降っちゃったんですよ。だから、ああいうので線状降水帯来て30ミ

リも50ミリも降ったら、完全に冠水しちゃうと思うんですよ。だから、私、それ心配して、

話、今したんですけれども、またそれはそれで村長に考えてもらって、よく見てもらって、

こういう方法がいいんじゃないかというのを、被害が多くなると大変ですから、何とかお願

いしたいと思います。 

  また、各行政区から要望が出ていますよ。何年も継続していますよ。あれはどうやってい

ても、３つぐらい継続要望を出してきたんですけれども、ああいうのはどうやって、ずっと

継続なんですか、あれ。こういう順番とかなんかで、じゃ、ここの行政区のあれを、要望を

やろうとかなんかって、そういうのって決まっているんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 
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○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  継続の案件につきましては、共有地であったり、そういった場合は協働の里づくり交付金

とかで対応願いますということとか、どうしても民地とかそういったところについては、行

政ではなかなか難しい部分がありますので、行政区と共にそういった補助金を活用しながら

整備していこうということで、回答はしていると思われます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 協働の里補助金って、１割負担ですよね。協働の里づくりというのは、

民間で駄目だということは、共有地じゃないと駄目だということですか。今、ちょっと意味

分からなかったんですけれども、よく説明してもらえますか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  協働の里づくりについては、公共の土地であればよいのですが、民地とか、共有地とか、

そういったところで個人の得になると言ったら申し訳ありませんが、そういった部分につい

てはどうしても公共性に欠けるという部分もございますので、そういった補助金を使いなが

ら行政区と協働で整備していけたらということでお願いしているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ちょっと俺は意味分からないんですけれども、公共施設と民間と一緒に

なればいいですよね。民間の土地、例えば後ろが土砂崩れのおそれがある民家が３軒ぐらい

あるんだけれども、それが協働の里づくりの補助金の対象になるんですか。そういう意味で

すか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  失礼しました。議員おっしゃるように、裏山の整備につきましては、協働の里でなく、村

のほうに宅地関連の小規模治山復旧事業という補助金もございます。そちらのほうは、こち

らは受益者、土地所有者なんですけれども、１割負担となりますけれども、災害の発生する

おそれのあるのり面の整備についてもできますので、そちらの申込みを受けて、村のほうで

確認しながら取り組む事業もございますので、そちらも活用することができます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私、また、行政区のこと話すのはしゃべりづらいんですけれども、また、

今度要望を出したんです。うちの豊香島神社、あそこ、この前、１週間前に見てきたんです

けれども、あれ、竹になっているから、土砂崩れしても根っこが張っているからどうってこ
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とないんです。あれが杉山だったら、土砂崩れが出るような気がするんですけれども、ずっ

と竹やぶなんですよ。そして、もううちで要望出すから、みんな、うち危ないから、裏山が

危ないから、間知ブロックであれしてくれという話は聞きましたから、要望で出したんです

けれども、豊香島神社の２軒、小針さんの家からずっと、永源寺の通りなんですけれども、

そこまでの距離なんですよ。 

  だから、相当金かかると思うんですけれども、あそこって土砂崩れてるんですよ。ひび割

れもしているというんですよ。枯れ葉があって、猟友会の揚妻昭佳さんが熊を退治したとき、

ここにひび割れ入っていたというんですけれども、やっぱり今まで耐えたというのは、竹や

ぶだからだと思うんですよ。竹やぶは根っこ張っているから、土砂崩れしてもそんなに急に、

一気にはいかないですよ。あれが杉山だったらば、杉があれば完全にもう土砂崩れになって

いたんでしょうけれども、そういうのはまだ相当金かかるでしょう。もうすぐやってくれと

は言わないですけれども、あれも時間、相当な金かかると思うのですよ。裏山で。 

  中屋敷にもあります。中屋敷のあそこ、裏山やったの、あれは、金額、みんなあの間知ブ

ロックやってくれよとはよく言われるんですけれども、あれは補助金とかああいう問題、大

丈夫なんですか。どういうやり方をするんだか分からないんですけれども、あれもなるだけ、

今、竹やぶだから何とかもっていますけれども、すごい雨降ったらば、本当に線状降水帯来

たら、50ミリ降ったら崩れちゃうんじゃないかなと私は思うんですけれども、そういうのは

どういう。補助金あるんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議いたします。 

（午後 ３時１４分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ３時１７分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お時間をいただき、ありがとうございます。お答えいたします。 

  議員おっしゃるような箇所につきましては、急傾斜地というメニューがありまして、そち

らのほうは県のほうで急傾斜地に指定をしてからの整備になるものですから、そういった情

報を県のほうにつなぎながら早く取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） まだいろいろ、こんなやつ等あって話しちゃったものですから、これは

これで一回終わります。 
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  次に、各行政区から要望出ていた継続事業ありますよね。これは何年ぐらい待っていれば

継続事業の要望をやってくれるんですか。何か、今年はどこどこと決まっているんですか。

継続って、何年も継続しているみたいなんですけれども。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  区からの要望については、毎年度、回答を返しております。その中で、公共性がある水路、

緊急性がある道路、水路その他についても、そこは村で対応しています。 

  どうしても公共性に欠けるんだけれども、地区とすれば重要なものだというものについて

は、地区で実施できるように、協働の里づくり事業、これまでは50万未満であったのを100

万未満まで上げて、その中で対応していただきたいというようなことでお話をさせていただ

いています。 

  なるべくそういう宙に浮いたような、塩漬けするような、そういうことがないように、必

ず区長さんとは回答をしっかり要望いただいたものに対しては、ちゃんと理由もつけて回答

を返していますので、その中で、また何かいい方法があればというようなことで上げてくる

ものもあるものですから、そちらについても、これまで何度も何度も上がってきて、協働の

里づくり、50万未満では１か所しかできないと。それを２か所、３か所とやっていく上で、

何とかできないかというようなことで、その枠を増やしてきたというのが経過でございます。

そういうものについては協働の里づくり事業で行ってくださいというようなことで、各区長

さんには説明をしていますので、今回、議員も区長というようなことでございますので、要

望上がってきたものに対しては、年末近くなりますと、会議を持ちまして、各行政区の区長

さん宛てに回答を出してきていますので、その中でご理解をいただいて対応していくという

ような進め方をしてきております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 分かりやすい回答、ありがとうございました。 

  それでは、この１については、以上で質疑を終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ここで、暫時休議いたします。３時35分まで休みます。 

（午後 ３時２１分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ３時３５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 
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○６番（服部 晃） それでは、２番目の質問に入ります。 

  「20歳の集い」の開催時期について。 

  高校１年生の皆さんから、「20歳の集い」を夏から冬にしてほしいと陳情書が議会に出さ

れました。私も、議長になる前に一般質問を行いましたが、当時は、アンケートの結果、僅

かに夏のほうがよいという方が多く、現在に至っています。今回の陳情では、グーグルフォ

ームによる署名になりますが、主な理由として、１、他の自治体は冬に開催しているため、

２、一生に一度は振り袖を着たいという声が多々あるため、３、近年は猛暑でスーツなどを

着て参加するのは負担になるため、４、就職試験等が夏の時期にあり忙しくなるため、とな

っています。村長の考えを伺いたい。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  「20歳の集い」の開催時期に関しては、これまでも様々なご意見をいただいてまいりまし

た。村では、それらを踏まえ、平成29年11月に平成30年から令和３年に二十歳を迎える方を

対象にアンケート調査を行った結果、８月開催を望む声が上回っていたことから、これまで

どおり、８月に20歳の集いを開催しております。 

  今回寄せられたグーグルフォームによる署名にも見られるように、若者を取り巻く社会環

境も変化しており、多様な考えがあることを感じております。村といたしましては、二十歳

を迎える方や、今回署名のあった世代の方、ご家族などにもご意見を伺う機会を持つなどし

てニーズに合ったよりよい式典としてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私も議長になる前に一般質問をしたんですけれども、その当時のアンケ

ートの結果、本当に夏が多いということで出たんですけれども、今、何年前までアンケート

をやりましたか。３年ぐらいまとめてやりましたよね。それ、どのぐらい前ですか。今年ま

で。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 

  ただいま村長の答弁にもありましたように、アンケートにつきましては、平成29年11月に、

平成30年から令和３年度に二十歳を迎える方を対象にアンケートをしております。それ以降

のアンケート調査については、特に行っておりません。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） そうすると、令和３年までということは、あと３年間はアンケートを取
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らなかったということですか。それはどういう理由ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 

  当時、アンケートを令和３年までは取らせていただいたところでございます。その後、い

ろいろ、コロナ禍等もありまして、一時、冬に１度だけ開催したこともあるんですが、その

後、そういった声というのが聞かれなかった部分もあったことから、その後のアンケートは

行っていないということと、例えば、アンケートの結果によって、今まで脈々と夏に行って

きたものを、例えば、その年は夏がいいとか、冬がいいとか、そういうものでもないのかな

というふうに思っております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私は、毎年アンケートを取って、夏と冬と交代交代でやれと言っている

わけじゃないんですよ。これは、16歳から18歳の子どもだと思うんですけれども、その人ら

が冬にやりたいと言うんだから、何というんですか、もういい加減に、私が二十歳になった

とき、もう50年弱なんですけれども、そのとき始まって50年も続いてきたんですよ、だから、

今、冬になっても別に、前は振り袖でないと、振り袖代が高いから、それはお金がかかるか

らという、その当時の村長は誰だか分かりませんけれども、その当時の村長がそういうよう

に言ったからということで、元はレンタルがなかったから、そういうことで決めたらしいん

ですけれども、雪も多かったし。今みたいに雪が、最近はちょっと降っていますけれども、

そういう雪もない時代になったから、もう冬に戻したらいいのではないかと私はそう言って

アンケートを取らせたんですけれども、３年間は取ったんだけれども、令和３年以降は、そ

れでも冬やりたいと言う人はいるかも分からないんです。 

  ただ、今回の陳情書を見て、私は質問しようと思ったのは、大体がみんな、冬やりたいと

言っているんですよ。主な理由もそうでしょうけれども、今、振り袖はもうレンタルで借り

られるから、どっちにしろ、夏にやっても冬にもう一回振り袖着て記念写真を撮りたいって

言うんですよね、二十歳の証として。だから、それならば、１日そのまま着て写真撮りすれ

ば一番いいのかなとは思うのですけれども、それは、３年間は反対とかそういう意見は全然

聞かなかったんですか。実際、20歳の集いに出た人から、何で夏なんですかとか、冬にやら

ないんですかという、そういう意見は全然なかったんですか。だからそのままずっと来てい

るんですか、アンケートも取らずに。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 
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  20歳の集いに関しましては、事前に春先に実行委員会というものを開きまして、20歳の集

いに出られる方から実行委員を選びまして、その中から運営しているというのをまずご理解

いただきたいということと、私もその中には出ていますが、特段、そのときには冬がいいよ、

というような意見が多数寄せられたというのは記憶にございません。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 陳情してきた人は16歳というんですけれども、何か高校３年まで交ざっ

ているような話は聞いたんですけれども、大体冬になっているんですよ。だから、もう一回

アンケートを取り直すのもいいんじゃないですか。どうしても冬にやりたいからこういうよ

うに陳情書までよこしたと思うんですけれども、16歳から18歳までですよ、だから、アンケ

ート取り直すとか、何かもう一回やってみることも必要なんじゃないですか。こういう陳情

書が来たということ、大体が冬にと言っているんだから、やっぱりそれに応えるべきだと思

うんですけれども、アンケート取ることに関して言ってください。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 

  先ほど村長の答弁にもございましたが、今回署名のあった世代の方やあと二十歳を迎える

方、そしてその保護者というかご家族の方という方にもご意見を伺う機会を持つというよう

なことで、アンケートがよろしいのか、それとも対面がよろしいのかということも含めまし

て、今後そういったご意見を、議員おっしゃるとおり伺っていきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） アンケートの取り方にもよるんでしょうけれども、変に誘導するような

アンケートでは駄目だと思うんですよ。前にどういうアンケートを取ったんだか分からない

んですけれども、やっぱり本当に個人の意思を尊重するようなアンケートを取らないと、ど

れを選んでください、冬がいいか、夏がいいかじゃなくて、どういう理由で、夏がいいんだ

ったら夏、冬がいいんだったら冬の理由を書いてもらって、冬か夏かで丸つけて、その理由

を聞いたらいいんじゃないですか。そうすると、はっきり誘導するような意見じゃなくて、

多分私はそのほうが一番いいと思うんですけれども、早めにもう夏になればすぐ実行委員会

を立ち上げるんでしょうから、もう早めにアンケートを取って、今年１回やったほうがいい

んじゃないですか。考えはどうですか。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 

  今年の分に関しましては、もう早く時期を決めなければいけないということもありますの
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で、早々に、通常春になってから行っているものを、実行委員会をなるべく早めに前倒しし

て、そして議員おっしゃられるように、ほかの世代からもアンケートを取ったらというよう

なこともありますので、その辺も検討させていただいて、決して何月がいいと誘導するもの

ではなくて、そういった理由なんかも付してもらったもので、それを受けて、よくよく村の

ほうでも考えた上で、実行委員会とも諮った上で、時期を決定してまいりたいなというふう

に思っております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） もしかして、冬がいいというのが多くなれば、問題は開催時期ですよ。

須賀川と鏡石と一緒になったら、レンタルの着付も大変でしょうけれども、髪も整えなくち

ゃいけないんだから、そういうのが、例えば13日が須賀川市で、14日が鏡石町で、天栄村15

日にするしかないんだって、こっちの都合ばかりでは日程を決めて、日時は駄目だと思うん

ですよ。だから、もう実行委員会の人に聞いて、須賀川は何曜日ですよ、鏡石は何曜日です

よ、じゃ、天栄村は何曜日って、もう鏡石か須賀川しか美容室あまりないですから、着付と

か、もう大変になると思います。夜中の１時に来てくださいと言われて、12時間も着ていた

ら参っちゃうでしょう、これ。普通帯締めなんかしないのに。だから、そういう部分も考え

ながら、もうそうやっていけば、鏡石町の日程を聞いて、須賀川市の日程を聞いて、ずらし

てやることも思いやりだと思うんですけれども、それだけよろしくお願いいたします。 

  では、これで２番目は終わります。 

  次に、③人口減少について。 

  昭和62年に大山ニュータウンの販売が始まり、人口は一時増加しましたが、その後も過疎

化が進み、今現在はその当時に比べても2,000人が減少しています。村ではどのような人口

減少対策を考えているのか伺いたい。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  現在、村では第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、移住定住の促進や若い世

代に対する定着支援、結婚・出産・子育てに対する各種支援施策など、人口減少対策に取り

組んでおります。 

  首都圏における移住相談会等においては、住宅取得の補助やお試し住宅、充実した子育て

支援の取組などを積極的にＰＲし、移住定住の促進を図っております。地元の若い世代に対

しては、若者定住住まい確保応援助成金による住宅促進の補助や奨学金の返還支援など、転

出を抑制し、村への定着を図る取組を行っております。 

  今後も、現在策定している令和７年度からの新たな総合戦略に基づき、引き続き総合的・
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効果的な人口減少対策に取り組み、持続可能な村づくりを推進してまいります。さらに、現

在造成している小規模住宅団地につきましても、来年度分譲を開始し、さらなる人口増につ

なげてまいります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私が議長になる前だから、もう何年になりますか、５年、６年になると

思うんですけれども、私、住宅造成の工事を一般質問して、その場所を調査するということ

で終わっちゃったんですけれども、５年も６年もたっているのに何でこれ中断しちゃったん

ですか。どういう理由ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  当時、開発候補地を幾つかに絞りまして、土地購入費用や設計費用、あと工事費用など概

算額を積算してもらいましたが、事業費が大きくなるということから、何か対象となる補助

事業がないかということで、国、県のほうに照会をしまして確認を取っておりましたが、な

かなか活用できるものがないということで、また、過疎指定を受けてからも、過疎事業に合

致して何かできないかなということで、国のほうに再三にわたり照会をしていますが、なか

なか活用できるものがなく、一般財源のみでの実施は難しいため保留となり、今に至ってい

る状況でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） いや、造成工事がいっぱいかかると言いますけれども、北小屋団地知っ

ていますか。北小屋団地、あれ、坪６万で売ったんですよ。そして、29区画売り出して、今、

26区画がもう完成して住んでいるんですよ。だから、何でそんなにお金、宅地造成どのぐら

いかかるんですか。どのぐらいの予定。例えば、100でも50でもなんでも構わないんですけ

れども、今、どのぐらいの、見積りかなんか、前、当時出してもらったこと一回あるんです

か。全然ないんですか、それ。造成工事が多額、お金がかかるからやめましたって、補助金

見つけるのにあれだって言うんですけれども、当時は幾らで出したんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  当時ですが、15区画で、ざっくりになるんですけれども、出していただいた金額によりま

すと…… 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） 約８反歩で面積につきましてはそのぐらいだったんです

が、当時で約１億5,000万から２億というところで、ざっくりではありますが、そのような
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結果になっております。 

  なお、その中には、地質調査や改良費などは含まれておりません。浄化槽の整備などにつ

いても入っておりませんので、ここにまた加算されると思います。現在ですと物価高騰もあ

りますので、大体２倍から３倍ぐらいはかかってしまうのかなというふうに見込んでおりま

す。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 15区画で１億5,000万、２億かかるって、こんなにかかるんですか、今、

造成工事。土地を買収して、あそこ、6,600万ですよね、小規模団地。工事費含めて。4,900

万でしょう、造成工事。そして、1,700万で土地を買収したんだから、6,600万でしょう。そ

の倍ちょっとでそんなにやっぱりかかっちゃうんですか。場所にもよるんですか。これ、い

つ見積り取ったんですか。最近ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  調査委託につきましては、平成29年に実施しております。今坂の造成地は平らなところで

したので、伐採とか、土地の切土の処分とか、そういった経費は入っていませんが、調査し

た土地につきましては水路溝、道路溝とか上下水道の工事、あとは設計額なども入りまして、

積算額では先ほど申しました金額になります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 15区画で１億5,000万ということは、例えば50区画だったら３倍以上か

かるということですか。 

  そうしたら、税務課長に聞きたいんだけれども、固定資産税の村に入る税金ってどのぐら

いかかるんですか。例えば、１世帯で夫婦２人で子ども１人の、そして、70坪売りの家で、

70坪の敷地であれだと、やっぱり何年も過ぎないと回収はできないんですか。税金の種類と

しては。例えば70坪の土地で30坪の家を建てた、そして夫婦２人、子ども１人いれば、年間

でどのぐらい税収って上がっていくのだか。それを計算してみれば、やっぱり赤字になるの

かな。ちょっと分かりますか。分からない。 

〔発言する声あり〕 

○６番（服部 晃） 了解しました。 

  そうすると、今度、税収であれをどういうふうにすればいいんですか。でも、実際、あそ

こ、北小屋団地、村長、見たことありますか。最近見ましたか。すごいでしょう。私もびっ

くりしました。春日山で、あれで60世帯ぐらいあるんでしょう。３年ぐらいでしょう、あれ。

だから、天栄村も、私、あそこ見て、天栄村も50区画ぐらいだったらすぐ売れるんじゃない
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かなと思って。 

  さらに、４人ぐらいに聞いたんですよ。何で天栄村を選んだんですかというのは、土地が

安いから。また、スーパーマーケットが近いから。あと、高速道路のＥＴＣの出入口が近い

からって、鏡石のＥＴＣなんか、本当近いですよね。だから、鏡石のイオンがあるから、も

う近いから、すごく静かでいいというし、土地が安いのはそうなんです。 

  そして、今、建物がもう坪100万です、100万。そして、ちょっといいあれやると、120万

と言っていました。もう安くても85万はかかるから、私もいろいろ調べたんですよ。民間、

銀行に行って、もし3,000万借りたらいくら返すんだって、あれで、普通の変動金利で1.2％

で、８万7,510円。そして、固定金利で９万9,378円。だから、これは完全に無理だ。今まで

は、アパート代が７万するから、６万するから、その分で返せるのならいいと、これ、35年

返済ですよ。固定金利にすると、２％で4,000万借りると11万6,680円。固定金利だと13万

2,505円なんですよ。だから、建築屋さんはかなり厳しいと思うんですけれども、私の質問

の答えになっているから、だから、もう土地が安ければ絶好のチャンスではないかなと私は

思ったんですよ。 

  鏡石に聞けば坪10万、須賀川は15万、郡山は20万なんですよ。だから、土地を例えば６万

で売れば、これは売れるんじゃないかなって。北小屋団地でああいうように売れたんだから、

どうかなと思って私は提案したんですけれども、１億5,000万でやるのには、人は３人世帯

として50人やれば150人は人口は増えると思うんですけれども、これは何かいい方法ないで

すか、補助金かなんかで。50世帯ぐらい。 

  ちょっと村長、答えてください。何かいい方法は。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  この人口減少対策というようなことで、分譲をいろいろ検討してきまして、私も補助等、

いろいろかけずり回りながら調べましたが、なかなかいいのがない。議員おっしゃったよう

に、50区画という区画にすると、先ほども申し上げたように、造成費、これが結構莫大な費

用がかかるというのと、今、議員がおっしゃるような地区、これまで調査したところの地区

の中には、上下水道完備をすると、北小屋はそれが入っていないので、１つやっぱりネック

になっていた部分があって、土地の値段を下げて販売をすれば、ハウスメーカー等々も見つ

けていただくんですけれども、何せ、この農業集落排水の施設がキャパオーバー、もういっ

ぱいになっているんです。だから、そこの今度改修をしないと下水のほうの整備もできない

ということで、そちらは断念をして、小区画の分譲を今後やっぱり進めていくというような

ことで、今回、議会議員の皆様方にご理解をいただいて進めてきたところではございますの
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で、今後もこの小規模、ふるさと納税、今、担当課で頑張っていますので、そういったもの

を活用しながら整備をしていくというようなやり方が一番いいのかなと思っております。 

  今、この物価高騰においても、大分人件費、働き方改革で、これまで以上に倍ぐらいの金

額に上がっている現状がありますので、そういったところも見据えながら、村でできる分譲

というような取組をしてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 本当に、人口減少は大変ですよ。この前、テレビ、ちょうど報道やって

いたんですけれども、福島県転入転出、転出が多くて、6,683人、転出が多かったんですっ

て。それで、全国でワースト５位なんですって。だから、福島県って魅力がないんですかね。

何かこう、福島県にしては、観光地もあるし、ゴルフ場もあるし、住んでいいと私は思うん

ですけれども、天栄村もそういう魅力あるようなことに１億5,000万、ふるさと納税で１億

5,000万ぐらいたまるんじゃないですか。この造成工事の分ぐらい、何とか２年か３年基金

にしておけば。 

  ふるさと納税だって、今いくらあるんですか。１億はないんですか。ふるさと納税。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  令和６年度のふるさと納税寄附金につきましては、先般、臨時議会のほうで承認いただき

ました１億4,000万を目指して今、頑張っているところでございます。 

〔「１億4,000」の声あり〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） １億4,000万。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） じゃ、もうちょっと宅地ができるんじゃないですか。１億5,000万だか

ら、こういうのって、人口増に、増やすんだから、こういうのに使うべきだと思う。村全体

としては、活性化するでしょう、これ。だから、俺、大変いいことだと思うんですけれども、

びっくりしないで、基金がねえわけじゃねえんだから、そうやってちょっと挑戦してみるの

もいいんじゃないですか。 

  あと、さっき村長言った集落排水、集落排水は、第２集落排水では、あれ、何世帯分ぐら

い、相当多くあるような気するんですけれども、何世帯ですか、あれ。何世帯分ですか、第

２集落排水。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 
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  手持ちの資料がないため、お答えすることができません。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 第２集落排水ってあれですよね、学校も入っていねえんでしたっけ。学

校は別。学校も入っているんですか。そうしたら、大体目いっぱいなんですか。後で提出さ

れれば、どのぐらいだっていうあれが分かれば。 

  でも…… 

〔発言する声あり〕 

○６番（服部 晃） 後で調べてもらえばいいです。 

  これもやっぱり、本当に村長、思い切ったことをやって、50世帯ぐらい、150人でも人増

えれば、６世帯分ではそんなに増えないでしょう。だから、きちっと、今が私、チャンスだ

と思う。土地が安いから家も建てないんだといって、６万円ぐらいで売れば、人も来ると思

うんです、本当に。インターチェンジも近いし、買物も近いし、場所的に静かでいいという

んですよ。だから、そういう話を聞くと、そういう天栄村はいいところですよという話はす

るんですよ。 

  そして、また、その人ら、農地も借りている人いるんですよ、畑。自分の野菜を作るため

に借りている人もいるんですよ。そういう人もいるからあれかなと思って。結構、あそこは

子どもいますよ、若い人らが多いから。だから、その分にも、小学生、中学生は増える、50

世帯ぐらいにすれば150人は増えるんですから、一番、私は投資してもいいような気はする

んですけれども、もう集落排水の問題だのいろいろあるでしょうけれども、やっぱりそうや

って思い切った政策をして人口減少に歯止めをかけるのも必要じゃないかなと思うんですよ。

村長、どう思いますか。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり、私もこの人口減少は少しでも抑えたい、その気持ちを持ちながら、

職員一丸となって様々な施策をして、助成金などを設けながらこの移住定住に取り組んでき

ました。 

  今ほどお話がありましたように、50区画、これもなかなか思い切った決断をしなければな

かなかできないものではございますが、先ほど建設課長から答弁がなかなかできなかったこ

の集落排水については、飯豊地区にアパートの建築をしたというようなことと、今度、学校

は子どもがやっぱり減ったので、その分キャパがあるというようなことだったんですが、特

養を、ぜひこれを下水道に接続させていただきたいという要望がありまして、そこを先に接

続したんです。その後、このアパートの、人口減少対策で村で補助金を出しながらアパート
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建築をしてきたと。それでもう目いっぱいになったというようなことだったものですから、

今後、この分譲をするためには、今ある集落排水処理施設のこれをまた倍にするとか、そう

いった計画をしなくちゃならない。そのためには、そこをやるのには、今度計画書、長寿命

化の計画書を立てて申請をして、そこで補助金を頂きながら改修をしていくというようなや

り方、そういったもろもろも含めて私も危機感を感じておりますので、どういった形でやれ

るのかと。 

  それと、あとは道路、橋梁、先ほど言ったように、公共施設の長寿命化も図っていかなく

ちゃならない。そういったものも含めて、学校も統合もしなければならない、その判断もこ

の一、二年でというお話もさせていただきました。そういったところも含めながら、総合的

に村の財政状況を見ながら判断をしてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 村長もちょっと慎重過ぎると思うんですけれども。財政調整基金、18億

も集めているんだから、いろんなことを考えながら挑戦して、思い切ってやるのも必要なん

じゃないですか。あまり慎重になり過ぎるのも、いや、財政調整基金がこれだけあるという

ことはいいことですし、村長も神経細かい人だから、慎重になるのは、それは村としては安

心でしょうけれども、やっぱりそうやってみんなが活性化していくのには、人が増えないと

駄目だと思うんですよ。 

  定住移住って何人ぐらい、移住してきた人いるんですか。定住、移住してきた人がいるん

ですか。今現在。今年は何人かいたんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  転入してきた方を移住者と捉えれば、令和６年度では193名、令和５年度では174名います。

何らかの移住の施策、そういったもの、助成金、交付金などを活用して転入してきた方につ

いては、令和５年度は６世帯で20名、令和６年度は５世帯で15名ですが、２人赤ちゃん生ま

れましたので、今現在は17名増えているところです。新生活住まいづくりとか、あと結婚新

生活補助金などを活用して転入された方が、今の数字になります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） それは、190名と174名ってどういう意味。転入してきたんですよね。家

持って住んでいないということですか。いつ出て行くか分からないという人、そういう意味

ですか。それは定住ではないから移住か。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 
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○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  先ほどの転入の方につきましては、窓口で転入の手続をした転入者の数字となります。天

栄村に純粋に転入してきて、住所登録をされた方です。今年度は193名いらっしゃいます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） いや、転入してきたのは分かる。転出したのもいるんでしょうって。そ

うしたら、完全に人口が増えているはずでしょう。転出したのは何人で、そう言わないと分

からないでしょうって。転入した人ばかり言って、全然、引き算がないんだもん。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  今年度ですが、転入された方が、今現在ですと193名、転出された方が169名でございます。

今のところは転入者のほうが増えておりますが、３月の届出で、転出者は毎年ちょっと増え

る傾向にはございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 転出したという人は、どういう理由なんですか。やっぱり子どもでいた

んだけれども、就職で県外に行ったとか、村外に行ったということなんですか。その辺、き

ちっと中身濃く言ってください。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  最近の傾向で言いますと、外国人の方が多くて、芝草のほうに外国人の研修所があるんで

すが、それで、大体１回に30人ぐらいまず転入してきます。それで、１か月後に皆さん研修

が終わって、それでそれぞれ皆さん転出するというパターンが多いので、そういった影響が

一番多いと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 転入しているのばかり、企画政策課長、これ、転入しているのばかり言

ったら勘違いしちゃう。転出したというのはどういうことなんだって、転出した人も言わな

いと、天栄村人口増えてるでしょう、そんなにいなくなっているのかと思っちゃう。そうす

ると、マイナス、今、計算したら26人です。26人も増えたんだからあれなんでしょうけれど

も、やっぱりそういう、もう村長、全体的に考えて、何とかお互いに知恵を絞りながら、補

助金見つけながら、人口増に邁進していきましょう。 

  お互いに、みんな、どうせ私は10年後にはいないから構わないでなくて、何とか。消滅す

る村なんて言われているんですから、何とかそういうようにならないように私らが頑張らな
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いと駄目だと思うんです。いい方法を考えながら、やっぱり天栄村に本当に住んでみたい、

いいところだったという、坪６万ぐらいで売るんだから、もう鏡石とか、須賀川よりもいい

なって、今、本当に建築資金がさっきも言ったように１坪100万かかるようになったんです

から、土地が少しでも安いところに行きたいんだと思えば、天栄村も結構売れると思うんで

すよ。そうしたら人口増につながりますから、そういうことでお互いに頑張っていきましょ

う。よろしくお願いします。 

  以上で一般質問を終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員の一般質問は以上で終了します。 

  以上をもちまして一般質問を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日はこれにて散会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて散会することに決定いたしました。 

  どうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時１７分） 



 
 
 
 
 
 
 
 

３ 月 定 例 村 議 会 

 
 

（ 第 ２ 号 ） 
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令 和 ７ 年 ３ 月 天 栄 村 議 会 定 例 会  

 

議 事 日 程 （第２号） 

 

令和７年３月５日（水曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 議案第 １号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ２ 議案第 ２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関 

             する条例の制定について 

日程第 ３ 議案第 ３号 天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定 

             について 

日程第 ４ 議案第 ４号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条 

             例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５ 議案第 ５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の 

             制定について 

日程第 ６ 議案第 ６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

             いて 

日程第 ７ 議案第 ７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部 

             を改正する条例の制定について 

日程第 ８ 議案第 ８号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第 ９号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例 

             等の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第１０号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正 

             する条例の制定について 

日程第１１ 議案第１１号 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第１２号 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す 

             る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第１３号 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 

             例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第１４号 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する条例の制 

             定について 

日程第１５ 議案第１５号 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第１６号 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改 
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             正する条例の制定について 

日程第１７ 議案第１７号 大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

日程第１８ 議案第１８号 村道の路線の廃止について 

日程第１９ 議案第１９号 村道の路線の認定について 

日程第２０ 議案第２０号 令和６年度天栄村一般会計補正予算について 

日程第２１ 議案第２１号 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算について 

日程第２２ 議案第２２号 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算について 

日程第２３ 議案第２３号 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算について 

日程第２４ 議案第２４号 令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算につい 

             て 

日程第２５ 議案第２５号 令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算について 

日程第２６ 議案第２６号 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算について 

日程第２７ 議案第２７号 令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算について 

日程第２８ 議案第２８号 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算について 

日程第２９ 議案第２９号 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算について 

日程第３０ 議案第３０号 令和７年度天栄村一般会計予算について 

────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

────────────────────────────────────────── 

出席議員（９名） 
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欠席議員（１名） 

     ８番   熊 田 喜 八 

────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 
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北 畠 さつき 書 記 鈴 木 政 則 

書 記 石 井 貴 也 書 記 小 倉 詩 織 
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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大須賀渓仁） おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は９名であります。 

  よって、定足数に達しております。 

  ８番、熊田議員より、入院加療中のため欠席の届出がありました。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（大須賀渓仁） 本日の議事は、お手元に配付いたしました議事日程第２号をもって進

めます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第１、議案第１号 専決処分の報告及び承認についてを議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） おはようございます。 

  １ページをお願いいたします。 

  議案第１号 専決処分の報告及び承認について。 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により次のとおり専決処分した

ので、同条第３項の規定により報告し承認を求める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  記。 

  専決第１号 令和６年度天栄村一般会計補正予算について。 

  次のページをお願いいたします。 

  専決第１号 令和６年度天栄村一般会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  令和６年度天栄村一般会計の補正予算（第11号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ700万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ63億6,906万5,000円とする。 
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  地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の規定により専決処分する。 

  令和７年２月10日、天栄村長、添田勝幸。 

  ４ページをお願いいたします。 

  まず、今回の補正予算（第11号）につきましては、令和７年２月４日からの大雪により、

２月９日に湯本地区に災害救助法が適用されたことを受け、除雪に係る経費につきまして２

月10日に専決処分を行い、予算を執行したものでございます。 

  それでは、歳入歳出予算につきまして事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  まず、歳入でございます。 

  20款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額700万円の増。 

  歳出。 

  ３款民生費、４項災害救助費、１目災害救助費、補正額700万円の増。こちらにつきまし

ては、12節委託料におきまして災害救助法の適用に伴う除雪に係る委託料700万円を増額計

上するものでございます。 

  なお、今回の除雪でございますが、湯本地区に居住する75歳以上の世帯を対象としまして、

１人当り国で示されました費用限度額14万円を基に予算を積算して計上したものでございま

す。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、ご承認を賜りますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本件について原案に承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は原案に承認することに決定いたしました。 
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────────────────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第２、議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理等に関する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ５ページをお願いいたします。 

  議案第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例の

制定について。 

  刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例を別紙のとおり

制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  次のページをお願いいたします。 

  刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例。 

  （天栄村表彰条例の一部改正） 

  第１条 天栄村表彰条例（昭和54年天栄村条例第８号の一部を次のように改正する。 

  第４条及び第５条中「一に」を「いずれかに」改める。 

  第16条中「一に」を「いずれかに」に、「第12条」を「第14条」に改め、同条第２号中

「禁錮」を「拘禁刑」に改める。 

  （職員の分限に関する条例の一部改正） 

  第２条 職員の分限に関する条例（平成７年天栄村条例第８号の一部を次のように改正す

る。 

  第６条第１項中「禁錮又は懲役の刑」を「拘禁刑」に改める。 

  （天栄村個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正） 

  第３条 天栄村個人情報の保護に関する法律施行条例（令和５年天栄村条例第２号）の一

部を次のように改正する。 

  附則第４条第３項及び第４項中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

  （天栄村行政不服審査会設置条例の一部改正） 

  第４条 天栄村行政不服審査会設置条例（令和５年天栄村条例第３号）の一部を次のよう

に改正する。 

  第９条第１項中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

  附則。 
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  （施行期日） 

  第１項 この条例は、刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第67号）の施行の日

（令和７年６月１日）から施行する。ただし、第１条の規定（天栄村表彰条例第16条第２号

の改正規定を除く）は、公布の日から施行する。 

  （経過措置） 

  第２項 この条例の施行前にした行為の処罰については、なお従前の例による。 

  第３項 この条例の施行後にした行為に対して、他の条例の規定によりなお従前の例によ

ることとされ、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例の規定の例に

よることとされる罰則を適用する場合において、当該罰則に定める刑に刑法等の一部を改正

する法律第２条の規定による改正前の刑法（明治40年法律第45号。以下この項において「旧

刑法」という。）第12条に規定する懲役（以下「懲役」という。）（有期のものに限る。以

下この項において同じ。）又は旧刑法第13条に規定する禁固（以下「禁固」という。）（有

期のものに限る。以下この項において同じ。）が含まれるときは、当該刑のうち懲役又は禁

錮はそれぞれその刑と長期及び短期を同じくする有期拘禁刑とする。 

  第４項 拘禁刑に処せられた者に係る他の条例その他の定めによりなお従前の例によるこ

ととされ、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例その他の定めの例

によることとされる人の資格に関する法令の規定の適用については、無期拘禁刑に処せられ

た者は無期禁錮に処せられた者と、有期拘禁刑に処せられた者は刑期を同じくする有期禁錮

に処せられた者とみなす。 

  第５項 禁錮以上の刑が定められている犯罪についてされた起訴は、拘禁刑以上の刑が定

められている犯罪についてされた起訴とみなす。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の１ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、懲役及び禁錮を新たな拘禁刑

として単一化されること等により所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  まず、天栄村表彰条例につきましては、第４条、第５条、第16条において、それぞれの該

当者の要件を示す表現を「一に」から「いずれかに」改めるものでございます。 

  また、第16条の特別待遇の廃止では、特別待遇の条文が第14条に規定されていたため、

「第12条」を「第14条」に改めるものでございます。 

  さらに、第16条の第２号でございますが、先ほど提案理由でご説明いたしましたように

「禁固」の文言を「拘禁刑」に改めるものでございます。 

  続きまして、次のページからの職員の分限に関する条例、さらにその次の天栄村個人情報
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の保護に関する法律施行条例、その次に天栄村行政不服審査会設置条例に関しましても、そ

れぞれの条文中の「禁錮又は懲役の刑」、「懲役」を同様の理由によりまして「拘禁刑」に

改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第３、議案第３号 天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第３号 天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を

改正する条例の制定について。 

  ８ページをお願いいたします。 

  議案第３号 天栄村村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

  天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものと

する。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 
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  天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例。 

  天栄村個人番号の利用に関する条例（平成27年天栄村条例第29号）の一部を次のように改

正する。 

  第２条第２号中「第２条第８項」を「第２条第９項」に改め、同条第３号中「第２条第12

項」を「第２条第13項」に改め、同条第４号中「第２条第14項」を「第２条第15項」に改め

る。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の５ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、情報通信技術の活用による行政手続き等に係る関係者の利便性の向上並び

に行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法

律の施行に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明をいたします。 

  第２条では、この条例の用語の意義を第１号から第６号まで規定しておりますが、今ほど

の提案理由でご説明いたしました法律の施行によりまして、行政手続きにおける特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律の第２条に新たに第８項が追加され、それに伴

いまして、現行の「第８項」を「第９項」に、「第12項」を「第13項」に、「第14項」を

「第15項」にそれぞれ改められたため、本条例の第２条の関係条文を現行から改正案のよう

に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第４、議案第４号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第４号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について。 

  公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例。 

  公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例（令和４年天栄村条例

第22号）の一部を次のように改正する。 

  附則第２項中「附則第９条第２項」を「附則第９条第６項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  お手元の説明資料６ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴いま

して、所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  今ほど提案理由でご説明をいたしました法律の施行によりまして、地方公務員法の一部を

改正する法律が改正されまして、附則第９条第２項の規定が削除されたことによりまして、

暫定再任用職員の規定が新たに第９条第６項に規定されたため、令和４年天栄村条例第22号

の附則第２項の条文を現行から改正案のように改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第５、議案第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一

部を改正する条例の制定について。 

  職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するも

のとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例。 

  （職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正） 

  第１条 職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成６年天栄村条例第25号）の一部を次

のように改正する。 

  第８条の３第２項中「定める者」の下に「（第15条の３第１項において「配偶者等」とい

う。）」を加える。 

  第８条の４第２項中「３歳に満たない」を「小学校就学の始期に達するまでの」に改め、

同条第４項中「３歳に満たない子のある職員」を「小学校就学の始期に達するまでの子のあ
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る職員」に改める。 

  第15条の２の次に次の２条を加える。 

  （配偶者等が介護を必要とする状態に至った職員に対する意向確認等） 

  第15条の３ 任命権者は、職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に至ったこ

とを申し出たときは、当該職員に対して、仕事と介護との両立に資する制度又は措置（以下

この条及び次条において「介護両立支援制度等」という。）その他の事項を知らせるととも

に、介護両立支援制度等の申告、請求又は申出（次条において「請求等」という。）に係る

当該職員の意向を確認するための面談その他の措置を講じなければならない。 

  第２項 任命権者は、職員に対して、当該職員が40歳に達した日の属する年度（４月１日

から翌年の３月31日までをいう。）において、前項に規定する事項を知らせなければならな

い。 

  第３項 任命権者は、職員が第１項の規定による申出をしたことを理由として、当該職員

が不利益な取扱いを受けることがないようにしなければならない。 

  （勤務環境の整備に関する措置） 

  第15条の４ 任命権者は、介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われるようにするため、

次に掲げる措置を講じなければならない。 

  第１号 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施。 

  第２号 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備。 

  第３号 その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置。 

  （職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 

  第２条 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（令和４年天栄村条

例第23号）の一部を次のように改正する。 

  附則第２条中「附則第９条第３項」を「附則第９条第２項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料７ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律等の施行に伴いまして、所要の改正を

行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  初めに、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につきましてご説明

をいたします。 
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  まず、第８条の３第２項におきまして、新しく加える第15条の３第１項で介護を必要とす

る配偶者等が規定されておりまして、その説明のために第15条の３第１項において「配偶者

等という。」を改正案で加えました。 

  次に、第８条の４第２項では、超過勤務の命令をしてはいけない育児を行う職員の範囲を

拡大するため、現行「３歳に満たない」を改正案「小学校就学の始期に達するまでの」に、

同条第４項では同条第１項の深夜勤務や第２項の超過勤務、第３項の超過勤務時間の制限を、

要介護者を介護する職員に準用する条文のため文言の整理といたしまして、８ページの現行

「３歳に満たないの子のある職員」を改正案の「小学校就学の始期に達するまでの子のある

職員」と改めるものでございます。 

  また、配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員に対する措置に関する事項としまし

て「第15条の３」を、介護両立支援制度の普及や体制の整備に関する事項といたしまして

「第15条の４」を新たに加えたものでございます。 

  続きまして、次のページ、９ページになりますが、職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例につきましてご説明をいたします。 

  先ほど提案理由でご説明いたしました法律の施行によりまして、地方公務員法の一部を改

正する法律が改正され、その附則第９条第２項の規定が削除され、「同条第３項」が「同条

第２項」に改められたため、令和４年天栄村条例第23号、附則第２条の条文を現行の「附則

第９条第３項」から改正案の「附則第９条第２項」に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第６、議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。 

  職員の育児休業等に関する条例（平成29年天栄村条例第１号）の一部を次のように改正す

る。 

  第19条第３項中「第61条第32項において読み替えて準用する同条第29項」を「第61条の２

第20項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の10ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行うもの

でございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  今ほど提案理由でご説明いたしました法律の施行によりまして、第61条第32項の規定が削

除されまして、非常勤職員の介護をするための時間の規定が新たに第61条の２第20項に規定

されたため、下段の現行「第61条第32項において読み替えて準用する同条第29項」を上段の

改正案の「第61条の２第20項」に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第７、議案第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定について。 

  議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

  議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（昭和52年天栄村条例第４号）

の一部を次のように改正する。 

  第５条の２各号並びに第５条の３第１項各号及び第２項第１号中「禁固」を「拘禁刑」に

改める。 

  附則。 

  （施行期日） 

  第１項 この条例は、刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第67号）の施行の日

（令和７年６月１日）から施行する。 
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  （経過措置） 

  第２項 この条例の施行後にした行為に対して、他の条例の規定によりなお従前の例によ

ることとされ、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例の規定の例に

よることとされる罰則を適用する場合において、この条例による改正後の議会議員の議員報

酬、期末手当及び費用弁償に関する条例（以下「新議会議員の議員報酬条例」という。）第

５条の２各号又は第５条の３第１項各号若しくは第２項第１号の規定を適用しようとすると

きは、当該罰則に定める刑に含まれる刑法等の一部を改正する法律第２条の規定による改正

前の刑法（明治40年法律第45号。以下この項において「旧刑法」という。）第12条に規定す

る懲役（以下「懲役」という。）（有期のものに限る。以下この項において同じ。）又は旧

刑法第13条に規定する禁固（以下「禁固」という。）（有期のものに限る。以下この項にお

いて同じ。）については、当該刑のうち懲役又は禁錮はそれぞれその刑と長期及び短期を同

じくする有期拘禁刑とする。 

  第３項 禁錮以上の刑が定められている犯罪についてされた起訴は、新議会議員の議員報

酬条例第５条の３第１項第１号に規定する拘禁刑以上の刑が定められている犯罪についてさ

れた起訴とみなす。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の11ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、議案第２号と同じく刑法等の一部を改正する法律の施行に伴いまして、懲

役及び禁錮を新たな拘禁刑として単一化されることにより、所要の改正を行うものでござい

ます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  まず、現行の第５条の２各号、第５条の３第１項各号、第２項第１号において「禁固」と

規定されているものを、改正案のように「拘禁刑」に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 
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  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第８、議案第８号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第８号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する

条例の制定について。 

  職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例。 

  （職員の給与に関する条例の一部改正） 

  第１条 職員の給与に関する条例（昭和41年天栄村条例第１号）の一部を次のように改正

する。 

  第９条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第６号までを１号ずつ繰

り上げ、同条第３項中「前項第１号及び第３号から第６号まで」を「前項第１号に該当する

扶養親族（次項において「扶養親族たる子」という。）については１人につき１万3,000円、

前項第２号から第５号まで」に改め、「（以下「扶養親族たる配偶者、父母等」という。）」

及び「、前項第２号に該当する扶養親族「（以下「扶養親族たる子」という。）については

１人につき１万円」を削り、同条第４項中「（以下「特定期間」という。）」を削り、「特

定期間に」を「当該期間に」に改め、同条に次の１項を加える。 

  第５項 前各項に規定するもののほか、扶養親族の数の変更に伴う支給額の改定その他扶

養手当の支給に関して必要な事項は、村長が規則で定める。 

  第10条を次のように改める。 

  第10条 削除。 

  第10条の２第１項第２号中「配偶者」の下に「（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の
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事情にある者を含む。第11条の２において同じ。）」を加える。 

  第11条第１項第１号中「通勤のため交通機関」の下に「又は有料の道路（以下この条にお

いて「交通機関等」という。）」を、「運賃」の下に「又は料金（以下この項及び次項にお

いて「運賃等」という。）」を加え、「交通機関を利用しなければ」を「交通機関等を利用

しなければ」に、「交通機関を利用しないで」を「交通機関等を利用しないで」に改め、同

条第２項第１号中「運賃等の額に相当する額（以下この号の下に「及び次項」を加え、「で

その利用が村長が規則で定める基準に照らして通勤事情の改善に相当程度資するものである

と認められるもの」を削り、「（以下この号において「特別料金等相当額」という。）」を

「（以下「特別料金等相当額」という。）」に改め、「（運賃等相当額及び特別料金等相当

額の合計額を支給単位期間で月数で除して得た額（以下この号及び第３号において「１か月

当たりの運賃等相当額等の額」という。）が６万4,000円を超えるときは、支給単位期間に

つき、１か月当たりの運賃等相当額等の額と６万4,000円との差額の２分の１を６万4,000円

に加算した額に支給単位期間の月数を乗じて得た額（当該職員が２以上の交通機関等を利用

するものとして当該運賃等の額及び特別料金等の額を算出する場合において、１か月当たり

の運賃等の相当額等の額の合計額が６万4,000円を超えるときは、当該職員の通勤手当に係

る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、１か月当たりの運賃等相当額等の額と

６万4,000円との差額の２分の１を６万4,000円に加算した額に当該支給単位期間の月数を乗

じて得た額）」を削り、同項第３号中「（１か月当たりの運賃等相当額等の額及び前号に定

める額の合計額が６万4,000円を超えるときは、当該職員の通勤手当に係る支給単位期間の

うち最も長い支給単位期間につき、当該合計額と６万4,000円との差額の２分の１を６万

4,000円に加算した額に当該支給単位期間の月数を乗じて得た額）」を削り、同条中第６項

を第７項とし、第３項から第５項までを１項ずつ繰り下げ、第２項の次に次の１項を加える。 

  第３項 運賃等相当額及び特別料金等相当額の合計額をその支給単位期間の月数で除して

得た額（交通機関等が２以上ある場合においては、その合計額）並びに前項第２号に定める

額の合計額が15万円を超える職員の通勤手当の額は、前項の規定にかかわらず、当該職員の

通勤手当に係る支給単位期間のうち最も長い支給単位期間につき、15万円に当該支給単位期

間の月数を乗じて得た額とする。 

  第11条の２第３項中「国又は他の地方公共団体の職員から引き続いて新たな職員となり、

これ」を「新たに給料表の適用を受ける職員となったこと」に改め、「（任用の事情等を考

慮して村長が規則で定める職員に限る。）」を削る。 

  第17条第１項中「4,700円」を「5,600円」に改める。 

  第17条の２第１項中「勤務した」を「勤務をした」に改め、同条第２項中「週休日等以外

の日の午前零時から午前５時までの間」を「午後10時から翌日の午前５時までの間（週休日



－81－ 

等に含まれる時間を除く。）」に、「勤務した」を「勤務をした」に改め、同条第３項各号

列記以外の部分中「定める額」の下に「（前２項に規定する勤務に従事する時間等を考慮し

て村長が規則で定める勤務をした職員にあっては、その額に100分の150を乗じて得た額）」

を加え、同項第１号中「（当該勤務に従事する時間等を考慮して村長が規則で定める勤務に

あっては、その額に100分の150を乗じて得た額）」を削る。 

  第18条の２第３号及び第４号並びに第18条の３第１項第１号及び第３項第１号中、「禁固」

を「拘禁刑」に改める。 

  第23条を次のように改める。 

  （特殊勤務手当） 

  第23条 特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他の著しく特殊

な勤務で給与上特別の考慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮することが適当でな

いと認められるものに従事する職員に対し、その勤務の特殊性に応じて支給するものとする。 

  第２項 特殊勤務手当の種類、支給対象となる業務及び手当の額は、別表第４のとおりと

する。 

  第３項 前２項に規定するもののほか、特殊勤務手当の支給に関し必要な事項は、村長が

規則で定める。 

  第24条中「から第10条まで」を「、第９条に」、「、及び」を「及び」に改める。 

  第25条の２中「、第９条、第10条及び第20条」を「及び第９条」に改める。 

  別表第１及び別表第２を次のように改める。 

  別表第１及び別表第２は割愛をさせていただきます。 

  別表第３の次に次の１表を加える。 

  別表第４は、これも割愛をさせていただきます。 

  （職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 

  第２条 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（令和４年天栄村条例第30号）の

一部を次のように改正する。 

  附則第４条第１項及び第６項中「附則第９条第２項」を「附則第９条第６項」に改め、同

条第７項中「、第９条、第10条及び第20条」を「及び第９条」に改める。 

  附則。 

  （施行期日） 

  第１項 この条例は、令和７年４月１日から施行する。ただし、第18条の２及び第18条の

３の改正規定は刑法等の一部を改正する法律（令和５年法律第67号）の施行の日（令和７年

６月１日）から、第23条の改正規定は、公布の日から施行する。 

  第２項 この条例による改正後の職員の給与に関する条例（以下「改正後の給与条例」と
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いう。）第23条の規定は、令和６年１月１日から適用する。 

  （給与の内払） 

  第３項 改正後の給与条例の規定を適用する場合においては、この条例による改正前の職

員の給与に関する条例（以下「改正前の給与条例」という。）の規定に基づいて支給された

給与は、改正後の給与条例の規定による給与の内払とみなし、その差額は、令和７年４月１

日以後最も早く到来する給与の支給日に支給する。 

  （号給の切換え） 

  第４項 令和７年４月１日（以下「切替日」という。）の前日において改正前の給与条例

別表第１及び別表第２の給料表の適用を受けていた職員であって同日においてその者が属し

ていた職務の級が附則別表に掲げられている職務の級であったものの切替日における号給

（次項及び同表において「新号給」という。）は、切替日の前日においてその者が属してい

た職務の級及び同日においてその者が受けていた号給（同表において「旧号給」という。）

に応じて同表に定める号給とする。 

  （切替日前の異動者の号給の調整） 

  第５項 切替日前に職務の級を異にする異動をした職員及び村長の定めるこれに準ずるも

のをした職員の新号給については、その者が切替日において当該異動又は当該準ずるものを

したものとした場合との権衡上必要と認められる限度において、村長の定めるところにより、

必要な調整を行うことができる。 

  （令和８年３月31日までの間における扶養手当に関する経過措置） 

  第６項 切替日から令和８年３月31日までの間における改正後の給与条例第９条の規定の

適用については、同条第２項中第５号「重度心身障害者」とあるのは、第５号、重度心身障

害者、第６号、「配偶者（届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。」

と、同条第３項中「１万3,000円」とあるのは「１万1,500円」と、「とする」とあるのは「、

前項第６号に該当する扶養親族については3,000円とする」とする。 

  （単身赴任手当等に関する経過措置） 

  第７項 改正後の給与条例第11条の２第３項の規定は、切替日前に新たに給料表の適用を

受ける職員となった者にも適用する。 

  （寒冷地手当に関する経過措置） 

  第８項 この項から附則第11項までにおいて、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号

に定めるところによる。 

  第１号 旧寒冷地等在勤等職員、令和７年３月31日において職員の給与の支給に関する規

則の一部を改正する規則（令和７年天栄村規則第 号）による改正前の職員の給与の支給に

関する規則（昭和41年天栄村規則第１号。第５号において「給与支給規則」という。）別表
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第５に掲げる支給地域に在勤する職員であって、常時勤務に服する職員、定年前再任用短時

間勤務職員又は暫定再任用短時間勤務職員（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

（令和４年天栄村条例第30号）附則第４条第１項に規定する暫定再任用短時間勤務職員をい

う。次号において同じ。）であるものをいう。 

  第２号 新寒冷地等在勤職員 改正後の給与条例第20条第１項に該当する職員であって、

常時勤務に服する職員、定年前再任用短時間勤務職員又は暫定再任用短時間勤務職員である

ものをいう。 

  第３号 特定旧寒冷地等在勤等職員 旧寒冷地等在勤等職員であって、新寒冷地等在勤等

職員でないものをいう。 

  第４号 継続特定旧寒冷地等在勤等職員 基準日（改正前の給与条例第20条第１項に規定

する基準日をいい、その属する月が令和７年11月から令和９年３月までのものに限る。以下

この項から第11項までにおいて同じ。）において特定旧寒冷地等在勤等職員である者のうち、

切替日の前日から当該基準日の前日までの間、引き続き特定旧寒冷地等在勤等職員であった

者（再任用職員にあっては、切替日の前日に常時勤務に服する職員（暫定再任用職員を除く。

第10項において同じ。）であった者に限る。）をいう。 

  第５号 みなし寒冷地手当額 継続特定旧寒冷地等在勤等職員につき、給与支給規則別表

第５に規定する支給地域と、基準日におけるその基準世帯等区分（当該者の切替日の前日以

降における世帯等の区分（改正前の給与条例第20条第２項に規定する世帯等の区分をいう。

以下この号において同じ。）のうち、同項の表に掲げる寒冷地手当の額が最も少ない世帯等

の区分をいう。）をその世帯等の区分とみなして、同項の規定を適用したならば算出される

寒冷地手当の月額をいう。 

  第９項 継続特定旧寒冷地等在勤等職員に対して、みなし寒冷地手当額が、次の表の上欄

に掲げる基準日の属する月の区分に応じ同表の下欄に掲げる額を超えることとなるときは、

改正後の給与条例第20条第１項及び第２項の規定にかかわらず、みなし寒冷地手当額から同

表の上欄に掲げる基準日の属する月の区分に応じ同表の下欄に掲げる額を減じた額の寒冷地

手当を支給する。 

  令和７年11月から令和８年３月まで6,600円。 

  令和８年11月から令和９年３月まで１万3,200円。 

  第10項 前項の規定により寒冷地手当を支給される者との権衡上必要があると認められる

ときは、基準日において特定旧寒冷地等在勤等職員である者のうち、切替日の前日において

旧寒冷地等在勤等職員であった者であって、切替日から当該基準日の前日までの間、引き続

き新寒冷地等在勤等職員又は特定旧寒冷地等在勤等職員であったもの（前項の規定により寒

冷地手当を支給される者を除き、再任用職員にあっては、切替日の前日に常時勤務に服する
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職員であった者に限る。）に対しては、改正後の給与条例第20条第１項及び第２項の規定に

かかわらず、村長が規則で定めるところにより、前項の規定に準じて、寒冷地手当を支給す

る。 

  第11項 前２項の規定により寒冷地手当を支給する場合における改正前の給与条例第20条

第３項の規定の適用については、同項中「前２項」とあるのは、「職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例（令和７年天栄村条例第 号）附則第９項及び第10項」とする。 

  （罰則の適用等に関する経過措置） 

  第12項 この条例の施行後にした行為に対して、他の条例の規定によりなお従前の例によ

ることとされ、なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例の規定による

こととされる罰則を適用する場合において、改正後の給与条例第18条の２第３号若しくは第

４号又は第18第の３第１項第１号若しくは第３項第１号の規定を適用しようとするときは、

当該罰則に定める刑に含まれる刑法等の一部を改正する法律第２条の規定による改正前の刑

法（明治40年法律第45号。以下この項において同じ「旧刑法」という。）第12条に規定する

懲役（以下「懲役」という。）（有期のものに限る。以下この項において同じ。）又は旧刑

法第13条に規定する禁固（以下「禁固」という。）（有期のものに限る。以下この項におい

て同じ。）については、当該刑のうち懲役又は禁錮はそれぞれの刑と長期及び短期を同じく

する有期拘禁刑とする。 

  第13項 禁錮以上の刑が定められている犯罪についてされた起訴は、改正後の給与条例第

18条の２第１項第１号及び第３項第３号に規定する拘禁刑以上の刑が定められている犯罪に

ついてされた起訴とみなす。 

  第14項 附則第２項から前項までに定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項

は、村長が規則で定める。 

  附則別表。 

  別紙。 

  この附則別表は割愛をさせていただきます。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の13ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、福島県人事委員会勧告に準拠し、給与制度の改定のため、所要の改正を行

うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  初めに、第１条の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明い

たします。 

  まず、第９条第２項におきまして、扶養手当を支給する扶養親族の定義から「配偶者」が
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削除されたため、第９条第２項第１号の「配偶者」を削除いたしまして、第２号から第６号

までを１号ずつ繰り上げたものでございます。 

  次に、第３項におきましては、扶養親族に支給する額が22歳に達する日以後の最初の３月

31日までの間にある子に対して１人当たり「１万円」から「１万3,000円」と改定するもの

でございます。 

  次に、同条第４項では文言の変更を行い、加えた同条第５項では、扶養手当の支給に関す

る事項の規則への委任を明記したところでございます。 

  次に、第10条は、前条第５項に規則への委任を追加したため、削除としたものでございま

す。 

  続きまして、第10条の２第１項第２号では、配偶者の定義に事実婚も追加したため、配偶

者の下に文言を加えたものでございます。 

  続きまして、第11条第１項第１号では、通勤手当を支給する職員が使用する交通手段に有

料道路などの料金を加えるため、文言を加えたものでございます。 

  次に、同条第２項第１号、第３号及び追加した同条第３項では、職員の通勤手当の上限額

を一月当たり上限15万円とするための改正でございます。 

  続きまして、第11条の２第３項では、単身赴任手当の支給対象者を新採用職員にも適用さ

せるため、条文を変更したものでございます。 

  続きまして、第17条第１項では、宿日直手当を県と同額に改正したものでございます。 

  続きまして、第17条の２第１項、第３項では文言の整理、同条第２項では管理職員特別勤

務手当の支給対象時間を現行の「午前零時から午後５時まで」を「午後10時から午前５時ま

で」に変更するものでございます。 

  続きまして、第18条の２第３号、第４号、第18条の３第１項第１号、同条第３項第１号の

改正は、刑法の一部を改正する法律の施行に伴いまして、懲役及び禁錮を拘禁刑として単一

化されることによる改正でございます。 

  続きまして、第23条に特殊勤務手当の条項を追加いたしました。これは近年の災害の激甚

化、頻発化によりまして災害が発生し、単独での市町村では災害対応が困難な場合に、現在

は他県及び他町村から職員を派遣しまして、その自治体の業務に従事させるという状況であ

るため、その他町村での著しく困難な勤務に派遣された職員に対しまして特殊勤務手当を支

給する項目でございます。 

  続きまして、第24条では、先ほど説明させていただきました第10条を削除したため、文言

の整理を行うものでございます。 

  続きまして、第25条の２では、定年前再任用短時間勤務職員に新たに寒冷地手当を支給で

きるよう文言を整理したものでございます。 
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  続きまして、別表第１及び別表第２の給料表は、県人事委員会勧告に基づき改正するもの

でございます。 

  説明資料の23ページをお願いしたいと思います。 

  説明書23ページの、まず別表第１、行政職給料表につきましては、現行の３級から６級の

初号近辺の号給をカットしまして、各級の初号の給料月額を引き上げるものでございます。 

  続きまして、説明資料の27ページでございますが、こちらは別表２、医療職給料表でござ

いますが、こちらにつきましても２級から４級の初号の近辺の号給をカットいたしまして、

各級の初号の給料月額を引き上げるものでございます。 

  続きまして、資料30ページをお願いいたします。 

  資料30ページに新たに追加した別表第４につきましては、第23条の特殊勤務手当の種類、

支給対象となる業務及び手当の額を定めた表でございます。 

  続きまして、今回の改正の附則につきまして主な項目を説明させていただきます。 

  19ページにお戻りください。 

  まず、附則第４項の号給の切換えでございますが、先ほどご説明いたしました行政職・医

療職給料表の改定に伴いまして、令和７年４月１日から新号給につきまして、説明資料、先

ほど申した31ページからの別表の号給切替表に定める号給とする内容でございます。 

  次に、附則第６項の令和８年３月31日までの間における扶養手当に関する経過措置であり

ますが、扶養親族の配偶者に関する扶養手当を現行の「6,500円」から令和７年度では

「3,000円」とし、令和８年度には廃止をする。 

  扶養親族の子に関する扶養手当を現行の「１万円」から、令和７年度においては「１万

1,500円」、令和８年度においては「１万3,000円」とする内容でございます。 

  次に、附則第８項から第11号までの寒冷地手当に関する経過措置でありますが、要約いた

しますと、本村は給与支給規則第５位に規定する地域であったため、寒冷地手当を支給して

おりましたが、国において支給対象地域の見直しが実施されまして、本村は令和７年度より

支給対象地域から除外されることになりました。これに伴いまして令和７年度からの寒冷地

手当の支給に関し、附則第８項第５号及び第９号において経過措置を設けまして、段階的に

手当の支給を減額する内容となっております。 

  第１条の改正は以上でございます。 

  続きまして、第２条、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例につきましてご説明申し上げます。 

  説明資料の37ページをお願いいたします。 

  まず、附則第４条第１項第６号では、現行「附則第９条第２項」を「附則第９条第６項」

に改めましたが、これは地方公務員法の一部を改正する法律が改正され、その附則第９条第
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２の規定が削除されたことによりまして、暫定再任用職員の規定が新たに第９条第６項に規

定されたことによるものでございます。 

  続きまして、同条第７項では、暫定再任用職員に新たに寒冷地手当を支給できるように文

言を整理したものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長（大須賀渓仁） ここで暫時休議いたします。 

  15分まで休みます。 

（午前１１時０２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第９、議案第９号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及

び基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 
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○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第９号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及

び基準に関する条例等の一部を改正する条例の制定について。 

  単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例。 

  （単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

  第１条 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和47年天栄

村条例第５号）の一部を次のように改正する。 

  第４条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第５号までを１号ずつ繰

り上げる。 

  第６条第１号中「利用し、かつ、その」を「利用してその」に改め、同条第２号中「自転

車」を「自動車」に改め、同条第３号中「自転車」を「自動車」に、「交通用具」を「交通

の用具」に改める。 

  第19条の２中「及び第13条」を削る。 

  （単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

の一部改正） 

  第２条 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例（令和４年天栄村条例第25号）の一部を次のように改正する。 

  附則第２項中「附則第９条第２項」を「附則第９条第６項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の38ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴い、

所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  初めに、単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例につきましてご説明いたします。 

  まず、第４条におきましては、扶養親族の定義から配偶者が削除されたため、第４条第２

項第１号の配偶者を削除し、第２号から第５号までを１号ずつ繰り上げたものです。 

  次に、第６条は、通勤手当を支給する対象職員の規定でございますが、第１号では文言の

整理のため、現行「利用し、かつ、その」を改正案では「利用してその」に、第２号では現
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行「自転車」を改正案では通勤の主流であります「自動車」に、第３号では文言の整理のた

め現行「自転車」を改正案では「自動車」に、現行「交通用具」を改正案では「交通の用具」

と改めたものでございます。 

  次に、第19条の２では、定年前再任用短時間勤務職員に対する手当支給適用除外について

規定しておりますが、これまで支給の対象外であった第13条の寒冷地手当を支給することが

できるようにするため、現行及び第13条を改正案では削除したものでございます。 

  続きまして、次のページ、単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条例につきましてご説明いたします。 

  先ほどの提案理由でご説明いたしました法律の施行に伴いまして、地方公務員法の一部を

改正する法律が改正されまして、その附則第９条第２項の規定が削除されたことによりまし

て、暫定再任用職員が附則第９条第６項に新たに規定されたために、附則第２項の条文を現

行「附則第９条第２項」から改正案「附則第９条第６項」に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第10、議案第10号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 
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  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第10号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について。 

  会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例。 

  会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年天栄村条例第24号）の一部

を次のように改正する。 

  第22条第２項中「第６項」を「第７項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の40ページをお願いいたします。 

  今回の改正は、福島県人事委員会勧告による職員の給与に関する条例の改正に伴いまして、

所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  第22条は、会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償につきまして規定をしておりますが、

先ほどご審議をいただきました職員の給与に関する条例の第11条に１項を追加したため、第

22条第１項で準用している条項が変更となるため、現行の「第６項」を改正案の「第７項」

に改めるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 
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  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第11、議案第11号 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 議案第11号 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制定に

ついて。 

  天栄村保育所条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村保育所条例の一部を改正する条例。 

  天栄村保育所条例（平成５年天栄村条例第28号）の一部を次のように改正する。 

  第４条中第３号を削り、第４号を第３号とする。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  議案説明資料41ページをお願いいたします。 

  本改正につきましては、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律第７条第１項に

規定する「不当な差別的取扱い」に該当する可能性のある規定について削除するものであり

ます。 

  新旧対照表にてご説明申し上げます。 

  現行の第４条第１項第３号を削除し、「第４号」を「第３号」に改正するものであります。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 
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  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第12、議案第12号 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 議案第12号 天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について。 

  天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例。 

  天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例（平

成27年天栄村条例第３号）の一部を次のように改正する。 

  第37条第１項中「第42条第３項第１号」を「第42条第３項」に改める。 

  第42条第１項中「第５項」を「第７項」に改め、同項第１号中「支援を行う」を「支援

（次項において「保育内容支援」という。）を実施する」に改め、同条中「第９項」を「第

11項」とし、第４項から第８項までを２項ずつ繰り下げ、同条第３項各号列記以外の部分を

次のように改める。 
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  前項各号の代替保育連携協力者とは、第１項第２号に掲げる事項に係る連携協力を行う者

であって、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものをいう。 

  第42条第３項第１号中「当該」を削り、「小規模保育事業Ａ型若しくは小規模保育事業Ｂ

型又は事業所内保育事業を行う者（次号において「小規模保育事業Ａ型事業者等」とい

う。）」を「小規模保育事業Ａ型事業者等」に改め、同項を同条第５項とし、同条第２項中

「全てを」を「いずれかを」に改め、同項各号列記以外の部分中「前項第２号」を「第１項

第２号」に改め、同項第１号及び第２号を次のように改める。 

  第１号 特定地域型保育事業者が代替保育連携協力者を適切に確保した場合には、次のイ

及びロに掲げる要件を満たすと村長が認めること。 

  イ 特定地域型保育事業者と代替保育連携協力者との間でそれぞれの役割の分担及び責任

の所在が明確化されていること。 

  ロ 代替保育連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないようにするための措置が講

じられていること。 

  第２号 村長が特定地域型保育事業者による代替保育連携協力者の確保の促進のために必

要な措置を講じてもなお当該代替保育連携協力者の確保が著しく困難であること。 

  第42条中第２項を第４項とし、第１項の次に次の２項を加える。 

  第２項 村長は、特定地域型保育事業者による保育内容支援の実施に係る連携施設の確保

が著しく困難であると認める場合であって、次の各号に掲げる要件の全てを満たすと認める

ときは、前項第１号の規定を適用しないこととすることができる。 

  第１号 特定地域型保育事業者が保育内容支援連携協力者を適切に確保すること。 

  第２号 次のイ及びロに掲げる要件を満たすこと。 

  イ 特定地域型保育事業者と保育内容支援連携協力者との間でそれぞれの役割の分担及び

責任の所在が明確化されていること。 

  ロ 保育内容支援連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないようにするための措置

が講じられていること。 

  第３項 前項各号の保育内容支援連携協力者とは、小規模保育事業Ａ型若しくは小規模保

育事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行う者（第５項において「小規模保育事業Ａ型事業者等」

という。）であって、第１項第１号に掲げる事項に係る連携協力を行うものをいう。 

  附則。 

  第５条中「10年」を「15年」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 
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  議案説明資料42ページをお願いいたします。 

  本改正につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・

子育て支援施設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、連携協力を行う施設の確保に関す

る経過措置の期限を改めるなど、所要の改正をするものであります。 

  新旧対照表にてご説明申し上げます。 

  第37条につきましては、国の基準に準じて規定の条文の追加により改正するものでありま

す。 

  第42条につきましては、小規模な保育を行う家庭的保育事業者等が卒園後の受皿となる保

育所、幼稚園などの連携施設を適切に確保しなければならないとされているところ、連携施

設の確保が困難であって、必要な支援を行うことができると村が認める場合に連携施設を確

保しないこととすることができる措置を国の基準に合わせ改正するものであります。 

  附則につきましては、令和６年度末で期限を迎える連携施設に関する経過措置を、国の改

正に合わせて５年間延長するものであります。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第13、議案第13号 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 議案第13号 天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について。 

  天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。 

  天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成27年天栄村条例

第４号）の一部を次のように改正する。 

  第６条第１項第１号中「支援を行う」を「支援（次項において「保育内支援」という。）

を実施する」に改め、同条中第５項を第７項とし、第４項を第６項とし、同条第３項各号列

記以外の部分を次のように改める。 

  前項各号の代替保育連携協力者とは、第１項第２号に掲げる事項に係る連携協力を行う者

であって、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものをいう。 

  第６条第３項第１号中「当該」を削り、「第27条に規定する小規模保育事業Ａ型若しくは

小規模保育事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行う者（次項において「小規模保育事業Ａ型事

業者等」という。）」を「小規模保育事業Ａ型事業者等」に改め、同項を同条第５項とし、

同条第２項中「全てを」を「いずれかを」に、「前項第２号」を「第１項第２号」に改め、

同項第１号及び第２号を次のように改める。 

  第１号 家庭的保育事業者等が代替保育連携協力者を適切に確保した場合には、次のイ及

びロに掲げる要件を満たすと村長が認めること。 

  イ 家庭的保育事業者等と代替保育連携協力者との間でそれぞれの役割の分担及び責任の

所在が明確化されていること。 

  ロ 代替保育連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないようにするための措置が講

じられていること。 

  第２号 村長が家庭的保育事業者等による代替保育連携協力者の確保の促進のために必要

な措置を講じてもなお当該代替保育連携協力者の確保が著しく困難であること。 

  第６条中第２項を第４項とし、第１項の次に次の２項を加える。 

  第２項 村長は、家庭的保育事業者等による保育内容支援の実施に係る連携施設の確保が

著しく困難であると認める場合であって、次の各号に掲げる要件の全てを満たすと認めると

きは、前項第１号の規定を適用しないこととすることができる。 
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  第１号 家庭的保育事業者等が保育内容支援連携協力者を適切に確保すること。 

  第２号 次のイ及びロに掲げる要件を満たすこと。 

  イ 家庭的保育事業者等と保育内容支援連携協力者との間でそれぞれの役割の分担及び責

任の所在が明確化されていること。 

  ロ 保育内容支援連携協力者の本来の業務の遂行に支障が生じないようにするための措置

が講じられていること。 

  第３項 前項各号の保育内容支援協力者とは、第27条に規定する小規模保育事業Ａ型若し

くは小規模事業Ｂ型又は事業所内保育事業を行う者（第５項において「小規模保育事業Ａ型

事業者等」という。）であって、第１項第１号に掲げる事項に係る連携協力を行うものをい

う。 

  第16条第１項第２号中、「栄養士」の下に「又は管理栄養士」を加える。 

  附則第３条中「10年」を「15年」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  議案説明資料45ページをお願いいたします。 

  本改正につきましては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事業の

設備及び運営に関する基準等の一部改正に伴い、議案第12号と同様に連携協力を行う施設の

確保に関する経過措置の期限を改めるほか、施設への栄養士の配置について管理栄養士も同

要件とするなど、所要の改正をするものであります。 

  新旧対照表にてご説明申し上げます。 

  第６条につきましては、議案第12号と同様に、卒園後の受皿となる保育所や幼稚園などの

連携施設を適切に確保しなければならないとしているところ、連携施設の確保が困難であっ

て必要な支援を行うことができると村が認める場合に、連携施設を確保しないものとするこ

とができる措置を国の基準に合わせて改正するものであります。 

  第16条につきましては、第１項第２号において、配置基準が栄養士のほかに管理栄養士で

も可能となるよう改正するものであります。 

  附則につきましては、令和６年度末で期限を迎える連携施設に関する経過措置を国の改正

に合わせ５年間延長するものです。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第14、議案第14号 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） 議案第14号 天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正す

る条例の制定について。 

  天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するもの

とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する条例。 

  天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例（平成17年天栄村条例第29号）の一部を次のように

改正する。 

  第３条第２号中「・バンガロー」を削る。 

  別表１を別紙のとおり改める。 

  別紙。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由についてご説明申し上げます。 



－98－ 

  議案説明資料48ページをお願いいたします。 

  今回の改正につきましては、近年のエネルギー価格、物価高騰の状況等を踏まえ、使用料

の上限額を引き上げ改正するものでございます。 

  改正内容につきまして、新旧対照表によりご説明申し上げます。 

  第３条の改正でございますが、バンガローにつきまして、平成30年度に老朽化で解体を行

っていることから削除を行うものでございます。 

  別表１でございますが、使用料の上限額について、ＡＣ電源つきサイトを１区画（１泊２

日）を「6,000円」から「7,000円」に、ノーマルサイト１区画（１泊２日）を「5,000円」

から「6,000円」に、コテージ１棟１泊２日を「２万5,000円」から「３万3,000円」にそれ

ぞれ引き上げますとともに、「・バンガロー」の欄を削除するものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  ただいま議案審議の途中でありますが、昼食のため午後１時30分まで休みます。 

（午前１１時４４分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 午前中に引き続き再開いたします。 

（午後 １時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（大須賀渓仁） 日程第15、議案第15号 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） 議案書の55ページをお願いいたします。 

  議案第15号 天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定について。 

  天栄村体育施設条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村体育施設条例の一部を改正する条例。 

  天栄村体育施設条例（平成30年天栄村条例第５号）の一部を次のように改正する。 

  別表を次のように改める。 

  別表につきましては割愛いたします。 

  附則。 

  （施行期日） 

  第１項 この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  （適用区分） 

  第２項 改正後の天栄村体育施設条例の規定は、令和７年４月１日以後の使用について適

用し、同日前の使用については、従前の例による。 

  議案説明資料50ページをお願いいたします。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  今回の改正につきましては、天栄村体育施設の維持管理に係る電気料等の高騰に伴い使用

料を改正し、適正な管理を図るための改正でございます。 

  新旧対照表によりご説明いたします。 

  下が現行のもの、上段が今回の改正案でございます。施設ごとに説明いたします。 

  まず、天栄村総合農村運動広場。 

  村内、半面、一般、照明設備使用料を「1,000円」から「1,150円」に。村内、半面、一般、

照明使用料「2,000円」を「2,300円」に。村外、半面、一般、高校生以下ともに照明使用料

を「2,000円」から「2,300円」へ。全面、一般、高校生以下ともに「4,000円」から「4,600

円」に改正いたします。 

  続きまして、天栄村体育館でございます。 

  アマチュアスポーツであるとき。 

  村内、全面、一般、照明使用料を「400円」から「460円」に、冷暖房使用料を「1,500円」
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から「1,720円」へ。続きまして、村外、全面、一般、高校生ともに照明使用料が「800円」

から「920円」へ、冷暖房使用料が「3,000円」から「3,450円」へ。 

  その他の行事であるとき。 

  村内、全面、非営利目的、営利目的ともに照明使用料「400円」を「460円」に、冷暖房使

用料を「1,500円」から「1,720円」へ。村外、全面、非営利目的、営利目的ともに照明使用

料「800円」を「920円」へ、冷暖房使用料「3,000円」を「3,450円」に改正いたします。 

  続きまして、天栄村湯本体育館でございます。 

  アマチュアスポーツであるとき。 

  村内、全面、一般、照明使用料を「400円」から「460円」へ。村外、全面、一般、高校生

ともに照明使用料を「800円」から「920円」へ。 

  その他行事であるとき。 

  村内、全面、非営利目的、営利目的ともに照明使用料を「400円」から「460円」へ。村外、

全面、非営利目的、営利目的ともに照明使用料を「800円」から「920円」に改正いたします。 

  続きまして、天栄村屋内運動場でございます。 

  村内、全面、一般、照明使用料「200円」を「230円」へ。村外、全面、一般、高校以下と

もに照明使用料を「400円」から「460円」へ改正いたします。 

  続きまして、天栄村屋内スポーツ運動場でございます。 

  村内、半面、一般、照明使用料を「200円」から「230円」へ、冷暖房使用料を「1,500円」

を「1,720円」へ。村内、全面、一般、照明使用料を「400円」から「460円」へ、冷暖房使

用料を「1,500円」から「1,720円」へ。村外、半面、一般、高校生ともに照明使用料を

「400円」から「460円」、冷暖房使用料を「3,000円」から「3,450円」。村外、全面、一般、

高校生ともに、こちらは照明使用料を「800円」から「920円」へ、冷暖房使用料を「3,000

円」から「3,450円」へ、それぞれ引き上げるものでございます。 

  今回の改正につきましては、昨今の電気料の高騰により、施設使用料のうちの照明設備使

用料及び冷暖房設備使用料をそれぞれ15％引き上げるものでございます。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第16、議案第16号 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 議案第16号 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例等の一部を改正する条例の制定について。 

  天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例を別紙のとお

り制定するものとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部を改正する条例。 

  （天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正） 

  第１条 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和49年天栄村条例第12号）

の一部を次のように改正する。 

  第６条第２項中第１号を削り、第２号を第１号とし、第３号から第５号までを１号ずつ繰

り上げる。 

  第８条第１号中「利用し、かつ、その」を「利用してその」に改め、同条第２号中「自転

車その他の用具」を「自動車その他の交通の用具」に改め、同条に次の１号を加える。 

  第３号 通勤のため交通機関又は有料の道路を利用してその運賃又は料金を負担し、かつ、

自動車その他の交通の用具を使用することを常例とする職員。 

  第22条中「、第７条、第10条」を削る。 

  （天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の一部改正） 

  第２条 天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（令和



－102－ 

４年天栄村条例第26号）の一部を次のように改正する。 

  附則第２項中「、第７条、第10条」を削る。 

  附則。 

  この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  説明資料の53ページ、お願いいたします。 

  今回の改正は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行に伴いま

して、所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表によりご説明いたします。 

  初めに、天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例につき

ましてご説明いたします。 

  まず、第６条におきまして扶養手当を支給する扶養親族の定義から配偶者が削除されたた

め、第６条第２項第１号の配偶者を削除し、第２号から第５号までを１号ずつ繰り上げたも

のでございます。 

  次に、第８条は、通勤手当を支給する対象職員の規定でございますが、第１号では文言の

整理のため、現行「利用し、かつ、その」を改正案では「利用してその」に、第２号では現

行「自転車その他の用具」を改正案では「自動車その他の交通の用具」に改めるものでござ

います。 

  また、第１号と第２号を合わせた通勤手段を行う職員に対応するため、第３号で「通勤の

ための交通機関又は有料の道路を利用してその運賃又は料金を負担し、かつ自動車その他の

交通の用具を使用することを常例とする職員」の規定に新たに加えるものでございます。 

  次に、第22条では、定年前再任用短時間勤務職員に対する手当の支給適用除外について規

定しておりますが、これまで支給の対象外であった第７条の住居手当及び第10条の寒冷地手

当を支給することとするため、現行の第７条、第10条を改正案では削除したものでございま

す。 

  続きまして、次のページをお願いいたします。 

  次のページ、天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例につきましてご説明いたします。 

  先ほど提案理由でご説明いたしました法律の施行によりまして、地方公務員法の一部を改

正する法律が改正されまして、暫定再任用職員においても定年前再任用短時間勤務職員と同

じく、住居手当及び寒冷地手当を支給することとするため、附則第２項から第７条及び第10

条を改正案では削除したものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第17、議案第17号 大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

策定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） 議案第17号 大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定について。 

  辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和37年法

律第88号）第３条の規定に基づき、大平辺地に係る総合整備計画を別紙のとおり策定するも

のとする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  現在の整備計画が令和６年度で終了することから、令和７年度からの５年間の新たな総合

整備計画を策定するものであります。 

  64ページをお願いいたします。 

  こちらが計画書になります。 
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  ３番の公共的施設の整備計画についてご説明申し上げます。 

  村道芝草鎌房線事業費で5,000万円、村道鎌房２号線事業費で4,000万円。飛びまして、林

道道木沢線事業費で2,000万円の工事を計画しております。こちらにつきましては、いずれ

も現在の舗装が老朽化していることから、舗装の修繕工事を行って長寿命化を図るものでご

ざいます。 

  続きまして、羽鳥湖高原交流促進センター事業費１億4,000万円につきましては、屋根の

改修、それから施設の周辺にございます駐車場の区画線の整備、施設の照明改修を行うもの

でございます。事業費の総額は２億5,000万円で、全額、辺地債の発行を予定しております。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第18、議案第18号 村道の路線の廃止についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 65ページをお願いいたします。 

  議案第18号 村道の路線の廃止について。 
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  次のとおり村道を廃止することについて、道路法（昭和27年法律第180号）第10条第３項

の規定により議会の議決を求める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  記。 

  路線番号、路線名、起点、終点、摘要。 

  2011、南沢穴田線、天栄村大字大里字南沢106番地１先、天栄村大字大里字穴田221番地先。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  お手元の議案説明資料55ページをお願いいたします。 

  廃止路線図に青色で表示しております路線が今回廃止する路線でございます。 

  南沢地区の村道南沢田内線の南側を並行して通る道路において、一部未指定となっている

区間があることから、終点を変更し村道を再編する必要があるため、本路線を廃止するもの

でございます。 

  なお、改めて議案第19号により、終点位置を変更した路線として認定のご審議をいただく

予定でございます。 

  説明につきましては以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（大須賀渓仁） 日程第19、議案第19号 村道の路線の認定についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 66ページをお願いいたします。 

  議案第19号 村道の路線の認定について。 

  次のとおり村道を認定することについて、道路法（昭和27年法律第180号）第８条第２項

の規定により議会の議決を求める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  記。 

  路線番号、路線名、起点、終点、摘要。 

  2011、南沢山崎線、天栄村大字大里字南沢106番地１先、天栄村大字大里字山崎115番地先。 

  2088、西小屋２号線、天栄村大字大里字西小屋130番地１先、天栄村大字大里字西小屋139

番地１先。 

  2089、南沢３号線、天栄村大字大里字南沢136番地先、天栄村大字大里字南沢125番地２先。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  お手元の議案説明資料56ページから58ページをお願いいたします。 

  こちらが認定路線図になりまして、それぞれ赤色で表示しております路線が、今回認定し

ていただきます路線でございます。 

  初めに、56ページにおきましては、先ほど議案第18号でご審議をいただきました路線番号

2011の廃止路線の終点を大字大里字山崎115番地先の現道が舗装されている区間までに改め、

路線認定をお願いするものでございます。 

  次に、57、58ページの路線番号2088、2089につきましては、本路線はいずれも起点及び終

点が村道に接続し、複数戸の住宅を連絡する路線であり、一般交通の用に供され公共性の高

い道路であることから、路線認定をお願いするものでございます。 

  説明につきましては以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第20、議案第20号 令和６年度天栄村一般会計補正予算について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 67ページをお願いいたします。 

  議案第20号 令和６年度天栄村一般会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  令和６年度天栄村一般会計の補正予算（第12号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億2,927万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ62億3,979万5,000円とする。 

  （繰越明許費） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第１項の規定により、翌年度に繰り

越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

  第３条 債務負担行為の廃止は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  74ページをお願いいたします。 

  まず、第２表 繰越明許費でございます。これらの事業を翌年度に繰り越すこととするも
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のでございます。 

  款項、事業名、金額の順にご説明をいたします。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、戸ノ内地区ため池浚渫事業1,500万円。こちらにつきま

しては戸ノ内地区のため池の土砂浚渫に係る工事でございます。 

  ８款土木費、２項道路橋りょう費、児渡安養寺線落石対策事業6,500万円。こちらにつき

ましても、村道児渡安養寺線の落石対策に係る工事でございます。 

  10款教育費、２項小学校費、小学校体育館施設整備事業8,877万円。 

  ３項中学校費、中学校体育館施設整備事業8,040万円。これらにつきましては、学校施設

の避難所機能の強化を目的とする空調設備整備臨時特例交付金の追加が盛り込まれました国

の令和６年度第１次補正予算が成立したことを受けまして、小学校費におきましては、広戸

小学校及び大里小学校体育館に係る空調設備設置工事と、中学校費におきましては、天栄中

学校体育館に係る空調設備設置工事等に係る工事請負費を計上しているところでございまし

て、こちらに係る経費を繰越明許費とするものでございます。 

  繰越明許費につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  第３表 債務負担行為補正でございます。 

  本年度分における中小企業制度資金利子補給事業及び東日本大震災対策利子補給事業につ

きましては、貸付けがなかったことに伴いまして廃止をするものでございます。 

  債務負担行為の補正につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  続きまして、第４表の地方債補正でございます。 

  今回の補正につきましては、事業の追加及び同意額の確定に伴います限度額を変更するも

のでございます。 

  まず、追加でございます。 

  起債の目的、小・中学校体育館施設整備事業。 

  限度額、8,700万円。 

  起債の方法、証書借入または証券発行。利率年3.0％以内。ただし利率見直し方式で借り

入れる政府資金、地方公共団体金融機構資金及び銀行等引受資金について利率の見直しを行

った後においては、当該見直し後の利率。 

  償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、その債

権者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、

または繰上償還もしくは低利債に借換えすることができる。 

  こちらにつきましては、先ほど繰越明許費の中でご説明いたしました小・中学校体育館の
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空調設備設置工事等に係る地方債の追加でございます。 

  続きまして、変更でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  起債の目的、限度額の補正、補正後の順にご説明を申し上げます。 

  １、耐震性防火水槽整備事業、3,200万円から2,630万円。 

  ２、Ｊアラート専用アンテナ整備事業、170万円から160万円。 

  ３、消火栓整備事業、250万円から170万円。 

  ４、旧白子テニスコート施設除却事業、3,640万円から3,120万円。 

  ５、南１号線道路改良事業、4,780万円から4,360万円。 

  ６、芝草鎌房線整備事業、1,000万円から990万円。 

  ７、大里橋橋梁補修事業、1,050万円から940万円。 

  ８、西河原橋橋梁補修事業、900万円から800万円。 

  ９、児渡滝田線外整備事業、3,000万円から1,420万円。 

  10、戸ノ内丸山線外整備事業、6,000万円から5,860万円。 

  次のページをお願いいたします。 

  11、下松本地区横断暗渠改修事業、1,100万円から970万円。 

  12、児渡安養寺線改修事業、6,500万円から6,430万円。 

  13、飯豊地区排水路改修事業、1,300万円から1,120万円。 

  14、関場地区水路改修事業、720万円から680万円。 

  15、戸ノ内地区ため池改修事業、2,000万円から1,880万円。 

  16、山村開発センター修繕事業、5,000万円から4,980万円。 

  17、農業促進ハウス施設除却等事業、1,150万円から1,050万円。 

  18、てんえいふるさと公園広場施設等整備事業、4,170万円から3,900万円。 

  19、保育所移転整備事業、11億1,380万円から９億8,860万円。 

  合計、補正前15億7,310万円から14億320万円。 

  利率のほうでございますが、利率、年2.0％以内から年3.0％以内、また補正後には銀行等

引受資金につきまして追加をしているところでございます。 

  変更の理由につきましては、各事業とも同意額の確定に伴う借入限度額の変更及び先ほど

ご説明しました利率の変更及び銀行等の引受資金の文言の追加でございます。 

  記載の方法、償還の方法については変更はございません。 

  地方債の補正につきましては、以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算につきましては、事項別明細書によりご説明を申し上げます。 
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  まず、歳入でございます。 

  １款村税、１項村民税、１目個人分、補正額4,060万円の増。 

  ２目法人分、補正額168万円の減。こちらにつきましては、法人税割額の確定見込みによ

る減でございます。 

  ２項固定資産税、１目固定資産税、補正額2,955万1,000円の増。こちらにつきましては、

１節現年課税分において確定によります償却資産及び新築家屋の増加。２節滞納繰越分にお

きましては、過年度滞納者に係る納付額の増によるものでございます。 

  ３項軽自動車税、２目種別割、補正額６万円の減。 

  ４項村たばこ税、１目村たばこ税、補正額472万1,000円の減。 

  ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税、補正額237万2,000円の

減。 

  続きまして、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、補正額257万3,000円の減。 

  ３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税、補正額181万3,000円の増。 

  ３款利子割交付金、１項利子割交付金、１目利子割交付金、補正額13万6,000円の減。 

  ６款、法人事業税交付金、１項法人事業税交付金、１目法人事業税交付金、補正額81万

2,000円の減。 

  ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、補正額481万

3,000円の減。 

  ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付金、補

正額112万9,000円の減。 

  ９款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金、１目環境性能割交付金、補正額34万

1,000円の増。 

  続きまして、10款国有提供施設等所在市町村助成交付金、１項国有提供施設等所在市町村

助成交付金、１目国有提供施設等所在市町村助成交付金、補正額７万7,000円の減。 

  11款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金、補正額92万1,000円の

増。 

  12款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、補正額7,056万4,000円の増。 

  13款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特別交付金、１目交通安全対策特別交付

金、補正額７万1,000円の減。 

  14款分担金及び負担金、１項分担金、４目教育費分担金、補正額６万1,000円の減。 

  ２項負担金、２目民生費負担金、補正額19万9,000円の減。 

  ３目教育費負担金、補正額18万3,000円の減。 

  続きまして、15款使用料及び手数料、１項使用料、２目民生手数料、補正額３万4,000円



－111－ 

の減。 

  ４目土木使用料、補正額７万3,000円の減。 

  ５目教育使用料、補正額12万4,000円の減。 

  ６目衛生使用料、補正額８万5,000円の増。 

  ２項手数料、１目総務手数料、補正額40万2,000円の減。 

  ３目衛生手数料、補正額１万4,000円の増。 

  ６目土木手数料、補正額１万1,000円の減。 

  続きまして、16款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正額751万

7,000円の減。こちらにつきましては、主に３節の児童手当国庫負担金、４節の施設型給付

国庫負担金等の見込額の減によるものでございます。 

  ２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、補正額681万7,000円の減。こちらにつきまして

は、主に２節の総務費補助金における物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の見込額の

減によるものでございます。 

  ２目民生費国庫補助金、補正額363万3,000円の増。こちらにつきましては、２節の子ど

も・子育て支援交付金の見込額の増によるものでございます。 

  続きまして、３目衛生費国庫補助金、補正額５万5,000円の増。 

  ４目農林水産業費国庫補助金、補正額３万円の減。 

  ５目土木費国庫補助金、補正額80万2,000円の減。 

  ６目教育費国庫補助金、補正額8,228万7,000円の増。こちらにつきましては、繰越明許費

及び地方債の補正の中でご説明いたしました小・中学校の体育施設整備事業に係る学校施設

環境改善交付金8,205万1,000円の増額を計上するものでございます。 

  続きまして、３項委託金、１目総務費委託金、補正額4,000円の増。 

  ２目民生費委託費、補正額21万4,000円の増。 

  17款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金、補正額223万7,000円の減。 

  続きまして、２項県補助金、１目総務費県補助金、補正額221万5,000円の減。 

  ２目民生費県補助金、補正額352万1,000円の減。 

  続きまして、３目衛生費県補助金、補正額115万4,000円の減。 

  ４目農林水産業費県補助金、補正額1,071万8,000円の減。こちらにつきましては、主に２

節の農業費補助金の各種交付金の見込額の減によるものでございます。 

  ７目教育費県補助金、補正額156万8,000円の減。こちらにつきましては、地域学校協働活

動補助金の見込額の減によるものでございます。 

  10目土木費県補助金、補正額53万円の減。 

  続きまして、３項委託金、１目総務費委託金、補正額226万5,000円の減。こちらにつきま
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しては、衆議院議員総選挙委託金の見込額の減によるものでございます。 

  ２目農林水産業費委託金、補正額123万6,000円。こちらにつきましては、広戸川防災ダム

維持管理委託金の見込額の増によるものでございます。 

  ３目土木費委託金、補正額19万5,000円の増。 

  18款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、補正額6,000円の増。 

  ２項財産売払収入、２目物品売払収入、補正額300万1,000円の増。 

  続きまして、20款繰入金、１項特別会計繰入金、１目工業用地取得造成事業特別会計繰入

金、補正額1,295万円の増。工業用地取得造成事業特別会計からの繰入金の増でございます。 

  ２目国庫事業勘定特別会計繰入金、補正額283万3,000円の増。こちらにつきましても、国

庫特別会計事業勘定からの繰入金の増によるものでございます。 

  続きまして、３目後期高齢者医療特別会計繰入金、補正額１万4,000円の増。 

  ５目湯本財産区特別会計繰入金、補正額21万円の増。 

  ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額２億2,900万円の減。 

  ３目減債基金繰入金、補正額584万1,000円の増。 

  ５目がんばれ天栄応援基金繰入金、補正額677万5,000円の減。 

  ６目こども未来基金繰入金、補正額330万円の減。 

  続きまして、22款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、補正額36万8,000

円の減。 

  ４項雑入、２目雑入、補正額902万8,000円の減。 

  続きまして、３目過年度収入、補正額463万8,000円の増。 

  23款村債、１項村債、１目総務債、補正額1,180万円の減。 

  ２目土木債、補正額2,560万円の減。 

  ３目農林水産業債、補正額730万円の減。 

  ４目民生債、補正額１億2,520万円の減。 

  続きまして、５目教育債、補正額8,700万円の増。 

  歳入につきましては以上でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ここで暫時休議いたします。 

  25分まで休みます。 

（午後 ２時１３分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ２時２５分） 

────────────────────────────────────────── 
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○参事兼総務課長（小山富美夫） 91ページをお願いいたします。 

  歳出から進めさせていただきます。 

  １款議会費、１項議会費、１目議会費、補正額247万5,000円の減。事業費の見込額の精査

に伴う不用減でございます。 

  ２款総務費、１項総務費、１目一般管理費、補正額624万1,000円の減。主に事業見込額の

精査に伴う不用額の減でございます。 

  なお、92ページの11節におきましては、郵便料金の値上げに伴いまして郵便料を増額して

いるところでございます。 

  続きまして、２目文書広報費、補正額14万3,000円の減。 

  ３目財政管理費、補正額９万9,000円の減。 

  ４目会計管理費、補正額１万5,000円の減。 

  ５目財産管理費、補正額1,039万2,000円の増。こちらにつきましては、94ページの24節の

減債基金積立金1,481万円の増によるものでございます。 

  続きまして、６目企画費、補正額1,261万9,000円の減。こちらにつきましても、事業費の

確定に伴う不用額でございます。 

  続きまして、７目支所及び出張所費、補正額97万2,000円の減。 

  ８目交通安全対策費、補正額63万7,000円の減。こちらにつきましても、事業費の見込額

の精査に伴う不用額でございます。 

  続きまして、９目地方創生費、補正額488万2,000円の減。こちらにつきましても、事業の

見込額の精査に伴う減でございます。 

  11目物価高騰対応重点支援給付金給付事業、補正額213万7,000円の減。こちらも定額減税

調整給付金に係る物価高騰対応重点支援給付金事業の確定の減でございます。 

  ２項徴税費、１目税務総務費、補正額25万3,000円の減。 

  続きまして、２目賦課徴収費、補正額16万円の減。 

  ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、補正額150万1,000円の減。こちらに

つきましても、事業費の精査に伴う減でございます。 

  ４項選挙費、２目衆議院議員総選挙費、補正額249万8,000円の減。こちらにつきましては、

選挙執行経費の確定に伴う減でございます。 

  続きまして、５項統計調査費、１目統計調査総務費、補正額4,000円の減。 

  ６項監査委員費、１目監査委員費、補正額３万3,000円の減。 

  続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費。こちらにつきましては、

主に18節負担金補助及び交付金におきまして各補助金の確定に伴う減でございます。 

  ２目老人福祉費、補正額597万円の減。主に次のページの27節介護保険特別会計繰出金や
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低所得者保険料軽減繰出金の減によるものでございます。 

  続きまして、３目老人福祉施設費、補正額47万6,000円の減。 

  ４目福祉医療費、補正額26万4,000円の減。 

  ５目障害対策費、補正額415万円の減。こちらにつきましては、19節障害者自立支援給付

金の300万円の減のほか、各扶助費の精査による減でございます。 

  ６目放射能対策費、補正額28万円の減。 

  ８目物価高騰対応重点支援給付金給付事業、補正額428万1,000円の減。これは令和６年度

新規住民税非課税世帯等への給付金支給に係る給付金事業の額の確定に伴う減でございます。 

  ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、補正額１億2,830万8,000円の減。これは主に次の

ページの14節保育所施設敷地造成工事の事業費の確定による減でございます。 

  続きまして、２目児童措置費、補正額296万円の減。こちらも児童手当の額の確定に伴う

減でございます。 

  ３目保育所施設費、補正額26万3,000円の減。 

  続きまして、３項国民年金費、１目国民年金費、補正額１万1,000円の減。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、補正額291万4,000円の減。こちらに

つきましては、次のページの「天栄村こころ・からだ・食の計画」策定委員料の額の確定に

伴う減でございます。 

  続きまして、２目予防費、補正額445万3,000円の減。こちらにつきましては、12節委託料

におきまして、主に母子保健事業や予防接種事業の額の確定に伴い1,266万7,000円の減とな

る一方、前年度の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金の確定によりまして

精算返納金が生じたため、22節に985万ほど増額を計上したものでございます。 

  ３目環境衛生費、補正額142万6,000円の減。こちらも各種事業の精査による減でございま

す。 

  続きまして、４目健康増進事業費、補正額460万3,000円の減。 

  続きまして、５目保健センター施設費、補正額217万5,000円の増。 

  ６目、こちらにつきましては、主に健康保健センターの自動ドアの修繕費を予定しており

まして、それの増加に伴う増でございます。 

  ６目墓地公園施設費、補正額18万円の増。 

  続きまして、２項清掃費、１目ごみ処理費、補正額74万9,000円の減。 

  ３項上水道費、１目上水道施設費、補正額230万円の減。こちらは水道事業会計繰出金の

額の確定による減でございます。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、補正額179万1,000円の減。こちらは

１節の農地利用最適化推進委員の能率給の減によるものでございます。 
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  ２目農業総務費、補正額138万円の減。 

  ３目農業振興費、補正額937万4,000円の減。こちらにつきましては、次のページの18節負

担金補助及び交付金におきまして、環境型保全農業直接支払交付金のほか、各事業の確定に

よる不用額によるものでございます。 

  続きまして、５目農業施設費、補正額1,083万8,000円の減。こちらにつきましても各事業

の精査に伴う不用額の減でございます。 

  続きまして、６目水利施設管理費、補正額19万円の増。 

  ７目国土調査費、補正額299万円の減。 

  続きまして、８目水田農業構造改革対策費、補正額450万円の減。こちらにつきましては、

18節の水田利活用推進助成金の額の確定による減でございます。 

  ９目地域農政特別対策推進活動費、補正額442万円の減。こちらも各補助事業の額の確定

による減でございます。 

  10目開発センター費、補正額67万3,000円の減。こちらも山村開発センター修繕工事請負

費の額の確定に伴う減でございます。 

  ２項林業費、１目林業総務費、補正額727万6,000円の増。こちらにつきましては、主に24

節森林環境譲与税基金積立金の増によるものでございます。 

  ２目林業振興費、補正額763万9,000円の減。こちらにつきましても、14節維持工事費の減

によるものでございます。 

  続きまして、７款商工費、１項商工費、２目商工業振興費、補正額61万円の減。 

  続きまして、３目観光費、29万円の減。 

  ４目地域開発費、補正額528万5,000円の減。こちらは地域おこし協力隊の採用がなかった

ことによる各経費の不用額の減でございます。 

  続きまして、８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、補正額35万円の減。 

  ２項道路橋りょう費、１目道路維持費、補正額563万1,000円の増。こちらは今期の大雪に

伴います除雪に要する経費の増によるものでございます。 

  続きまして、２目道路新設改良費、補正額2,923万1,000円の減。こちらにつきましては、

児渡滝田線外舗装補修工事等の額の確定によります不用額の減の積み上げによるものでござ

います。 

  続きまして、３項河川費、１目河川費、補正額69万1,000円の減。こちらも除草工事等の

不用額の減によるものでございます。 

  続きまして、４項住宅費、１目住宅費、補正額160万円の減。こちらにつきましても、12

節の住宅耐震診断委託料や18節の木造住宅耐震改修事業等につきまして額の確定に伴う不用

減によるものでございます。 
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  ９款消防費、１項消防費、２目非常備消防費、補正額408万3,000円の減。こちらにつきま

しては、１節におきまして消防団員数の確定に伴う報酬の減等が主なものでございます。 

  ３目消防施設費、補正額322万2,000円の減。こちらにつきましては、14節の耐震性防火水

槽設置工事の事業費の確定に伴う不用減でございます。 

  ４目水防費、補正額5,000円の減。 

  続きまして、10款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、補正額12万1,000円の減。 

  ２目事務局費、補正額1,080万6,000円の減。こちらにつきましては、主に各事業の精査に

伴う不用減によるものでございます。 

  一方、次のページの14節工事請負費におきましては、湯本小学校の校舎等の修繕工事150

万円を増額計上しておるところでございます。 

  続きまして、２項小学校費、１目学校管理費、補正額8,698万5,000円の増。こちらにつき

ましては、さきにご説明いたしました広戸小学校及び大里小学校体育館の空調設備を設置す

るための工事請負費8,877万円を新規計上しているものでございます。 

  なお、第２表でご説明しましたとおり、本事業につきましては明許繰越しとするものでご

ざいます。 

  続きまして、２目教育振興費、補正額127万円の減。こちらも各事業の精査に伴う減でご

ざいます。 

  続きまして、３項中学校費、１目学校管理費、補正額7,630万1,000円の増。こちらにつき

ましても、主に天栄中学校体育館の空調設備の工事に要する経費といたしまして8,040万円

を新規計上しております。こちらも先ほどの小学校費と同じく明許繰越しとするものでござ

います。 

  ２目教育振興費、補正額145万4,000円の減。こちらにつきましても、各事業の精査による

減でございます。 

  続きまして、４項幼稚園費、１目幼稚園費、補正額302万7,000円の減。こちらも各節の精

査に伴う減でございます。 

  続きまして、５項社会教育費、１目社会教育総務費、補正額127万円の減。こちらにつき

ましても、各事業の精査による不用減の積み上げでございます。 

  続きまして、２目生涯学習費、補正額86万2,000円。こちらも事業精査に伴う不用額の減

でございます。 

  ３目湯本公民館費、補正額10万円の減。 

  ４目文化財保護費、補正額８万円の減。 

  ５目伝統文化施設費、補正額39万円の減。 

  ６目生涯学習センター費、補正額18万9,000円の増。こちらにつきましては、生涯学習セ
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ンターの図書室のエアコンの修繕のために増額計上したものでございます。 

  続きまして、６項保健体育費、１目保健体育総務費、補正額58万9,000円の減。こちらに

つきましては、スキーリフト購入助成事業補助金の精査に伴う減でございます。 

  ３項学校給食センター費、補正額442万3,000円の減。こちらも10節におきましての光熱水

費の精査による減及び給食材料費の精査に伴う減でございます。 

  続きまして、４目天栄体育施設費、補正額15万円の増。こちらも総合農村運動広場の修繕

のため修繕費としまして60万円を計上しております。 

  11款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農業施設災害復旧費、補正額20万円

の減。 

  12款公債費、１項公債費、１目元金、補正額２万6,000円の増。 

  ２目利子、補正額６万9,000円の減。 

  14款予備費、１項予備費、１目予備費、補正額71万2,000円の減。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎延会の宣告 

○議長（大須賀渓仁） 議案審議の途中でありますが、本日の会議はこれにて延会したいと思

います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて延会することに決定いたしました。 

  ご苦労さまでございました。 

（午後 ２時４３分） 
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令 和 ７ 年 ３ 月 天 栄 村 議 会 定 例 会  
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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大須賀渓仁） おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は９名であります。 

  よって、定足数に達しております。 

  ８番、熊田議員より、入院加療中のため欠席の届出がありました。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（大須賀渓仁） 本日の議事は、お手元に配付いたしました議事日程第３号をもって進

めます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２０号の質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第１、議案第20号 令和６年度天栄村一般会計補正予算について

を昨日に引き続き議題といたします。 

  昨日説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 115ページの14節工事請負費、小学校体育館施設整備工事事業請負費、

これ8,870万って全員協議会のとき空調設備のことで、これ、やるようになっていますよね。

そして、広戸小学校と大里小学校やって、今度、牧本小学校は避難所になっていないから、

そういう話聞いたんですけれども、これは牧本小学校の保護者から、もう古いんじゃないか

なと思って聞いた。牧本小学校は冷房もない、暖房もない。ほかの小学校はあるといったら、

いろいろ公平性がないと思うんですけれども、それは一般財源でやったらどうなんですかね。

これ、ちょっといろいろ問題出てくると思うんですよ。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  今回の補正予算の計上につきましては、先ほどお話あったとおり、避難所となっている学

校の体育館への空調の整備を進めるために、国において補正予算を組んで積極的に空調設備

整備臨時特例交付金事業という事業の活用を進めております。この国の補正予算において事

業採択されますと、通常の交付金事業より財源的に非常に有利な起債を活用することができ
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るということで、本村においてもこの対象となる学校体育館の事業の申請をしたところです。 

  残念ながら、今回は牧本小学校と湯本小学校は避難所となっていないため、今回の申請は

していないという状況であります。これまでも学校施設に関しましては普通教室のエアコン

設置とかを何年かに分けて進めてまいりましたが、必ずしも一括してやってきたということ

ではございませんので、その辺は、財源等も見ながら順次検討していくということで、私の

ほうでは今回は避難所になっている施設ということで計上させていただいております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） それは私言っているのはそういう意味じゃなくて、避難所になっている

から広戸と大里は空調設備を入れるというんだけれども、牧本だけ統合するまで何年かかる

んだか分かんないんだけれども、その間でも一緒に一般財源で出して、同じ公平な立場で教

育をしなくちゃいけないと思って、私はそう言っているんですよ。これは教育課長でなく村

長、答えてくださいよ。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  議員のおっしゃることは私も重々分かります。ただ今回については採択になるかどうか、

その該当するものについてというようなことで、３か所が該当するというようなことで手を

挙げさせていだきました。その中の１か所でもなればという思いだったんですね。そういう

中で３つ挙げたやつが全部採択になったという状況なものですから、今後については、その

公平性というような部分については、またそのほかの補助等もありますし、そういったもの

も活用しながら、視野に入れながら検討していきたいと、そんな思いでおります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） いや、村長の言っているのは、あれだけ補助金使ってどうのこうのとい

うのは分かるんですけれども、牧本ばかりかわいそうじゃないですか、これ。やっぱり今年

なんか夏だって暑くてどうにもならないのに、片方は暖冷房が効いているといってあれした

らば、牧本小学校の保護者から言われますよ。地元の学校なのに何やっているんだ、村長と

言われると思うんですよ、私は。議員の人らも言われると思いますよ、牧本の議員３人いま

すけれども、大体その人らに、おまえ、何やっているんだ、どうなっているんだ、これ、よ

く質問したのかと言われると思うんですよ。 

  だから、やっぱり公平な立場でどうやって説明できるのか、避難所になっていないんだか

ら、それはできませんでなくて、やっぱり統合小学校まで四、五年かかるか何だか分からな

いんですけれども、その間でも、やっぱり同じ公平性を保つためにも、これはぜひ設置して

もらいたいんですけれども、そういう考えって、今、徐々に補助金考えながらと言っていま
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すけれども、やっぱりやるときは一緒にやったほうがいいと思うんですけれども、どうです

かね。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  湯本小学校もありますので、これまでも冷房については順次整備をしてきたというような

ことでございますので、なるべく率のいい補助を活用しながら、そこは設置を前向きに検討

していきたいということで考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） じゃ、それはなるだけ早くできるようにやってください。 

  次に移ります。 

  82ページ、４節の墓地公園管理料、これ墓地公園って今、大小ありますけれども、今どの

ぐらい売れていて、どのぐらい残っているんだか、それ、ちょっと聞かせてもらいたいんで

すけれども。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ちょっとお待ちください。 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議いたします。 

（午前１０時０８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１０時１０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お時間をいただきまして、どうもありがとうございます。墓地公園

ですが区画数が290ありまして、現在、販売件数が138件となっております。 

  以上であります。 

〔発言する声あり〕 

○住民課長（星 裕治） ４平米区画が72、あと６平米区画が79区画の販売となっております。 

〔発言する声あり〕 

○住民課長（星 裕治） 79と、あと72です。 

〔「計算合わない」の声あり〕 
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○住民課長（星 裕治） すみません、もう一回。 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議いたします。 

（午前１０時１２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１０時１３分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 大変失礼しました。４平米区画で許可件数が72件…… 

〔発言する声あり〕 

○住民課長（星 裕治） ４平米で小が72。大、６平米が79となっております。 

〔「区画数は」の声あり〕 

○住民課長（星 裕治） 区画数が全部で290ありまして…… 

〔「全部でなくて大小にやれって」の声あり〕 

○住民課長（星 裕治） ああ、大小ですか、すみません。小さいほうが75区画です。大きい

ほうが215区画あります。 

  以上であります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私、これ聞いたのは、須賀川の宮司さんから天栄は墓地公園へ売ってい

るんですかと尋ねられたのね。だから、これだけ大きいほうが半分もいっていないんだし、

小さいほうは大分売れているんですけれども、これ住職なり宮司さんに営業活動をやったら

いいんでないかなと。パンフレットを作って持っていけば、まだ北側に造成、いつでもでき

るようにはなっているんですよ。土地は確保してあるんだから、だからこっちをなるだけこ

ういう大きいほうが余っているんだから、残っているんだから、やっぱりそういう営業をか

ける必要もあるんでないかなと思って私は言ったんですけれども、またそういうふうにやっ

てください。 

  あと、もう一つ、104ページ、同じ墓地公園の施設費として修理費18万かかっているんで

すけれども、これは何の修理なんですか。何の修理で使うんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  こちらのほうの修繕費は、管理棟内の電気のほうがＬＥＤになっていなかったので、こち
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らのほうをＬＥＤ化の修繕ということで、今回計上させていただきました。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 俺も前もあの墓地見たんですけれども、石屋さんが縁石から何か壊して

いるんですよね。そして、あれは前は修繕して今は直したんでしょうけれども、あれ、副村

長が住民福祉課長のときですよね。多分工事やったの。あれはやっぱり石屋さんにちゃんと

壊したというところを言う割に、そっちに請求しないとおかしいんじゃないですか。どうや

って誰がやったか分かんないから直すんだとか、今回は関係ないですけれども、前はうちの

ほう、あの辺やっぱり工事やる人らが壊していると思っているんですよ。そのまま直したか

ら別に私も何も言わなかったんですけれども、やっぱり壊れているのを見たらば、大体お墓

やったところはすぐ分かるでしょう、工事事業者も。やっぱりそういうのにちゃんと請求し

てやってもらわないと、何回も構わないでおいた分、こっちで村が負担するだけで大変だと

思うんですよ。だから、そういうことを前の話もですので営業をかけて、あそこをいっぱい

にしてもらって、また北側に造成できるようになっていますから、それでお願いします。 

  あと、109ページ、地域開発費で、１節の報酬で地域おこし協力隊報酬というの、228万減

額になっていますよね。減額補正やっているんですけれども、これは採用しなかったという

ことですか、それとも途中で帰ったということですかね。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  ４目の地域開発費の地域おこし協力隊でございますが、募集をしておりましたが人材確保

に至らなかったということで、今回、皆減となっております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） これは、いつ募集して、いつ採用の通知、来年度も地域協力隊はいるん

ですかね。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  地域おこし協力隊につきましては、一応、期限を設けて随時募集をしておりまして、現在

も募集を継続中でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） いまだ申込みはないということですか。申込みないというので、やっぱ

りあの地域おこし協力隊も必要だと思うんですよ。ただ、こっちで天栄村に何年か住んで実

際結婚した人もいるし、やっぱりそういうのも独身の人にいいマッチングでもなれば、また
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その地域おこし協力隊も重要だと思うんですよね。だから今もまだ募集していて、まだ申込

みがないということですか。ほかの町村は結構いますけれどもね。天栄村は何か魅力か何か

発信の仕方が悪いんですかね。もうちょっと積極的にやったらいいと思うんですけれども、

もっと天栄村の良さをうんとアピールしながら、その協力隊で来てくれるようなことをして

もらいたいと思います。やっぱり人口増える要素もありますから、そうすると、その人が住

み着いて結婚すれば子どももできれば増えるし、やっぱりそういうのも大切だと思うんです

よ。 

  以上で終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） 101ページ、こちらの12節の委託料のこども計画策定業務委託料という

のはどのようなものなのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  こども計画策定業務委託料でございますが、現在、現行の計画で第２期子ども・子育て支

援事業計画という幼児期の教育・保育などの子育て支援を総合的に推進する計画がございま

す。そちらの次期計画として、今年度、こども計画を策定することで進めておるところです。 

  今までの子ども・子育て支援事業計画につきましては、今年度で終期を迎え、来年度から

５年間、こども計画という形になります。今回名称が変わるのは、内容に今までの計画に追

加という形で、子ども・若者計画、こちらのほうが子どもや若者が抱える課題に対して総合

的に取り組むという計画と、あと子どもの貧困対策、子どもが貧困によりまして教育や健康、

生活等で不利益にならないように、そうした子どもを支える計画も含めた形で、その計画を

含めた一体的な計画を作成するということで、今年度、策定業務を進めたところでございま

す。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） すみません、私の質問の仕方がちょっと曖昧だったのかもしれませんけ

れども、この委託料というのはどこかに頼んでいるということなので、そちらの内容をちょ

っと教えていただきたいです。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  今ほどの計画の委託料でございますが、こちらはコンサルのほうに委託をしまして、各計
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画に係るアンケートの集約、そして計画の内容等を委託しまして、今回策定を進めたところ

でございます。減額につきましては請け差による減額ということでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） すみません、ありがとうございます。それに関連して村長のほうの施政

方針並びに行政報告の中で、こちらのこども計画の前のこども基本法というのが、私もちょ

っと勉強不足で令和５年に施行されたということで、村長のその答弁の中で策定委員の皆様

からご意見を反映とあったんですけれども、その策定委員の人をどのような形で選出してい

るか、どのような方がなっているのかというのをお聞きしたいです。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  策定委員会につきましては、天栄村子ども・子育て会議という条例に規定されている会議

で策定委員会の委員を兼ねておりまして、その子ども・子育て会議の中で、そうした計画の

内容を検討していくというようなことで明記してございますので、そちらの委員として今回

の策定を進めてきたところでございます。 

  メンバーにつきましては、子どもの保護者、子ども・子育て支援に関して学識の経験のあ

る者、子ども・子育て支援に関する事業に従事する者、その他村長が必要と認める者という

ような形でそれに基づきまして策定委員の委員の方を委嘱してございます。 

  内容につきましては、子どもの保護者としてはＰＴＡ会長、幼稚園・保育所等のＰＴＡ会

長のほうを委嘱してございます。子ども・子育て支援に関して学識のある者につきましては、

民生児童委員協議会の主任児童委員の方を委嘱してございます。そのほかに子ども・子育て

支援に関する事業に従事している者として、村の教育委員会、幼稚園、保育所、天栄村こど

も家庭センター、そういった皆様を委嘱しまして子ども・子育て会議を開催してございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。ＰＴＡとありましたけれども、村の村Ｐのほう

等にはお話があったんでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  村のＰＴＡのほうにお話があったのかというような内容でございますが、中身について幼

児期が中心でございますので、幼稚園、保育所等々のＰＴＡの皆様がそのまま委員として参

加してございます。なので小学校のほうには直接お声はかけておりません。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 
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○１番（齋藤寿昭） そのような形だったということでは理解しました。でも、そういった教

育に関することでしたら、ぜひ村Ｐのほうも含めて今後お声がけをしていただければと思い

ます。 

  私の質問は以上です。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） それでは、76ページの起債なんですが、小学校の体育施設整備事業とい

うことで交付税措置があるということなんですが、どのぐらいの交付税措置があるのか、お

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  今回の交付税措置でございますが、まず今回、補正予算債を活用できるということで、補

助自体は２分の１の補助になりますが、そのうちの残りの自主財源のうちの２分の１のうち

の100％が充当されるもので、さらに、そこから50％が交付税措置を受けられるというよう

な財源になっております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、79ページ、村税の固定資産税の中の償却資産が2,500万という形になっているんで

すが、これ、会社さんだと思いますが、どのような会社が入っての償却資産の増額になった

のか、教えてください。 

○議長（大須賀渓仁） 税務課長。 

〔税務課長兼会計管理者 塚目弘昭 登壇〕 

○税務課長兼会計管理者（塚目弘昭） お答えいたします。 

  償却資産の増額ですが、こちらにつきましては製造業、それと鉄道業、それと競馬業とい

うんですかね。それとガラス会社等が結構増資してございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、81ページ、地方交付税なんですけれども、7,000万ということで交付税増額になっ

ているんですが、これは再算定ということなのでしょうかということでお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議いたします。 

（午前１０時３５分） 
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────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１０時３７分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。お時間をいただきましてありがとうご

ざいます。 

  議員おっしゃるとおり、再算定で増えたということでございます。理由に関しましては、

枠が大きくなった部分、その部分をもう一度計算しまして、こういった形で増えたというと

ころでご承知いただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、92ページ、地域づくり総合アドバイザー報酬が120万円の減となっていますが、こ

の辺は大分大きい謝礼としての減だと思うんですが、これはどのような理由なんでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  92ページの７節報償費の地域づくり総合アドバイザー報酬の件でございますが、村としま

しては総合的な地域づくりに関しましてアドバイザーということでお願いしている先生がい

らっしゃいます。その方においでいただきまして、講習会や、また地元に行っていただきま

して、特に地域防災に関しましてご指導いただいたり、ご講演いただくという予定をしてお

りました。 

  今回、この地域づくり総合アドバイザーの先生には昨年３回ほどおいでいただきまして、

講習会ということでさせていただきまして、またお時間ありましたらば駐在員の方々にも、

地域のほうで、もし講習とかのご要望があれば、先生のほうからいつでも行っていただける

よというお話をさせていただきました。ただ、大変残念ながら地域のほうでは、ちょっとご

要望がなかったというところで、私どもで防災に関しての講習会を開催して、それを先生方

にお支払いをして、先ほど申しましたように地区ごとの算定をしていたわけなんですが、そ

の分を減額させていただいたと。 

〔発言する声あり〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 各行政区で１回ずつくらいできるような形での予算を組ん

でいたんですが、それがちょっと丸々なかったというところで、今回ちょっとこういった金
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額になってしまいましたが、減額とさせていただいたところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、93ページの財産管理費、報償費ですが、公共施設のあり方検討委員会の報償が、こ

れ丸々使っていないような気がするんですが、この辺はいかがなんでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  公共施設のあり方検討委員会の減額でございますが、年度に実施すべく日程の調整、先生

方と調整をさせていただいたんですが、お願いする予定の先生の日程がちょっと３月までの

中で調整ができなかったということで、やむを得ずちょっと今年度は見送りをさせていただ

いたということで減額したところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。ただ、全部減額ということで、できなかったというのは

よくないとは思いますんで、新年度にもこれと同じ金額、上がっていますので、ぜひ早期に

日程をつけて、公共施設、やっぱり今後どうやっていくかというのは大事なことですんで、

よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、もう一つ、96ページ、地方創生の総合戦略策定委託料250万、大分これも策定料

としての委託料の減額としては大きいと思うんですけれども、もともとどのぐらいの金額を

予定していて、請け差ということであれば、請け差のその差額だというふうなことをちょっ

と説明してもらえればと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  もともと当初予算のほうでは700万の計上をしておりました。それで５社の入札の結果、

400ちょっとということで、こちらが減額の原因になります。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解はしましたが、当初の予算の見積りがどうだったんだろうというふ

うな懸念もありますので、この辺はひとつ精査しながら予算をつくっていただきたいと思い

ます。 

  次に、109ページの地域おこし協力隊の報酬ですが、先ほど服部議員さんからも質問があ

ったんですが、今現在どのような形のジャンルでその募集をかけているかというのをお聞か

せいただければと思います。 
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○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  地域おこし協力隊でございますが、昨年度、鳥獣部門ということで募集をしておりまして、

残念ながら見つからなかったということで、現在におきましては新年度に向けまして、地方

の魅力発信ということで、大きな天栄村全体を農産物であったり観光であったり、そういっ

たもののＰＲに当たる人材として募集を行っております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。単一というか、１個だけだとなかなかやっぱり集まらな

いというのも、今なかなか地方へ来ないというのもありますので、そういうふうな幾つかの

ジャンルに分けながら募集をして、決まったら、もうそっちを外していくというふうなこと

でないと、去年みたいに１年間募集しても来ないというふうなことになりますので、やっぱ

りある程度選択肢、来る人の選択肢をやっぱり増やして募集をかけていただければなと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  質問は以上でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ここで暫時休議いたします。 

  11時まで休みます。 

（午前１０時４５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１０時５８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 101ページ、14節の工事請負費１億1,289万8,000円減額になっています

が、これを具体的に説明してください。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  当初の予算計上の中には、駐車場の舗装、植栽、堰堤等の整備のほうも含まれておりまし

た。ただ、建築工事のほうが、なかなか詳しく詳細のところが決まっていなかったものです

から、建設工事の工程等により来年度、令和７年度に外構工事のほうを実施するとしたため、

令和６年度においては減額しているところでございます。 
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○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） ということは、一番最初、その駐車場等々いろいろ入れてということな

んですけれども、最初の予算現額というのは幾らだったんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  当初予算におきましては１億9,989万2,000円の計上でございました。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） これはあれですか、じゃ項目的に保育所敷地造成工事というふうになっ

ていますけれども、当初はこれ名目違ったのかな。駐車場とか植栽等々と入っているという

ことは、敷地造成のほうに全部入れちゃってというのはどうなるのかなと思うんですけれど

も、どうですか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  名称的には造成工事でございますが、予算上の中ですね、そちらのほうに当初予定として

は、その敷地内の造成に合わせて駐車場の整備、そういった植栽等も中身として入ってござ

いました。ただ、先ほど申したとおり建築工事のほうが保育所の場所等もはっきり詳細に建

てる位置のほうも決まらなかったというところで、今回、令和６年度の実施のほうは見送っ

たというところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 一番最初、では、その約２億のうちの単純に造成工事というのは幾ら見

積もっていたんですか。その駐車場の敷地というか駐車場の舗装とか、そういう別の工事を

抜かして。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  先ほど申した駐車場の整備等々を除いた金額でございますが、約9,000万ほどの金額とし

て設計したところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 保育所建設というのは、この間、昨年の12月に建設の入札やってという

ことなんですけれども、その前に１年も前に植栽とか、そういう外構工事とか駐車場の工事

というのはどういうふうになるか分かんない時点でやっていて、結局のところ１億2,000万
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も減額するという話になっているわけですよね。それはどういうことなのかなと思うんです

けれども、最初から単純に敷地の造成だけをやれば、例えば予算9,000万で上げて、その内

で造成工事を行いましたということで減額する必要もなかったんじゃないかなと思うんです

けれども、その辺はどういうふうに考えていますか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  議員おっしゃられるように、造成工事のみで当初から舗装等々除いてしたほうがよかった

のではないかというご意見でございますが、おっしゃるとおり、それを除いた形で最初から

検討していけばよかったというふうに結果的には思いますが、当初のスケジュール的な部分

も工期の部分も含めて、そちらを盛り込んでいたというところでございます。なかなかその

設計や工事の建物着手のほうが、どうしても後半になってきたというところで、今回６年度

においては、そちらのほうを盛り込めなかったというところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） とすると、来年度予算等々に植栽等々の工事は、ちょっとまだ見ていな

いですけれども盛り込んであると、その分、盛り込んでいるということなんですね。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  議員おっしゃるように、令和７年度の当初予算のほうに、今ほど減額した内容の予算のほ

うを計上してございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 私はあまり細かいことはよく理解していないんですけれども、例えばこ

の保育所敷地造成工事、約２億円の工事をやったということになれば、この前に多分、設計

委託やっていると思うんですけれども、やっていますか、それ。ちょっと前、見ていないん

で分かんないんですけれども、 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  令和５年度において、敷地造成の設計委託のほうは実施しております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） その設計委託の設計委託料というのは、多分、工事の規模とかそういう

ので、いろいろ委託料があると思うんですけれども、これ１億円というと半額使わなかった
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という減額補正なんですけれども、その分の設計委託料って多分払っていると思うんですけ

れども、それ設計会社というかに行っているということになりませんか。そこは大丈夫なん

ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） 私からお答え申し上げます。 

  当初の設計は、設計料として払ってここまでやりますよというような設計でできています

ので、それは費用はお支払いするのはそこですけれども、あとは工事はまた別ですから、工

事は例えば今回のように、このときにできなくて翌年度でやるということなので、工事費と

設計費は別なものですから、設計はそれでできています。 

  今回、工事の中でもずれてきたというような部分は議会議員の皆様方に見ていただいて、

駐車場はもうちょっと広くしたほうがいいんじゃないのかと、いろいろご意見をいただいた

ので、その見直しをかけた部分があって、送迎したりする部分で駐車場も広くなる、そんな

ことがあったので、次年度にそこは遅らせて造成の最終的な外構工事を設置したほうが、よ

りおさまりもよくなるというようなことでの進め方でございますので、ご理解いただきたい

と思います。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 我々がいろいろ設計図を見て、こうやったほうがいい、ああやったほう

がいい、それにそのとおりというか、我々のいろんな意見を聞いて設計変更等々いろいろあ

って、本当にいいものを造ってもらえればそれでいいんですけれども、その設計業者に２億

円の設計するということは、それなりのお金を支払っているわけですよね。それをやらなく

て、その分、返金してもらえばいいですけれども、今度新たに７年度、またそういう工事、

同じ工事を二重に発注するわけですよね。結果的に二重に発注するわけですよね。そうする

と、その分の設計というのをまたこうやってもらうというふうにはならない。前の分の設計

委託料って返還にならないんですか、どうなの。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  設計料につきましては、当初やったその設計の中でも変更も含めて、そこでお支払いをし

ていますので、今回、令和７年度にその外構工事やっても、そこに設計料は発生しませんの

で、そのことはご理解いただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） じゃ、駐車場とか植木の含まれた、そもそもの１億9,980万の設計委託
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料というのは、どうなんですか。一番最初の設計委託。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  当初でその外構的なものを設計していただいたというところで、そちらの内容については、

来年度実施するその外構工事の設計でそのまま使えますので、微調整は生じますが、新たに

その設計の委託が発生するということはございません。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 分かりました。大体、じゃ二重に設計料を取られるとかそういうんじゃ

ないんだったらば理解しますけれども、この補正で１億円以上も減額になるという、我々何

も聞いていなかったんで、これ何だべなという話になったわけですけれども、これはある程

度この説明のときにでも、こうこうこうでこうなんですよとかという説明でもいいし、もっ

と前の時点での我々への説明がないと、この減額というのはどうなんだというふうな話にな

りますんで、今後その辺いろいろ説明していただきたいというふうに思います。 

  終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） 申し訳ありません。先ほど質問するのをちょっと抜けていたんですけれ

ども、114ページの学校管理費の中の７節報償費、校外プール学習指導員報酬が減額になっ

た理由というのをちょっと教えていただきたかったんですけれども。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  この校外プール学習指導員というのは、小学校で合同でプール学習、温水プールに出向い

て合同でやっているんですが、外部の指導員を招いて学習指導、プールの水泳指導をしてい

ただいております。 

  なるべく学校のほうとしても何人も来ていただけると助かるということで、計画では４人

程度を計画していたんですが、実際やってみると３人程度の指導員で大丈夫だったというこ

とで、その分の減額となっております。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） 指導員のインストラクターの方が減ったということは、実際３名じゃな

くて２名だったと思うんですけれども、各保護者にもボランティアで付添いというか、見て

いただいているのが現状なんですけれども、その保護者がやっぱり少ないというのもあって、
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結構100人近く、大里、広戸、牧本という学年単位でやっているんですけれども、その保護

者のほうで来ていただけるという方が少ない。なので、もう少しインストラクターのほうを

増やしてみていただければ、プール、結構深いんで、溺れるような感じで泳いでいる子も見

受けられるので、そちらのインストラクター、保護者のほうにあまり頼らないで、インスト

ラクターでもう少し指導というか、見ていただけるようなふうにしていただきたいなと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  インストラクターは、あくまでも泳法の指導ということで、保護者の方には周りにいて見

ていただいて、溺れていれば、すぐ監視員のほうに声かけられるようにということで保護者

のほうに協力をいただいているということでやっておりますから、インストラクターをその

監視用ということで雇うとなると、ちょっと目的が違うのかなというところで、そういうこ

ともあります。 

  それで、昨年度は矢吹町だけの施設を利用させていただいたんですが、来年度からは鏡石

町のすいすいも利用して、そちらをメインに活動するように計画しておりますので、すいす

いですとプールの深さも矢吹町よりは少し浅いということで、その辺の保護者の対応は少し

軽減されるのかなというふうには考えております。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） すみません、了解いたしました。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第２、議案第21号 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正

予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 122ページをお願いします。 

  議案第21号 令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算についてご説明申し上げま

す。 

  令和６年度天栄村国民健康保険特別会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ3,510万2,000円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億2,782万4,000円とし、診療施設勘定の歳入歳出

予算の総額から歳入歳出それぞれ638万6,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ5,802万5,000円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  128ページをご覧ください。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  事業勘定。 

  歳入。 

  １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、補正額27

万2,000円の増。こちらは１節から６節までの現年課税分及び滞納繰越分の見込額確定によ

るものであります。 

  続きまして、４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、補正額3,379万

7,000円の減。こちらは保険給付に対する普通交付金と村の財政状況や事業等に応じた特別

交付金等がありますが、まず１節の普通交付金におきましては、保険給付の支出見込額の減

に伴う交付金3,916万円の減によるものです。また、２節の調整交付金におきましては、そ

れぞれの額の確定に伴いました536万3,000円の増でございます。 

  続きまして、２目子どもの医療費助成事業市町村国保運営支援事業補助金、補正額26万

8,000円の増。補助金の額の確定による増でございます。 
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  続きまして、６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額185万円の減。

１節の一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金、未就学児均等割保険料繰入金は見込額による

ものであります。 

  また、４節産前産後保険料繰入金につきましては、額の確定による増でございます。 

  続きまして、130ページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額40万円の減。こちらは主に12節委

託料におきまして、電算委託料の額の確定による減及び医療費のお知らせ作成委託料の確定

による減でございます。 

  ２項徴税費、１目賦課徴収費、補正額１万2,000円の減。こちらにつきましては、８節旅

費が不要となったため減額といたしました。 

  ３項運営協議会費、１目運営協議会費、補正額５万1,000円の減。こちらにつきましては、

８節旅費、10節需用費が不要となるための減であります。 

  ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養費、補正額3,000万円の減。給付

見込みの減によるものであります。 

  ２目退職被保険者等療養費、補正額９万円の減。 

  ４目退職被保険者等療養費、補正額２万円の減。こちらは給付見込額の減によるものであ

ります。 

  ５目審査支払手数料、補正額15万円の減。見込額減であります。 

  続きまして、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、補正額800万円の減。給付

見込額による減額となります。 

  ２目退職被保険者等高額療養費、補正額25万円の減。こちらも給付見込額の減であります。 

  ３目一般被保険者高額介護合算療養費、補正額15万円の減。こちらも給付見込額の減額と

なります。 

  ４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、補正額150万円の減。こちらも見込額の減とな

ります。 

  続きまして、５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、

補正額396万9,000円の減。こちらは事業確定による減となります。 

  次のページをご覧ください。 

  ２項保健事業費、１目保健衛生普及費、補正額等10万円。こちらは車両修繕確定による不

用額減となります。 

  続きまして、２目疾病予防費、補正額174万8,000円の減。こちらは委託料の減額確定によ

るものであります。 
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  ８款諸支出金、３項繰出金、１目一般会計繰出金、補正額283万3,000円の増。こちらは一

般会計へ繰り出すものであります。 

  ２目診療施設勘定繰出金、補正額19万円の増。こちらは診療勘定への繰出金であります。 

  ９款予備費、１項予備費、１目予備費、補正額831万5,000円の増。 

  次のページをお願いします。 

  続きまして、診療施設勘定でございます。 

  歳入。 

  １款診療収入、１項外来収入、１目国民健康保険診療報酬収入、補正額100万円の減。 

  ２目社会保険診療報酬収入、補正額70万円の減。 

  ３目後期高齢者診療報酬収入、補正額300万円の減。 

  １目から３目まで、いずれも外来収入でありますが見込額の減であります。 

  ４目一部負担金収入、補正額84万円の減。 

  続きまして、２項その他の診療収入、１目その他の診療収入、補正額35万円の減。見込額

減であります。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目手数料、補正額５万円の減。こちらも見込額の

減であります。 

  続きまして、４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額44万1,000

円の減。こちらは主に予防接種の際の診療所分の接種を一般会計から繰り入れるもので、確

定による減であります。 

  続きまして、２項事業勘定繰入金、１目事業勘定繰入金、補正額19万円の増。こちらも確

定による増であります。 

  ３項介護保険特別会計繰入金、１目介護保険特別会計繰入金、補正額５万1,000円の減。

こちらも確定による減であります。 

  ６款諸収入、１項雑入、１目雑入、補正額14万4,000円の減。こちらは見込み減でありま

す。 

  次のページをご覧ください。 

  歳出。 

  １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、補正額334万円の減。こちらは診療所の

主に施設管理や運営に要する経費でございます。減額につきましては、人件費の減及び代診

医師の減のほか不用額についての減であります。 

  なお、こちら10節需用費で、診療所の照明ＬＥＤの修繕費代で65万円を計上しております。

また、今回新たに遠隔診療のための経費としまして、12節委託料で６万6,000円、17節備品

購入費で18万、18節負担金補助及び交付金で2,000円を計上しております。 
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  ２項研究研修費、１目研究研修費、補正額22万円の減。こちらは医師の研修がなかったた

め減額となります。 

  ２款医業費、１項医業費、１目医療用機械器具費、補正額30万円の減。 

  ３目医療費衛生材料費、補正額120万円の減。こちらは薬等の購入見込額の減であります。 

  ４目委託料、補正額17万円の減。こちらは血液検査の委託料ですが不用額の減です。 

  ３款予備費、１項予備費、１目予備費、補正額119万2,000円の減でございます。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決を賜りますようお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。質疑ありませんか。 

  ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 132ページですが、人間ドック委託料が174万8,000円減になっていると

いうようなことなんですが、どのぐらいの人数を予定していまして何人受けたか、そして、

どのぐらい残ったかということで教えていただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  国保の人間ドックにつきましては110人の方を予定しておりましたが、受診された方は63

名であります。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 大分低いんじゃないかと。60歳の半分ぐらいしかいない。これ、締切り

があるんでしょうから、それで終わったということでしょうけれども、再募集はかけていな

いんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  今回につきましては、再募集のほうはかけておりません。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 住民健診も大分低い数字、これも大分低い数字というふうなことで住民

健診のほうも皆さん、一生懸命やっていると思うんですが、やっぱりこの人間ドック、例え

ば110人予定していて63人しか募集期間になかったとすれば、再募集なりをかけて、やっぱ

り健診を受けてもらうことが重要なんですよね、そうですよね。やっぱりそこはもっと臨機

応変にというか柔軟にやって、やっぱり110人の目標達成をするようにしていったらいかが

かと思いますが、いかがですか。 
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○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  今後、今まで１回のみでしたので何回かの勧奨をしまして、受診者数のほうを増やすよう

に努力してまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） よろしくお願いします。やっぱり医療費の削減というのは、予防という

のが一番大きいというふうに言われていますので、その辺はよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  あともう一つ、診療施設勘定なんですが、今回の歳入歳出総額が5,800万になるというふ

うなことで、これ、あるんですけれども、大体どのぐらいの利用の人数があるのか、お聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  今年度につきましては１月分までの人数なんですが、今現在1,810名となっております。

1,810名です。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 1,810名というのは延べ人数ということでよろしいんですよね。多いか

らいいというものでもこれはないので、あれですけれども、地元の医療として、やっぱりし

っかり機能するようにお願いしていきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  以上です。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 失礼しました、すみません。 

  133ページ、これ収入が補正前が2,054万で554万減っているんですけれども、これ主な理

由は何ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  診療報酬の一番の減になっている理由なんですが、一番は今まで受診していた後期高齢者

の方が亡くなるのと、施設に入所する方が増えていて、高齢者の減によりまして、収入の減
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が多いです。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） この主な理由はそういうことなんですけれども、薬、あれで廃棄したの

はないんですかね。これ出ていないんですけれども、廃棄した薬だって期限があるでしょう、

これ。全然そういうのがないということですか、これ。全然出ていないんですけれども。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  薬の管理に関しましては、廃棄のほうは棚卸のほうで廃棄等をやっておりまして、廃棄し

た場合にはこちらのほうに報告書ということで上がってきています。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） そうすると、これ、小山議員から今アドバイスを受けたんですけれども、

136ページの10節の需用費で、これ消耗品費、薬剤120万というのは、これ減額出しているの

はこれですか。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） こちらの数字のほうは薬代になっております。薬代です。薬代の購

入代なんですが…… 

〔発言する声あり〕 

○住民課長（星 裕治） 薬を購入するための予定数だったんですが、患者さんとか今まで購

入していた方が亡くなったり、施設に入るので、その分要らなくなるので、その分を戻すと

いうものです。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私も勘違いしたんだけれども、これ結局買わなかったことでしょう、今

の私が言ったのは。廃棄はないんですか、全然。廃棄は出ていないんだけれども。これ全然

ないということも…… 

〔「やっています、やっています、大丈夫です。ちゃんとチェックして

います。前にも指摘受けて一覧つくって、そして期限来たやつは廃棄

しています」の声あり〕 

○６番（服部 晃） これには全然。 

〔「これでは出ていない」の声あり〕 

○６番（服部 晃） 出ていない。 

〔「棚卸しやったやつをちゃんと今のを……」の声あり〕 
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○議長（大須賀渓仁） 暫時休議します。 

（午前１１時４１分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１１時４２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ただいま議案審議の途中でございますが、昼食のため１時30分まで休

みます。 

（午前１１時４２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 午前中に引き続き再開いたします。 

（午後 １時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お時間をいただき、ありがとうございます。 

  診療所の薬品の処分についてでありますが、診療所のほうで薬品処分リストのほうを作成

いたしまして適切に処理しております。 

  なお、令和６年度につきましては11種類、２万6,623円分を処分いたしました。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ありがとうございました。なるだけそれを廃棄でないように管理しても

らえばありがたいと思います。 

  あと、135ページ、２節の給料ということで、一般職給料132万9,000円減額出ているんで

すけれども、これ誰か職員が辞めて、まだ募集はしていないんですか。これ、職員辞めたん

ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  特に職員が辞めたということではございません。その職員の総務課……、これ、私じゃな

いな。失礼しました。すみません。 

  お答えいたします。 

  こちらは、診療所の職員が産休育休で入りまして、そのときに職員が給料はそこのときに

は出ませんので、その部分での減額となっております。よろしいでしょうか。 
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〔「育児休業」の声あり〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 失礼しました。育児休業によりまして、そのときに給料が

出ませんので、その分の差額を減としたものでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 子ども生まれたから育休で休んでいるというのは分かるんですけれども、

それ補充しなくていいんですか。間に合うんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  育休期間につきましては臨時の看護師がいましたので、そちらのほうで対応しておりまし

た。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 大切な診療所なんで、一生懸命頑張ってください。 

  以上で終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第３、議案第22号 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 
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  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 137ページをお願いいたします。 

  議案第22号 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  令和６年度牧本財産区特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ134万5,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ198万2,000円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  139ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算につきまして、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入。 

  ５款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、補正額10万6,000円の減。 

  ６款諸収入、１項雑入、１目雑入、補正額145万1,000円の増。こちらにつきましては、東

京電力株式会社の送電線下接近樹木伐採補償料としまして22万5,000円、ふくしま緑の森づ

くり公社造林契約地補償分収金といたしまして122万5,000円を計上しております。 

  続きまして、歳出でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額154万5,000円の増。こちらにつき

ましては、24節積立金において財政調整基金へ154万5,000円積み立てるものでございます。 

  ２目財産管理費、補正額20万円の増。こちらは12節委託料におきまして支障木の除去を予

定しておりましたが、令和６年度は実施する支障木がなかったため減額としたものでござい

ます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 



－146－ 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第４、議案第23号 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  湯本支所長。 

〔湯本支所長 星  淳 登壇〕 

○湯本支所長（星  淳） 140ページをお願いいたします。 

  議案第23号 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  令和６年度湯本財産区特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ21万円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ46万円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  142ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入。 

  ３款繰入金、２項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額19万円の減。 

  ５款諸収入、１項雑入、１目雑入、補正額40万円の増。東北電力株式会社の送電線下の接

近木の伐採補償料の増でございます。 

  歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額21万円の増。こちらにつきまして

は、27節繰出金におきまして一般会計の繰出金を増額計上するものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 
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  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第５、議案第24号 令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別

会計補正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） 143ページをお願いいたします。 

  議案第24号 令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予算についてご説明申

し上げます。 

  令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額3,362万円のうちで、歳出を補正する。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  144ページをお願いいたします。 

  歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額ゼロ。12節委託料におきまして地

質調査委託料660万円の減。14節工事請負費におきまして、進入路設置工事請負費550万円の

減としております。こちらにつきましては、新規の進出企業がなかったことによるものでご

ざいます。そのほか、８節旅費から12節委託料におきまして実績による減額でございます。
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27節繰出金におきましては、一般会計繰出金1,295万円の増額を計上しております。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第６、議案第25号 令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正

予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 145ページをお願いいたします。 

  議案第25号 令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算についてご説明申し上げま

す。 

  令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ10万4,000円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ300万円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  147ページをお願いいたします。 
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  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目施設使用料、補正額10万4,000円の減。見込み

による減でございます。 

  歳出。 

  １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、補正額52万8,000円の減。12節委託料及

び14節工事請負費における額の確定によるものでございます。 

  ２款予備費、１項予備費、１目予備費、補正額42万4,000円の増。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第７、議案第26号 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算

についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 148ページをお願いいたします。 

  議案第26号 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算についてご説明申し上げます。 
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  令和６年度天栄村介護保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,647万5,000円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６億9,930万7,000円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  151ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入。 

  １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正額1,415万2,000円の増。

こちらは第１号被保険者の保険料の見込み増でございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、２目督促手数料、補正額１万円の減。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額1,075万4,000円の減。

給付費見込み減による国庫負担金の減であります。 

  ２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額766万1,000円の減。 

  ２目地域支援事業交付金、介護予防・日常生活支援総合事業、補正額8,000円の減。 

  ３目地域支援事業交付金、介護予防・日常生活総合事業以外の事業、補正額111万3,000円

の減。 

  ４目保険者機能強化推進交付金、補正額30万7,000円の減。 

  ５目保険者努力支援交付金、補正額12万3,000円の減。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額532万5,000円

の減。 

  ２目地域支援事業支援交付金、補正額25万2,000円の減。 

  ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、補正額1,107万3,000円の減。 

  ２項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、補正額

5,000円の減。 

  ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の事業）、補正額55万

6,000円の減。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、補正額164万3,000円の減。 

  ２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）、補正額２万9,000円の減。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金、補正額178万2,000円の減。 

  ５目その他一般会計繰入金、補正額２万2,000円の増。 

  ９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、補正額6,000円の増。 

  ３項雑入、４目雑入、補正額１万4,000円の減。 
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  続きまして、歳出でございます。 

  １款総務費、３項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費、補正額７万円の増。こちら

は、岩瀬地方介護認定審査会負担金の増によるものです。 

  ２目認定調査等費、補正額５万1,000円の減。こちらにつきましては、要介護認定等に係

る主治医意見書の国保診療所における作成分の繰出金の見込み減でございます。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額462万

2,000円の減。 

  ３目地域密着型介護サービス給付費、補正額667万4,000円の減。 

  ５目施設介護サービス給付費、補正額116万9,000円の減。 

  ７目居宅介護福祉用具購入費、補正額12万円の増。 

  ８目居宅介護住宅改修費、補正額12万円の減。 

  ９目居宅介護サービス計画給付費、補正額180万5,000円の増。いずれも要介護１から５の

方が利用する介護サービス給付費の見込みに伴う増及び減でございます。 

  ２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費、補正額50万6,000円の増。 

  ７目介護予防サービス計画給付費、補正額41万1,000円の増。いずれも要支援の方が利用

する介護予防サービス給付費の見込み増によるものです。 

  ３項その他諸費、１目審査支払手数料、補正額９万7,000円の減。 

  ４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、補正額16万5,000円の増。こちら

は高額介護サービス費の見込み増によるものです。 

  ７項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、補正額346万円の減。 

  ３目特定入所者介護予防サービス費、補正額７万3,000円の増。いずれも施設入所や短期

入所の利用時の居住費及び食費の給付の見込みに伴う減及び増でございます。 

  ４款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、補正額1,321万円の

減。 

  ５款地域支援事業費、２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防費、補正額24万円の減。 

  ４項その他諸費、１目審査支払手数料、補正額１万8,000円の増。 

  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第８、議案第27号 令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補

正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 157ページをお願いいたします。 

  議案第27号 令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説明申し上げ

ます。 

  令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ138万4,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ6,860万4,000円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  160ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入。 

  １款医療保険料、１項医療保険料、１目特別徴収保険料、補正額73万1,000円の減。再積

算による減です。 

  ２目普通徴収保険料、補正額216万3,000円の増。こちらも再積算による増であります。 

  ３款繰入金、１項一般会計繰入金、２目保険基盤安定繰入金、補正額39万2,000円の減。

こちらも再積算による減です。 
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  ３目広域連合分賦金、補正額10万5,000円。こちらも事業費積算による増であります。 

  ４目保健事業費繰入金、補正額２万3,000円の増。こちらは確定による繰入金の増でござ

います。 

  ５款諸収入、２項受託事業収入、１目健診受託事業収入、補正額８万7,000円の増。こち

らも再積算による増額であります。 

  ２目健康保険証一体化周知広報事業等収入、補正額15万6,000円の増。こちらも確定によ

る増であります。 

  ３項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金、補正額２万7,000円の減。こちらは確定

による減であります。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款総務費、１項一般管理費、１目一般管理費、補正額14万2,000円の増。こちらは郵送

費の区分変更による増であります。 

  ２款広域連合納付金、１項後期高齢者広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域連合納付

金、補正額104万円の増。こちらは見込みの増であります。 

  ３款保健事業費、１項保健事業費、１目保健事業費、補正額21万5,000円の増。こちらは

確定による増となります。 

  ４款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金、補正額２万7,000円の減。

こちらは確定による減であります。 

  ２項繰出金、１目一般会計繰出金、補正額１万4,000円の増。 

  説明は以上であります。ご審議の上、議決を賜りますようお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第９、議案第28号 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 162ページをお願いいたします。 

  議案第28号 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  （総則） 

  第１条 令和６年度天栄村水道事業会計の補正予算（第５号）は、次に定めるところによ

る。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 令和６年度天栄村水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。 

  収入。 

  第１款水道事業収益、第１項営業収益、補正予算額280万1,000円の減。 

  第２項営業外収益、補正予算額320万7,000円の増。 

  第２款簡易水道事業収益、第１項営業収益、補正予算額32万1,000円の減。 

  第２項営業外収益、補正予算額19万円の増。 

  支出。 

  第１款水道事業費用、第１項営業費用、補正予算額633万4,000円の減。 

  第２項営業外費用、補正予算額275万9,000円の増。 

  第４項予備費、補正予算額398万1,000円の増。 

  第２款簡易水道事業費用、第１項営業費用、補正予算額224万4,000円の減。 

  第２項営業外費用、補正予算額15万8,000円の増。 

  第４項予備費、補正予算額195万5,000円の増。 

  （資本的収入及び支出） 

  第３条 予算第４条本文括弧書き中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

7,119万9,000円」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額6,576万7,000円」に、
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「過年度損益勘定留保資金5,773万1,000円」を「過年度損益勘定留保資金5,410万8,000円」

に、「消費税資本的収支調整額905万9,000円」を「消費税資本的収支調整額633万7,000円」

に、「当年度損益勘定留保資金120万7,000円」を「当年度損益勘定留保資金212万円」に改

め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  収入。 

  第１款上水道事業資本的収入、第３項補償費、補正予算額456万円の減。 

  支出。 

  第１款上水道事業資本的支出、第１項建設改良費、補正予算額1,090万5,000円の減。 

  第２項企業債償還金、補正予算額3,000円の増。 

  第２款簡易水道事業資本的支出、第２項企業債償還金、補正予算額91万円の増。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  168ページをお願いいたします。 

  令和６年度天栄村水道事業会計補正予算実施計画説明書によりご説明申し上げます。 

  収益的収入及び支出。 

  収入。 

  １款上水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、補正予算額190万円の減。見込みに

よる減でございます。 

  ２目受託工事収益、補正予算額90万1,000円の減。消火栓交換工事の確定による減でござ

います。 

  ２項営業外収益、２目他会計補助金、補正予算額230万円の減。 

  ３目雑収益、補正予算額550万7,000円の増。東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う損

害賠償対象枠が見直され、逸失分として平成23年度水道料金損失分が対象となり収入があっ

たことから増額するものでございます。 

  ２款簡易水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、補正予算額30万円の減。見込みに

よる減でございます。 

  ２目受託工事収益、補正予算額２万1,000円の減。消火栓交換工事の確定による減でござ

います。 

  ２項営業外収益、５目長期前受金戻入、補正予算額19万円の増。令和５年度取得分の減価

償却分でございます。 

  支出。 

  １款上水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費、補正予算額352万2,000円の減。

４節委託料から10節賃借料における額の確定による減でございます。 

  ２目配水及び給水費、補正予算額96万9,000円の減。１節報償費から６節修繕費における
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額の確定及び見込みによる減でございます。 

  ３目受託工事費、補正予算額90万1,000円の減。消火栓交換工事の確定による減でござい

ます。 

  ４目総係費、補正予算額168万3,000円の減。２節手当等から15節会費負担金につきまして

は額の確定及び見込みによる減でございます。 

  ５目減価償却費、補正予算額86万1,000円の増。令和５年度取得分によるものでございま

す。 

  ６目資産減耗費、補正予算額12万円の減。構築物資産除却費の減によるものでございます。 

  ２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱費、補正予算額51万9,000円の増。借入利

息の増によるものでございます。 

  ２目雑支出、補正予算額127万円の増。受託工事分の仮払消費税の増によるものでござい

ます。 

  ３目消費税、補正予算額97万円の増。消費税の見込みによる増でございます。 

  ４項予備費、１目予備費、補正予算額398万1,000円の増。 

  ２款簡易水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費、補正予算額47万3,000円の

減。４節委託料におきましては額の確定による減。７節動力費におきましては、電気料の見

込みによる増でございます。 

  ２目配水及び給水費、補正予算額160万円の減。４節委託料、６節修繕費における額の確

定によるものでございます。 

  ３目受託工事費、補正予算額２万1,000円の減。消火栓交換工事の額の確定による減でご

ざいます。 

  ４目総係費、補正予算額15万円の減。11節委託料における額の確定によるものでございま

す。 

  ２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱費、補正予算額６万9,000円の増。借入利

息の増によるものでございます。 

  ２目雑支出、補正予算額８万9,000円の増。受託工事分の仮払消費税の増によるものでご

ざいます。 

  ４項予備費、１目予備費、補正予算額195万5,000円の増。 

  資本的収入及び支出。 

  収入。 

  １款上水道事業資本的収入、３項補償費、１目補償費、補正予算額456万円の減。保育所

移転工事に伴う水道管布設工事の確定によるものでございます。 

  支出。 
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  １款上水道事業資本的支出、１項建設改良費、１目配水設備工事費、補正予算額1,090万

5,000円の減。１節工事請負費、３節委託料におきまして事業の確定により減額するもので

ございます。 

  ２項企業債償還金、１目企業債償還金、補正予算額3,000円の増。借入元金償還金の額の

確定によるものでございます。 

  ２款簡易水道事業資本的支出、２項企業債償還金、１目企業債償還金、補正予算額91万円

の増。借入元金償還金の額の確定によるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第10、議案第29号 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 172ページをお願いいたします。 

  議案第29号 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算についてご説明申し上げます。 

  （総則） 
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  第１条 令和６年度天栄村下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

  （収益的収入及び支出） 

  第２条 令和６年度天栄村下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定

額を次のとおり補正する。 

  収入。 

  第１款農業集落排水事業収益、第１項営業収益、補正予算額273万9,000円の増。 

  第２項営業外収益、補正予算額250万円の減。 

  第２款大山地区排水処理事業収益、第１項営業収益、補正予算額72万円の増。 

  支出。 

  第１款農業集落排水事業費用、第１項営業費用、補正予算額585万2,000円の減。 

  第２項営業外費用、補正予算額355万5,000円の増。 

  第４項予備費、補正予算額253万6,000円の増。 

  第２款大山地区排水処理事業費用、第１項営業費用、補正予算額190万円の減。 

  第２項営業外費用、補正予算額25万円の増。 

  第３項特別損失、補正予算額21万4,000円の減。 

  第４項予備費、補正予算額258万4,000円の増。 

  第３款簡易排水処理事業費用、第１項営業費用、補正予算額39万9,000円の減。 

  第２項営業外費用、補正予算額９万円の減。 

  第４項予備費、補正予算額48万9,000円の増。 

  （資本的収入及び支出） 

  第３条 予算第４条本文括弧書き中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

9,845万7,000円」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額9,995万7,000円」に、

「消費税資本的収支調整額81万8,000円」を「消費税資本的収支調整額80万円」に、「当年

度損益勘定留保資金5,535万9,000円」を「当年度損益勘定留保資金5,687万7,000円」に改め、

資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

  収入。 

  第１款農業集落排水事業資本的収入、第１項他会計補助金、補正予算額20万円の減。 

  支出。 

  第１款農業集落排水事業資本的支出、第１項建設改良費、補正予算額20万円の減。 

  第２項企業債償還金、補正予算額150万円の増。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  178ページをお願いいたします。 
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  令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算実施計画説明書によりご説明申し上げます。 

  収益的収入及び支出。 

  収入。 

  １款農業集落排水事業収益、１項営業収益、１目下水道使用料、補正予算額250万円の増。

見込みによる増でございます。 

  ３目その他営業収益、補正予算額23万9,000円の増。加入金収入の確定によるものでござ

います。 

  ２項営業外収益、２目他会計補助金、補正予算額250万円の減。 

  ２款大山地区排水処理事業収益、１項営業収益、１目下水道使用料、補正予算額72万円の

増。見込みによる増でございます。 

  支出。 

  １款農業集落排水事業費用、１項営業費用、１目管渠費、補正予算額36万2,000円の減。

１節委託料、２節路面復旧費における額の確定による減でございます。 

  ２目処理場費、補正予算額490万円の減。１節燃料費から７節動力費における額の確定及

び見込みによる減でございます。 

  ３目総係費、補正予算額59万円の減。２節手当等から７節委託料における額の確定及び見

込みによる減でございます。 

  ２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱費、補正予算額55万円の増。借入利息の増

によるものでございます。 

  ２目消費税及び地方消費税、補正予算額350万円の増。消費税の見込みによる増でござい

ます。 

  ４項予備費、１目予備費、補正予算額253万6,000円の増。 

  ２款大山地区排水処理事業費用、１項営業費用、１目管渠費、補正予算額50万円の減。緊

急を要する下水管路修繕がないため減額するものでございます。 

  ２目処理場費、補正予算額140万円の減。４節委託料から７節動力費における額の確定及

び見込みによる減でございます。 

  ２項営業外費用、２目消費税及び地方消費税、補正予算額25万円の増。消費税の見込みに

よる増でございます。 

  ３項特別損失、１目過年度損益修正損、補正予算額21万4,000円の減。公営企業会計移行

による令和５年度分の支払消費税の確定によるものでございます。 

  ４項予備費、１目予備費、補正予算額258万4,000円の増。 

  ３款簡易排水処理事業費用、１項営業費用、２目処理場費、補正予算額39万9,000円の減。

緊急を要する修繕がないため減額するものでございます。 
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  ２項営業外費用、２目消費税及び地方消費税、補正予算額９万円の減。消費税の見込みに

よる増でございます。 

  ４項予備費、１目予備費、補正予算額48万9,000円の増。 

  資本的収入及び支出。 

  収入。 

  １款農業集落排水事業資本的収入、１項他会計補助金、１目他会計補助金、補正予算額20

万円の減。 

  支出。 

  １項農業集落排水事業資本的支出、１項建設改良費、１目建設改良費、補正予算額20万円

の減。委託料における事業費の確定によるものでございます。 

  ２項企業債償還金、１目企業債償還金、補正予算額150万円の増。借入元金償還金の額の

確定によるものでございます。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  ここで暫時休議いたします。 

  ２時半まで休みます。 

（午後 ２時１５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 
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（午後 ２時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３０号の上程、説明 

○議長（大須賀渓仁） 日程第11、議案第30号 令和７年度天栄村一般会計予算についてを議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 令和７年度天栄村一般会計予算書、１ページをお願いいた

します。 

  議案第30号 令和７年度天栄村一般会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度天栄村の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ46億3,500万円と定める。 

  第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

による。 

  （債務負担行為） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為を

することができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

  （地方債） 

  第３条 地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  （一時借入金） 

  第４条 地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、２

億円と定める。 

  （歳出予算の流用） 

  第５条 地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号 各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  ９ページをお願いいたします。 

  第２表 債務負担行為でございます。 
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  事項、期間、限度額の順に申し上げます。 

  遠距離通学タクシー委託、令和８年度から令和９年度まで2,800万円。天栄幼稚園通園バ

ス委託、令和８年度から令和９年度まで3,720万円。こちらにつきましては、通園・通学に

おけるバス・タクシーの運転に係る債務負担行為を設定するもので、令和８年度から令和９

年度にわたり負担していくものでございます。 

  債務負担行為につきましては、以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  第３表 地方債でございます。 

  起債の目的、限度額の順に申し上げます。 

  １、耐震性防火水槽整備事業3,200万円。２、総合情報通信ネットワーク整備事業750万円。

３、消防自動車購入事業900万円。４、後藤大暗見線外道路改良事業2,420万円。５、芝草鎌

房線整備事業1,000万円。６、児渡滝田線外整備事業3,000万円。７、児渡安養寺線落石対策

事業2,500万円。８、天房四十檀線整備事業3,500万円。９、下松本地区管渠改修事業2,850

万円。10、飯豊地区排水路改修事業800万円。11、四十檀地区ため池改修事業4,800万円。12、

てんえいふるさと公園広場施設等整備事業2,670万円。13、羽鳥湖高原生産物直売所修繕事

業1,380万円。14、保育所移転整備事業１億2,690万円。15、教員住宅等施設除却事業3,700

万円。計４億6,160万円。 

  起債の方法、証書借入または証券発行。利率、年3.0％以内（ただし、利率見直し方式で

借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後につ

いては、当該見直し後の利率）。償還の方法、政府資金については、その融資条件により、

銀行その他の場合には、その債権者と協定するものによる。ただし、村財政の都合により据

置期間及び償還期間を短縮し、または繰上償還もしくは低利債に借換えすることができる。 

  地方債につきましては、以上でございます。 

  続きまして、歳入歳出予算につきまして、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  事項別明細書の４ページをお願いいたします。 

  まず、歳入でございます。 

  １款村税、１項村民税、１目個人分、本年度１億9,081万5,000円。比較451万1,000円の増。

主に個人所得等の増額を見込んだことによるものでございます。 

  ２目法人税、本年度3,428万5,000円。比較170万4,000円の増。均等割額46万円、法人税割

額124万4,000円の増額を見込んでおります。 

  ２項固定資産税、１目固定資産税、本年度４億3,009万1,000円、比較2,026万1,000円の増。

こちらにつきましては、家屋償却資産で増額を見込んでおります。 

  ２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金、本年度1,677万7,000円、比較1,000円の増。 
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  ３項軽自動車税、１目環境性能割、本年度145万7,000円、比較11万9,000円の増。 

  ２目種別割、本年度2,368万円、比較111万8,000円の増。こちらは登録台数の増加を見込

んでおります。 

  ４項村たばこ税、１目村たばこ税、本年度4,501万6,000円、比較289万1,000円の減。こち

らは販売本数の減少を見込んでおります。 

  ５項入湯税、１目入湯税、本年度1,521万9,000円、比較88万円の増。 

  続きまして、２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税、本年度

1,917万9,000円、比較78万1,000円の減。 

  ２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、本年度6,125万円、比較64万円の減。 

  ３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税、本年度830万5,000円、比較３万6,000円の増。 

  ３款利子割交付金、１項利子割交付金、１目利子割交付金、本年度23万円、比較９万円の

減。 

  ４款配当割交付金、１項配当割交付金、１目配当割交付金、本年度190万5,000円、比較19

万6,000円の増。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金、１項株式等譲渡割交付金、１目株式等譲渡割交付金、本年

度182万6,000円、比較19万円の増。 

  続きまして、６款法人事業税交付金、１項法人事業税交付金、１目法人事業税交付金、本

年度1,066万9,000円、比較10万9,000円の減。 

  ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、本年度１億

2,922万1,000円、比較52万8,000円の増。 

  ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付金、本

年度1,307万6,000円、比較27万7,000円の減。 

  ９款環境性能割交付金、１項環境性能割交付金、１目環境性能割交付金、本年度769万

6,000円、比較152万9,000円の増。 

  10款国有提供施設等所在市町村助成交付金、１項国有提供施設等所在市町村助成交付金、

１目国有提供施設等所在市町村助成交付金、本年度761万2,000円、比較７万7,000円の減。 

  11款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金、本年度281万4,000円、

比較21万4,000円の減。 

  12款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、本年度19億2,344万1,000円、比較

2,468万5,000円の減。 

  続きまして、13款交通安全対策特別交付金、１項交通安全対策特別交付金、１目交通安全

対策特別交付金、本年度54万1,000円、比較１万6,000円の減。 

  14款分担金及び負担金、１項分担金、１目衛生費分担金、本年度213万6,000円、比較８万
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1,000円の増。 

  ２目農業費分担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目総務費分担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４目教育費分担金、本年度1,000円、比較６万円の減。 

  ５目消防費分担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項負担金、１目総務費負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目民生費負担金、本年度38万7,000円、比較３万7,000円の減。 

  ３目教育費負担金、本年度28万3,000円、比較29万8,000円の減。 

  続きまして、４目農業費負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目衛生費負担金、本年度10万4,000円、比較ゼロ。 

  15款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料、本年度223万7,000円、比較7,000

円の増。 

  ２目民生使用料、本年度４万4,000円、比較ゼロ。 

  ３目農林水産使用料、本年度103万8,000円、比較13万9,000円の増。 

  ４目土木使用料、本年度1,062万9,000円、比較２万8,000円の減。 

  続きまして、５目教育手数料、本年度122万4,000円、比較22万円の増。 

  ６目衛生使用料、本年度26万4,000円、比較ゼロ。 

  ２項手数料、１目総務手数料、本年度298万8,000円、比較13万2,000円の減。 

  続きまして、２目民生手数料、本年度７万7,000円、比較ゼロ。 

  ３目衛生手数料、本年度177万1,000円、比較75万6,000円の増。こちらは墓地公園利用者

に管理料５年分をまとめて頂く年度であることから、４節墓地公園管理料の増額を見込んだ

ことでございます。 

  続きまして、４目農林水産手数料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目商工手数料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ６目土木手数料、本年度１万8,000円、比較３万3,000円の減。 

  16款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、本年度１億5,799万円、比較

2,714万8,000円の増。主に２節障害児入所給付費等国庫負担金及び障害児入所医療費等国庫

負担金、３節の児童手当国庫負担金等の増額を見込んだところでございます。 

  続きまして、２目衛生費国庫負担金、本年度９万7,000円、比較ゼロ。 

  ３目土木費国庫負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、本年度4,322万4,000円、比較576万2,000円の増。

主に２節の社会保障・税番号制度システム整備補助金、それと３節の地域情報発信交付金の

増額を見込んでおります。 
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  ２目民生費国庫補助金、本年度2,296万4,000円、比較529万3,000円の増。主に２節の子ど

も・子育て支援交付金、５節の妊婦のための支援給付交付金の増額を見込んでおります。 

  ３目衛生費国庫補助金、本年度498万円、比較409万7,000円の増。主に２節の運動・スポ

ーツ習慣化促進事業補助金の増額を見込んでおります。 

  続きまして、４目農林水産業費国庫補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目土木費国庫補助金、本年度3,225万3,000円、比較2,191万7,000円の減。社会資本整備

総合交付金の減額を見込んでおります。 

  ６目教育費国庫補助金、本年度717万7,000円、比較698万6,000円の増。主にへき地児童生

徒援助費補助金の増額を見込んでおります。 

  ７目消防費国庫補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ８目労働費国庫補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３項委託金、１目総務費委託金、本年度22万6,000円、比較ゼロ。 

  ２目民生費委託金、本年度159万5,000円、比較５万2,000円の増。 

  17款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金、本年度7,908万円、比較216万4,000

円の減。主に３節の児童手当県負担金、４節の子どものための教育・保育給付費県負担金、

５節の低所得者保険料軽減負担金の増額を見込んでおります。 

  続きまして、２目衛生費負担金、本年度４万8,000円、比較ゼロ。 

  ３目土木費県負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４目消防費県負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項県補助金、１目総務費県補助金、本年度387万4,000円、比較291万8,000円の減。こち

らは、主に５節の福島県ＩＣＴ推進市町村支援事業費補助金の減額を見込んでおります。 

  続きまして、２目民生費県補助金、本年度3,089万1,000円、比較103万8,000円の増。４節

の子ども・子育て支援交付金、６節のこども医療費助成事業補助金の増額を見込んでおりま

す。 

  ３目衛生費県補助金、本年度218万5,000円、比較123万9,000円の減。主に２節の地域自殺

対策強化交付金や前年度の市町村先駆的健康づくり実施支援事業費の補助金の減額のために

123万9,000円が減額となります。 

  続きまして、４目農林水産業費県補助金、本年度１億3,753万8,000円、比較１億7,962万

8,000円の減。主に前年度産地生産基盤パワーアップ事業補助金及び水利施設等保全高度化

事業交付金の減によるものでございます。 

  ５目商工費県補助金、本年度641万1,000円、比較38万4,000円。 

  ６目消防費県補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ７目教育費県補助金、本年度840万円、比較110万円の増。こちら地域学校協働活動補助事
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業補助金の増額を見込んでおるところでございます。 

  ８目災害復旧費県補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ９目労働費県補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  10目土木費県補助金、本年度553万6,000円、比較472万8,000円の増。電源立地地域対策交

付金の増を見込んでおります。 

  ３項委託金、１目総務費委託金、本年度2,728万3,000円、比較1,521万5,000円の増。１節

で参議院議員通常選挙委託金の増を見込んでおります。 

  続きまして、２目農林水産業費委託金、本年度610万円、比較130万8,000円の増。広戸川

防災ダム維持管理委託金の増額を見込んでおります。 

  ３目土木費委託金、本年度711万2,000円、比較25万7,000円の増。 

  ４目教育費委託金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目衛生費委託金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ６目消防費委託金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ７目民生費委託金、本年度1,000円、委託比較ゼロ。 

  18款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、本年度75万6,000円、比較2,000円

の減。 

  ２目利子及び配当金、本年度309万2,000円、比較302万9,000円の増。金融機関における定

期預金利率の上昇に伴う各基金預金の利息の増額を見込んでおります。 

  続きまして、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目物品売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目生産物売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  19款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、本年度１億円、比較ゼロ。 

  ２目教育費寄附金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  20款繰入金、１項特別会計繰入金、１目工業用地取得造成事業特別会計繰入金、本年度

1,355万2,000円、比較206万9,000円の減。 

  ２目国保事業勘定特別会計繰入金、本年度30万円、比較８万円の増。 

  ３目後期高齢者医療特別会計繰入金、本年度3,000円、比較ゼロ。 

  続きまして、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度２億円、比較ゼロ。 

  ２目人材育成基金繰入金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目減債基金繰入金、本年度1,519万6,000円、比較1,519万5,000円の増。 

  ４目地域福祉基金繰入金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目がんばれ天栄応援基金繰入金、本年度7,160万円、比較4,960万円の増。 

  ６目こども未来基金繰入金、本年度2,250万円、比較1,300万円の増。 
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  ７目公共施設整備基金繰入金、本年度5,630万円、比較5,630万円の増。 

  ８目森林環境譲与税基金繰入金、本年度1,000円、比較1,000円の増。 

  21款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度8,000万円、比較ゼロ。 

  22款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、本年度40万円、比較ゼロ。 

  ２目加算金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目過料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項村預金利子、１目村預金利子、本年度４万3,000円、比較３万5,000円の増。 

  続きまして、３項貸付金元利収入、１目貸付金元利収入、本年度１万3,000円、比較２万

2,000円の減。 

  ４項雑入、１目弁償金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目雑入、本年度5,694万4,000円、比較1,624万3,000円の増。 

  ３目過年度収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  続きまして、23款村債、１項村債、１目総務債、本年度4,850万円、比較2,760万円の減。 

  ２目土木債、本年度１億5,270万円、比較5,070万円の減。 

  ３目農林水産業債、本年度9,650万円、比較3,190万円の減。 

  ４目民生債、本年度１億2,690万円、比較１億2,060万円の減。 

  ５目教育債、本年度3,700万円、比較3,700万円の増。 

  歳入につきましては以上でございます。 

  続きまして、歳出でございます。 

  歳出につきましては、本年度の新規事業並びに前年度との比較で増減の大きいものなどを

中心に、順次、所管課長より説明を申し上げます。 

  それでは、説明に移らせていただきます。 

  １款議会費、１項議会費、１目議会費、本年度7,476万5,000円、比較365万5,000円の増。

こちらは次のページ、10節の印刷製本費の増額によるものでございます。また、新規事業と

いたしまして、13節のペーパーレス会議システム使用料249万4,000円を新たに計上しており

ます。 

  続きまして、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度２億9,820万7,000円、

比較2,346万9,000円の増。まず、村政施行70周年を迎えるに当たり、その記念式典を要する

経費としまして合計429万円を計上しております。 

  続いて、26ページをお願いいたします。 

  18節に住宅用防犯カメラ設置事業補助金として50万を計上しています。これは令和６年度

の補正予算で計上いたしました事業で、当初予算で新規でございます。こちらは補助率２分

の１、上限は５万円で補助をするものでございます。 
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〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） ２目文書広報費、本年度586万6,000円、比較41万6,000

円の増。こちらは毎月１回発行しております村広報紙の経費となります。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ３目財政管理費、本年度929万7,000円、比較ゼロ。前年度

と同額でございます。 

  続きまして、４目会計管理費、本年度266万6,000円、比較ゼロ。前年度と同額でございま

す。 

  ５目財産管理費、本年度１億2,845万1,000円、比較3,778万4,000円の減。こちらにつきま

しては、前年度実施した旧テニスコートの管理等ほか解体工事及び役場駐車場の修繕工事等

の終了に伴いまして工事請負費が減したものでございます。また、13節土地賃借料におきま

しては、旧白子テニスコート敷地の賃貸契約終了に伴いまして、約90万円の減額になったと

ころでございます。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） ６目企画費、本年度２億225万9,000円、比較3,237万

2,000円の増。増の主な要因ですが、次のページをお願いいたします。 

  12節委託料で、イントラネット保守管理委託料190万円ほど増額となっております。こち

らは令和６年度にＬＧＷＡＮ回線を無線化したことによる保守の増額でございます。 

  次に、ＤＸ推進支援業務委託料で、こちらはＤＸ推進を図るために村のＤＸ推進計画を策

定するための支援業務及び庁内ＤＸ推進会議を開催する際にアドバイザーとして支援を受け

るための経費として新規で計上しております。 

  次に、第５次ＬＧＷＡＮ移行業務委託料ですが、現在の第４次ＬＧＷＡＮの運用期間が令

和７年度末までとなっているため、機器の公開及び接続変更作業に係る経費として374万円

を新規で計上しております。こちらは全ての自治体で令和７年度中に移行するものとなりま

す。 

  次に、自治体システム標準化作業委託料ですが、国の基本方針に基づき、基幹系業務シス

テムを令和７年度末までに全市町村、計画的に標準化していくもので、今年度作業委託分が

2,992万円となります。こちらは全額、国庫補助対象となります。 

  次に、使用料及び賃借料のアプリケーション使用料ですが、７年度に議事録作成支援ツー

ル、会議録の文字起こしシステムを導入するため、約120万円ほど増額となっております。

財源としましては、県のＩＣＴ推進市町村支援事業補助金２分の１補助を活用して行う予定

です。 

  次に、データセンター使用料も標準化に伴いまして、約1,900万円ほど増額となっており
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ます。 

  次に、ＢＣＰサーバーサービス使用料ですが、こちらも標準化に伴い新規で計上となりま

す。国に定める要件により、大規模災害時などで事業継続対策として早期に業務が再開でき

ることを目的として、遠隔地にサーバーを構築するものでございます。そのほかにつきまし

ては、ほぼ前年と同様の計上となっております。 

〔湯本支所長 星  淳 登壇〕 

○湯本支所長（星  淳） ７目支所及び出張所費、本年度2,721万9,000円、比較119万7,000

円の減。減額の主な要因といたしましては、職員の人件費で47万9,000円の減。そして天栄

村農村交流施設が普通財産へ移行したことに伴いまして、10節需用費等の施設管理経費43万

1,000円の減でございます。その他につきましては、おおむね前年度と同額の計上でござい

ます。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ８目交通安全対策費、本年度236万8,000円、比較10万円の

増。こちらにつきましては、交通安全対策に要する経費でございますが、ほぼ前年度と同様

の計上でございます。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） ９目地方創生費、本年度2,062万3,000円、比較299万

9,000円の減。12節委託料で移住定住促進事業委託料370万円ですが、こちらは移住コーディ

ネーターの人件費と短期滞在住宅の管理運営委託となります。人件費につきましては特別交

付税措置で、その他につきましては国庫補助２分の１を財源としております。 

  次に、こおりやま広域圏ＰＲ事業業務委託料137万5,000円ですが、こちらは令和５年度か

ら実施しておりますこおりやま広域圏のＰＲ事業の一環としまして村でも実施しているもの

で、２年連続で福島ファイヤーボンズのキャプテンの林選手を村のＰＲ大使になっていただ

きまして、イベントのＰＲ、それからＳＮＳでのＰＲなどを行っていただいているものでご

ざいます。 

  次に、18節負担金補助及び交付金ですが、奨学金返還支援補助金につきましては、来年度

から対象者を第二種奨学金返還の方も対象としまして拡充するものでございます。２分の１

は特別交付税措置があります。新生活・住まいづくり応援助成金につきましては、令和６年

度実績によりまして130万円ほど増額しております。その他の移住施策につきましては移住

支援金給付事業、若者定住確保応援助成金などで昨年度同様、計上しております。 

  続きまして、10目ふるさと納税費、本年度１億5,152万7,000円、比較316万2,000円の増。

増額につきましては、寄附金収入の増に伴い各節とも増額となっております。 

〔税務課長兼会計管理者 塚目弘昭 登壇〕 
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○税務課長兼会計管理者（塚目弘昭） ２項徴税費、１目税務総務費、本年度7,893万1,000円、

比較971万4,000円の増。各税目の課税業務に要する経費でございます。増額の主な理由とし

ましては、人件費の給与改定に伴い290万8,000円の増。12節委託料につきまして、令和９年

度の固定資産評価替えに係る土地鑑定評価業務委託料573万8,000円の増になります。そのほ

かにつきましては、おおむね前年度と同額の計上でございます。 

  ２目賦課徴収費、本年度933万1,000円、比較152万円の増。税金の徴収業務に要する経費

でございます。増額の主な理由としましては、12節委託料につきまして、住民税特別徴収納

付書へのＱＲコード印字対応に伴うシステム改修48万6,000円の増。13節使用料及び賃借料

につきまして、ＯＣＲ機器賃貸借及び機器保守の長期継続契約に伴い98万7,000円の増であ

ります。そのほかにつきましては、おおむね前年度と同額の計上でございます。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、本年度予算額

5,167万円、比較680万8,000円の増。こちらは主に窓口業務に係る経費でございます。増額

の理由につきましては、まず10節需要費で戸籍振り仮名印刷費で158万4,000円。こちらは戸

籍法改正によりまして戸籍に仮の振り仮名が記載されることから、本籍に対して振り仮名の

確認を依頼する通知をするもので4,000件を予定しております。12節委託料で戸籍情報シス

テム国籍地域対応委託料99万円。こちらは国の標準化システム移行に伴いまして、戸籍の身

分事項欄に今まで国籍のみだったのが、国籍地域の欄を追加するためのシステムで、例えば

今までアメリカのみだったのが、アメリカ・アリゾナ州とかそういったものです。13節使用

料及び賃借料、戸籍システム機器賃借料1,241万1,000円。こちらは先ほどありました今年か

ら国で進めます標準化システムに伴いまして、現在長期契約しております契約を一括で支払

うもので、全額補助となります。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、本年度45万1,000円、

比較ゼロ。こちらは選挙管理委員会に要する経費でございまして、前年度と同額でございま

す。 

  続きまして、２目参議院議員通常選挙費、本年度1,236万8,000円、比較1,236万8,000円の

増。こちらにつきましては、７月に任期満了を迎えます参議院議員通常選挙に要する経費で、

財源に関しましては、全額、県からの委託金によるものでございます。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） ５項統計調査費、１目統計調査総務費、本年度4,000円、

比較ゼロ。 

  ２目総務等経費、本年度379万1,000円、比較221万1,000円の増。令和７年度は国勢調査が



－171－ 

行われます。それらの必要経費を計上しております。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ６項監査費、１目監査委員費、本年度64万7,000円、比較

ゼロ。こちらは監査委員に要する経費でございまして、前年度と同額でございます。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、本年度

6,962万5,000円、比較130万5,000円の増。こちらは福祉業務全般に係る経費でございます。

増額の主な理由としましては、19節負担金補助及び交付金の村社会福祉協議会の補助金で人

件費の増及び福祉車両購入の一部助成に係る増によるものです。 

  ２目老人福祉費、本年度１億4,465万8,000円、比較776万9,000円の増。こちらは主に高齢

者福祉に要する経費です。増額の主な理由といたしましては、12節委託料の地域包括支援セ

ンター事業運営委託料では人件費の増によるもの、独り暮らし高齢者等配食サービス事業に

おきましては事業充実による増。 

  次のページになりますが、27節繰出金におきまして、介護保険特別会計繰出金の給付費の

負担割合に乗じた増によるものでございます。 

  また、新規事業といたしまして前のページに戻りますが、12節委託料におきまして、高齢

者福祉計画、介護保険事業計画では、令和９年度から始まる次期計画の策定に係るアンケー

ト、ニーズ調査などの費用として260万円、買物代行事業委託料につきましては、湯本地区

の高齢者の買物を代行で行う委託費用として76万8,000円。 

  次のページになりますが、18節負担金補助及び交付金では、高齢者補聴器購入事業補助金

として、耳の聞こえが悪い高齢者の補聴器購入費の一部を助成する費用として20万円を計上

しております。 

  ３目老人福祉施設費、本年度448万3,000円、比較23万4,000円の減。こちらは老人福祉セ

ンターと高齢者コミュニティセンターの維持管理に要する経費となります。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ４目福祉医療費、本年度予算額8,084万1,000円、比較148万円の減。

こちらは後期高齢者医療に要する経費でございます。減額の要因につきましては、18節の負

担金補助及び交付金において、後期高齢者医療広域連合負担金が減額となったことでござい

ます。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） ５目障害対策費、本年度１億6,029万6,000円、比較351万7,000

円の増。こちらは障害をお持ちの方への支援に要する経費でございます。増額の主な理由と

いたしまして、障害児の福祉サービスの利用者が増えたことにより、19節扶助費で障害児入
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所給付費等給付の増によるものでございます。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ６目放射能対策費、本年度予算額325万2,000円、比較13万2,000円

の減。こちらは食品の安全管理のため放射能の簡易分析装置を設置し、その検査並びに運用

に要する経費でございます。減額の要因につきましては、震災から14年を迎えることから、

検査件数が年々減少にあることが主な要因でございます。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） ２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、本年度２億5,808万円、

比較7,812万2,000円の減。こちらは主に子育てを支援するために要する経費となります。ま

た、保育所移転整備に係る経費についても、こちらで計上しております。減額の主な理由と

しましては、昨年度、天栄保育所の移転整備に係る費用として、天栄保育所施設敷地造成工

事請負費及び土地購入費が本年度減額になったものでございます。 

  また、新規事業といたしまして天栄保育所移転整備に係る計上として、11節役務費に建築

確認手数料として95万円を、12節委託料に施設ネットワーク環境整備業務委託料では、天栄

保育所の電話回線、ネットワーク環境の整備のために666万6,000円を、うつ伏せ寝感知シス

テム導入業務委託では、寝ている子どもの方向を検知して、うつ伏せ寝の場合には保育士に

お知らせするシステム導入費用として308万円を、児童入退所管理システム導入業務委託で

は、家族のスマートフォンなどにアプリを通じてお知らせや、登園、退園などの情報を通知

するシステムの導入費用として99万円を、14節工事請負費の天栄保育所施設内整備工事請負

費では、ロールカーテンの設置に係る費用として759万円を、天栄保育所屋外整備工事請負

費では、外構工事等に係る費用として１億2,818万3,000円を、警備システム移転整備工事請

負費では、既存の警備システムや防犯カメラの移転に係る費用として129万8,000円を、17節

備品購入費の施設備品として、施設内の椅子、テーブルなどの家具や食器、調理器具、屋内

遊具の購入費に2,716万円を、18節負担金補助及び交付金の水道事業会計負担金では、敷地

までの水道管の布設地の舗装本復旧工事の費用として748万円を計上しております。 

  ２目児童措置費、本年度9,090万2,000円、比較2,881万4,000円の増。こちらは児童手当の

支給に要する経費でございます。増額の主な理由といたしましては、令和６年10月からの児

童手当の制度改正による対象者及び手当額の増に伴いまして、19節扶助費の児童手当の増に

よるものです。 

  ３目保育所施設費、本年度9,873万8,000円、比較2,402万円の増。こちらは天栄保育所に

要する経費です。増額の主な理由といたしましては、職員の配置替え及び給与改定等による

人件費の増によるものです。 

  51ページをお願いいたします。 
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  放射能対策費につきましては、天栄保育所において食の安全を確保するために食品の計測

に要した経費を計上しておりましたが、震災から14年が経過しており、今まで放射性物質が

計測されないこと、事前に検査済みの食品を使用しているなどから、業務見直しのため、令

和６年度で計測を終了し、廃目とするものです。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ３項国民年金費、１目国民年金費、本年度予算額684万7,000円、比

較52万6,000円の増。こちらは国民年金事務に要する経費です。増額の要因につきましては、

２節給料から４節の共済費までの人件費の増によるものです。そのほかに関しましては、前

年度と同様の計上でございます。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） ４項災害救助費、１目災害救助費、本年度1,000円、比較ゼロ。

前年度と同様の計上です。 

  ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、こちらは主に保健事業や自殺対策事

業に要する経費でございます。本年度6,569万7,000円、比較363万2,000円の増。増額の主な

理由といたしましては、職員の配置替えによる人件費等の増によるものです。また、新規事

業として18節負担金補助及び交付金の骨髄移植ドナー支援事業助成金では、ドナーが骨髄等

の提供を行うために、通院、入院、面接に要した日数に応じて助成をする費用として14万円

を計上しております。 

  ２目予防費、本年度3,088万7,000円、比較378万6,000円の増。こちらは主に母子の健診や

各予防接種に要する経費でございます。増額の主な理由といたしましては、12節委託料の予

防接種委託料で、定期接種となった新型コロナワクチン接種費用の増及び令和７年度から帯

状疱疹の予防接種が追加されたため増になったものでございます。また、新規事業として18

節負担金補助及び交付金の妊婦にやさしい遠方出産支援事業交付金では、遠方の医療機関で

出産する際の交通費や宿泊費の一部を助成する費用として17万6,000円を計上しておりま

す。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ３目環境衛生費、本年度予算額7,223万5,000円、比較297万9,000円

の減。こちらは主に村内の環境保全や狂犬病対策等に要する経費でございます。減額の主な

要因につきましては、12節委託料で環境整備委託料が50万円の減。27節繰出金におきまして、

診療勘定繰出金が168万3,000円の減、国保の診療勘定のほうが60万円の減となっております。

また、今回新たに10節需用費で親子環境教室の教材費で２万3,000円、13節使用料及び賃借

料で、環境衛生委員によります視察研修バス代２万円を計上しております。そのほかに関し

ましては、ほぼ昨年と同様の計上でございます。 
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〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） ４目健康増進事業費、本年度1,896万2,000円、比較429万2,000

円の減。こちらは主に住民の健康を守るための各種健診等に要する経費でございます。減額

の主な理由といたしましては、職員の配置替えによる人件費の減によるもの、12節委託料の

健康づくり事業委託料の減によるものでございます。 

  ５目保健センター施設費、本年度2,171万6,000円、比較27万9,000円の増。こちらは健康

保健センターの維持管理に要する経費でございます。増額の主な理由といたしましては、軽

微清掃委託料の増によるものです。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ６目墓地公園施設費、本年度予算額121万7,000円、比較32万9,000

円の増。こちらは墓地公園の施設管理に要する経費です。増額の要因につきましては、12節

委託料で墓地公園の環境整備委託を行い除草作業などを行っておりますが、今回、材料費等

高騰したことによりまして増額計上するものであります。そのほかに関しましては、ほぼ例

年同様の計上でございます。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 放射能対策費につきましては、震災、原発事故に伴い、県で実

施している19歳から39歳までの年齢の方の健康診査に合わせまして、村独自の追加健診の経

費を計上しておりましたが、４目健康増進事業費の中で他の健診と同様に実施することとし

たため、廃目でございます。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） ２項清掃費、１目ごみ処理費、本年度予算額6,918万6,000円、113

万5,000円の増。こちらは村内の一般廃棄物に要する経費でございます。増額の要因につき

ましては、10節需用費、消耗機材でリサイクルハウスへのごみ減量マグネットシールで47万

3,000円、ごみ減量啓発パンフレット印刷費で40万円、12節委託料におきまして、プラスチ

ックごみ資源化に伴いまして収集日を増やすことによりまして、一般廃棄物収集運搬業務委

託料が280万4,000円増の2,800万8,000円、また、18節負担金補助及び交付金で、ごみ減量化

リサイクル化推進事業補助金では、電動生ごみ処理機設置事業補助金40万円の増となったこ

とが主な要因となっております。 

  続きまして、２目し尿処理費、本年度予算額1,859万5,000円、比較112万1,000円の減。こ

ちらは村内の一般廃棄物のうち、し尿処理に要する経費でございます。減額につきましては、

し尿処理費用に要する経費の減によるものであります。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） ３目合併処理浄化槽設置整備事業費、本年度63万円、比較ゼロ。合
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併処理浄化槽の推進に係る経費でございます。前年度と同様の予算計上でございます。 

  ４目大山排水処理施設事業費、本年度279万円、比較46万6,000円の減。大山排水処理施設

事業会計への繰出金でございます。 

  ３目上水道費、１目上水道施設費、本年度1,591万1,000円、比較734万7,000円の減。水道

事業会計への繰出金でございます。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） ５款労働費、１項労働諸費、１目労働諸費、本年度１万3,000円、

比較ゼロ。前年度と同額の計上でございます。 

  ６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、本年度1,269万7,000円、比較198万

8,000円の増。農業委員会運営に係る予算でございます。増額の主な要因といたしましては、

13節使用料及び手数料におきまして、回線使用料98万2,000円を計上しております。こちら

はタブレット端末10台を導入し、国の農業委員会サポートシステムを活用して農業委員が現

地調査等を行うための通信費及びアプリケーション使用料となっておりまして、費用におき

ましては交付金において全額措置されることとなっております。また、10節需用費におきま

して、タブレットの導入に伴う消耗機材、12節委託料におきまして、農地のほか基本台帳シ

ステムへの国籍情報の追加に伴いまして委託料が昨年度より増額となっております。それ以

外につきましては、おおむね前年度並みの計上でございます。 

  ２目農業総務費、本年度5,959万6,000円、比較298万4,000円の増。職員８名の人件費及び

生産組合長30名の報酬に係る予算でございます。増額の要因につきましては人件費の積み上

げによるものでございます。 

  ３目農業振興費、本年度２億1,684万8,000円、比較１億6,726万1,000円の減。増額の主な

要因といたしましては、令和６年度に実施しました産地生産基盤パワーアップ事業の皆減に

よるものでございます。１節報償におきましては、指導員１名の報酬145万2,000円を計上し

ております。10節需用費におきましては、羽鳥湖畔オートキャンプ場の排水管に老朽化に伴

う破損が見られますので、それに伴う修繕費60万円を計上しております。12節委託料におき

ましては、両道の駅の各種保守点検費用のほか、羽鳥湖畔オートキャンプ場指定管理委託料、

農林水産物直売施設指定管理委託料、羽鳥湖高原生産物直売所屋根等の老朽化に伴う修繕工

事実施設計業務委託料40万円を新規に計上しております。また、ＪＲ大宮駅において村のＰ

Ｒを図る天栄村プロモーション事業業務委託料102万円、中山間地域等直接支払事業の制度

改正に伴う測量業務委託料30万円を計上してございます。14節工事請負費におきましては、

てんえいふるさと公園広場施設等整備工事請負費5,500万円、羽鳥湖高原水産物直売所屋根

等修繕工事請負費1,500万円、羽鳥湖高原生産物直売所カーポート設置工事請負費150万円を

計上しております。ふるさと公園の整備につきましては令和７年度が最終となりまして、道
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の駅裏側の広場につきまして、特定防衛施設周辺整備調整交付金及び過疎対策事業債を活用

しまして、芝生、街灯、防犯カメラ等の設置を行う計画としております。羽鳥湖高原生産物

直売所屋根等修繕工事につきましては、経年劣化に伴い老朽化した屋根等の修繕が必要と判

断しましたことから、公共施設等適正管理推進事業債を活用し修繕を行う計画としておりま

す。羽鳥湖高原生産物直売所カーポート設置工事につきましては、全国「道の駅」連絡会の

実証事業に公募しまして、採択を受けＥＶ充電器が無償で設置されることとなりましたので、

カーポートを整備するものでございます。 

  17節備品購入費におきましては、令和８年度から福島県で３年連続開催されることとなり

ました米・食味分析鑑定コンクール国際大会に向け、平成24年度に導入し17年を経過します

食味分析計の更新、穀粒判別器の導入費用としまして572万円を計上しております。18節負

担金補助及び交付金につきましては、食味分析鑑定コンクールの国際大会・プレ大会の負担

金60万円、ブランド化推進事業補助金298万7,000円、環境保全型農業直接支払交付金、多面

的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交付金をそれぞれ計上しております。米・食味分

析鑑定コンクール国際大会・プレ大会負担金につきましては、令和８年度に開催される本大

会に向けまして、３市町村及びＪＡ等の負担金により、11月にプレ大会を開催する予定とな

っております。ブランド化推進事業補助金の内訳につきましては、食味コンクールの村大会

及び国際提携の事業費としまして157万5,000円、村農産物等の販売促進、販路拡大に向けた

ＰＲ及び新年度におきましては米食味鑑定士等を対象に、村内のツアーを行ってＰＲを図る

事業としまして合わせて67万6,000円、有機農業環境負荷低減の取組拡大に向け、堆肥利用

の効果検証や抑草対策としてアイガモロボットの導入ということで73万6,000円を計上して

ございます。 

  なお、環境保全型農業直接支払交付金、多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交

付金につきましては、制度改正に伴い見込みにより計上しております。 

  ４目畜産業費、本年度42万9,102万円の減、畜産振興組合の補助金のほか畜産関係の予算

で前年度並みの計上でございます。 

────────────────────────────────────────── 

◎延会の宣告 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  議案審議の途中でありますが、本日の会議はこれにて延会したいと思います。ご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて延会することに決定いたしました。 
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  皆さん、ご苦労さまでございました。 

（午後 ３時３０分） 



 
 
 
 
 
 
 
 

３ 月 定 例 村 議 会 

 
 

（ 第 ４ 号 ） 
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日程第 ６ 議案第３５号 令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算について 

日程第 ７ 議案第３６号 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について 

日程第 ８ 議案第３７号 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算について 

日程第 ９ 議案第３８号 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第１０ 議案第３９号 令和７年度天栄村水道事業会計予算について 
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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大須賀渓仁） おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は９名であります。 

  よって、定足数に達しております。 

  ８番、熊田議員より、入院加療中のため欠席の届出がありました。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（大須賀渓仁） 本日の議事は、お手元に配付いたしました議事日程第４号をもって進

めます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第１、議案第30号 令和７年度天栄村一般会計予算についてを昨

日に引き続き議題といたします。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） おはようございます。 

  63ページをお願いいたします。 

  ５目農業施設費、本年度２億4,783万1,000円、比較226万5,000円の増。農業施設の維持管

理等に要する経費でございます。緊急自然災害防止対策事業におきましては、12節委託料に

おいて、飯豊地区排水路改修測量設計業務委託料800万円及び14節工事請負費において、四

十檀地区ため池改修工事請負費4,800万を新たに計上しております。 

  27節繰出金におきましては、農業集落排水事業繰出金が起債の元利償還金等の減少により

929万9,000円の減となっております。そのほかにつきましては、おおむね前年度と同様の予

算計上でございます。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） ６目水利施設管理費、本年度1,841万3,000円、比較338万2,000円の

減。龍生ダムの管理に要する経費でございます。減額の要因といたしましては、令和６年度

で終了となる防災ダム事業負担金の皆減によるものでございます。それ以外につきましては、

おおむね前年度並みの計上でございます。 

〔税務課長兼会計管理者 塚目弘昭 登壇〕 

○税務課長兼会計管理者（塚目弘昭） ７目国土調査費、本年度2,729万3,000円、比較97万
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3,000円の増。地籍調査に要する経費でございます。増加の主な理由としましては、給料改

定による人件費で102万1,000円の増、12節委託料につきまして、湯本第31地区、湯本集落の

一筆地調査や地籍図作成等の後期工程分、新規地区の湯本第32地区、宮下集落の一筆地調査

や長狭物調査等の前期工程分を予定しており、19万3,000円の減となっております。そのほ

かにつきましては、おおむね前年度と同額の計上でございます。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） ８目水田農業構造改革対策費、本年度370万円、比較445万円の減。

減額の要因といたしましては、飼料用米の減少見込みに伴う水田利活用推進助成金の減によ

るものでございます。 

  経営所得安定対策等推進事業補助金におきましては、村地域農業再生協議会の運営補助と

して300万円を計上しております。 

  ９目地域農政特別対策推進活動費、本年度1,052万8,000円、比較353万1,000円の減。減額

の要因といたしましては、18節負担金、補助及び交付金におきまして、農業次世代人材投資

事業補助金の対象者の減によるものでございます。 

  農業次世代人材投資事業補助金225万円及び新規就農者育成総合対策事業補助金150万円に

つきましては、新規就農に係る国庫10分の10補助の経営開始資金で３経営体への補助を計上

しております。 

  農業経営規模拡大事業補助金500万円。こちらにつきましては、農地等を集積する農業担

い手への機械導入費用の３分の１、最大100万円を補助するもので、令和７年度におきまし

ては、環境負荷低減に取り組む一定規模の農家の補助を追加するとともに、補助対象機械の

明確化を行う計画としてございます。 

  10目開発センター費、本年度670万円、比較4,991万2,000円の減。山村開発センター管理

費でございます。減額の要因といたしましては、令和６年度に実施いたしました開発センタ

ーの空調電気設備の修繕工事の皆減によるものでございます。その他につきましては、前年

度並みの計上でございます。 

  11目羽鳥湖高原交流促進センター費、本年度739万8,000円、比較10万1,000円の増。交流

促進センターの管理費でございます。前年度並みの計上でございます。 

  12目放射能対策費、本年度36万9,000円、比較ゼロ。放射能測定装置２台分の校正手数料

で、前年度と同額計上でございます。 

  ２項林業費、１目林業総務費、本年度5,077万2,000円、比較891万円の減。減額の主な要

因といたしましては、ふくしま森林再生事業に係る委託費の減によるものでございます。１

節報酬におきましては、鳥獣被害対策実施隊16名分の報酬22万7,000円を計上しており、隊

員３名の増加を見込んでございます。 
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  12節委託料におきましては、森林環境整備委託料としまして、県環境交付金による森林整

備及び松くい虫の被害伐倒費用、森林整備事業委託料としまして、令和７年度で計画最終年

となりますふくしま森林再生事業における牧之内字五本木地区の整備費用を計上してござい

ます。 

  18節負担金、補助及び交付金におきましては、鳥獣被害対策実態隊活動支援事業補助金と

しまして、実施隊の訓練に要する経費、補助金40万円、鳥獣被害防止対策協議会補助金とし

まして、わな購入や研修等に要する補助金30万円、イノシシ捕獲管理事業補助金としまして、

狩猟期の捕獲に115万円、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業補助金としまして、有害期の捕

獲につきまして220万円、ニホンジカ捕獲管理事業補助金としまして、狩猟期の捕獲に115万

円を計上しております。その他につきましては、前年度並みの計上でございます。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） ２目林業振興費、本年度861万3,000円、比較300万円の減。林道の

管理及び治山事業に要する経費でございます。減額の要因といたしましては、児渡地区小規

模治山工事の完了に伴う皆減によるものでございます。前年度と同様の予算計上でございま

す。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） ３項水産業費、１目水産業総務費、本年度７万7,000円、比較ゼロ。

南会東部非出資漁業協同組合湯本支部のイワナ等の稚魚放流活動への補助金で、前年度と同

額の計上でございます。 

  ７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、本年度１万2,000円、比較ゼロ。前年度と同

額計上でございます。 

  ２目商工業振興費、本年度1,433万8,000円、比較215万円の増。増額の要因といたしまし

ては、18節負担金、補助及び交付金におきまして、てんえい商工祭補助金及びプレミアム商

品券発行事業補助金を増額計上したことが要因となっております。てんえい商工祭補助金に

つきましては、村制施行70周年記念事業として計画をしております開催の経費補助金300万

円、プレミアム商品券発行事業補助金としまして550万円。こちらにつきましては、物価高

騰に伴う村民、事業者への支援として、プレミアム率20％の商品券販売に対する補助で、令

和７年度におきましては、昨年度より500セット増の2,500セットといたしまして、一定数を

飲食のみに使用できる券として販売することで、飲食業への支援を行いたいと考えておりま

す。 

  ３目観光費、本年度3,631万5,000円、比較1,141万3,000円の増。増額の主な要因といたし

ましては、70ページの12節委託料におきまして、魅力発信事業業務委託料の計上が要因とな

っております。魅力発信事業につきましては、1,022万5,000円を計上しておりまして、令和
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６年度に構築しているポータルサイト、こちらを多言語対応する機能向上を図るとともに、

ＪＲとの連携により令和８年度に本開催となりますふくしまＤＣに向け、630万部が発行さ

れておりますＪＲ東日本の情報誌への掲載、それからウェブ広告の掲載を行いまして、村ポ

ータルサイトへの誘導や村の魅力発信を行ってまいりたいと考えております。財源につきま

しては、国のふくしま再生加速化交付金、２分の１の補助を活用しまして、残りの２分の１

につきましては、震災復興特別交付税の措置となっております。 

  そのほか、インバウンド拡大情報発信事業業務委託料として1,100万円を計上しておりま

す。こちらは、県のサポート事業、４分の３の補助を活用いたしまして、令和６年度に引き

続きインスタグラムやユーチューブ等のＳＮＳによる情報発信、台湾の旅行会社等に村内を

紹介するツアー等を開催することによりＰＲを図ってまいりたいと思います。 

  18節負担金、補助及び交付金におきましては、宿泊割引キャンペーン補助金320万円を計

上しております。村内に宿泊した方に宿泊費の補助を行うとともに、村内事業所で使用でき

ますクーポン券を併せて配布することで、物価高騰の影響を受けております宿泊業者への支

援、冬期間の宿泊者確保に向けた支援を行ってまいりたいと考えております。その他につき

ましては、前年度並みの計上でございます。 

  ４目地域開発費、本年度915万4,000円、比較275万2,000円の増。増額の主な要因につきま

しては、14節工事請負費におきまして、国有林返地現況復旧植栽工事請負費の計上によるも

のでございます。こちらは、令和６年度に地中熱利用井戸の閉塞を実施いたしました、約

4,000平方メートルの国有林賃借地、こちらを返還するために植林を行うものでございます。 

  そのほか、地域おこし協力隊１名の雇用及び活動に要する経費について、１節から13節に

おいてそれぞれ計上いたしております。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、本年度1,064万

6,000円、比較８万1,000円の増。職員給与及び各種協議会や同盟会に要する経費でございま

す。増の主な要因といたしましては、２節給料から４節共済費における人件費によるもので

ございます。おおむね前年度と同様の予算計上でございます。 

  ２項道路橋りょう費、１目道路維持費、本年度１億3,895万7,000円、比較6,456万1,000円

の減。村道の維持管理及び除雪に要する経費でございます。減額の主な要因といたしまして

は、ロータリ除雪車の整備が完了したことに伴う皆減によるものでございます。 

  次のページの18節負担金、補助及び交付金におきましては、福島県が実施する牧本小学校

西側の急傾斜地施設整備事業に係る村負担金１割分、159万円を計上しております。 

  また、24節積立金におきましては、電源立地地域対策交付金を財源として、今後の除雪車

更新に必要な資金積立てのため472万8,000円を計上しております。その他につきましては、
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おおむね前年度と同様の予算計上でございます。 

  ２目道路新設改良費、本年度２億980万4,000円、比較312万4,000円の減。道路新設改良に

要する経費でございます。減額の主な要因といたしましては、２節給料から４節共済費にお

ける人件費によるものでございます。社会資本整備総合交付金事業におきましては、12節委

託料において、道路法に基づく５年ごとの橋梁定期点検３巡目を令和７年度から実施するた

め、橋梁詳細点検委託料2,500万円、後藤大暗見線外改良実施設計業務委託料3,300万円を計

上しております。 

  また、14節工事請負費におきましては、辺地対策事業債を活用し整備予定の芝草鎌房線舗

装補修工事として1,000万円、緊急自然防止災害対策事業におきましては、児渡安養寺線落

石対策２工区工事として2,500万円、大型車等の交通量の多い路線の予防保全のため、児渡

滝田線外舗装補修工事費3,000万円、役場西側周辺一帯区域の排水対策のため、県道下松本

鏡石停車場線管渠改修工事として2,500万円、緊急防災・減災事業におきましては、表層の

ひび割れが著しい路線の車両交通の安全性を確保するため、天房四十檀線舗装補修工事費

3,500万円を計上しております。 

  ３項河川費、１目河川費、本年度429万2,000円、比較ゼロ。河川管理に要する経費でござ

います。前年度と同様の予算計上でございます。 

  ４項住宅費、１目住宅費、本年度936万8,000円、比較151万1,000円の増。村営住宅、定住

促進村営住宅の管理及び住宅関連施策に要する経費でございます。増額の主な要因といたし

ましては、18節負担金、補助及び交付金におきまして、ゼロカーボンシティの実現や災害に

強い住まいづくりを目指し、環境配慮や防災対策などを目的とした既存住宅のリフォーム工

事費の一部を補助するゼロカーボン住宅推進リフォーム支援事業補助金150万円、５件分の

計上によるものでございます。そのほかにつきましては、おおむね前年度と同様の予算計上

でございます。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） ９款消防費、１項消防費、１目常備消防費、本年度１億

7,787万7,000円、比較2,228万円の増。こちらは須賀川地方広域消防組合に要する経費で、

構成市町村で負担する分担金の増によるものでございます。 

  ２目非常備消防費、本年度3,361万4,000円、比較77万4,000円の減。こちらは令和６年度

に実施した消防ポンプ操法大会が令和７年度には実施しないため、減額となったことによる

ものでございます。 

  78ページをお願いいたします。 

  次に、新規事業といたしまして、18節の消防団員準中型自動車運転免許等取得事業補助金

178万8,000円を新たに計上しております。こちらは、消防団の消防車両の運転に必要な準中
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型自動車免許を取得する消防団員に対しまして免許取得費用の一部を補助するもので、補助

率は10分の10、最大で18万7,100円を予定しております。そのほかに関しましては、おおむ

ね前年度と同様の計上でございます。 

  ３目消防施設費、本年度4,587万円、比較253万7,000円の増。こちらにつきましては、村

内の消防施設に要する経費でございます。増額の要因でございますが、新規事業といたしま

して、17節の消防ポンプ自動車の購入費といたしまして1,200万円を新たに計上しておりま

す。 

  ４目水防費、本年度6,000円、比較ゼロ。こちらにつきましては、前年度と同額でござい

ます。 

  ５目防災行政無線管理費、本年度1,468万9,000円、比較564万9,000円の増。こちらは、防

災行政無線の維持管理に要する経費でございます。増額の要因につきましては、主に18節の

県総合情報ネットワーク負担金が増額したことが大きな要因でございます。そのほかにつき

ましては、おおむね前年度と同様の計上でございます。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） 10款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、本年度123万

9,000円、比較９万1,000円の減でございます。ほぼ昨年並みの計上となっております。 

  ２目事務局費、本年度２億1,498万1,000円、比較3,167万6,000円の増でございます。増額

の要因と主な事業内容でございますが、１節から４節にかけまして、人件費が増額となって

おります。 

  ７節報償費におきまして、講師謝礼でありますが、477万5,000円のうち200万円を昨年に

引き続き小中学生のふるさと夢未来応援事業を実施したく、計上しております。 

  次のページの12節委託料におきまして、遠距離通学タクシー委託料につきましては、湯本

学区から天栄中学校へ通学する生徒のために無償で通学車両を運行するものであり、1,393

万8,000円を計上しております。 

  委託料の一番下に記載しております教員住宅等解体工事実施設計業務委託料でございます

が、老朽化に伴い使用できない教員住宅１棟と旧湯本中学校寄宿舎を公共施設維持管理計画

に基づき解体するため、設計委託費430万円を計上しております。 

  14節工事請負費には、同じく教員住宅等解体工事請負費として3,270万円を計上しており

ます。 

  18節負担金、補助及び交付金におきまして、給付型奨学金でございますが、子育て世帯へ

の経済負担軽減対策として、大学などへ就学するに当たり、学業やスポーツに秀でており、

経済的に困難な方を対象に月額５万円を給付する奨学金制度として３名分、180万円を昨年

に引き続き計上しております。 
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  ２項小学校費、１目学校管理費、本年度5,938万4,000円、比較184万1,000円の増でござい

ます。増額の主な要因は、11節役務費におきまして、各種検査手数料でございますが、暖房

機器検査手数料が２年に１度の実施のため、昨年度より82万円増額計上しております。 

  また、13節使用料及び賃借料におきまして、自動車借上料を約99万円ほど増額しておりま

す。これは、バス借り上げの単価が値上がりしたこととプール学習で利用するバスの増便に

よる増額であります。 

  ２目教育振興費、本年度742万2,000円、比較1,663万2,000円の減でございます。増額の主

な要因でございますが、12節委託料におきまして、昨年度はオンライン英会話レッスン委託

料116万9,000円を計上しておりましたが、事業見直しのため減額しております。 

  13節使用料及び賃貸料におきまして、昨年度は児童用パソコンの賃借料172万2,000円を計

上しておりましたが、リース期間が終了したことで減額しております。 

  また、17節備品購入費におきまして、教材備品でありますが、今年度は教科書改訂に伴う

教師用の指導書等の購入がないため、約1,300万円を減額しております。そのほかにつきま

しては、昨年並みの計上でございます。 

  ３項中学校費、１目学校管理費、本年度2,233万9,000円、比較268万8,000円の減でござい

ます。減額の主な理由は、１節及び２節の人件費の減であります。そのほかにつきましては、

昨年並みの計上でございます。 

  88ページをお願いいたします。 

  ２目教育振興費、今年度1,162万4,000円、比較274万4,000円の増でございます。増額の主

な理由でございますが、17節備品購入費におきまして、教科書改訂に伴う教師用の指導書等

購入費329万8,000円を増額計上しております。そのほかにつきましては、昨年並みの計上で

ございます。 

  ４項幼稚園費、１目幼稚園費、本年度１億1,918万円、比較149万8,000円の増でございま

す。増額の主な理由は、１節から３節にかけまして、人件費が増額となっております。その

ほかにつきましては、昨年並みの計上でございます。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） 続きまして、５項社会教育費、１目社会教育総務費、本年度

2,052万円、比較266万2,000円の増。こちらは、主な事業として、放課後子ども教室の運営

や20歳の集いに係る経費を計上しております。増加の理由といたしましては、７節報償費に

おいて、放課後子ども教室の安全管理員の時給を最低賃金の上昇に合わせ増額して計上して

おります。その他につきましては、おおむね例年どおりの予算でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２目生涯学習費、本年度717万1,000円、比較102万9,000円の増。こちらは文化祭の開催経
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費や各種講座等の講師謝礼等を計上しております。増額の理由といたしましては、７節報償

費において、文化祭における出演者出演料の増、また13節使用料及び賃借料においては、つ

なぐ英語教室におけるバスの借上料の増を見込んでおります。それ以外につきましては、ほ

ぼ例年どおりの予算計上としております。 

〔湯本支所長 星  淳 登壇〕 

○湯本支所長（星  淳） ３目湯本公民館費、本年度229万1,000円、比較45万4,000円の増。

こちらは湯本地区文化祭、各種講座、湯本公民館運営に係る経費を計上しております。増額

の主な要因としましては、７節報償費におきまして、湯本地区文化祭が来年度、令和７年度

第50回の開催に伴いまして、文化祭芸能大会謝礼で10万円の増、新たな講座の開設に伴いま

して10万円の増、車検代で17万7,000円の増であります。そのほかにつきましては、おおむ

ね前年度と同額の計上でございます。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） 続きまして、４目文化財保護費、本年度41万8,000円、比較33

万3,000円の減。減少の主な理由としましては、14節工事請負費において、看板設置数の減

及び17節備品購入費において、文化財保護審議委員の作業服の購入費用が昨年終了したため、

減額計上したものでございます。それ以外につきましては、ほぼ昨年同様の計上としており

ます。 

  ５目伝統文化施設費、本年度779万6,000円、224万5,000円の増。文化伝承館の運営経費で

ございます。増額の主な理由といたしましては、10節需用費において、伝承館の周辺の擬木

柵の修繕に38万円。 

  次のページをお願いいたします。 

  14節工事費において、文化伝承館のトイレを洋式に改装する費用を176万計上しておりま

す。それ以外につきましては、おおむね昨年同様の計上としております。 

  ６目生涯学習センター費、本年度1,035万6,000円、比較39万8,000円の増。生涯学習セン

ターの運営経費でございます。増加の主な要因につきましては、会計年度任用職員に係る人

件費の増及び13節使用料及び賃借料にて、図書館情報システム機器賃借料が機器の更新によ

り増額計上したものでございます。それ以外においては、おおむね前年同様の計上としてお

ります。 

  ６項保健体育費、１目保健体育総務費、本年度524万9,000円、比較65万5,000円の減。減

少の主な理由といたしましては、17節備品購入費の計上がなかったため、及び次のページを

お願いいたします。 

  18節スキーリフト券の購入助成金を今年度の実績見込みベースで減額計上したものでござ

います。それ以外は、おおむね昨年同様の計上としております。 
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〔湯本支所長 星  淳 登壇〕 

○湯本支所長（星  淳） ２目湯本保健体育費、本年度135万8,000円、比較６万6,000円の

増。こちらは、湯本地区合同大運動会、職域親善バレーボール大会、湯本体育館運営に係る

経費を計上しております。ほぼ前年度と同額の計上でございます。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） ３目学校給食センター費、本年度7,404万8,000円、比較92万円の減

でございます。２節から４節までの人件費が減額となっております。 

  10節需用費におきまして、学校給食食材費でありますが、物価高騰により食材費が上昇し

ていることから、昨年より417万3,000円増額計上しております。 

  また、12節委託料におきまして、給食業務委託料でございますが、こちらも物価高騰の影

響により161万6,000円増額計上しております。そのほかにつきましては、ほぼ前年並みの予

算計上となっております。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） ４目天栄体育施設費、本年度967万5,000円、比較26万9,000円

の増。村内体育施設の運営経費でございます。増額の主な理由といたしましては、17節備品

購入費において、体育館で使用するバレーボールの支柱及びミニテニスの支柱を備品として

購入するものでございます。それ以外は、おおむね昨年同様の計上としております。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 11款災害復旧費、１項農業水産施設災害復旧費、１目農業施設災害

復旧費、本年度40万円、比較ゼロ。農地等災害復旧事業補助金といたしまして計上しており

ます。 

  ２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋梁災害復旧費、本年度1,000円、比較ゼロ。存

目計上でございます。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） ３項文教施設災害復旧費、１目公立学校施設災害復旧費、本年度

1,000円、比較ゼロ。前年と同様に存目計上でございます。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） ２目社会教育施設災害復旧費、本年度1,000円、比較ゼロ。存

目計上でございます。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 12款公債費、１項公債費、１目元金、本年度３億4,466万

2,000円、比較1,647万3,000円の増。こちらは地方債の元金の償還分でございます。 

  続きまして、２目利子、本年度2,370万3,000円、比較491万1,000円の増。こちらは地方債
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の利息の償還分でございます。 

  13款諸支出金、１項普通財産取得費、１目土地取得費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目建物取得費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  14款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度500万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） おはようございます。 

  じゃ一応質問が何件かあるんですけれども、35ページの12節のふるさと納税業務委託料と

いうことなんですが、この内訳を説明お願いしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  35ページの12節ふるさと納税業務委託料につきましては、ふるさと納税のサイトの立ち上

げとか返礼品の開発、あと事業者との打合せなど、そういった一式を業者のほうに委託して

おり、そちらの運営経費でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） そうしたら、納税額も毎年増えてきていると思うんですが、この返礼品

は、前にも聞いたかもしれないんですけれども、どんな物を返礼品として取り扱っているの

か。あとは、今後どのような物を、増えているんで、返礼品を取り入れていくのかとか、そ

ういったものを答えられればお願いしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  今現在取り扱っている返礼品につきましては、村のホームページ等で確認していただくと

分かると思うんですけれども、主にお酒、米、それから野菜、あと加工品等が挙げられてお

ります。あと、一番好評なのはノーザンファームの体験型のツアーでございます。 

  今後取り入れていきたいものにつきましては、前に議会のほうでもご指導いただきました

セットもの等について、今返礼品の開発のほうを進めておりますので、そういったものを取

り入れ、ふるさと納税の寄附額が上がるように努めていきたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 現在、返礼品として取り扱っているものは、今後ますます増えていくこ
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とによって、確保というのはできる見通しはあるんですかね。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  実際のところ、今返礼品の中で、お酒とお米につきましては停止させている状況にござい

ます。なので、数がちょっと不足しているというところもございます。そちらにつきまして

は担当課と今後検討して、その辺の課題に対応してきたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） その辺、ちょっと米とかお酒とか間に合っていないような感じだと思う

んで、今後そういう課とお話しして、返礼品が間に合うような形でやっていってほしいと思

います。 

  次に、42ページの18節の村社会福祉協議会の補助金というものはどんなものに使っている

のか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  社会福祉協議会への運営費の補助でございますが、こちらにつきましては、社会福祉協議

会で働いております人件費の補助というところが大きいところでございます。そのほかにも

心配ごと相談事業、ボランティアセンターの運営、福祉バス運営事業、赤十字奉仕団、遺族

会、今回福祉車両の購入のほうも含まれております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 分かりました。ありがとうございました。 

  次に、44ページ、18節の高齢者補聴器購入事業補助金としまして、これは何歳くらいから

の年齢を考えているのか。また、これは20万ということですが、何名の方を考えているのか

お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  天栄村補聴器購入事業補助金でございますが、こちらにつきましては令和７年度からの新

規事業になります。こちらの事業については、高齢者の方が補聴器を購入する際に購入の一

部費用を助成するものでございます。対象といたしましては、村内に住所を有する65歳以上

の方、かつ村民税の非課税の方、かつ聴力レベルが身体障害者手帳のレベルまで達しない方

となります。そのほかに、耳鼻科のほうで耳の聞こえが悪くなったということで補聴器の必
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要性があると医師の診断を受けられた方、あとは税金の滞納のない方、こういった要件につ

きまして、１人２万円を上限に補助するものでございます。 

  今回の予算につきましては、10件分を想定して計上してございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） ですと、診断書がないと申請できないということですかね。 

  あとは、10件分ということなんですが、10件先着順なのか、それとも10名様以上の場合は

それ以上の補助が支払われるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  申請される方の耳の聴力のレベルが分かりませんので、医師の診断書は申請時に必要にな

ってくると捉えております。 

  また、先着順なのかということでございますが、一応10件ということで当初予算に計上し

てございますが、申請が多くなった場合には、補正予算のほうも検討してまいりたいと考え

ております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 恐らく申請の10件より多く出てくるかと思いますので、その辺は検討を

お願いしたいと思います。 

  あと次に、56ページの18節の人間ドックの助成交付金、これ12万となっているんですが、

この12万というのはどういった金額になるんですかね。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  人間ドック費用助成交付金でございますが、こちらは社会保険加入者の扶養者の方を対象

とした助成制度でございます。日帰りでも宿泊でも１人当たり３万円を上限として助成する

ものでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 別枠ということで、３万円助成しますと４名ぐらいの補助しかできない

ということですよね、社会保険の場合は。そういうことですか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  今回の計上につきましては、４名程度の申請を見込んで計上しておりますが、こちらにつ
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きましては、昨年度以前の実績を踏まえて計上しております。令和６年度につきましては、

現在のところ２名の申請というところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） これは２名ぐらいしか申請していないんですか。その前とかもずっと２

名とかそんな、10名以下の申請ということでよろしいんですかね。分かりました。 

  62ページの17節の食味分析計の572万ということですが、この購入はいつの予定なのか、

お聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  食味分析計等におきましては、秋口の収穫時期までに間に合うように予算議決いただきま

したら、新年度に入りましてすぐ購入の手続を進めてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） 秋までには間に合うということなんで、なるべく早く購入をお願いした

いと思います。 

  あと最後に、95ページの12節のふるさと文化伝承館管理運営業務委託料ということで267

万計上されているんですが、この辺の委託料というのはどういった委託料になるのか、お聞

きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） お答えいたします。 

  文化伝承館の運営業務委託費につきましては、いわゆる日頃の受付の方の業務をシルバー

人材センターに委託しているというようなことで、職員は基本行っておりません。大事なと

きはもちろん行きますけれども。 

  あと、それから伝承館の周辺の草刈り、そういった環境整備委託業務といったものをやっ

ていただくというようなことで計上しております。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） せっかくなんで、このふるさと文化伝承館には現在どのくらいの入場者

があるのかお聞きしたいと思うんですが、その辺分かりますか。 

○議長（大須賀渓仁） 生涯学習課長。 

〔生涯学習課長 黒澤伸一 登壇〕 

○生涯学習課長（黒澤伸一） 細かい数字、今ちょっと持っていないんですが、ただ通常、例

えば今ですとあそこの施設を使って黄金太鼓保存会が練習をしていただいたり、それからそ
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んなに人は多くないんですが、日中やっぱり見に来ていただく方、それから小学校の見学で

あったり、あそこでいろんな体験イベントをしていただいたりというようなことで使ってお

ります。詳細の人数につきましては、後ほどお知らせしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ２番、石塚議員。 

○２番（石塚喜 ） せっかくああいうものがありますので、学校の教育等に使用したりとか、

あとはああいうものがありますよというＰＲも含めて、一般の人にも宣伝、ＰＲをお願いし

たいと思います。 

  以上で私の質問は終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ここで暫時休議いたします。11時５分まで休みます。 

（午前１０時５１分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１１時０４分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ３点ほどちょっとご質問があるんですけれども、１点目が48ページ、民

生費、児童福祉費の中の12節委託料。この中で、新しくできる保育所のほうにうつぶせ寝感

知システム導入業務委託料とありますが、こちらのシステム等が分かれば教えていただきた

いと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  来年度新規事業のうつぶせ寝感知システム導入業務委託料でございますが、こちらにつき

ましては保育所で午睡をする乳幼児、子どもの寝ている方向を感知して、うつぶせ寝で寝て

いる赤ちゃんがいた場合にタブレットのほうでアラーム等でお知らせするシステムになりま

す。今回の導入費用につきましては、そちらの感知するカメラとタブレット、そしてシステ

ム導入、これらを合わせた導入費用として計上しております。うつぶせ寝により赤ちゃんが

突然死で亡くなるというケースもございますので、そういったものを防止するために、安全

性を確保するために今回新しくできる保育所に導入するものでございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） そういったシステムがあるということは、預ける保護者等はすごく安心

できていいのかなと思います。 
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  システムですけれども、複数人一遍に見られる、それとも単独でカメラ１人につき１台と

かというものなのか、ちょっとその辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  こちらのシステムにつきましては、日々アップデートはされているところではございます

が、現在のところ１つのカメラで10人の子どもを検知することができるということでござい

ます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。１つ目の質問は終わります。 

  ２つ目ですけれども、75ページ、土木費のほうの12節の委託料、後藤大暗見線外改良実施

設計業務委託料とあるんですけれども、こちらの場所と、どのようなことをするのかをちょ

っとお聞きしたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  場所については、後藤集落から奥の人家に行く道路でございます。こちらのほう、後藤集

落から奥の人家へ連絡する道路の現道舗装及び車両の擦れ違いが可能となるように退避所等

の設置も含めた整備でございまして、地権者のほうと調整を図りながら、今後どういった形

で整備するのがよいのか設計をしていく委託料でございます。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） ありがとうございます。 

  その場所、多分砕石を入れてくれとかいうので結構前にも村のほうに要望とかを出して、

砕石を入れるんですけれども、どうしても雨等、あと車両が通って掘れてということもあっ

たので、ぜひ進めていただければと思います。 

  ３つ目の質問ですけれども、こちら、ちょっと各課にまたいでしまうかもしれませんけれ

ども、バスの借り上げ料ということで各課であると思うんですけれども、全体でどのぐらい

の金額になるかというのを教えていただければと。分かる範囲で結構ですので。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  今お質しの件でございますが、各課にわたっての総計というのはちょっと集計しておりま

せんので、もし可能であれば、後から積算させていただきましてご提出できるようにしたい



－196－ 

と思いますが、それでよろしければ、そういうふうにお願いできればと思います。 

○議長（大須賀渓仁） １番、齋藤議員。 

○１番（齋藤寿昭） 分かりました。後ほどで結構ですので。 

  というのは、教育委員会とか学校関係でやっぱりバスで結構皆さんいろんなところに活動

的に行っているので、いい授業だと思ってはいるので、それにどのぐらいバス代がかかるの

かなというのをちょっと知りたかったものですからご質問いたしました。後ほどで結構です

ので。 

  私の質問は以上です。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  このバスの借り上げ、これは民間の借り上げ等極力村でも出費を少なくするというような

ことで、村で中型バスを購入していますので、そちらのバスとマイクロバス、あとは社協に

もあるので、今３台あるんですね。極力そこを使っていただくというようなことで、それは

料金的にも１回12万未満ですけれども、どうしてもそれが合わない。中学校が部活で遠征に

行くところなんかというものは外部のもので、委託でバスを借りていますので、計算の仕方

によっては若干違うとは思うんですけれども、極力村にあるバス、これを大型とマイクロバ

ス、あとは社協にあるもので３台をうまく使っていくと大分抑えられるんですけれども、ど

うしても各団体が使用した場合は、今度中学生とか小学生が使えないのは外部委託というこ

とになりますので、多分その年によって若干開きはあるかと思います。計算はこれからして、

分かり次第お知らせしますが、そういう流れで今やっていますことをご理解いただければと

思います。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 63ページ、委託料、飯豊地区排水路改修測量設計業務委託料800万なん

ですけれども、場所はどこですかね。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  場所につきましては、南屋敷、五輪堂から釈迦堂川に抜ける柵渠のところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 了解しました。すみません。 

  あと、14節の工事請負費の四十檀地区ため池改修工事請負費4,800万になっているんです
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けれども、これ、何に利用するためですか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  四十檀地区ため池改修工事のほうですが、天栄幼稚園の南側にあるため池でございまして、

堆積土砂や繁茂した樹木、こちらのほうにおいて貯水量が減少しておりまして、越水する危

険性もあることから、その下に、下流域に民家がありますので、被害防止を図るために劣化

した取水施設の調整や土砂撤去による洪水調整機能を回復させ、災害を未然に防止すること

を目的とした工事でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） そうすると貯水槽にするということですか。あれは田んぼか何かに使う

んですか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  このため池は、下流域、人家を通って田んぼのほうにも流れていくということなので、農

業用ため池の機能もあります。貯水槽とは別ということでご理解いただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） それでは次に、82ページ、12節の委託料で、教員住宅等解体工事実施設

計業務委託料とあるんですけれど、解体するのに設計なんて必要なんですか。これ、ちょっ

と分からないですけれど、どういう意味で設計が必要なんだか。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  こちらの解体は教員住宅１棟と、あと旧湯本中学校の寄宿舎ということで２棟合わせての

設計を予定しているんですけれど、やっぱり公共性もある解体工事となりますので、しっか

り設計をして解体をするのが基本的な流れとなっております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） どんな設計なんだか答えてください、細かく。解体するのに何で設計が

必要なのかと私は思っているんですけれど。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 
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  こちら、設計する場合にはもちろん設計士の人件費が大きいものになるんですが、内容で

ございますが、解体する建物のそれぞれの部材のボリュームであったり、重機を使うんであ

れば重機の使用料、そういったものとか、あと、それに関わる諸経費等が設計費の主な中身

になります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） そういう話ならば、83ページ、工事請負費で教員住宅等解体工事請負費、

これ、設計入っていないんじゃないですか。こっちは建物小さいからですか。どういうこと

なんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  今ほど言われました工事費の設計をするための委託料でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） だから、その下の教員住宅等解体工事請負費は3,270万で、設計なんか

全然入っていないでしょう。意味違うのですか。 

〔「同じ」の声あり〕 

○６番（服部 晃） 同じというのはどういう意味ですか。 

〔「だから、もう見積りに入れている」の声あり〕 

○６番（服部 晃） 同じあれか。同じ建物の工事設計の話。これ、別に計上しているだけで

すか。了解しました。すみません。 

  次、87ページ、需用費で電気料、中学校が900万、小学校が964万になっているんですけれ

ど、中学校１つで、それとも湯本中学校の維持費か何かの金額も入っているんですか。あん

まりにも、小学校４校の分と中学校１つでこういう電気料高くなっているんですけれど、前

はもっと少なかったような気するんです。電気料も上がったと思うんですけれど、お願いし

ます。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  87ページの電気料でございますが、こちらは天栄中学校のみの予算計上となっておりまし

て、900万でございます。もちろん電気料金とか光熱費の物価高騰によるものが大きなとこ

ろでございますが、こちら、天栄中学校と小学校の構造的な違いが、まず小学校はＦＦ暖房

というもの、要は灯油を使ってというのが主な暖房施設になるんですが、中学校においては

夜間電力を使って蓄熱式で夜中、校舎内を温めるというような、そういった設備になってお
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りまして、もともとの暖房機の形態が違うということで、電気料金もこのような差が出てき

ているような状況でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 私もガソリンスタンドに聞いたこともあるんですけれど、これほど金使

いながら、電気料使いながら、ファンヒーターも焚いているんでしょう、これ、職員室とか

何かに。灯油は随分使っているみたいですよ、話聞くと。今全然ファンヒーターはやってい

ないということですか。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  まず、87ページの一番上に灯油代と書いてあると思うんですが、こちら、中学校ですと12

万4,000円となっております。一方、小学校の灯油代を見ていただきますと304万5,000円の

計上となっておりまして、中学校の教室では灯油を使った暖房は使っておりません。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） これは、寒いところだとか、あと暗いところでやれと言っているわけじ

ゃないんですよ。それにしてもかかり過ぎなんじゃないですか。小学校で灯油代304万とあ

ったけれども、床暖房機なんだけれども、床暖ではないんですか、電気食う、あれというの

は何でこんなにかかるんですか。前は600万だったような気がするんですけれども。いや、

電気料上がっているのは分かります。でも、これ、900万はちょっと。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  以前にも議会から、天栄中学校のこの電気代、高過ぎるんじゃないかというお話をいただ

いて、私もいろいろこの暖房器具にも関わったことがあったものですから、見に行ってきま

した。今ほど教育課長がお答えしたように、暖房というのは、当時は、この東日本大震災前、

原発事故前だったものですから、効率のいい深夜電力を使って、熱源をもってそこに熱を温

めておく。そして、日中それを使うというようなことで、すごく格安の低料金の電気で暖房

が使えると。あと、一部は床暖房もあります。あとは冬期間に雨どいとかそういったところ

が凍らないようにヒーター線が各所に入っているんですよね。そこは冬、本当に寒いときだ

けスイッチは入れるような形を取っているんですが、そういうもので、原発事故があった以

降、今はもう化石燃料、そういったものを使っていますから電気料金が高騰した。深夜割引

も何もないので、逆にそれが今度高くなってきてしまったんですよね。今さらそれをまた変

えるというわけにもなかなかいかないので、そのような使い方をしています。 



－200－ 

  あと、体育館については暖房が入っていませんので、そこは石油を使いながら冬期間はス

トーブ等で対応しているという現状。私も前にご指摘をいただいて、天栄中学校へ行ってき

た中ではそういう使い方をしているので、まるっきり今度設備を変えないとコストダウンは

図れない。今の現状、やむを得ないという状況なものですから、ご理解をいただければと思

います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） じゃ、今度保育所も建設するんですけれども、同じ方法の感じでやるん

ですか。空調関係はどうするんですか。同じ床暖やるんですか、保育所は。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  今度できます新しい保育所につきましては、床暖ではなく、床下にエアコンを設置して、

その熱で全体を暖めているという設備になります。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） それはガスですか、灯油ですか、それとも電気ですか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） たしか電気だったと記憶しております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） それ、電気よりはガスのほうが、もう設計変更になっちゃうんですか、

これ、ガスのほうが安い。うち、ガスで使っているんですけれど、ガスはものすごい安いで

すよ。電気よりも格段に安いですよ。これ、また電気料高くなるんじゃないですか。維持費

が大変なんですよね、それ。だから、ガスともう一回比べて、今ガスに変更というのはでき

ないですか。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） 私からお答えいたします。 

  このエアコンは高効率、効率のいい電気のエアコン、それを使って部屋全体を暖めるもの

になっています。そして、また村もゼロカーボンシティと、そういう炭素をなるべくもう排

出を少なくするというようなことで進めてきているものですから、この役場庁舎も灯油から

全部この電気に変えてきたものですので、そういった取組もこの地球温暖化対策、それを新

しい建物については化石燃料を極力抑えていくというようなことで進めてきていますので、

そういった中でも効率のいい、高効率のエアコンの設置をして暖房に充てていくというよう
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なことでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 了解しました。 

  次に、66ページの18節、経営所得安定対策等推進事業補助金300万とあるんですけれど、

これ、あんまり早口でちょっと詳細が見えなかったんですけれど、お願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  説明がちょっと分かりづらくて申し訳ございませんでした。経営所得安定対策等推進事業

補助金300万円につきましては、地域農業再生協議会という組織を持っておりまして、そち

らで雇用しております臨時事務職員の人件費となっております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 了解しました。 

  その下の地域農政特別対策推進活動費の18節、農業経営規模拡大支援事業補助金500万、

これも説明お願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  農業経営規模拡大支援事業補助金500万円につきましては、これまで認定農業者等の担い

手の方が経営の規模を拡大する場合に機械の導入の補助を行っているものでございまして、

最大で100万円、事業費の最大３分の１を上限としまして機械の導入の補助を行っておりま

す。新年度におきましては、そこに要件を追加しまして、環境負荷を低減する県の事業計画

の認定をいただいた方、いわゆるみどり認定というものの認定をいただいた方に対しまして

も、事業費を一部補助できるよう現在検討しております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） そうすると、拡大というんだから、田んぼを増やすとか畑を増やすとか

という、そういうのですか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  水田農業の経営規模拡大を目的としておりまして、50アール以上１ヘクタール未満の方と

１ヘクタール以上規模拡大という方の２パターンに分けて現在は補助を行っております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 
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○６番（服部 晃） 了解しました。 

  それでは、67ページの放射能対策費、放射性物質測定機器校正手数料、この放射能対策は

いつまでやるんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  こちらの放射性物質測定機器でございますが、道の駅と産業課と２台分の校正の手数料と

なっております。震災から14年を迎えるということで縮小は考えてございますが、現在にお

きましても農作物を測っていただきたいという方が見えておりますし、道の駅でも出荷に当

たって測っていただきたいという方がまだ要望としてございますので、動向を見ながら考え

てまいりたいと思っております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） ここ数年で販売停止になった商品もあるんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  こちらのほうで検査をしておりまして、放射性物質が検出されたということは現在ござい

ません。 

  追加でご説明申し上げます。 

  もちろんそれぞれ作物として自分で栽培されているものもございますが、野生の山菜です

とかそういったものにつきましては、まだ出荷制限とか摂取制限等もございますので、それ

も踏まえて検討してまいりたいと思っております。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） だから、そういうのを、いつまでも同じ野生のどうのこうのと言います

けれど、毎年36万もこっちで出して調べる必要も、値段にすれば幾らなんですか、それ。出

荷停止だというふうになるのには。 

  これ、いつまでもやっていても、天栄村なんか何もないでしょう、今。別に問題ないんで

ないですか。例えばこれをやっているんならば、東電に請求しているんですか。前にも話し

したことあるんですけれども、こういうのは全然もらえないでしょう。国から、やらなくて

もいいですというのはないのですか。東電から補償も賠償金も何ももらえないでしょう。 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議いたします。 

（午前１１時４１分） 

────────────────────────────────────────── 



－203－ 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午前１１時４６分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  お時間をいただきましてありがとうございました。 

  まず、検査費でございますが、こちらのほうは今、県から補助のほうはいただいておりま

す。当初予算の14ページのほうに掲載をしているところでございます。 

  もう一つでございますが、東電からの損害賠償の件でございますが、そちらのほうは現在

はこの請求はしておりませんし、向こうのほうでも出さないということで、平成29年までで

賠償のほうは終了しております。 

  続きまして、もう一点の制限がかかっている作物でございますが、今現在タケノコや野生

のキノコ、あとは畜産物の中で熊とかイノシシもまだ制限がかかっているというところでご

ざいます。 

○議長（大須賀渓仁） ６番、服部議員。 

○６番（服部 晃） 了解しました。 

  以上で終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ただいま議案審議の途中でありますが、昼食のため１時30分まで休み

ます。 

（午前１１時４７分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 午前中に引き続き再開いたします。 

（午後 １時３０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） ちょっと質問させていただきます。 

  10ページ、地方債の11番の四十檀地区ため池改修工事、これはどのような起債で行ってい

るのかと、あと過疎対策事業債をどこに使っているのかというのを教えてください。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 
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  まず、１つ目の四十檀地区ため池改修事業でございますが、緊急自然災害防止対策事業債

という起債を充てております。こちらは充当率100、交付税措置70でございます。 

  それと、過疎債のほうでございますが、まずハードのほうでございますが、保育所の移転

整備事業１億2,690万円と、もう一つがてんえいふるさと公園広場施設等整備事業、こちら

を過疎債のハードで充てております。 

  また、ソフトというのもあるんですが、そちらのほうは教員住宅等の施設の除却事業を充

てております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、事項別明細書のほうの４ページ、軽自動車税の環境性能割というのがあるんですが、

これはどのような形で村のほうに入ってくるのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 税務課長。 

〔税務課長兼会計管理者 塚目弘昭 登壇〕 

○税務課長兼会計管理者（塚目弘昭） お答えいたします。 

  環境性能割につきましては、県のほうで代行して徴収していただいて、それを台数分に合

わせて村のほうに振り込んでいただいているといったことになっています。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、30ページ、12、委託料の中でＤＸ推進支援業務委託料が350万、あと自治体システ

ム標準化作業委託料が2,900万あったんですけれども、この２つの中身を教えていただきた

いと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  まず、初めのＤＸ推進支援業務委託料につきましては、令和６年度に県のＩＣＴアドバイ

ザー市町村派遣事業を活用しまして、各業務のデジタル化を進めるに当たって何が問題にな

っているかとかいう課題の洗い出しを行いました。引き続き、その事業としまして、出てき

た問題になっている部分を今度どういうふうにデジタル化を進めていくかということで、デ

ジタル全般の計画を作成するという業務と、あともう一つは、各課にＤＸ推進員という形で

１人ずつ配置しております。そういった人たちの研修のときにアドバイザーとして来てもら

うための委託料になっております。 

〔「アドバイザーの」の声あり〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） アドバイザーの委託と、もう一つは計画を策定する上で
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の支援業務の経費となっております。 

  次に自治体標準化作業委託料につきましては、これは国のほうで決まっているものでござ

いまして、令和７年度末までに全市町村、標準化を進めていたわけなんですが、間に合わな

い自治体もありまして５年間延長になりましたが、村では７年６月から随時移行していける

ように今進めております。７年度分の作業分としてデータの移行、環境構築作業、あとは連

携のプログラムの修正とか、そういった委託料が全てこの標準化作業委託料のほうに入って

おります。こちらにつきましては、全て国のほうで10分の10の補助で実施するものでござい

ます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） ＤＸ推進事業のほうは何となく分かりましたが、この標準化作業委託料

というのは標準化を、どのシステムをどういうふうな形でやるのかというのはもう決まって

いるんでしょうか。標準化と言われているだけで、何を標準にするのかというのがよく見え

てこないんですが。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  国で言われている標準化システムへの移行につきましては、各自治体でやっている20業務

ございまして、20業務につきましては一応、住民基本台帳とか国民年金、選挙人の管理名簿

とか、あと固定資産税、税関係とかありますが、その20業務を標準化システムに全ての自治

体で同じシステムを使うように移行しなさいということで今進めております。天栄村につき

ましては、その中の17業務が該当しておりますので、そちらを移行する予定で進めておりま

す。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 今言われたような住民基本台帳とか、それぞれ各市町村で今まで積み上

げてきたものを国一律のシステムに全部乗せ替えていくという理解でよろしいですか。了解

しました。 

  次に、34ページ、委託料ですが、移住定住促進事業委託料、これはどのような形で、どの

ようなものに使っているのかというのを教えてください。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  移住関係の委託料につきましては、村では移住コーディネーターを配置しており、その人

件費となります。それから、湯本のほうに短期滞在住宅がございますので、そちらの運営管
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理費、また、首都圏に行っての移住相談とか、あと村に来る電話相談とか、そういったもの

を一括した委託料がこちらの移住定住促進事業委託料の中身。委託先につきましては、夢学

校のほうに委託しております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次に、54ページ、18節の負担金、補助及び交付金ですが、読めば分かるだろうと言われる

タイトルがついているんですけれども、妊婦にやさしい遠方出産支援事業交付金17万6,000

円というのですが、17万6,000円の金額でどのような形というか、ある程度形は見つけては

いるんでしょうけれども、ちょっとご説明いただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  こちら、妊婦にやさしい遠方出産支援事業交付金でございます。こちらにつきましては、

最寄りの分娩施設までおおむね60分以上移動が必要な妊婦の方が安心して出産できるように、

出産に係る交通費、宿泊費の一部を助成するものでございます。ですので、天栄村でいいま

すと最寄りの分娩施設ということになりますので、公立岩瀬病院が最寄りの医療機関になり

ます。 

  ただ、本人の希望で遠方に、郡山市内の病院とか、そうした自分の都合で行った場合には

60分以上離れていても助成の対象にはならないというところでございます。例えば出産のた

めに里帰りで只見町とか南会津とか、そういう遠方に行って最寄りの病院まで60分以上の時

間を要するような場合には、この対象にはなるという事業でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 分かりました。なるほどというふうな感じでございますが、次の55ペー

ジですが、12、委託料、臭気分析業務委託料、これはどういったものをこの委託料でやって

いるのか、教えていただきたい。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  臭気分析業務委託料につきましては、村内の２か所の場所を調査しております。こちらの

ほうなんですが、臭気指数を用いまして風上、風下、それぞれ３か所を測定しております。

毎年実施しておりますが、今のところ公害となる値は検出されておりません。村内の２か所

でやっております。児渡地区と、白子地区になっております。 

  以上です。 
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○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 了解しました。 

  次、62ページ、これは委託料なんですが、天栄村プロモーション事業業務委託料100万と

いうようなことで出ているんですけれども、これの中身をちょっと教えていただければと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  天栄村プロモーション業務委託料でございますが、本年実施しましたＪＲ大宮駅において、

天栄村の特産物ですとか観光のＰＲ、そういったものを行うための事業でございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） すみません、これ、業務先はどちらでしょうか、委託先は。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） こちらにつきましては、道の駅に委託をしてございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 同じページの18節、負担金、補助及び交付金の中で、米・食味分析鑑定

コンクール国際大会プレ大会負担金60万とあるんですが、これの詳しい内容というか、まだ

決まってはいないんでしょうけれども、概略で結構ですんで、県内全域募集するのかとか、

そういった募集の先、あと時期的にはいつ頃やるのか。本大会でも後なのか前なのか。その

辺も含めてちょっと教えていただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  米・食味分析鑑定コンクール国際大会プレ大会ということで、令和７年度の開催を予定し

てございます。開催予定につきましては、11月としておりまして、中身としますと、プレ大

会に向けた米飯官能鑑定士養成講座、それから本大会開催に係る会場設営費などをこの経費

において執行してまいりたいと考えております。 

  募集範囲につきましては、県内全域を検討しております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 県内全域ということで、60万で足りるのかいという感じはするんだけど、

大丈夫ですか。多く県内でやっていただければ、それはそれにこしたことはないと思います

が、了解しました。 
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  次に、70ページ、同じような形なんですけれど、インバウンド拡大情報発信業務委託料、

これについて、ちょっとインバウンドがどのくらい、今までも効果というか、来村者がある

のかというのも含めながら教えていただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  まず、インバウンド拡大情報発信業務委託料でございますが、こちらは令和６年度の引き

続きの事業でございまして、県のサポート事業、４分の３を受けて実施するものでございま

す。 

  内容といたしまして、今年度ユーチューブですとかインスタグラムといったＳＮＳで、イ

ンフルエンサーにより動画ですとか静止画を発信していただいたところでございまして、そ

れを引き続き実施しますとともに、台湾の旅行会社等を招致しまして、村内でトリップツア

ー、そういったものをやってまいりたいと考えております。 

  また、魅力発信事業業務委託料でございますが、こちらにつきましては令和６年度に福島

再生加速化交付金を用いまして、現在ポータルサイトを構築しております。そちらを外国に

向けて、外国語で見られるような形で機能の向上を図るとともに、そのほか今度開催されま

すふくしまＤＣに向けまして、ＪＲさんと連携しましてウェブの広告ですとか、それから新

幹線とかにある630万部発行されている情報誌で周知をいたしまして、ポータルサイトへの

誘導ですとか村内の魅力発信を行うもので、再生加速化交付金の２分の１の補助、それから、

村２分の１につきましては、震災復興特別交付税の措置があるものでございます。 

  インバウンドの状況でございますが、こちらにつきましては、統計によりますと令和５年

度が416名の外国人の入り込みというところで、令和６年度は現時点におきまして650名とい

うことで、若干増えているような状況ではございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 大体内容的には分かりましたが、先ほどからＪＲさんといろいろ連携と

いうようなことで言っていますので、特にＤＣに向けて、新幹線のトランヴェールとか、あ

あいうのにばーんと載せていただけるようなことも考えていただければいいのかなというふ

うに思います。 

  あと、外国人の来村者が徐々に増えているというようなことですんで、東京みたいに外国

人しかいないみたいになっちゃうと村民びっくりしちゃうんであれですけれども、やっぱり

１万人台というか、そのぐらいの人数を目安に頑張っていただければなというふうに思って

おります。 

  では、次に、76ページ、９款の常備消防費なんですが、18節、これ１億7,787万7,000円と
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いうような形で2,228万円増額というふうになっていますが、交付税措置のそのままの数字

なのかどうかというのと、その辺を教えていただければなというふうに思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  ９、１、１の常備消防費の１億7,787万7,000円、今年度2,228万円の増ということでござ

います。この積算に関しましては各構成市町村の交付税算出の際の消防費に係る基準財政需

要額を用いております。この基準財政需要額を基に按分をしまして、それぞれこの金額を積

算しているところでございます。それぞれで割合があるんですが、今年度は管理者事業協議

や管内担当課長会議の中で協議をしまして、それを全部ということではなくて、その中の

88％を分担金としたというところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 今のですと、基準財政需要額の中で常備消防費ありますから、それで計

算した数字の８割、88％ということですが、随分伸びているなというふうなのがありまして、

この伸びた要因というのはどういうことなのか、ちょっと分かりますか。分かれば教えてい

ただきたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この伸びた部分でございますが、係数を使って、88％と先ほどお話しさせていただきまし

たが、令和５年度は約79％でございます。令和６年度が88％に引き上げたというところでご

ざいます。これに基づきまして、各市町村が一千何百万ずつ上がってくるというところでご

ざいます。これにより、そういった形での計算で、それぞれの市町村均しますと昨年よりも

13％くらいの分担金の上昇が見られるというところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） ということは、基準財政需要額の算定自体はそれほど大きく変化はない

という捉え方でよろしいんでしょうかね。なぜ、これ79から88に上げたのかというのも教え

ていただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  先ほどの基準財政需要額が変わらないのかというところでございますが、そこは通常と同

じように、交付税の中のこの消防費の計算の中でいろんな係数がございますが、普通そんな
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に変わらないんですが、私ども天栄村に関しましては、若干その数値が上がっているところ

がございます。これは、前年度に消防の中の、消防団の団員の報酬をちょっと上げた経緯が

ありまして、その部分で係数がほかのところと比べて若干上がったというように計算上では

想定されているというところでございます。 

  また、もう一つ、この79から約88に上がったところでございますが、こちらに関しまして

は消防本部のほうで新しい庁舎を今後建設するという予定があるということでございまして、

建築費用のために各市町村からちょっと多く集めてというところが伺っているところでござ

います。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 多分団員の上げた部分での係数なんていうのは微々たるもので、そんな

に大きく上がっていないと思うんで、やっぱりこの９％上げたのが一番大きいんだろうなと

思います。新しい庁舎というか、それを建てるというふうなことで上げていくということに

なれば、広域消防のほうでは上がった分でもらったのはちゃんと積立てをするという理解で

よろしいんですよね。使っちゃったらおかしいからね、これね。了解しました。 

  次に、79ページの消防費の県の総合情報ネットワーク負担金ですが、随分ぐっと、去年99

万9,000円ぐらいしかなかったのが、やっぱり10倍近いというふうなことですんで、これも

説明をお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  18節の県総合情報ネットワーク負担金でございますが、２か年にわたりましてこの事業を

進めているところでございます。この情報ネットワークというのは、衛星系と地上系とをそ

ういった通信手段の中で多ルートに分けまして、万が一の災害のときにはどっちかが駄目で

も使えるような形のシステムでございます。このシステムに関しまして、新しく更新すると

いうところでございまして、全県挙げてやっているところでございます。私ども、そういっ

た部分で昨年は少ない金額でございましたが、令和７年度に関しましては大きなところの工

事を行うということで、その部分の負担が大きくなったというところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 理解しました。 

  じゃ次に、86ページ、小学校費の12、委託料だったんですが、これ、昨年英会話レッスン

委託料110万ぐらい取ってあったんですが、今回はオンラインのものがなくなったというこ

とですが、英語の村というようなことでいろいろやられていると思うんですが、なくなった

ということだけなのかなという。効果がないとすれば、違うものというか、効果を最大限に
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上げるためのものを次に用意していないのはどうなのかなと思っているんですけれど、その

辺をお聞かせいただければと思います。 

○議長（大須賀渓仁） 教育課長。 

〔教育課長 関根文則 登壇〕 

○教育課長（関根文則） お答えいたします。 

  昨年度までは小学校３年生以上を英会話レッスンということで、オンラインで海外とつな

いで、マンツーマンで外国の方と小学生、中学生が話すという授業を行っていたんですが、

実際、昨年までは１人当たり年に数回しかできていないという現状と、現状というか数回し

かやっていなかったということと、あと、どうしても海外と多人数でつなぐので回線の接続

がうまくいかないというような不具合もあったりしまして、学校現場のほうでもちょっとそ

の辺何とかならないかという声が、これはもう前々から上がっておりました。 

  それに加えまして、小学生、３年生以上にはなりますが、低学年だったり、あと人見知り

の子も昔と違って大分増えてきたということで、１対１で話すと授業中１時間なら１時間マ

ンツーマンで、こういう言い方するとあれでけれど、逃げたくても逃げられない状況になっ

て、やっぱり逆に英語嫌いになってしまう子どもも最近ですと出てきているというような状

況もありますので、その辺も踏まえまして、事業見直しということで今回減額しております。 

  そして、最近ですと、英語の取組でいいますと英検を取っていただくために小学生から英

検ジュニアを受けてもらったりとか、あとブリティッシュヒルズに行く機会も幼稚園生から

も行ってもらうとか、そういった事業も増やしておりましたので、総合的に考えまして、今

回事業の見直しということで減額させていただいております。 

○議長（大須賀渓仁） ３番、吉成議員。 

○３番（吉成邦市） 言われていることは理解はしました。嫌いになったんでは話になりませ

んし、ただ、英語力の強化というのはやっぱりこの村の魅力の一つだというふうにも考えて

おりますので、ぜひ英語、英検だけじゃなくて、天栄村の子どもたち、中学校終わる頃には

みんな英会話ができるんだよというような、そういう教育の仕方をしていただければありが

たいなと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

  ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） まず、15ページの土木費県補助金、電源立地地域対策交付金472万8,000

円、全部新しく入るということで、これはどういった内容の交付金なんでしょうか。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 
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○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  こちらの交付金につきましては、羽鳥にあるダムの電源施設があるために、それの交付金

としまして毎年交付されるものでございます。 

  なお、令和７年度につきましては、過去にもあったんですが、除雪機械を購入するための

基金として新たにまた積立てを始めたいということで、今回、予算書のほうに掲載させてい

ただきました。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 電源立地の交付金は毎年もらっているのは分かるんですけれども、最初

の説明のときに、多分そのまま増えたという話だったので、その理由が、除雪機の購入のた

めに、これは県に要望したんですか、新しく。 

○議長（大須賀渓仁） 建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） お答えいたします。 

  こちらにつきましては、毎年なんですが、県のほうに申請をしております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 了解しました。 

  では、43ページの12節の委託料の一番下、76万8,000円、買い物代行事業委託料、これは

どういうふうにして運営しているのか、ご説明願います。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  買い物代行事業委託料でございますが、こちらにつきましては湯本地区で高齢者の中でも

介護保険のサービスを利用している方、要介護の方、要支援の方、あとはチェックリストと

いうのがございまして、要支援まで至らなくても、今後介護の要支援のほうに至るかもしれ

ないというリスクがあると認められる方、そういった方に対してこちらの買物の代行をする

ものでございます。利用料として１回当たり500円を徴収する方法で、今、令和７年からの

実施に向けて調整しております。こちらのほうの委託先でございますが、村社会福祉協議会

を予定してございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 了解しました。 

  次に、58ページ、清掃費の18節、ごみ減量化・リサイクル化推進事業ということで、事業

の内容として電動生ごみ処理機などの購入の補助、それから減量化でカーボンニュートラル

推進ということなんですけれども、これ、たしか昨年秋に天栄村、ごみがかなり多いという
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ことで、村長が急遽生ごみ減量処理機導入ということで議会でも話し合って、来年に向けて

いろいろ対策をしっかり考えてやったらどうだということで令和７年度予算に反映されたか

と思うんですけれども、新しい取組、７年度からどういうふうに取り組むのか、どういうふ

うに決まったのか。これだけ見ると、電動生ごみ処理機だけ何か同じだなというふうに私は

感じるんですけれども、その辺ご説明願います。 

○議長（大須賀渓仁） 住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） お答えいたします。 

  昨年、生ごみ処理機の予算をＰＲの予算で利用するようにしていただきまして、まずは村

のほうで１月からごみ減量チャレンジ対策というのを始めまして、１人100グラムを１年間

で減らしましょうという対策でチラシを作りました。また、４月から今度プラごみの収集が

変わりますので、そちらのほうのチラシも作成いたしまして、今月配布いたします。 

  あと、先ほどの生ごみ処理機以外の対策なんですが、今回、先ほどのチラシを作成いたし

まして、まずお子さんからそういったごみの意識を変えようということで、各小学校、あと

中学校を回りまして、ごみの啓発運動をしてまいりました。 

  また、来年度予定しておりますのが、村のほうで環境衛生委員という方が各行政区の代表

の方なんですが、その方にまずはごみの意識を改革してもらおうということで、衛生センタ

ーへの視察研修でバス代のほうを計上しました。 

  消耗品では、環境衛生委員の中からより住民の方に啓発するにはチラシだけではちょっと

不十分じゃないかという意見がありまして、リサイクルハウスに啓発するものを貼ったらも

っと広く住民の方に周知できるんじゃないのかというお話いただきまして、ごみステーショ

ンに貼付しますプレートの予算も計上しております。 

  あと、今予定しているのが、へるすぴあの脇に資源ごみを回収するハウスがあるんですが、

そちらのほうに来た方に来場した際にはポイントをつけまして、例えば20回持ってきていた

だいた方にごみ袋をあげるとか、そういうのも考えております。 

  あと、チラシのほうでもあったと思うんですが、やっぱり生ごみは水切りが一番ですので、

水切りのダイエット用具の購入も計上しております。 

  イベント回収事業ということで、予定では小型家電とか古着とか、そういったのもできれ

ばいいかなということで予定しております。古着とか小型家電のほうは無料です。役場で周

知だけして、業者の方が回収してくれるということになっております。 

  以上であります。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 広報てんえいとかチラシで見ましたけれども、あとは今説明あったとお
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り盛りだくさんで、ぜひ減量化に一生懸命取り組んでいただきたいと思います。聞かないと

分からないので。 

  次が、71ページ、地域開発費の一番下の14、工事請負費で、国有林返地現況復旧植栽工事

請負費とあるんですけれども、これ、どこでどういうふうにやるか。ちょっと聞き逃しまし

たんで説明お願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  国有林返地現況復旧植栽工事請負費でございますが、地中熱利用の井戸ということで以前

設置されたものがございまして、令和６年度に閉塞工事を実施したところでございます。敷

地につきましては、国有林の貸付を受けておりまして、約4,000平米でございますが、そち

らを現況に戻して復旧し、返地するものでございます。こちらは森林管理署のほうと３度ほ

ど現地で立ち会いまして、植栽の密度ですとか土壌をどういうふうにするかということで打

合せをいたしまして、そちらを概算で積算しまして、今回計上しておるものでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 62ページ、14節の工事請負費、てんえいふるさと公園広場施設等整備工

事請負費5,500万、これ、たしか今年度が最終とかという話、伺ったんですけれども、この

内容を具体的に何に幾らということまで説明願います。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  次年度行う工事の予定でございますが、広場施設としまして芝生設置、安全施設というこ

とで防犯カメラ、防犯灯の設置、それから配水設備ということで来年度ミスト施設をちょっ

と製作する予定をしてございます。内訳でございますが、直接工事費になってしまいますが、

広場施設で芝生のほうで2,300万、安全施設で1,100万、その他配水設備ですとか防犯灯設備

で1,000万ほどと計画をしてございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 芝生についてはどの辺を予定していますか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  現状では道の駅の裏側にあります広場全てを計画してございますが、場合によっては遊具

でちょっと使いづらい等がございましたら、遊具の周りだけ抜くとかというのはそのときに
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判断していきたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） これで、この７年度で季の里天栄の周りの整備というのは一応終了の予

定なんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  防衛施設周辺の交付金も頂いておりますが、令和７年度で一応完了ということで、単独も

含めまして令和７年度に完了する予定で進めております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 令和７年度で終了ということなんですけれども、季の里を中心としたあ

の近辺の整備で、立ち上げてから今までで約10億円ぐらいかかっているんですね。それで、

今後も指定管理料金、毎年毎年かかっていくわけなんですけれど、そもそもの道の駅設置と

いうのは地元の産業の育成というふうな、いろんな意味があるんです。それは一生懸命今後

も頑張ってほしいんですけれど、やはり今まで投入した資金等々を考えますと、これからせ

めて指定管理料ぐらいはゼロを目指してぜひやっていただきたいというのが、私というかほ

かの議員さんたちもそう思っているかと思うんですけれども、今後に向けて、あそこの季の

里を中心としたふるさと公園の整備というのはどんなふうに考えているのか。 

  その前に、今年で開業２年目なんですけれど、最初の１年というのはお祝い相場みたいな

感じで、物珍しさもあってお客さんは入っていたと思うんですけれども、昨年の５月から今

年の１月ぐらいまでの入込数というのはどのぐらいになっていますか。パーセントでいいん

ですけど。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  入込数の比較でございますが、昨年、令和５年オープン時すぐの６月で比較しますと、さ

すがにオープンのときよりは大分減っておりまして、67％程度に落ち込んでございますが、

現状でございますと、昨年10月とかですと150％、10月から１月ぐらいまでは前年を大きく

超えるような入り込みになってございます。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 分かりました。 

  それで、これからのあの周辺の開発、例えば季の里の向かいの山とか、それから伝承館も

含めた整備というのは今後どういうふうに考えているのか。今のままだと、お客さん、魅力
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ある季の里に来たいなというのはなかなかいないと思うんですけれども、今後もうちょっと

知恵を絞って、お客さんが来てくれる道の駅というのを目指すべきだと思うんですけれど、

その辺というのはどういうふうに考えていますか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  道の駅季の里天栄につきましては、防災機能ももちろん持っておりますし、地域の活性化

の拠点として考えております。また、伝承館に行く道につきましては、遊歩道ということで

整備をしてございますが、そちらの補助が入っておりまして、現状ではなかなか大きく手を

つけられないような状況でございますが、伝承館にも行けるような形にはなっておりますの

で、そういった整備も踏まえまして、あそこがにぎわいの創出になるような、そういった施

設を目指してまいりたいと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） じゃ、社長の村長に。村長、これからあそこ、やっぱり今のままでは駄

目なんで、今後どういうふうに魅力ある季の里天栄をつくるのか、よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） 村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） お答えいたします。 

  ふるさと公園としての整備が、７年度で遊具も設置して地元の方々にまず利用していただ

いて、そこで過ごして、帰りには惣菜なり食材なりそこで買っていただくというようなこと

とと、遊具を設置したことによりまして、これまで来られなかった親子連れの方などもそこ

をやっぱり活用していくというようなことで、入り込みも見込んでいるところでございます。 

  今後、今ほど産業課長から答弁したように、森林整備をしたところ、遊歩道というような

活用と、あそこに立派なふるさと文化伝承館というのがありますので、村の歴史からすばら

しいものが置いてあるので、そういったところの情報発信をしながら多くの方々に入ってい

ただけると。 

  それと、またもう一つ、旧季の里の利活用というようなことで、各団体、そこを利用した

いという方々と今いろいろ調整をしているところでございますので、そういったところの活

用をしながら情報を発信して、魅力的なものに少しずつなってきていますので、あとはまた

周りに植栽などできる場所においてはやりながら、誘客に、そして買物する方に利用できる

ような施設にしてまいりたいと考えております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 今、遊具という話あったんですけれども、先ほどの答弁には遊具は設置
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で幾ら幾らというのは言っていなかったんですけれども、それはどうなんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  遊具につきましては、令和６年度事業で現在実施しておりまして、３月末までに完成予定

となっております。 

○議長（大須賀渓仁） ７番、小山議員。 

○７番（小山克彦） 村内の若年というか子育て世代が集うというのも一つありますけれど、

道の駅かわまたとか、いろんなはやっている道の駅見てきましたけれど、やっぱり１日そこ

で遊べる、そこが目的みたいになっているんですよね。やっぱりそういう道の駅をつくって

いかないと、中身の村農産品だけで勝負できればいいんですけれど、現在そこまでいってい

ない。産業課担当ですから、農家の育成等も多分やられると思うんですけれども、やはり何

で勝負していくか、ここ季の里天栄を目的に来るような、魅力ある、そういうふるさと公園

つくっていかないと、なかなか投資金額に見合うというのは大変だなというふうに思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ここで暫時休議いたします。 

（午後 ２時３５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ２時４６分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はございませんか。 

  ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） 22ページ、22ページの一番下の欄ですけれども、内容がちょっと分から

ないものですから、確認のためにお伺いしますけれども、非常勤特別職の報酬の中で行政不

服審査員報酬というのがあるんですけれども、これはどのようなメンバーでどのような活動

をして、年何回活動しているのか、説明願います。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この行政不服審査員に関しましては、こういった行政不服の審査の申出があった場合にの

み、この審査委員会を開くものでございます。こういった場合ありましたらば、弁護士先生
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を中心といたしまして審査員の方々にお集まりいただきまして、それが適かどうかご判断を

し、ご審議をいただくというようなものでございますので、いつあるか分からないというと

ころでこういった掲示をさせていただいているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） これ、メンバーは弁護士か。 

〔「弁護士です」の声あり〕 

○９番（円谷 要） だから、メンバーは誰が決めるのかということと、誰が招集して、不服

があった場合にメンバーをそろえるというけれども、どういうメンバーをそろえるのかをち

ょっとお聞かせください。 

〔「ちょっとお時間いただいていいですか」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 暫時休議します。 

（午後 ２時４８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ２時４９分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  行政不服審査委員会に関しましてでございますが、こちらのほうのメンバー５人以内とい

うことで、村長が任命をしていくという形になります。その中には、先ほど申しましたよう

に弁護士の先生方を含め、識見に優れた方々を入れて審議をいただくということでございま

す。その部分は、内容につきましては、その都度ちょっと検討して選任をしていくというよ

うな形を取っているということでございます。ただ、今まで実施した経緯はないというふう

に伺っております。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） 今まで実施したことがないということなんですけれども、予算の中では、

今までは取ったことがあるんですか。今回初めて。じゃなくてずっと雇っていると。 

  それで、行政に不服を申し立てる、これは多分村民だろうと、村民か関係業者か、いろん

な、村内の関係者だけ、の不服を申し受けるのか、受付場所はどこにあるのか、その場合は。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 
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  行政不服審査会設置条例によりますと、行政不服審査法の規定によりその権限に属された

事項または情報公開条例または個人情報の保護に関する法律において審査請求等があった場

合にこちらのほうを開くというふうになっておるところでございます。 

〔「窓口は」の声あり〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 受付は村のほうで、総務課のほうで受け付けるような形に

なろうかと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） じゃ、何か不服のある方が申入れしたときは総務課で受け付けて、じゃ、

そのたびに村長がメンバーをつくると、そういう流れでよろしいんですか。そういう流れな

んですね。 

  だから、毎回メンバーが変わるという場合もありますよね。村長が選任するんだから。同

じメンバーということじゃないと思うんですよ。どのような選定方法でやるのか。じゃ、村

長のほうから、もしあるというのなら。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この審査委員会条例によりますと、先ほど申しましたように、弁護士の先生を含めて５名

の方々にお願いをいたしまして、村長のほうから任命をさせていただきまして、先ほどのお

話のように受付をさせていただきましたらば、それに基づいて審査会を行って、それが適か

どうかを判断していくというような流れになります。 

〔発言する声あり〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 内容に全部不服があるかというところもありますが、そこ

はちょっと確認をしていただいて、審査に必要だということであれば進めていくような形に

なろうかと思います。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） たまたま、私もずっと内容的に初めて見たような気がして質問したんで

すけれども、こういう予算も取って、こういうメンバーもそろえてやるということであれば、

前回、前に何回かあったのかなと思って質問したんですけれども、その成果まで聞きたかっ

たんですが、一回もないということですから、そういう流れで任命は村長がすると。受付や

った場合には。その流れでやるということですね。 

  分かりました。じゃ、村長のメンバー選びも一生懸命きちんとやっていただくようにお願

いしたいと思います。 

  次に、24ページ、報償費の中で、行政区運営費33万の予算が上がっているんですけれども、
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これは行政区の何に使うのか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  この行政区運営費でございますが、それぞれの世帯数に220を掛けて積算をしておりまし

て、そちらのほうは、各行政区のほうのいろんな、例えば行政区で会議をやったりしたりと

か、そういったときにお使いいただくということで、使途は特に決まっておりません。 

  ただ、先ほど申しましたように、行政区の世帯数でありますので、そこの部分の金額のあ

れはありますが、あとは中でいろんな会議等にお使いいただくということで、自由な設定を

しているところでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） ということは、行政区で自由に使って、１人当たり二百何十円かの金額

を自由に使っていいということなんですけれども、申請がなければ使えないということだね。

どんな内容でも構わず、申請があればもらえるということなんですか。 

○議長（大須賀渓仁） 総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） お答えいたします。 

  こちらの行政運営費に関しましては、申請とか特に必要がありませんで、時期は忘れまし

たが、人数、決まった分を駐在員の方々に、配布と言ったら言葉はあれなんですが、お渡し

しているというところでございますので、よろしくお願いします。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） じゃ、これは何も言わずに各行政区には配布されるということですね。

分かりました。よろしくお願いします。 

  次は、31ページの18節の負担金及び補助金の中で、地域活力交付金200万円、中身ちょっ

と教えていただけますか。 

○議長（大須賀渓仁） 企画政策課長。 

〔参事兼企画政策課長 熊田典子 登壇〕 

○参事兼企画政策課長（熊田典子） お答えいたします。 

  地域活力交付金につきましては、各行政区から要望がありました地域の伝統行事などに使

われているお祭りなどに出す交付金で、上限20万円で支給しているものでございます。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） 分かりました。やぐらとかお祭り、祭りとかいろんな行事、村でやる、

行政区でやる行事に対しての補助金ということですね。うちらももらっているから、あまり
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言えねえな、これ。申請しているから。分かりました。 

  じゃ、次、48ページ。48ページの、前日に減額補正で言われました14節の工事請負費の中

の天栄保育所屋外整備工事請負費ですけれども、減額補正が11億1,289万8,000円で、今回上

がってきている金額が新年度に対しての１億二千八百十……差額が、なぜ差額が出たのか、

中身をちょっと教えていただけますか。 

○議長（大須賀渓仁） 健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） お答えいたします。 

  金額につきましては、増額の主な要因ですが、人件費等物価高騰による経費の増及び今回、

外構工事に併せて屋外遊具の設置工事のほうがそちらに含まれております。新規で２つの遊

具を設置する費用及び既存の天栄保育所から遊具のほうを移設しまして設置する費用、そち

らのほうも含めての金額になってございます。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） じゃ、その差額、今の課長が説明した中身の金額が、差額が約1,500万

とあるんですけれども、その中でその金額がかかるということ。 

  分かりました。じゃ、あまり補正出さないように、よろしくお願いします。 

  じゃ、次。62ページ。62ページの18節で天栄ブランド推進事業補助金298万7,000円。これ

も、昨年度と金額が大して変わらないように思うんですけれども、この中身、中身だけ教え

てください。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  天栄ブランド化推進事業補助金でございますが、内訳といたしますと、天栄米食味コンク

ール、それから食味分析鑑定コンクール国際大会の経費、そのほかに堆肥の利用ですとか環

境負荷低減のアイガモロボットの導入、そのほか、魅力発信のＰＲ費ということで計上して

ございます。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） 前に、昨年度も決算のときにも、決算前にも話したと思うんですけれど

も、合算しているものは、決算のときには主要施策の成果で出てくるんですけれども、決算

では、新年度の予算でもそれがあって合算に上がってくるんでしょう。これは。だから、金

額の張るものに対してはやっぱり別個で予算の内訳みたいな形で、明細もあれば、というこ

とで、前には申し上げておいたんですけれども、なかなか取り組んでいただけないようです

ので、再度、そういう合算のものに対しては内訳みたいな明細をつけていただきたい。別紙
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で。そのように取り組んでいただきたいと思います。 

  じゃ、次は、67ページの委託料の中身なんですけれども、毎年いろんな賃金とか上がって

いるんですけれども、下から４つ、施設管理業務委託料から多目的広場管理委託料、これ、

金額はさほど変わらないんですけれども、賃金の上昇が物の高騰などで、これは契約年数が

何年かでやっているから上がらないのですか。毎年契約じゃないと思うんですけれども、何

年契約だから上がらないのか、それとも業者の請求がなくそれで済んでいるのか、中身をち

ょっと。 

○議長（大須賀渓仁） 産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） お答えいたします。 

  施設管理から法面管理、それから防火対象物の点検、多目的広場等でございますが、こち

らは単年度の契約になってございます。議員おっしゃるとおり、賃金の上昇などはあると思

いますが、それぞれ打合せですとか、来年度に向けてということでお聞きした中では、現在

は変更にはなってございません。 

○議長（大須賀渓仁） ９番、円谷議員。 

○９番（円谷 要） 多目的広場管理委託料とか、芝の管理、芝、施設管理業務委託費用は、

90万は道の駅に委託、これ、前、黒澤課長のときも私、１回質問したことがあるんですけれ

ども、何回あそこの改修をやって、いろいろ鍵の施錠、鍵を開けたり閉めたり掃除をしたり

とかっていろいろ説明があったんですけれども、そのほかにトイレットペーパー補充とかな

んとかってありましたけれども、90万は本当にかかっているんだか、業務日報みたいにつけ

るようにお願いしたらどうですか。何時、何時間やった。 

  やっぱり見合った金額を、これで足りないと言われれば今度は多く出すしかないんですか

ら、管理に。だから、そういうふうのをやっぱり確認しながらやっていただかないと、いつ

までも、私らから言わせれば、村の財政ですから、あまり多くは出したくないんですけれど

も、だから、そこら辺の管理もきちっとやっていかないと、まるきり任せっ放しでは、向こ

うもこういう金額が来るんだという考えになっちゃいますから、だからそうじゃなくて、や

っぱり補助金を出しているもの、建物、そういう関係者に対しては年間、決算書みたいな、

会社で言えば決算書みたいな報告書をやっぱり作成していただかないといつまでも金額変わ

らないから。そういうふうな流れでひとつお願いしたいと思います。 

  あとは、先ほども言いましたように、合算で上げてくるやつはやっぱり検討していただい

て、決算のときばかりじゃなくて、予算もそういうのが集まって合算になるわけですから、

出せないことはないです。きちっと。そういうものに対しては、100万以上にかかる金額、

そこはこれが50万、これが70万とあれば、それはやっぱり予算の中でも明細を出していただ
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きたい。何が必要なのか、足りなければもっと上げたらいいんじゃないかという予算、あれ

もできますし、補正も組むこともできますから、やっぱり、私らの、ベラベラっとここで何

やってと言われても、ぱっとなかなか、執行部は分かっていても私らはなかなかのみ込めな

いときがあるんですよ。そのためには、やっぱりそういう細かい一つの例として、私が言っ

ているのは、合算して上げたやつは明細をつくっていただきたい。それをお願いして、私の

質問は終わります。 

○議長（大須賀渓仁） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第２、議案第31号 令和７年度天栄村国民健康保険特別会計予算

についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 議案第31号 令和７年度天栄村国民健康保険特別会計予算について

ご説明申し上げます。 

  令和７年度天栄村国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 事業勘定の歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億3,751万2,000円、診

療施設勘定の歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それぞれ5,170万9,000円と定める。 

  （一時借入金） 
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  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、事業勘定4,000万円、診療勘定1,500万円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  10ページをご覧ください。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  事業勘定。 

  歳入、１款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、本

年度予算額9,296万5,000円、比較3,513万3,000円の減。減額の主な要因としましては、被保

険者数の減であります。 

  続きまして、退職被保険者等国民健康保険税につきましては、令和６年３月をもちまして

退職者医療制度が廃止となりまして、廃目でございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目督促手数料、本年度予算額５万円、比較ゼロ。 

  ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目災害臨時特例補助金、本年度予算額1,000円。存

目計上でございます。 

  ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、本年度予算額４億9,712万9,000

円、比較670万8,000円の増。増額の要因は、特別調整交付金の増によるものであります。 

  ２目子どもの医療費助成事業市町村国保運営支援事業補助金、本年度予算額106万1,000円、

比較１万6,000円の減。 

  ２項財政安定化基金交付金、１目財政安定化基金交付金、本年度予算額1,000円、比較ゼ

ロ、存目計上でございます。 

  ５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、本年度予算額2,000円、比較ゼ

ロ。 

  ６款基金繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、本年度予算額4,219万4,000円、

比較160万3,000円の減。減額の理由としましては、一般会計繰入金で120万円の減、保険基

盤安定繰入金で実績を基に76万3,000円の減となっております。 

  ２項基金繰入金、１目国保基金繰入金、本年度予算額1,000円、存目計上でございます。 

  ７款繰越金、１項繰越金、１目その他繰越金、本年度予算額400万円、比較ゼロ。 

  ８款諸収入、１項延滞金加算金及び過料、１目一般被保険者延滞金、本年度予算額10万円、

比較ゼロ。 

  ２目一般被保険者加算金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ３目過料、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  退職被保険者等延滞金、退職被保険者等加算金は廃目でございます。 

  ２項村預金利子、１目村預金利子、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 
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  ３項雑入、１目滞納処分費、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  ２目一般被保険者第三者納付金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  ３目一般被保険者返納金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  ４目雑入、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  １目から４目まで存目計上でございます。 

  退職被保険者等第三者納付金、退職被保険者等返納金は廃目でございます。 

  ９款市町村債、１項財政安定化基金貸付金、１目財政安定化基金貸付金、本年度予算額

1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度予算額277万3,000円、比較126万

7,000の減。減額の主な理由としましては、国保標準システムがマイナンバーに対応できる

ように社会保障番号システムのほうの整備委託料の23万6,000円のほうが昨年は計上してお

りましたが、その分が減となっております。また、電算委託料のほうで、診療報酬明細書の

委託料59万円を減としております。 

  続きまして、２目連合会負担金、本年度予算額88万1,000円、比較５万3,000円の増。 

  ２項徴税費、１目賦課徴収費、本年度予算額348万9,000円、比較64万4,000円の増。増額

の主な理由としましては、標準化に伴いまして様式変更による委託料の増であります。 

  ３項運営協議会費、１目運営協議会費、本年度予算額16万5,000円。 

  ４項趣旨普及費、１目趣旨普及費、本年度予算額10万3,000円、比較ゼロ。 

  ２款保険給付費、１目療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、本年度予算額４億200万

円、比較490万円の減。こちらは、給付の減を見込んでおります。 

  続きまして、２目一般被保険者療養費、本年度予算額210万円、比較20万円。 

  ３目審査支払手数料、本年度予算額149万9,000円、比較12万1,000円の減。 

  退職被保険者等療養給付費、退職被保険者等療養費は廃目でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、本年度予算額4,900万円、比較315万円。 

  ２目一般被保険者高額介護合算療養費、本年度予算額20万円、比較ゼロ。 

  退職被保険者等高額療養費、退職被保険者等高額介護合算療養費は廃目でございます。 

  ３項移送費、１目一般被保険者移送費、本年度予算額１万円、比較ゼロ。 

  退職被保険者等移送費は廃目でございます。 

  ４項出産育児諸費、１目出産育児一時金、本年度予算額200万円、比較ゼロ。 

  ２目支払手数料、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 
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  ５項葬祭諸費、１目葬祭費、本年度予算額75万円、比較ゼロ。 

  ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付分、１目一般被保険者医療給付費分、本年

度予算額9,121万3,000円、比較1,477万3,000円の減。 

  ２項後期高齢者支援金分、１目一般被保険者後期高齢者支援金等分、本年度予算額3,324

万7,000円、比較178万3,000円の減。 

  ３項介護納付金分、１目介護納付金分、本年度予算額814万5,000円、比較339万6,000円の

減。 

  １項から３項までにおきましては、県に納める納付金でございますが、県のほうで基金を

充当したため、納付金額が減となりました。 

  ４款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金、１目財政安定化基金拠出金、本

年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費、本年度予算額

1,421万1,000円、比較52万4,000円の増。こちらは、国保被保険者の健診に要する経費や健

診データに基づく訪問事業に要する経費です。増額の主な理由につきましては、会計年度任

用職員の報酬の手当の増によるものであります。 

  ２項保健事業費、１目保健衛生普及費、本年度予算額113万9,000円、比較16万3,000円の

増。こちらは、10節の需用費で、パンフレットの印刷の増であります。 

  ２目疾病予防費、本年度予算額421万3,000円、比較43万7,000円の減。こちらは、国保の

被保険者の人間ドックに要する経費で、対象人数の減によるものであります。 

  ６款基金積立金、１項基金積立金、１目国保基金積立金、本年度予算額3,000円、比較ゼ

ロ。 

  ７款公債費、１項公債費、１目元金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  ２目利子、本年度予算額1,000円、比較ゼロ。 

  １、２目、存目計上でございます。 

  ２項財政安定化基金償還金、１目財政安定化基金償還金、本年度予算額1,000円、比較ゼ

ロ、存目計上でございます。 

  ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金、本年度予算

額100万円、比較ゼロ。 

  次のページをお願いします。 

  ２目償還金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ３目小切手支払未済償還金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ４目一般被保険者還付加算金、本年度予算額３万円、比較ゼロ。 

  ５目保険給付費等交付金償還金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございま
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す。 

  退職被保険者等保険税還付金、退職被保険者等還付加算金は廃目でございます。 

  ２項延滞金、１目延滞金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ３項繰出金、１目一般会計繰出金、本年度予算額30万円、比較88万円の増。こちらは、特

別調整交付金のうち収納率向上対策事業費を一般会計に繰り出すものであります。 

  ２目診療施設勘定繰出金、本年度予算額1,207万1,000円、比較112万9,000円の減。こちら

は、特別調整交付金のうち診療所分を繰り出すものであります。 

  ９款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度予算額696万1,000円、比較１万9,000円の

増。 

  続きまして、24ページをご覧ください。 

  続きまして、診療施設勘定。 

  歳入。 

  １款診療収入、１項外来収入、１目国民健康保険診療報酬収入、本年度予算額396万円、

比較36万円の増。 

  ２目社会保険診療報酬収入、本年度予算額360万円、比較84万円の増。 

  ３目後期高齢者診療報酬収入、本年度予算額996万円、比較104万4,000円の減。 

  ４目一部負担金収入、本年度予算額336万円、比較18万円の増。 

  ５目その他の診療報酬収入、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でございます。 

  ２項その他の診療収入、１目その他の診療収入、本年度予算額35万6,000円、比較21万円

の減。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目手数料、本年度予算額15万2,000円、比較ゼロ。 

  ３款寄附金、１項寄附金、１目寄附金、本年度予算額1,000円、比較ゼロ、存目計上でご

ざいます。 

  ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、本年度予算額1,443万2,000円、

比較48万5,000円の増。こちらは、増額の要因につきましては、高齢者等の予防接種、こち

らのほうの増加によるものであります。 

  ２項事業勘定繰入金、１目事業勘定繰入金、本年度予算額1,207万1,000円、比較112万

9,000円の減。こちらは、事業勘定で受けた特別調整交付金のうち、診療所へ繰り入れるも

のであります。 

  ３項介護保険特別会計繰入金、１目介護保険特別会計繰入金、本年度予算額３万円、比較

２万1,000円の減。 

  ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度予算額300万円、比較ゼロ。 

  ６款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度予算額78万6,000円、比較３万6,000円の増。ワ
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クチン接種代の増であります。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、本年度予算額4,071万3,000円、比較５万

5,000円の減。こちらは、診療所の施設に要する経費であります。減額の主な要因につきま

しては、10節需用費で昨年は車検費用として20万1,000円を計上しておりました。また、施

設修繕として61万5,000円を計上しておりまして、その分がなくなったためであります。 

  ２項研究研修費、１目研究研修費、本年度予算額24万円、比較2,000円の増。 

  ２款医業費、１項医業費、１目医療用機械器具費、本年度予算額45万5,000円、比較15万

円の減。 

  ２目医療用消耗機材費、本年度予算額30万1,000円、比較ゼロ。 

  ３目医薬品衛生材料費、本年度予算額936万円、比較24万円の減でございます。 

  ４目委託料、本年度予算額24万円、比較６万円の減。こちらは、血液等の検査委託に要す

る経費です。 

  ３款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度予算額40万円、比較ゼロ。 

  説明は以上であります。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３２号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（大須賀渓仁） 日程第３、議案第32号 令和７年度牧本財産区特別会計予算について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 35ページをお願いいたします。 

  議案第32号 令和７年度牧本財産区特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度牧本財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ63万2,000円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  40ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明いたします。 

  歳入、１款県支出金、１項県補助金、１目造林補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項県委託金、１目県委託金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目利子及び配当金、本年度２万3,000円、比較２万2,000円の増。こちらは、牧本財産区

財政調整基金の利子でございます。 

  ３款使用料及び手数料、１項使用料、１目使用料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度39万2,000円、比較3,000円の減。 

  ５款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度21万2,000円、比較２万

4,000円の減。 

  ６款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  続きまして、歳出でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度25万5,000円、比較２万3,000円の

増。こちらは、管理会に要する経費でございます。 

  ２目財産管理費、本年度27万7,000円、比較２万8,000円の減。こちらにつきましては、財

産区の資産を管理するために要する経費でございます。 

  ２款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度10万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第４、議案第33号 令和７年度大里財産区特別会計予算について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

〔参事兼総務課長 小山富美夫 登壇〕 

○参事兼総務課長（小山富美夫） 43ページをお願いいたします。 

  議案第33号 令和７年度大里財産区特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度大里財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ29万1,000円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  48ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明いたします。 

  歳入、１款県支出金、１項県補助金、１目造林補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目利子及び配当金、本年度１万1,000円、比較１万円の増。こちらは、大里財産区の財

政調整基金の利子でございます。 

  ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度２万4,000円、比較8,000円の減。 

  ４款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度25万3,000円、比較１万
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9,000円の増。 

  ５款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  続きまして、歳出でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度22万3,000円、比較１万1,000円の

増。こちらは、管理会に要する経費でございます。 

  ２目財産管理費、本年度５万8,000円、比較１万円の増。こちらにつきましては、財産区

の資産を管理するために要する経費でございます。 

  ２款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度１万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第５、議案第34号 令和７年度湯本財産区特別会計予算について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  湯本支所長。 

〔湯本支所長 星  淳 登壇〕 

○湯本支所長（星  淳） 51ページをお願いいたします。 

  議案第34号 令和７年度湯本財産区特別会計予算についてご説明申し上げます。 
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  令和７年度湯本財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ25万円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  56ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入、１款県支出金、１項県補助金、１目造林補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、本年度3,000円、比較ゼロ。こち

らは、電力柱の土地貸付収入でございます。 

  ２目利子及び配当金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項財産売払収入、１目不動産売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目生産物売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、本年度24万円、比較ゼロ。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度2,000円、比較ゼロ。 

  続きまして、歳出でございます。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度20万円、比較ゼロ。こちらは、主

に管理会に要する経費でございます。 

  ２款事業費、１項財産造成費、１目造林振興費、本年度４万円、比較ゼロ。こちらは、財

産区の資産を管理、造林に要する経費でございます。 

  ３款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度１万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 
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  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第６、議案第35号 令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別

会計予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  産業課長。 

〔産業課長 芳賀信弘 登壇〕 

○産業課長（芳賀信弘） 59ページをお願いいたします。 

  議案第35号 令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算についてご説明申し上

げます。 

  令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ3,301万7,000円と定める。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、2,000万円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  64ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入です。１款県支出金、１項県補助金、１目商工費補助金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２款財産収入、１項財産売払収入、１目土地売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項財産運用収入、１目財産運用収入、本年度3,051万3,000円、比較ゼロ。土地貸付収入

でございます。 

  ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度250万円、比較ゼロ。前年度繰越金です。 

  ５款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  歳出です。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度3,051万7,000円、比較

ゼロ。工業団地の管理費等でございます。 

  14節工事請負費の調整池ゲート修繕工事請負費につきまして、老朽化に伴うゲート破損が
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確認されたことから修繕を行う経費を計上しております。 

  ２款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度250万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第７、議案第36号 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算

についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 67ページをお願いいたします。 

  議案第36号 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ270万8,000円と定める。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、1,000万円と定める。 
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  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  72ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入、１款分担金及び負担金、１項負担金、１目工事負担金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目施設使用料、本年度86万3,000円、比較１万

2,000円の増を見込んでおります。 

  ３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、本年度85万3,000円、比較38万

8,000円の増。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度99万円、比較61万円の減を見込んでおりま

す。 

  ５款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  歳出、１款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、本年度260万8,000円、比較21万円

の減。おおむね前年度並みの予算計上でございます。 

  ２款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度10万円、比較ゼロ。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  ここで、暫時休議いたします。 

（午後 ３時４２分） 

────────────────────────────────────────── 
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○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ３時５３分） 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第８、議案第37号 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 森 和昭 登壇〕 

○健康福祉課長（森 和昭） 75ページをお願いいたします。 

  議案第37号 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度天栄村介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億8,676万6,000円と定める。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、2,000万円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  82ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入、１款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、本年度１億5,203万

6,000円、比較1,122万1,000円の増。 

  ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目総務手数料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目督促手数料、本年度１万6,000円、比較2,000円の減。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、本年度１億914万2,000円、比

較279万2,000円の増。 

  ２項国庫補助金、１目調整交付金、本年度3,058万5,000円、比較348万1,000円の減。 

  ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、本年度715万4,000円、比

較68万6,000円の増。 

  ３目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の事業）、本年度334万

円、比較13万9,000円の増。 

  ４目保険者機能強化推進交付金、本年度50万9,000円、比較30万7,000円の減。 

  ５目保険者努力支援交付金、本年度111万5,000円、比較12万3,000円の減。 
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  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、本年度１億7,088万

8,000円、比較413万1,000円の増。 

  ２目地域支援事業支援交付金、本年度965万8,000円、比較92万7,000円の増。 

  ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、本年度9,655万7,000円、比較218

万1,000円の増。 

  ２項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、本年度

447万1,000円、比較42万9,000円の増。 

  ２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の事業）、本年度167万

円、比較７万円の増。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入、１目財産運用収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目利子及び配当金、本年度７万8,000円、比較７万7,000円の増。 

  ２項財産売払収入、１目不動産売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目物品売払収入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、本年度7,911万6,000円、比較

191万3,000円の増。 

  ２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）、本年度447万2,000円、比

較42万9,000円の増。 

  ３目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の事業）、本年度167万

1,000円、比較７万円の増。 

  ４目低所得者保険料軽減繰入金、本年度557万1,000円、比較178万1,000円の減。 

  ５目その他一般会計繰入金、本年度836万5,000円、比較193万6,000円の増。 

  ２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ８款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度30万円、比較ゼロ。 

  ９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目第１号被保険者延滞金、本年度1,000円、

比較ゼロ。 

  ２目第１号被保険者加算金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目過料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項預金利子、１目預金利子、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３項雑入、１目滞納処分費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目第三者納付金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目返納金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４目雑入、本年度４万円、比較ゼロ。 

  続きまして、歳出でございます。 
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  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度65万2,000円、比較６万3,000円の

増。 

  ２項徴収費、１目賦課徴収費、本年度29万4,000円、比較６万円の増。 

  ３項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費、本年度511万8,000円、比較186万6,000円

の増。 

  ２目認定調査等費、本年度225万7,000円、比較３万8,000円の減。 

  ４項趣旨普及費、１目趣旨普及費、本年度４万4,000円、比較１万8,000円の減。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、本年度１億

7,676万円、比較576万円の増。 

  ２目特例居宅介護サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目地域密着型介護サービス給付費、本年度4,920万円、比較312万円の減。 

  ４目特例地域密着型介護サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目施設介護サービス給付費、本年度３億1,536万円、比較768万円の増。 

  ６目特例施設介護サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ７目居宅介護福祉用具購入費、本年度60万円、比較15万円の増。 

  ８目居宅介護住宅改修費、本年度144万円、比較ゼロ。 

  ９目居宅介護サービス計画給付費、本年度3,060万円、比較340万8,000円の増。 

  10目特例居宅介護サービス計画給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  １目から10目につきましては、いずれも介護サービス給付費の見込み増及び減と同額計上

でございます。 

  ２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費、本年度516万円、比較96万

円の増。 

  ２目特例介護予防サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目地域密着型介護予防サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４目特例地域密着型介護予防サービス給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５目介護予防福祉用具購入費、本年度27万円、比較ゼロ。 

  ６目介護予防住宅改修費、本年度54万円、比較ゼロ。 

  ７目介護予防サービス計画給付費、本年度156万円、比較46万8,000円の増。 

  ８目特例介護予防サービス計画給付費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  こちら、１目から８目につきましては、いずれも介護予防サービス給付費の見込み増及び

同額の計上でございます。 

  ３項その他諸費、１目審査支払手数料、本年度60万円、比較ゼロ。 

  ４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費、本年度1,560万円、比較240万円の
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増。 

  ２目高額介護予防サービス費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス等費、本年度175万

円、比較９万円の減。 

  ２目高額医療合算介護予防サービス等費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ６項市町村特別給付費、１目市町村特別給付費、本年度36万円、比較ゼロ。 

  ７項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、本年度3,348万円、

比較231万6,000円の減。 

  ２目特例特定入所者介護サービス費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３目特定入所者介護予防サービス費、本年度24万円、比較20万4,000円の増。 

  ４目特例特定入所者介護予防サービス費、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ３款財政安定化基金拠出金、１項財政安定化基金拠出金、１目財政安定化基金拠出金、本

年度1,000円、比較ゼロ。 

  ４款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、本年度７万9,000円、

比較７万8,000円の増。 

  ５款地域支援事業費、１項介護予防・生活支援サービス事業費、１目介護予防・生活支援

サービス事業費（第１号訪問・通所・生活支援分）、本年度2,136万円、比較336万円の増。 

  ２目介護予防・生活支援サービス事業費（第１号介護予防支援分）、本年度252万1,000円、

比較12万円の減。 

  ２項一般介護予防事業費、１目一般介護予防事業費、本年度1,177万円、比較16万1,000円

の増。 

  ３項包括的支援事業・任意事業費、１目総合相談事業費558万5,000円、比較ゼロ。 

  ２目権利擁護事業費、今年度50万円、比較ゼロ。 

  ３目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費、本年度72万円、比較ゼロ。 

  ４目任意事業費、本年度54万7,000円、比較36万3,000円の増。 

  ５目在宅医療・介護連携推進事業費、本年度48万円、比較2,000円の減。 

  ６目生活支援体制整備事業費、本年度50万円、比較ゼロ。 

  ７目認知症総合支援事業費、本年度34万5,000円、比較ゼロ。 

  ４項その他諸費、１目審査支払手数料、本年度９万円、比較３万円の増。 

  ５項高額総合事業サービス費、１目高額総合事業サービス費、本年度３万円、比較ゼロ。 

  ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目償還金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目第１号被保険者保険料還付金、本年度１万円、比較ゼロ。 

  ７款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度33万円、比較ゼロ。 
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  説明は以上です。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第９、議案第38号 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予

算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 星 裕治 登壇〕 

○住民課長（星 裕治） 95ページをお願いします。 

  議案第38号 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算） 

  第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ6,833万5,000円と定める。 

  （一時借入金） 

  第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第235条の３第２項の規定による一時借入金

の借入の最高額は、2,000万円と定める。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  100ページをお願いします。 
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  歳入歳出予算事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  歳入、１款医療保険料、１項医療保険料、１目特別徴収保険料、本年度3,492万9,000円、

比較332万8,000円の増。 

  ２目普通徴収保険料、本年度1,167万3,000円、比較111万円の増。 

  ２款手数料、１項手数料、１目証明手数料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目督促手数料、本年度3,000円、比較ゼロ。 

  ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金、本年度64万円、比較３万4,000円

の増。 

  ２目保険基盤安定繰入金、本年度1,778万2,000円、比較36万3,000円の増。 

  ３目広域連合分賦金、本年度45万6,000円、比較12万5,000円の増。 

  ４目保健事業費繰入金、本年度106万2,000円、比較２万3,000円の増。 

  ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、本年度１万円、比較ゼロ。 

  ５款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２目過料、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ２項受託事業収入、１目健診受託事業収入、本年度162万5,000円、比較45万円の増。 

  ３項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金、本年度14万円、比較ゼロ。 

  ２目還付加算金、本年度１万円、比較ゼロ。 

  ４項預金利子、１目預金利子、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  ５項雑入、１目雑入、本年度1,000円、比較ゼロ。 

  次のページ、お願いします。 

  歳出、１款総務費、１項一般管理費、１目一般管理費、本年度予算額24万6,000円、比較

２万4,000円の増。 

  ２目徴収費、本年度予算額39万4,000円、比較１万円の増。 

  ２款広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療広域連合

納付金、本年度6,438万5,000円、比較480万1,000円の増。 

  ３款保健事業費、１項保健事業費、１目保健事業費、本年度314万3,000円、比較59万

6,000円の増。 

  ４款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金、本年度予算額14万円、比

較ゼロ。 

  ２目還付加算金、本年度予算額１万円、比較ゼロ。 

  ２項繰出金、１目一般会計繰出金、本年度3,000円、比較ゼロ。 

  ５款予備費、１項予備費、１目予備費、本年度予算額１万4,000円、比較2,000円の増。 

  説明は以上であります。ご審議の上、議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第３９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第10、議案第39号 令和７年度天栄村水道事業会計予算について

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 別冊の天栄村水道事業会計予算書１ページをお願いいたします。 

  議案第39号 令和７年度天栄村水道事業会計予算についてご説明申し上げます。 

  （総則） 

  第１条 令和７年度天栄村水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

  第２条 上水道事業の業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）給水戸数1,526戸。 

  （２）年間総配水量52万8,233立方メートル。 

  （３）一日平均配水量1,447立方メートル。 

  （４）主要な建設改良工事、石綿管更新事業6,792万5,000円。 

  第２項 簡易水道事業の業務の予定量は、次のとおりとする。 
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  （１）給水戸数176戸。 

  （２）年間総配水量３万2,750立方メートル。 

  （３）一日平均配水量90立方メートル。 

  （収益的収入及び支出） 

  第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入、第１款上水道事業収益、第１項営業収益9,748万9,000円。 

  第２項営業外収益3,493万6,000円。 

  第２款簡易水道事業収益、第１項営業収益522万7,000円。 

  第２項営業外収益1,932万3,000円。 

  第３項特別利益1,000円。 

  支出、第１款上水道事業費用、第１項営業費用１億2,318万1,000円。 

  第２項営業外費用754万2,000円。 

  第３項特別損失2,000円。 

  第４項予備費170万円。 

  第２款簡易水道事業費用、第１項営業費用2,344万3,000円。 

  第２項営業外費用53万8,000円。 

  第３項特別損失1,000円。 

  第４項予備費56万9,000円。 

  （資本的収入及び支出） 

  第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額8,690万2,000円は、過年度損益勘定留保資金7,832万2,000円、消費

税資本的収支調整額858万円で補てんするものとする。） 

  収入、第１款上水道事業資本的収入、第１項企業債6,000万円。 

  第２項負担金1,000円。 

  第３項補償費748万円。 

  第４項国庫補助金1,000円。 

  第５項出資金1,000円。 

  第２款簡易水道事業資本的収入、第３項補償費71万5,000円。 

  第４項国庫補助金1,000円。 

  第５項出資金1,000円。 

  支出、第１款上水道事業資本的支出、第１項建設改良費9,611万8,000円。 

  第２項企業債償還金5,193万円。 

  第２款簡易水道事業資本的支出、第１項建設改良費71万5,000円。 
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  第２項企業債償還金633万9,000円。 

  （企業債） 

  第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりとする。 

  起債の目的、石綿セメント管更新事業、限度額6,000万円。 

  起債の方法、証書借入又は証券発行。 

  利率、年3.0％以内。（ただし、利率見直し方式で借りる政府資金及び地方公共団体金融

機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率） 

  償還の方法、借入先の融資条件による。ただし政府資金については、償還期間30年以内の

内据置期間５年以内半年賦元利均等償還とする。 

  （一時借入金） 

  第６条 一時借入金の限度額は、5,000万円と定める。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  （１）職員給与費906万8,000円。 

  （他会計からの補助金） 

  第８条 営業助成のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、3,090万5,000円で

ある。 

  （たな卸資産の購入限度額） 

  第９条 たな卸資産の購入限度額は、168万5,000円とする。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 

  28ページをお願いいたします。 

  令和７年度天栄村水道事業会計予定損益計算書によりご説明申し上げます。 

  １、営業収益。 

  （１）給水収益9,329万8,182円。 

  （２）受託工事収益909円。 

  （３）その他営業収益８万1,000円。 

  （４）負担金1,000円。計9,338万1,091円。 

  ２、営業費用。 

  （１）原水及び浄水費1,129万8,547円。 

  （２）配水及び給水費1,846万9,001円。 

  （３）受託工事費909円。 

  （４）総係費1,449万3,028円。 
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  （５）減価償却費9,820万7,000円。 

  （６）資産減耗費43万5,000円。 

  （７）その他営業費用24万9,818円。計１億4,315万3,303円。 

  営業損失4,977万2,212円。 

  ３、営業外収益。 

  （１）受取利息及び配当金１万1,000円。 

  （２）他会計補助金3,090万5,000円。 

  （３）雑収益５万1,000円。 

  （４）長期前受金戻入2,329万円。計5,425万7,000円。 

  ４、営業外費用。 

  （１）支払利息及び企業債取扱費734万8,000円。 

  （２）雑支出45万4,273円。計780万2,273円。合計4,645万4,727円。 

  経常損失331万7,485円。 

  ５、特別利益。 

  （１）固定資産売却益ゼロ。 

  （２）過年度損益修正益1,000円。計1,000円。 

  ６、特別損失。 

  （１）固定資産売却損ゼロ。 

  （２）過年度損益修正損1,000円。計1,000円。合計ゼロ。 

  当年度純損失331万7,485円。 

  前年度繰越利益剰余金２億2,585万6,204円。 

  その他未処分利益剰余金変動額ゼロ。 

  当年度未処分利益剰余金２億2,253万8,719円。 

  次に、令和７年度天栄村水道事業会計予定貸借対照表によりご説明申し上げます。 

  資産の部。 

  １、固定資産。 

  （１）有形固定資産。 

  イ、土地2,587万108円。 

  ロ、建物409万2,278円。 

  ハ、構築物20億8,489万9,227円。 

  ニ、機械及び装置3,428万8,522円。 

  ホ、車両及び運搬具25万4,000円。 

  ヘ、工具器具及び備品33万2,196円。 
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  ト、建設仮勘定2,556万円。 

  有形固定資産合計21億7,529万6,331円。 

  （２）無形固定資産。 

  イ、電話加入権38万3,300円。 

  無形固定資産合計38万3,300円。 

  固定資産合計21億7,567万9,631円。 

  ２、流動資産。 

  （１）現金預金１億1,082万2,786円。 

  （２）未収金2,151万9,913円。貸倒引当金マイナス426万2,200円。計1,689万7,713円。 

  （３）貯蔵品16万1,780円。 

  （４）その他流動資産４万636円。 

  流動資産合計１億2,792万2,915円。 

  資産合計23億360万2,546円。 

  負債の部。 

  ３、固定負債。 

  （１）企業債。 

  イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債６億9,325万3,935円。 

  企業債合計６億9,325万3,935円。 

  固定負債合計６億9,325万3,935円。 

  ４、流動負債。 

  （１）企業債。 

  イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債5,442万8,958円。 

  企業債合計5,442万8,958円。 

  （２）未払金34万6,346円。 

  （３）前受金ゼロ。 

  （４）引当金。 

  イ、賞与引当金177万631円。 

  ロ、法定福利費引当金32万5,212円。 

  引当金合計209万5,843円。 

  流動負債合計5,687万1,147円。 

  ５、繰延収益。 

  （１）長期前受金11億4,458万83円。 

  長期前受金収益化累計額マイナス５億4,212万4,953円。 
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  繰延収益合計６億245万5,130円。 

  負債合計13億5,258万212円。 

  資本の部。 

  ６、資本金５億2,218万5,573円。 

  ７、剰余金。 

  （１）資本剰余金。 

  イ、国庫補助金7,845万1,594円。 

  ロ、工事負担金2,407万4,950円。 

  ハ、その他資本剰余金183万8,979円。 

  資本剰余金合計１億436万5,523円。 

  （２）利益剰余金。 

  イ、減債積立金9,788万4,656円。 

  ロ、建設改良積立金700万円。 

  ハ、当年度未処分利益剰余金２億1,958万6,582円。 

  利益剰余金合計３億2,447万1,238円。 

  剰余金合計４億2,883万6,761円。 

  資本合計９億5,102万2,334円。 

  負債・資本合計23億360万2,546円。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第４０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第11、議案第40号 令和７年度天栄村下水道事業会計予算につい

てを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

〔建設課長 櫻井幸治 登壇〕 

○建設課長（櫻井幸治） 別冊の天栄村下水道事業会計予算書、１ページをお願いいたします。 

  議案第40号 令和７年度天栄村下水道事業会計予算についてご説明申し上げます。 

  （総則） 

  第１条 令和７年度天栄村下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

  第２条 農業集落排水事業の業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）接続戸数1,051戸。 

  （２）年間総排水量39万1,700立方メートル。 

  （３）一日平均排水量1,073立方メートル。 

  第２項 大山地区排水処理事業の業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）接続戸数235戸。 

  （２）年間総排水量４万6,700立方メートル。 

  （３）一日平均排水量128立方メートル。 

  第３項 簡易排水処理事業の業務の予定量は、次のとおりとする。 

  （１）接続戸数13戸。 

  （２）年間総排水量1,900立方メートル。 

  （３）一日平均排水量５立方メートル。 

  （収益的収入及び支出） 

  第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入、第１款農業集落排水事業収益、第１項営業収益5,996万2,000円。 

  第２項営業外収益２億4,824万7,000円。 

  第３項特別利益1,000円。 

  第２款大山地区排水処理事業収益、第１項営業収益959万7,000円。 

  第２項営業外収益279万4,000円。 

  第３項特別利益1,000円。 
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  第３款簡易排水処理事業収益、第１項営業収益61万1,000円。 

  第２項営業外収益833万7,000円。 

  第３項特別利益1,000円。 

  支出、第１款農業集落排水事業費用、第１項営業費用２億9,552万1,000円。 

  第２項営業外費用1,028万8,000円。 

  第３項特別損失1,000円。 

  第４項予備費240万円。 

  第２款大山地区排水処理事業費用、第１項営業費用1,169万1,000円。 

  第２項営業外費用20万円。 

  第３項特別損失1,000円。 

  第４項予備費50万円。 

  第３款簡易排水処理事業費用、第１項営業費用879万8,000円。 

  第２項営業外費用10万円。 

  第３項特別損失1,000円。 

  第４項予備費５万円。 

  （資本的収入及び支出） 

  第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的

支出額に対し不足する額8,896万6,000円は、過年度損益勘定留保資金8,896万6,000円で補て

んするものとする。） 

  収入、第１款農業集落排水事業資本的収入、第１項他会計補助金1,000円。 

  第２項国庫補助金1,000円。 

  支出、第１款農業集落排水事業資本的支出、第１項建設改良費1,000円。 

  第２項企業債償還金8,896万7,000円。 

  （一時借入金） 

  第５条 一時借入金の限度額は、5,000万円と定める。 

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第６条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  （１）職員給与費811万3,000円。 

  （他会計からの補助金） 

  第７条 営業助成のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１億7,088万3,000

円である。 

  令和７年３月４日提出、天栄村長、添田勝幸。 
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  23ページをお願いいたします。 

  令和７年度天栄村下水道事業会計予定損益計算書によりご説明申し上げます。 

  １、営業収益。 

  （１）下水道使用料6,245万5,000円。 

  （２）他会計負担金146万7,000円。 

  （３）その他営業収益2,000円。計6,392万4,000円。 

  ２、営業費用。 

  （１）管渠費572万8,000円。 

  （２）処理場費5,750万9,000円。 

  （３）総係費1,251万5,000円。 

  （４）減価償却費２億3,268万4,000円。計３億843万6,000円。 

  営業損失２億4,451万2,000円。 

  ３、営業外収益。 

  （１）受取利息及び配当金3,000円。 

  （２）他会計補助金１億7,088万2,000円。 

  （３）長期前受金戻入8,848万7,000円。 

  （４）雑収益3,000円。計２億5,937万5,000円。 

  ４、営業外費用。 

  （１）支払利息及び企業債取扱費628万8,000円。 

  （２）雑支出185万4,273円。計814万2,273円。合計２億5,123万2,727円。 

  経常利益672万727円。 

  ５、特別利益。 

  （１）過年度損益修正益3,000円。 

  ６、特別損失。 

  （１）過年度損益修正損3,000円。合計ゼロ。 

  当年度純利益672万727円。 

  前年度繰越利益剰余金909万2,182円。 

  その他未処分利益剰余金変動額ゼロ。 

  当年度未処分利益剰余金1,581万2,909円。 

  次に、令和７年度天栄村下水道事業予定貸借対照表によりご説明申し上げます。 

  資産の部。 

  １、固定資産。 

  （１）有形固定資産。 
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  イ、土地4,971万70円。 

  ロ、建物２億41万8,720円。 

  ハ、構築物30億1,766万9,517円。 

  ニ、機械及び装置1,456万9,766円。 

  ホ、車両及び運搬具ゼロ。 

  ヘ、工具器具及び備品18万8,442円。 

  ト、建設仮勘定1,000円。 

  有形固定資産合計32億8,255万7,515円。 

  （２）無形固定資産。 

  イ、電話加入権ゼロ。無形固定資産合計ゼロ。 

  （３）投資その他の資産。 

  イ、基金8,496万5,189円。 

  投資その他の資産合計8,496万5,189円。 

  固定資産合計33億6,752万2,704円。 

  ２、流動資産。 

  （１）現金預金１億6,441万7,190円。 

  （２）未収金2,071万1,267円。貸倒引当金ゼロ。計2,071万1,267円。 

  （３）その他流動資産377万727円。 

  流動資産合計１億8,889万9,184円。 

  資産合計35億5,642万1,888円。 

  負債の部。 

  ３、固定負債。 

  （１）企業債。 

  イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債３億3,337万7,009円。 

  企業債合計３億3,337万7,009円。 

  固定負債合計３億3,337万7,009円。 

  ４、流動負債。 

  （１）企業債。 

  イ、建設改良費等の財源に充てるための企業債8,122万1,281円。 

  企業債合計8,122万1,281円。 

  （２）未払金1,593万1,740円。 

  （３）引当金。 

  イ、賞与引当金55万2,000円。 
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  ロ、法定福利費引当金11万円。 

  引当金合計66万2,000円。 

  （４）その他流動負債430万円。 

  流動負債合計１億211万5,021円。 

  ５、繰延収益。 

  （１）長期前受金14億3,751万6,114円。 

  長期前受金収益化累計額マイナス１億7,697万4,338円。 

  繰延収益合計12億6,054万1,776円。 

  負債合計16億9,603万3,806円。 

  資本の部。 

  ６、資本金18億4,457万5,173円。 

  ７、剰余金。 

  （１）資本剰余金。 

  イ、国庫補助金ゼロ。 

  ロ、工事負担金ゼロ。 

  ハ、その他資本剰余金ゼロ。 

  資本剰余金合計ゼロ。 

  （２）利益剰余金。 

  イ、減債積立金ゼロ。 

  ロ、建設改良積立金ゼロ。 

  ハ、当年度未処分利益剰余金1,581万2,909円。 

  利益剰余金合計1,581万2,909円。 

  剰余金合計1,581万2,909円。 

  資本合計18億6,038万8,082円。 

  負債・資本合計35億5,642万1,888円。 

  説明は以上でございます。ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎陳情審査報告 

○議長（大須賀渓仁） 日程第12、陳情審査報告を議題といたします。 

  陳情につきましては、本定例会初日に総務常任委員会、産業建設常任委員会に付託となっ

ていました事件４件について、各委員長からの審査の結果を求めます。 

  初めに、総務常任委員会委員長からの報告を求めます。 

  総務常任委員会委員長、吉成議員。 

〔総務常任委員会委員長 吉成邦市 登壇〕 

○総務常任委員会委員長（吉成邦市） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁様。 

  天栄村議会総務常任委員会委員長、吉成邦市。 

  陳情審査報告書。 

  本委員会に付託の陳情を審査した結果、下記のとおり決定しましたので、天栄村議会会議

規則第95条の規定により報告します。 

  受理番号１。 

  付託年月日、令和７年３月４日。 

  件名、成人式開催時期について。 

  審査結果、採択。 

  委員会の意見、県内においても１月に開催している市町村が数多く、振り袖着用の要望や

昨今の猛暑等を考慮すると冬に開催すべきである。 

  措置、地方自治法第125条に基づく結果送付。 

  受理番号３。 

  付託年月日、令和７年３月４日。 

  件名、国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書」提出に

ついての陳情。 

  審査結果、継続審査。 
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  委員会の意見、政府において、司法制度や立法政策に与える影響及び実施体制等を検討し

ている段階であることから、その議論等を参考に審査するため。 

  受理番号４。 

  付託年月日、令和７年３月４日。 

  件名、国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出についての陳情。 

  審査結果、継続審査。 

  委員会の意見、政府において、現在も議論を交わしているところであり、その動向を参考

に審査することとするため。 

○議長（大須賀渓仁） 報告が終わりましたので、受理番号１、成人式開催時期について、総

務常任委員会委員長に対する質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本件は委員長報告のとおり採択とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は委員長報告のとおり採択とすることに決定いたしました。 

  次に、受理番号３、国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意

見書」提出についての陳情について、総務常任委員会委員長に対する質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本件は委員長報告のとおり継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は委員長報告のとおり継続審査とすることに決定いたしました。 

  次に、受理番号４、国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」提出について

の陳情について、総務常任委員会委員長に対する質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本件は委員長報告のとおり継続審査とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は委員長報告のとおり継続審査とすることに決定いたしました。 

  次に、産業建設常任委員会委員長からの報告を求めます。 

  産業建設常任委員会委員長、円谷議員。 

〔産業建設常任委員会委員長 円谷 要 登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（円谷 要） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁

様。 

  天栄村議会産業建設常任委員会委員長、円谷要。 

  陳情審査報告書。 

  本委員会に付託の陳情を審査した結果、下記のとおり決定したので、天栄村議会会議規則

第95条の規定により報告します。 

  受理番号２。 
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  付託年月日、令和７年３月４日。 

  件名、福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情について。 

  審査結果、不採択。 

  委員会の意見、本陳情の趣旨は理解するものの、昨年10月に大幅な賃上げが実施されてい

ること。また、中小企業等では、原材料費等の高騰下において、賃金を上げても販売価格に

はすぐに反映できないため、早期に最低賃金を1,000円に到達させることは難しいと判断し

たため。 

  以上です。 

○議長（大須賀渓仁） 報告が終わりましたので、受理番号２、福島県最低賃金の引き上げと

早期発効を求める意見書提出の陳情について、産業建設常任委員会委員長に対する質疑に入

ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本件は委員長報告のとおり不採択とすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は委員長報告のとおり不採択とすることに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎各委員会閉会中の継続審査申出 

○議長（大須賀渓仁） 日程第13、各委員会閉会中の継続審査申出についてを議題といたしま

す。 

  初めに、議会運営委員会委員長、次に総務常任委員会委員長、産業建設常任委員会委員長、

議会広報常任委員会委員長の順に申出願います。 

  議会運営委員会委員長、服部議員。 

〔議会運営委員会委員長 服部 晃 登壇〕 
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○議会運営委員会委員長（服部 晃） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁様。 

  天栄村議会議会運営委員会委員長、服部晃。 

  閉会中の継続審査申出書。 

  本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続審査を要するものと決定し

たので、地方自治法第109条第８項並びに議会会議規則第75条の規定により申し出ます。 

  記。 

  １、事  件 （１）本会議の会期日程と議会運営に関する事項の審議及び決定並びに委

員会運営に必要な研修及び調査研究。 

  ２、理  由 地方自治法第109条第３項に基づく審査及び調査のため。 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付したいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、議会運営委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決

定いたしました。 

  続いて、総務常任委員会委員長からの申出を許します。 

  総務常任委員会委員長、吉成議員。 

〔総務常任委員会委員長 吉成邦市 登壇〕 

○総務常任委員会委員長（吉成邦市） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁様。 

  天栄村議会総務常任委員会委員長、吉成邦市。 

  閉会中の継続審査申出書。 

  本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続審査を要するものと決定し

たので、地方自治法第109条第８項並びに議会会議規則第75条の規定により申し出ます。 

  記。 

  １、事  件 （１）総務常任委員会所管業務に係る調査研究及び広報広聴活動。 

  ２、理  由 地方自治法第109条第２項に基づく審査及び調査のため。 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  ただいま総務常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付したいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、総務常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決
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定いたしました。 

  続いて、産業建設常任委員会委員長からの申出を許します。 

  産業建設常任委員会委員長、円谷議員。 

〔産業建設常任委員会委員長 円谷 要 登壇〕 

○産業建設常任委員会委員長（円谷 要） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁

様。 

  天栄村議会産業建設常任委員会委員長、円谷要。 

  閉会中の継続審査申出書。 

  本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続審査を要するものと決定し

たので、地方自治法第109条第８項並びに議会会議規則第75条の規定により申し出ます。 

  記。 

  １、事  件 （１）産業建設常任委員会所管業務に係る調査研究及び広報広聴活動。 

  ２、理  由 地方自治法第109条第２項に基づく審査及び調査のため。 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  ただいま産業建設常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付したいと

思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、産業建設常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付すること

に決定いたしました。 

  続いて、議会広報常任委員会委員長からの申出を許します。 

  議会広報常任委員会委員長、馬場議員。 

〔議会広報常任委員会委員長 馬場吉信 登壇〕 

○議会広報常任委員会委員長（馬場吉信） 令和７年３月７日、天栄村議会議長、大須賀渓仁

様。 

  天栄村議会議会広報常任委員会委員長、馬場吉信。 

  閉会中の継続審査申出書。 

  本委員会は、所管事務のうち次の事件について、閉会中の継続審査を要するものと決定し

たので、地方自治法第109条第８項並びに議会会議規則第75条の規定により申し出ます。 

  記。 

  １、事  件 （１）議会広報発行のための取材並びに編集及び調査研究。 

  ２、理  由 地方自治法第109条第２項に基づく審査及び調査のため。 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 
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  ただいま議会広報常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付したいと

思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、議会広報常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査に付すること

に決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（大須賀渓仁） ここで、あらかじめ時間の延長をしておきます。 

  それでは、議案審議に戻ります。 

────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 

  本定例会に提出されました全ての議案審議は終了いたしました。 

  ここで追加議案が２件ございますので、この際、日程に追加し、議題としたいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、議案を日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。 

  追加日程及び追加議案を事務局に配付させますので、暫時休議いたします。 

（午後 ４時５０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） 休議前に引き続き再開いたします。 

（午後 ４時５１分） 

────────────────────────────────────────── 

◎発議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第14、発議案第１号 天栄村議会個人情報保護条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  ３番、吉成議員。 

〔３番 吉成邦市 登壇〕 

○３番（吉成邦市） 発議案第１号 天栄村議会個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定について。 
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  地方自治法第112条及び天栄村議会会議規則第14条の規定により、天栄村議会個人情報保

護条例の一部を改正する規則の制定案を別紙のとおり提出いたします。 

  令和７年３月７日提出。 

   提出者 天栄村議会議員 吉成邦市 

   賛成者 天栄村議会議員 小山克彦 

   賛成者 天栄村議会議員 齋藤寿昭 

  天栄村議会議長、大須賀渓仁様。 

  理由。 

  刑法等の一部を改正する法律が改正されたことにより懲役及び禁錮が廃止され、これらに

代えて拘禁刑が創設されること。また、行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律の一部が改正されたことに伴い規定の整備をする必要があるため。 

  天栄村議会個人情報保護条例の一部を改正する条例。 

  天栄村議会個人情報保護条例（令和５年天栄村条例第22号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第９項中「第２条第８項」を「第２条第９項」に改める。 

  第５条第３号中「（独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第２条第１項に規定す

る独立行政法人及び個人情報の保護に関する法律別表第１に掲げる法人をいう。以下同

じ。）」及び「（地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第２条第１項に規定する地

方独立行政法人をいう。以下同じ。）」を削る。 

  第18条第２項第１号中「給与」の下に「若しくは報酬」を加える。 

  第19条第１項中「議会の保有する」を削る。 

  第28条第２項中「この章において」を削る。 

  第39条第１項第１号ロ中「第２条第９項」を「第２条第10項」に改める。 

  第54条から第56条までの規定中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

  附則。 

  （施行期日） 

  １、この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第39条の改正規定は、令和

７年４月１日から、第54条から第56条までの改正規定は、刑法等の一部を改正する法律（令

和４年法律第67条）の施行の日から施行する。 

  （経過措置） 

  ２、この条例の施行前にした行為の処罰については、なお従前の例による。 

  以上でございます。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎発議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大須賀渓仁） 日程第15、発議案第２号 天栄村議会会議規則の一部を改正する規則

の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  ９番、円谷議員。 

〔９番 円谷 要 登壇〕 

○９番（円谷 要） 発議案第２号 天栄村議会会議規則の一部を改正する規則の制定につい

て。 

  地方自治法第112条及び天栄村議会会議規則第14条の規定により、天栄村議会会議規則の

一部を改正する規則の制定案を別紙のとおり提出いたします。 

  令和７年３月７日提出。 

   提出者 天栄村議会議員 円谷 要 

   賛成者 天栄村議会議員 馬場吉信 

   賛成者 天栄村議会議員 石塚喜  

  天栄村議会議長、大須賀渓仁様。 

  理由。 

  本村議会におけるペーパーレス化を目的にタブレット端末を導入するにあたり、当該端末

の本会議及び委員会等における使用について及び関連する規定を整備するため、所要の改正

を行うもの。 
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  天栄村議会会議規則の一部を改正する規則。 

  天栄村議会会議規則（平成４年天栄村議会規則第１号）の一部を次のように改正する。 

  第107条の次に次の２条を加える。 

  （資料等印刷物の配布許可） 

  第107条の２ 議員は、議場において、資料、新聞紙、文書等の印刷物を配布しようとす

るときは、議長の許可を得なければならない。 

  （情報通信端末機器の使用） 

  第107条の３ 議員及び事務局職員は、情報通信端末機器（議長が指定するものに限る。

以下同じ。）を議場又は委員会の会議室等に持込み、会議で使用することができる。ただし、

情報通信端末機器を通じて電子データにより資料等を配布しようとするときは、前条の規定

を準用する。 

  ２、前項の規定は、村長その他の関係機関の情報通信端末機器の使用について準用する。 

  附則。 

  この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

  なお、新旧対照表は別紙のとおりでありますので、ご参照くださいますようお願いいたし

ます。 

○議長（大須賀渓仁） 説明が終わりましたので、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  これから採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大須賀渓仁） お諮りいたします。 
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  以上で本定例会に提出されました全ての議案審議は終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会することとしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（大須賀渓仁） 異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は本日をもって閉会することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎招集者あいさつ 

○議長（大須賀渓仁） ここで、招集者であります村長から、閉会に当たり挨拶があります。 

  村長。 

〔村長 添田勝幸 登壇〕 

○村長（添田勝幸） 令和７年３月天栄村議会定例会の閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げ

ます。 

  議員の皆様方におかれましては、３月４日から本日までの４日間にわたりまして、令和７

年度各会計当初予算をはじめ、村政当面の重要案件につきまして慎重なご審議を賜り、厚く

お礼申し上げます。 

  本定例会の初日にご説明申し上げました施政方針、さらには会期中に賜りましたご意見や

ご提言を踏まえ、現下の重要課題に対する各種施策に取り組むとともに、引き続き第５次天

栄村総合計画の実現に向け、全力で取り組んでまいります。 

  ３月に入り、春の足音が少しずつ近づく季節となりました。議員の皆様におかれましては、

健康に留意され、村政に対しなお一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、閉

会の挨拶といたします。ありがとうございました。 

○議長（大須賀渓仁） これで招集者あいさつを終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（大須賀渓仁） 以上で本日の会議を閉じます。 

  これをもって、令和７年３月天栄村議会定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

（午後 ５時０１分） 
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議 案 等 審 査 結 果 一 覧 表 

 

議案番号        件         名        議決月日 結  果 

議案１号 専決処分の報告及び承認について ３月５日 承  認 

２号 
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理等に関する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

３号 
天栄村個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 
３月５日 原案可決 

４号 
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改

正する条例の一部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

５号 
職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例の制定について 
３月５日 原案可決 

６号 
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 
３月５日 原案可決 

７号 
議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

８号 
職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定

について 
３月５日 原案可決 

９号 
単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関

する条例等の一部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

１０号 
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

１１号 天栄村保育所条例の一部を改正する条例の制定について ３月５日 原案可決 

１２号 

天栄村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

３月５日 原案可決 

１３号 
天栄村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

１４号 
天栄村羽鳥湖畔オートキャンプ場条例の一部を改正する

条例の制定について 
３月５日 原案可決 

１５号 
天栄村体育施設条例の一部を改正する条例の制定につい

て 
３月５日 原案可決 
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議案番号        件         名        議決月日 結  果 

１６号 
天栄村企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の

一部を改正する条例の制定について 
３月５日 原案可決 

１７号 
大平辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
３月５日 原案可決 

１８号 村道の路線の廃止について ３月５日 原案可決 

１９号 村道の路線の認定について ３月５日 原案可決 

２０号 令和６年度天栄村一般会計補正予算について ３月６日 原案可決 

２１号 
令和６年度天栄村国民健康保険特別会計補正予算につい

て 
３月６日 原案可決 

２２号 令和６年度牧本財産区特別会計補正予算について ３月６日 原案可決 

２３号 令和６年度湯本財産区特別会計補正予算について ３月６日 原案可決 

２４号 
令和６年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計補正予

算について 
３月６日 原案可決 

２５号 
令和６年度天栄村二岐専用水道特別会計補正予算につい

て 
３月６日 原案可決 

２６号 令和６年度天栄村介護保険特別会計補正予算について ３月６日 原案可決 

２７号 
令和６年度天栄村後期高齢者医療特別会計補正予算につ

いて 
３月６日 原案可決 

２８号 令和６年度天栄村水道事業会計補正予算について ３月６日 原案可決 

２９号 令和６年度天栄村下水道事業会計補正予算について ３月６日 原案可決 

３０号 令和７年度天栄村一般会計予算について ３月７日 原案可決 

３１号 令和７年度天栄村国民健康保険特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３２号 令和７年度牧本財産区特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３３号 令和７年度大里財産区特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３４号 令和７年度湯本財産区特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３５号 
令和７年度天栄村工業用地取得造成事業特別会計予算に

ついて 
３月７日 原案可決 

３６号 令和７年度天栄村二岐専用水道特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３７号 令和７年度天栄村介護保険特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３８号 令和７年度天栄村後期高齢者医療特別会計予算について ３月７日 原案可決 

３９号 令和７年度天栄村水道事業会計予算について ３月７日 原案可決 
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議案番号        件         名        議決月日 結  果 

４０号 令和７年度天栄村下水道事業会計予算について ３月７日 原案可決 

 

議 員 提 出 議 案 

 

議案番号        件         名        議決月日 結  果 

発議１号 
天栄村議会個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定について 
３月７日 可  決 

発議２号 
天栄村議会会議規則の一部を改正する規則の制定につい

て 
３月７日 可  決 

 

陳 情 文 書 表 

 

受理番号 受理年月日 件        名 陳情者の住所及び氏名 付託委員会 

 １ 
令 和 ７ 年 

１ 月 2 3 日 
成人式開催時期について 

福島県岩瀬郡天栄村大

字牧之内字児渡54 

佐藤 夢 

他63名 

総 務 

常任委員会 

 ２ 
令 和 ７ 年 

１ 月 2 4 日 

福島県最低賃金の引き上

げと早期発効を求める意

見書提出の陳情について 

福島県須賀川市八幡町

135 

日本労働組合総連合会

福島県連合会 

須賀川地区連合 

議長 加藤 政之 

産 業 建 設 

常任委員会 

 ３ 
令 和 ７ 年 

１ 月 3 0 日 

国に対し「女性差別撤廃条

約選択議定書のすみやか

な批准を求める意見書」提

出についての陳情 

福島市船場町３－26 

新日本婦人の会福島県

本部 

会長 井上 裕子 

総 務 

常任委員会 

 ４ 
令 和 ７ 年 

１ 月 3 0 日 

国に対し「選択的夫婦別姓

制度の導入を求める意見

書」提出についての陳情 

福島市船場町３－26 

新日本婦人の会福島県

本部 

会長 井上 裕子 

総 務 

常任委員会 



－270－ 

 

陳 情 審 査 結 果 

 

受理番号 付託年月日 件        名 結  果 

 １ 
令 和 ７ 年 

３ 月 ４ 日 
成人式開催時期について 採  択 

 ２ 
令 和 ７ 年 

３ 月 ４ 日 

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見

書提出の陳情について 
不 採 択 

 ３ 
令 和 ７ 年 

３ 月 ４ 日 

国に対し「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな

批准を求める意見書」提出についての陳情 
継続審査 

 ４ 
令 和 ７ 年 

３ 月 ４ 日 

国に対し「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見

書」提出についての陳情 
継続審査 

 


